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第 1 章 研究の 背景

ト1 は じめ に

人の 生活 は大 きく分けて [ 労働] [ 休養] [ 余

暇] に分類 され る ( 生活構造論) ｡

そ の うち ､
｢ 余 暇｣ に 該当す る 時間 は 近年

増大さ れて い るが ､ そ れ がイ コ ー

ル 人の 幸せ ､

社会の 福祉 につ ながる とは言い 難い 面があ る｡

『余暇は人間の 現実 の 第 2 次的要素で は ない

し､ もはやそ うで は な く な っ て い る ｡ 自由時

間 の 使い方 は ､ 人生 の 試金石で ある (∫. フ ラ

ス チ ェ) 』 は ､ 如何 に余暇の 時間を過 ごすかが ､

人 の 生活 の 在 り方 へ の 本質的認識 へ の 課題 で

ある こ とを提示 して い る とい えよ う｡

こ れは同時に ､ 余暇時間を過 ごす 受け皿 と

な る場所 へ の 課題で もある ｡

余暇時 間は生活 の な か で 最 も自己裁 量性 が

高く ､ 趣味や 娯楽を始 め と した ､ 人々 が豊 か

な 時間を過 ごす事項 の 多 くが こ こ に分類 さ れ

る
｡

余暇時 間を過 ごす場所 として は ､ 自宅や 職

場 ･ 学校が有力 と考え られ るが ､ それ ら と 同

様に地域 に ある様 々 な 施設 もそ の 役割 を担 っ

て い るで あろう｡

ま た､ 余暇 に行う活動 (余暇活動) は様 々

で ある が､ 本研 究で は そ の 場所 と して の ､ 地

域 に存在す る施設群 の在 り方 に着目 したい ｡

一 方 , 余暇活動 を行 う人々 はそ れぞ れが真

な る属性 を も ち ､ 施設の 使い方 ､
ニ

ー ズ も 一

様 で は な い ｡ そ の た め ､ 人 生過程 ( ライ フ サ

イ クル) や ､ 生活様式 ( ライ フ ス タイ ル) と

い っ た多角的な観 点か ら 余暇 を過 ごす場所 と

して の 地域施設の 利用構造 を捉 え る必要があ

る ｡

本研究 はそ れ ら の 観点か ら ､ 地域 の 幅広 い

人々 の 余暇 活動 を行 う場 へ の 要求 を整理 し ､

そ れぞれ に対 して の 受け皿 と して の 地域施設

の 在り方を探る もの で ある｡

本章 の 以降の 節で は ､ 以上 の 確認及び余暇

活動 の 定義を行う｡
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第 1 車 研究の 背景

ト2 生活構造論の 概念

次 に､ 生活構造 論 の 代 表的概念 の 紹介 と ､

本研究の 位置づけを確認 して おく ｡

日本にお ける 『生活構造』 の 概念はきわ め

て 多様で あるが､

一 般に は次の 三 つ の 坂城,

[ l] 社会政策的嶺域 . [2] 生活体系論的街域 ､

[ 31 都市社会学的領域 ､ に分類ができるo

[ 1] 社会政策的嶺域

こ の 領 域 にお け る 『生活 構造』 概念 の 成

立は最 も古 い ｡ 名付 け親と もい う べ き竜山京

(1 9 4 3) は ､
1 日 2 4 時間 の 生活が構造をなす

と し ､
1 日 を [ 労働] [ 休養] [ 余暇] の 3 つ の

時間体系に分類 した ｡

図 1 - 1 は篭 山がそ の 著 『国 民生活 の 構 造』

で 示 した
` `

生活 構造 の 基本状態
"

で あり､ 生

活 の 3 区分 と エ ネル ギ
ー

の 消費. 補給 の 関係

か ら 3 つ の 基本状態及びそ の 定式化 が提示 さ

れ て い る ｡ 端的 にい うと ､ 消費と補給の [労働]

[ 休養] [ 余暇] の 総和をそれ ぞれ (A + B + C)

及び ( a + b 十c) と し ､ 消費の 総和が補 給の 姶

和 を 下回 る 状態 ( 第三 基 本状態 と呼 ばれ る)

を望 ま し い とす る ,
3 者の 関係 の 適正化 を提

唱 して い る o

[ 2] 生活体系論的嶺域

こ の 領域 にお い て は ､ 副 田義也 (1 97 1) の

生活 構造 の 循 環式 とい うアイ デアがある o 生

活を生命の 生産で ある と し ､
｢ 生命の 生産 - 坐

命 の 消費- - 生活手段 の 生産 - 生活手段 の 消費

- ケ再び ､ 生命の 生産 - - -
･ ･

｣ と いう循環式を『生

活構造』 と規定 した ｡

図 1 12 は副EEH = よ る
"

生括構造 - あらゆ る

社会形態 に関わ らな い 場合
' '

と して提 示され

た循環式 モ デル で ある o
こ の 循環式を応用す

る こ とで ､ 歴 史 と社 会を越え て不変の 生活構

造を示 して い る とされ るo

エ

ネ

ル

ギ
l
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辛
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辛
l

捕
袷

#
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図 ト l 生活構造の 基本状茸 (篭山モ デル)

図 1 - 2 生活構造の循環式 (副田 モ デ ル)

非同調

園1 1 3 生活主体の あり方類型 (鈴木モデル)
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第 1 章 研 究の 背景

[3] 都市社会学的領域

この 領域 にお ける鈴木広 (1 9 7 6) は ､ 個人

や家族 を生活主体に位置づ け､
｢ 生活主体が文

化体系お よ び社会 構造 に接す る ､ 相対的に持

続的なパ タ
ー ンである｣ として い る ｡

図 卜3 は鈴木によ る標準 的な生活主体の あ

り方 に関す る 4 つ の 類型モ デル で あ る ｡ 鈴木

は ｢( 生活主体､ すなわち個人は) 私生活場面

に自閉して 生活 の
=

私化 (p ri v a ti z a ti o n )
…

を

志向する か ､ 逆 に私生活を社会化 して い く方

向 に目標の 焦点 を設定 し､ 主体自身 の
"

社会

化 (t o t ali z a ti o n)
"

を志向するか ､ とい う志向

の 分界が み ら れ る｣ と し ､ 標準 的な 生活主体

の あり方に関する 4 つ の 類型を設定 して い る｡

参考 ま で に 図中 の 4 類型は以下 の よ うに性

格づけられて い る｡

Ⅰ型 ( 同調 ･

私化)

: 典型 的な私生活主義者

Ⅲ型 ( 同調 ･ 公共化)

: 上 層 の 土 着者 を典型 と し､ 体制維持的な積極的な オ ピ ニ

オン ･ リ
ー

- ダ
ー

層で ､ 伝統文化や地域主義 の 個別価値 を も破

壊す る過 同調 に転 じ る可 能性 を もつ も の

Ⅲ型 (非 同調 ･ 公共化)

: 自 閉的な欲求不満者で ､ 下位諸階層 であり ､ ア ン ビバ レ

ン ド な意識 を も ち､ 内容的 に
"

私的
"

次元 に終始す る｡

Ⅳ型 (非 同調 ･ 私化)

: 対抗行動派で ､ 対抗イデオ ロ ギ
ー

に よ っ て 生 活 を再編 し

よ う とす る｡

本研究 は主 に ､ 鈴木ら の 提唱す る [3] 都市

社会学的領域の視点 に立脚して い る｡

つ まり ､ 生活主体で ある個人 を基本単位 と

しな がら ､ 余暇 の 生活実態 を把握 しよ う とい

う立場で あ る ｡ そ の 過程 と して ､ 個人 を多角

的な観点か ら捉え る｡

- 3
-



第 1 章 研 究 の 背景

l - 3 社会調査に み る余暇時間の 実態

こ こ で は 『国 民生活時間調査』 と 『社会 生

活基本調査』 か ら 生活時間の 変化､ 特 に余暇

時間の 変化を捉え る ｡ 前述の [労働] [休養] [ 余

暇] はそ れぞ れ の 調 査で別 の 呼称を つ けら れ

て い る が､ 内容 と して は同様の もの とみ なす

( 図 1 14) a

また ､ そ れぞ れの 定義 に つ いて は 『国民生

活時間調査』 に準拠 し ､ 以下に示すもの とする ｡

｢ ■'
- ー 一

叫
{

■､
~

'■■-■̀-■~■~■
-
十
■

- 】
M ~

~.

J
｢ 拘束行軌

l 喜蔓藁
関連

.主.

{

!

.

:

l (コ通学
(rJ 社会参加

｢休養]

個体を維持向上 させ る ため に必要不可欠他の 高い 生活

行為 ｡

『国 民生活時間調査jl : 必需行動

『社会生活基本調査』 : 1 次行動

[ 労働]

家庭や社会を維持向上させ るた めに行う ､ 義務性
･ 拘

束性の 高い 生活行為e

『国民生活時間調査』 : 拘束行動

『社会生活基本調査』 : 2 次行動

[ 余暇]

人間性を維持向上させ るた め に行う . 自己裁量性の高

い 生活行為｡

『国民生活時間調査』 : 自 由行動

『社会生活基本調査』 : 3 次行動

｢ 1 次行動｣

(⊃睡眠

rJ 身の回り の柏事

○食事

｢
2 次行動｣

⊂)通勤 ･ 通学

() 仕事 ( 収入を伴うも の)

C t学業 ( 学 生の 学習活動)

○家事

(〕介護
･

看護

○育児

O 買い物

｢
自由行動｣

亡)会議 ･ 交際

() L ' ジ ャ
ー

活動

〇マ ス メ デ ィ ア接触
f⊃休息

｢
3 次行勤J

(⊃移動 (通勤 ･ 通学を除く)

○ テ レビ ･

ラ ジオ ･

新聞
･ 雑誌

･○休養 ･ く つ ろ ぎ

(〕学習
･

研究 (学業以外)

(〕趣味 ･ 娯 楽
(二･ ス ポ

ー

ツ

(〕ボ ラ ン テ ィ ア 活動 ･ 社会参加活動

() 交際 ･ 付 き合 い
･コ受診

･ 療養
(:) その 他

図 I 14 生三吉構造の 3 要素

【休息】

個体を維持向上させ る

ために必要不可欠性の

高い 生活行為｡

ー
-

1

l 労働】

家庭や社会を維持向上

さ せ る た めに行 う ､

義務性 ･ 拘束性の

高 い 生涛行為o

= ㌧ ■

【余暇】

人間性を維持向上

させ るため に行う

自己裁量性の

高い 生活行為 ｡
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第 1 車 研 究の 背景

1 -3 -1 余暇時間の 増加傾 向

図 卜5 は [ 労働] [ 休養] [ 余暇] にか ける

時間の 時代的な推移で ある (『国民生活時間調

査』 よ り) ｡

L 余暇] に 該当す る ｢ 自 由行動｣ は､ 国 民

全体で み る と [ 労働] に該当す る ｢ 拘束時間｣

と反比例 の 関係で長期 的に増加傾向を示 して

い る ｡

[ 休養] に該 当す る ｢ 必需行動｣ は ､ 1 9 8 0

年以 降､ 概ね各曜 日 とも緩やか な減 少傾向 を

示 して い る ( 但し ､ 2 00 5 年には若干増加 して

い る) ｡

特 に [ 余暇] に該当する ｢ 自由行動｣ に着

目す る と ､ 2 0 0 0 年まで は
一

定の 増加傾向を示

して い る (2 0 0 5 年は ｢ 必需行動｣ が増加 した

ため ､ 若干減少 して い る) 0

こ れ らを概観す る と､ 1 9 9 5 年頃まで は余暇

時間が増え続 けて きたが､ こ こ 15 年程度の 間

で ､ ある程度 増加 に歯止め がか か っ た格好で

ある ｡

言 い 換え る と､ 現在 の バ ラ ンスが今後も維

持 さ れ る と考 え る こ とがで き ､ 現在 の 実態 に

応 じて 余暇時間 の 過 ごし方 を捉え る こ とが中

長期的な余暇生活論に結びつ く と考え られ る ｡

1 - 3
- 2 1 日 の 時間配分

前項 で は [ 休養] [ 労働] [ 余暇] にか ける

時間 の 長期 的な推移 をみ たが ､
こ こで は 1 日

の 時間配分の 違い を曜 日別 にみ る ｡

図 卜 6 は ､
『国民生活時間調査』 お よ び 『社

会 生活基本調査』 か ら抜粋 した ､ 過去 1 5 年な

い し 2 0 年間の 1 日 の時間配分で ある｡

特 に [ 余 暇] に か ける 時 間 に着目す る と ､

曜日 によ る 割合は ､ 日曜 日 > 土曜日 > 平日 と

な っ て い る ｡ 当然で ある が ､ 休 日 ほ ど余暇時

間は多くな っ て い る ｡

また ､ 平日 で もあ る程 度 の 余暇時間が もた

れ て い る こ とが分かる ｡ [ 余暇] にか ける時間

は生活 の 中で 欠か す こ と の で き な い も の で あ

り ､ 相対的に余暇時間の 多い 休 日だけでな く ､

平 日 にお ける余暇時 間を如何 に充実 して 過 ご

すか を考え る必要があ る ｡

ー5 -
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第 1 章 研 究 の 背景

l - 3 - 3 属性 で異な る余暇時間

前項 で は 1 日 の [ 休養] [ 労働] [ 余暇] の

時 間配分 を み たが ､
こ こで は 属性 に よ る相 違

をみ る ｡

まず[ 年齢別] と [性別] による相違 をみ る ｡

図 1 - 7 は 『社会生活基本調査』 か ら抜粋 し

た年齢階級別 ･ 性別 の ｢休養等自由時間活動( 上

図) ｣ と ｢ 積極 的自由時間活動 ( 下図) ｣ で あ

る ( いづ れ も 【余暇】 に該当) ｡ 内訳 に つ い て

は図 卜4 及び表 1 - 1 ( 後述) 参照｡

｢ 休養等自 由時間活動｣ は 男女 ･ 年齢階級別

にみ る と ､ 6 0 歳末満で は男女 に大 きな 差は見

ら れ な い ｡ しか し､ 6 0 歳 以上 85 歳未満 の 年

齢 階級で は 男性が長 く ､ 女 性 と大 き な差 が見

られる
｡

｢積極的自 由時間活動｣ は男女別 にみ る と ､

どの 年齢 も男性 の 方が長 い ｡ また ､ 年齢別 に

み る と ､ 男性 は 4 0 - 4 4 歳 , 5 0
~

5 4 歳及び 85

歳 以 上 ､ 女 性 は 2 5 歳以 上 6 0 歳 末満及 び 75

歳以 上 の 年齢 階級で 1 時間未満 と短く な っ て

い る
｡

* 図 は ､ 週全体 の 平均値｡

* ｢ 休養 等自 由時間活動｣

: ｢ テ レ ビ ･ ラ ジ オ ･ 新聞 ･ 雑誌｣ 及 び ｢休養 ･ くつ ろ ぎ｣

｢ 積極的自 由時間活動｣

: ｢ 学習 ･ 研 究( 学業以 外) ｣ ｢趣 味 ･ 娯楽｣ ｢ ス ポ ー

ーツ｣ 及 び ｢ ボラ ンテ ィ ア 活動
･ 社会参 加 活動｣

出典 : 『社会生活基本調査』 , h t t p : / / w Ⅵ八V . S t at . g O _j p / (l at ヨ/ s h a k a i / 2 0 0 6 / i n d e x . h t m
,
2 0 O 6 年

図 1 -7 性別
･ 年齢に み る余暇時間の 相違
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第 1 章 研究の 背景

次に [ 職業] によ る 相違 をみ る o 図 1 - 8 は

『国民生活時間調査』 か ら作成 した職業別 の 生

活時間の配分 ( 曜日別) で あるo

｢ 勤め人｣ は , 平日 , 土曜 ､ 日曜の 違い が 明

確で , 土 曜 ､ 日曜 に な る ほ ど ｢ 拘束時間｣ が

短 く な り ,
｢ 自 由時 間｣ が長 く な る o

｢ 学 生｣

及び ｢ 勤め人以外の 有職者｣ も ､
｢ 勤め人｣ ほ

どで はな いが同様の 傾向がみ られる o

一 方,
｢ 主

婦｣ と ｢ 無職｣ は , 平日 ､ 土曜 ､ 日曜 の 差が

あまり大きくない ｡

こ れらか ら, 当然で あるが余暇時間 の 長 さ

は属性 ､ ひ い て は個人がおか れ る環境 に よ っ

て 異なる こ とが確認 されたo

『国 民生 活 時 間調 査 』 ( H 1 7 年 度) よ り作 成

園 l- 8 職業 にみ る余暇時間の相違

- 8 -
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第 1 章 研究の 背景

1 - 3 -4 余暇時間に行う行動

次に [ 余暇] に行う行動の 内訳 をみ る ｡

表 ト1 は 『社会 生活基 本調査 (2 0 0 6) 』 か

ら 抜粋 した ､ 行 動の 種類別 生活時 間 ( 男女 ･

週全体) である D

男性 の 方が女性 よ りも若 干 ｢ 3 次行動｣ に

か ける総時間は多い ( ｢趣 味 ･ 娯楽｣ にかける

時間が男性 の 方が 1 0 - 1 5 タ〉程度多 く ､ それ

が総時間に差を与えて いる) o

とは いえ ､ 男女とも ｢ 趣味 ･ 娯楽｣ 以外 に

かける時間には大きな差はみ られず ､
『休養等

自由時間活動』 と 『積極 的自由時 間活動』 が

大半を 占めて い る
｡ 特に『休養等自由時間活動』

で ある ｢テ レビ ･ ラジオ ･ 新聞 ･ 雑誌｣ と ｢ 休

養 ･ く つ ろ ぎ｣ は 余暇時 間の 中で 特 に多く行

われ てい る行動で ある o

表 ト1 余暇時間に行う行動

l -3 -5 余暇時間に一緒に過 ごす相手

こ こ で は余暇時間 に誰 と過 ごして いる の か

をみ る o

表 1 - 2 は 『社会生 活基本調査 (20 0 6) 』 か

ら作成 した ､ 行動 時間別 に 一 緒 に過 ごす相手

とそ の 時間配分で ある ( 表 中の 時 間は全体 の

平均時間で あ るが , 各属性で 必ず しも合計が

2 4 時間とはな っ て いない) a

一

緒 に過 ごす相手は,
｢ ひ とり｣ ｢ 家族｣ ｢ そ

の 他｣ が同程 度で あり ,

一

緒 に過 ごす相手 が

多様 で ある こ とが窺 え る ( ｢ 学校 ･ 職場の 人｣

も少なくな い) ｡ そ の 傾向は性別で み ても大き

な違い はない o

但 し､ 女 性 は職の 有無で 大きな 違い がみ ら

れる ｡ 特に ｢ 無職女性｣ は [余暇] を ｢ ひ とり｣

と ｢ 家族｣ で過 ごしやす い ｡

( 時 間 . 分)
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第1 章 研究の 背景

さ ら に 6 5 歳 以上 の 人 の 生活 は特徴的で あ

り､ 同調査か ら抜粋した詳細 な デ
ー タを下部

に示す o

65 歳以上 の 人 は睡眠を除く生活時間 に占め

る割合 と し て ｢ ひ とり｣ と ｢ 家族｣ がそれぞ

れ 4 割以 上で ある o 6 5 歳以上 の 多 く の 人が職

をもた ない の で ｢ 学校 ･ 職場の 人｣ が少な い

の は当 然で ある が ､ そ れ に して も ｢ ひ と り｣

が多い o

そ の 理由は 6 5 歳以上の 単身者 によ る こ とが

分かる ｡ 高齢単身者は睡眠 を除く 生活 時間の

7 割以 上をひ とりで過 ごしてお り , 1 日 の 大半

をひ とりで 過 ごしてい る こ とにな る ｡

一

緒 に過 ごす相手 によ っ て 余暇時間 の 過 ご

し方も変わ るの は必 ,* と考 え られる ため､ 余

暇施設整備にためには考慮す べ き事項で あるD

表 l-2 行動時間別に
一

緒 に過 ごす相手

ト3 - 6 多角的視点 でみ る必要性

以 上か ら . 属性 に よ る余暇時間 の 量 , 行動

等の 相違がみ られた ｡
これらは余暇活動自体 ,

さら に余暇活動 を行 う場 へ の 要求 にも つ な が

る と考 え られ , 幅広 い 属性 をも つ 地域住民 の

余暇活動 を捉 え るた めには ､ 各個人がお かれ

る環境別 に考察 を行う必要が再確認され たc

よ っ て 本研究で は､ 年齢 ･ 性別 ･ 職業等 か

らみ る [ ライ フサイ ク ル] と, 行 動 に影響す

るで あ ろう個人 の 価値観 を反 映 した [ ライ フ

ス タイ ル] を視点 と し , 各個人の 余暇を考察

する ( 両視点 の詳細は後述) ｡

l 次行載

分類 サ ン プル 敷

2 次行動 3 次行動

学 校 .

取 そ の他

場の 人 の 人

学一校
.

放 そ の他

局の 人 の 人
ひ とり 家族

学枚
･

放 そ の 他

場の 人 の人

# & 3 5 l
.2 0 2

男性締敷 1 6 6
,
5 1 9

女性棺数 1 8 4
.
6 B 3

看取女性 9 Z .4 1 7

無恥女性 8 2
.
4 9 0

6 与歳銚上 B 9 ,5 3 9

8 . 4 1 l .5 3

8
.
4 0 l .4 7

8 . 4 3 1 .5 9

8 . 2 2 l .5 0

8 . 0 4 Z.
1 0

9
.
､4_l ...-

2 .2 0

0 . 4 6 l. 1 0

0 . 4 7 1 .0 8

0. 4 6 1 l l

0
.
4 6 1
.
1 2

8
.
4 9 l .i 1

O . 4 8 1 .1 5

2. 4 5 3.1 3

2 .31 乙 2 4

2,5 B 3. 3 4

2
.
4 7 3 . 2 2

3 .1 8 3 . 5 ∈!

3] は ::
.･
ヨ..
O 9

T 4 8 2
.
4 7

8 .2 1 3
.
†9

7. 0 3 2 .2 5

7 .1 3 乙 5 0

5 .5 3 l. 5 1

3 . 4 3 3 .4 8 2 .8 6 3 . 2 9

3 .5 3 4
.
0 0 2
.
0 9 3
,
4 4

3 ,3 3 3 .3 8 2. 0 2 3 .1 9

2 .4 6 3 . 0 3 l ,2 4 3 .1 3

4. 2 5 4.1 1 3 .0 3 3. 2 3

2 2 3 .3 孝

6 5 歳以上の層に フ ォ ーカ スすると ･ ･ * す べ て 平均時間｡ 表中 の 表記は (時間 , 分)

E コ
時間 ( 時 間. 分) 睡 眠 を 除 く 生 活 時間 に 占&

J

.) る 割合 (
`

31L)

籍数
一

人 で 家族
草根 . )離

鳩 L/:) 人

そ の 他Lr )

人
･ 一 人で 家族

学校 . 職

場 の 人

そ の 他 の

人

ーi5 歳 以 上 1 5 . 3 () 6 . 3 3 (～. Li 7 0 ∴i 1 ー 1 7 ･i 2 . O ^t 3 . 5 3 . 3 8 . 2

う
■

と, 単 身 世 席

( 丁
.(/ 'イ三j

l

無 . 居住地)

■-r十王 い 7
L

L
t

い

l 5 .
.1 0 1 2 . O ヨ o . 5 O () . 2 5 1 . 1 2

1 5 . 5 3 1 = .
,l 7 O . O 9 0 . l 9 2 ,

O O

7 6 .
8 5

, 3 2
,
7 Ⅰ0 , 9

8 () . 5 0
. 9 2 .

0 1 2 . 6

i■:- ′うミい る l 5 . 3 7 1 1 . 5 0 】 ,
O ト O . 2 7 L_ 3 8 7 5 , 8 6_ 5 2. 9 1 0 . 5

同 一敷 地 内 1 fS . 2 () Ⅰ0 . 2 8 2 . 2 8 0 ∴うO ] . 2 8 6 8 . 3 LL; . l 3 . .7 9 . 6

妃 所 1 {1 ∴ー8 1 1_ 3 6 ー . ー9 0 . 3 2 1 . l g 7 一ー. 2 8
.

一

.1 こl3
_
L 8 .

Lt

同 一Ir)A町 村 l 5 .-1 j 1 2 . ()8 () . 5 0 0 . 2 9 l ∴さ8 7 7 .
tl 5 . 3 :3

.
l ー() . 4

他 t) ) 他 威 1 .

,
r

L :! 9 1 2 . t 5 () . 3-I () . 2 2 l_ J 5
7 ti . 3 3 . 6 2

.
3 l 】 . 2

出典 : 『社会生活基本調査』 ,
h t t p :/ / w w _

s t a ℃, g o .j p.
/ d a t a / s h a k ai/ 2 0 0 6 /i n d e x . h t m

,
2 0 0 6 年

I l o
-
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第 1 章 研究の 背景

1 -4 余暇活動の 定義

松原治郎 によ る と , 余暇活動 は以下 の よ う

に集約で きる o

･ 自由時間の 活動

･ 生計の ために必要な金銭 を生まな い活動

･ 必要 ( 必需) 性や義務を伴わ な い活動

･ 自ら の満足 を得 るために自由になされ る

活動で あり ､ そ の 活動を行う こ と自体が

目的とな るも の

･ すすんで自己拡充や創造力の 発揮を随意

に行う こ とを可能 にさせ るもの

前節 にて社会調査 に よ る余暇 に行 う行動を

み たが､ 本研究 は地域施設 にお ける余 暇活 動

を対象 とす る ため, 上 記を受けて余暇 活動 の

定義 と枠組 を以下の ように設定する o

[ 余暇活動の 定義]

本研究が地域施設 にお ける余暇 活動 に着目

して い る こ とか ら ､ 以下 の よ うに 定義 す る ｡

行わ れ る個別具体的 に行 う活 動の 詳細 は多種

多様で あ りア ンケ - ト調査で は把握で きて い

ない が, 地域住民が
` `

自由な時間に行 っ て い る
''

も の である ｡

余暇活動 と は , 自宅で の 休養 ･ 団らん ､ 及び

自宅で 一 人で 行う趣味活動を除く､ 地域住民

が自由な時間に行う全ての 活動D

[余暇活動の枠組]

以 上の よう に余暇活動 を定義 したが ､ こ れ

はさ らに 2 つ に大別で きるD

つ まり､ 個人的 に行う余暇活動 と組織化 して

行 う余暇活動 であ るが ､ もち ろん 両者は相互

独立で はなく , 図 l -9 の ように整理できる o

･

個人的余暇活動は人の数だけ存在する ､ 余暇

活動の ベ ー

ス である o

･ 組織活動 は ある 目的 . 意識 を共有 する 団 体

( a s s o ci a ti o n ) で あり ､ 個人活動 と両立して ( ち

しく は ､ そ れ自体と して) 行われる o

それぞれ に対 して ､ 個人の 余暇活動 に関す

る調査 ( 調査 1 ) と , 組織活 動団体 に関す る

調査 ( 調査 2 ) を行 っ て い る ( 団体 と して の

母体をも っ て い るもの) a

但し､ 上記 の 性格 上､ 個人的な余暇 活動 に

は組織活動 自体が含 まれる場合 も あるが ､ そ

の 厳密な分類 は困難な ため､ 調査 1 に て得 ら

れた個人 が行 う活動 を個人的余暇活動 ､ 調査

2 に て得ら れ た団体と して行 う活動 を組織活

動と して い る o

図 ト9 余暇活動の 枠組の概念図
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第 1 章 研究の 背景

1 - 5 余暇活動要求と自宅以外の場所 の需要

人 々 が 潜在的に も つ 余暇活動 へ の 参加要求

と地域住民が余 暇活動を行う場所 ( 余暇を過

ごす場所) から ､ 地域施設の 需要を確認するo

二 こ で は ､ 本研究で 行 っ た調査 によ り得 ら

れ たデ ー タを本論 に 先んじて 用い る ( 調査概

要は第 2 章 にて後述 : 調査 1 に該当) o

ト5 -1 潜在的な余暇活動要求

まず ､ 人々 の 生活 にお ける余暇活動 の位 置

づ けをみ る ｡

人 々 が生活 に充実する行動 を 1 0 種挙 げ. 地

域住民 に最大 2 種回答 して も ら っ た D 個人 の

回 答 パ タ ー

ンか ら ､ 生活 を充実する ための 行

動 か ら人 々 が も つ 要求を探る ( 充実感 の 内訳

の 分析は本論 にて行う) ｡

回 答の 選択肢 の うち ,
｢仕事 ･ 勉強｣ ｢家事 ･

育児｣ 以外 を余 暇時間 に行 う選択性 ( 自己裁

量性) が高 い行動 であ り 『選択行動』 とす る o

以上 を図 1 - 10 の ように整理 し､ 選択行動の

有無 と目的意識の 高低 により ,
｢ 非選択行動の

み｣ ､ ｢ 選択行動 あり / 目的意識低の み｣ ｢ 選択

行勤あり / 目的意識高 + 低｣ ｢ 選択行動あ り /

目的意識高の み｣ と ｢ そ の 他の み｣ に分類す る o

こ こ で の 高 い 目的意 識を も っ た行動とは , 舵

に顕在化 して い る活動 ( 団体活動等) の ほ か

に
, 潜在的 に有 して いる要求 ( 友人との 雑談等)

が挙 げられ るが ､ 非選択行動 と違い ､ 自宅以

外の 場所で行う こ と が多 い 内容で ある D 従 っ

て ､ 生活を充実す る 為 に は ､ 個人の 行う括動

の 受け皿 とな る場所が必要 となる D

表 卜3 をみ る と､ 地 区によ らず ｢ 非選択行

動の み｣ の 割合 は低い ｡
9 割以上 の 人が , な

ん ら か の 選択行動 を行 っ て い る o 生活 を充実

する ために ､ 余暇 に選択制 の ある行動 をして

い る の だ｡ さ らに ､
7 割以上 の 人 が目的意識

の 高い 選択行動 を行 っ て い る ｡

逆 に言う と ､ 人が生活 を充実す るためには,

余暇 に 目的意識 の 高 い 選択行勤 を行う こ とが

必 要と い える ｡ これ は地 区 に よ らず､ 地域住

民が元来的 に有 して い る とい え ､ 余暇活動を

行う こ とが生括 を充実す る ために は重要で あ

る こ とを示 して い る D

非選択行動
l
. 1±串

.

魁洩 u ) 非 澄F( 王 視 l + 2 非 選g く行動 の み (i X2)

2 . 家事
.

育児 ② 非選 択必要 l o r 2 ( + ー0) 選択l 目的嵩張低の み 6 XS)㊨

選択行 動

低 い

高い

3
. ひ とり で休兼 ③両 方必要/ 低 l o ｢ 2 + 3 o r 4 行地 Ei 的意敢 目的意諏高 十 倍 ⑦

4 . 豪放 と団 らん
一

旅行 ④両方必要/ 高 l ○r 2 + 5 - 9 あり 高あり 目的意発売の み ㊨昏⑨

5
. 友
人 と雑談

J

旅行 ⑤選 択必要/ 低 3 o r 4 ( + l O) そ の 他 ⑬

6
. 趣味 ⑥選 択重視/ 低 3 + 4

7_ 習 い事 ⑦選 択重視/ 育 + 低 3 o r 4 + 5 - 9

8 . グ ループ .

団体 活動 ⑧選択必要′高 5- 9 ( + l O)
g. 自主的な 勉強 ⑨選 択重視/ 高 5 - 9 + 5 - 9

図l -1 0 日常 の充実感の 回答パターンによる潜在的な余暇活動要求の 整哩

表 1 -3 潜在的な余際吉動要求

津 四日市 志摩 大紀 桁 十

終数 ー2 4 5 ーー4 8 5 7 9 3 5 0 3 3 2 2

活動 要求不明 ー○5 7 8 3 9 2 8 2 5 0

回答 数 1 1 4 0 ー 0 7 0 5 4 0 3 2 2 3 0 7 2

ヲ巨コ害別 行!切の み (u } a)) 4 % 3 % 3 % 4 % 4 %

目的意 発低の み ( ③⑳⑥) 2 1 % 2 5 % 2 2 % 2 3 % 2 3 %

目的高 茜 十 低 ( ⑦) 3 4 % 3 5 %

警
_
* ;…
■
;…≡
3 3 %

≡
=

≡
=

:妻室.三
2 4 % 3 3 %

必要 苗の み ( ㊨富◎) 3 9 % 3 6 % 4 ー% 4 6 % 3 9 %

選択行劫 あり ;
■~漂昏蛋蔓 -■: ⊆≡≡≡;.g 嘉客室三三.

菖;.
_
:≡■g 麗 ≡;:; =三≡

そ の 他 の み 1 % 1 % 1 % 3 % l %

- 1 2 -

J 〉

l



第 1 章 研究の 背景

ト5 自宅以外の 場所の需要

l - 5 - 2 余暇を過 ごす場所

次 に､ 地域住 民が属性 に よ らず､ どの よ う

な場所で 余暇 時間を過 ごして い るか を概観 す

る ｡

表 1 - 4 は ｢ あな たは 生活 の 中で 自由な時間

をどの よ うな 場所で 過 ごして い ますか ? ｣ と

い う間に対 する 選択結果 であ る ｡ 表中 の 1 5

種類 の 選択肢 の うち ､

一

人当 り最大 4 件回答

して もら っ て い る ( 調査 1 よ り得ら れ た個人

票 3 ,3 2 2 名を対象 として い る) ｡

余暇時 間を過 ごす場所 と して ､ 当 然多い の

が ｢ 自宅｣ で あるが (8 9 % ) ､ 逆 に捉え る と 1

割程度 の 人 は 余暇時間 を ｢ 自宅｣ で過 ごして

い な い
｡ 自宅で 有意義に過 ごせ な い と も解釈

で き ､ こ の 現象自体が大 きな 問題を学 んで お

り ､ どの よう な 人々 が該当す るか に つ い て は

本論の 分析で後述する ｡

表 ト4 余暇 を過 ご す 場所 (全 体 ･ 最大 4 件選択)

総数 3 3 2 2

本 間未 回答者数 2 7 1

回答稔 数 3 0 5 1

自宅 2 7 1 5 8 9 %

職場
･

学校 3 8 0 1 2 %

友 人 ･ 知人宅 9 6 9 3 2 %

社
′-.ヽ ノ 二ゝ

旺ヨ
系

図書館 3 8 0 1 2 %

3 7 %

コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 3 9 2 1 3 %

地方文化施 設 1 6 2 5 %

美術館
. 博物館 9 6 3 %

ス ポーツ施 設 4 3 3 1 4 %

教育施設 4 8 2 %

商

重要
系

商業施設 1 1 6 1 3 8 %

7 6 %娯楽施設 5 0 2 1 6 %

飲食店 6 5 7 2 2 %

自
然
系

公園 3 2 6 1 1 %

3 1 %

自然 ( 海や 山) 6 1 4 2 0 %

そ の他 4 0 7 1 3 %

総計 9 2 4 2 3 0 3 %

■

▼
｢ 社会教育系｣ ｢ 商業娯楽系｣ ｢ 自然系｣ ｢ そ の他｣ を

纏め て ｢ 地 域施設 (系) ｣ とす る ｡

そ の 総計は 1 7()
`)

b とな る ｡､

｢~職場 ･ 学校｣ ､ ｢ 友人 ･ 知 人宅｣ と い っ た個

人 の 所属 先や 人間関係に伴う場所 を選択す る

人 も 少な く な い ｡ 但 し, 当然退職者や専業主

婦 と い っ た 所属先を もたな い 人々 もお り ､
｢ 社

会教育 系｣ ｢ 商業娯楽系｣ ｢ 自然系｣ ｢ そ の 他｣

か らな る ｢ 地域施設 ( 莱) ｣ が こ の 人々 に と っ

て は､ 余暇 を過 ごす場所 と して 重宝 さ れ て い

る
｡

｢ 社会教育系｣ で は く図書館) ( コ ミ ュ ニ テ

ィ 施設) ( スポ
←

ツ施設) とい っ た 量的整備が

整 い つ つ あ る施設種 の 選択が多 い ｡ 誰 と
一 緒

に過 ごすか 等 ､ 利用 形態 に 関す る考察 は 本論

にて 行うが､ 特 に ( コ ミ ュ ニ テ ィ 施設) くス ボ

←

ツ 施設) と い っ た個人だ けで な く ､ 団体で

利用 する よ うな 施設種が多く 選択 され て い る

こ とは特徴的と い え る ｡

そ れで も選択 の 多 さで は ｢ 商業娯楽系｣ , 特

に ( 商業施設) が遥か に上 で ある ｡ 具体的 に

は 『イ オ ン』 『ジ ャ ス コ 』 『サ テ ィ』 を始め と

した大規模 S C が多く挙げられ る ｡ 様 々 な店舗 ･

施設が集中 して い る利便性の 高 さだけで なく ､

無料で 長時間滞在で きる と い う点 に魅力 を感

じて い る ､ 多く の 人 が ｢ 公的｣ な 場所 と して

集 ま っ て い る姿 はお そ ら く多 く の 店舗で み る

こ とが出来 るだろう｡

｢ 自然 系｣ で は ( 自然 ( 海や 山)) が多 い ｡

回答 をみ る と 『釣 り』 や 『ハイ キ ン グ』 とい

っ た レジ ャ
ー

に加え ､
『ドライブ』や 『自宅近く』

とい っ た少人 数 で い られ る ､ 落 ち着ける場所

を求 めて い る こ とが窺 える ｡

- 1 3 -



第 1 章 研究の 背景

l - 5 - 3 余暇 を過 ご す場所 の選択パター ン

前項か ら地域住 民が余暇時間を過 ごす場所 こ こ で はそ れ らを 踏まえ, ｢ 自宅｣ の 選択有

は ｢ 自宅｣ ､ ｢ 職場 ･ 学校｣ ､ ｢ 友人
･ 知 人宅｣ ､ 無 と ｢ 地域施設 ( 図中で は ｢ 地域｣ と略記) ｣

そ して ｢ 地域施設｣ の 大き く分 けて 4 つ の 系 の 選択有無 に よ る 4 つ の 大分類､
さ ら に個人

統である こ とが確認 されたQ
の 所 属や人 間関係に 伴う場 所で ある ｢ 職場 ･

学校 ( 同じく ｢ 職場｣) ｣ ､ ｢ 友 人 ･ 知 人宅 ( 同
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第 1 章 研究の 背景

同図 をみ る と ､ 全体の な かで 多 い の は [ 自

宅 + 地 域] ( 4 0 % ) ､ [ 自宅 + 友 人 宅 + 地 域]

( 2 2 %) ､ [ 地域の み] ( 8 %) , [ 自宅の み] ( 1 2 % )

の 4 タイプで ある ｡

[ 自宅 + 地域] [ 自宅 + 友人宅 + 地域] の よ

う に自宅 ( 及び友人 宅) と ､ 地域施設 を使い

分 けて利 用する とい っ た人が多く ､
4 つ の 大

分類タイ プの 内最 多で あ る｡ ([ 自宅 あり 一地

域施設あり] は 7 2 %) 0

[ 自宅 な し一地 域施設 あり (1 0 %) ] は自宅

で 余暇を過 ごさ ない 大分類タイ プで あ る｡ 活

発 に外部 との 関係を持 っ て い るよ うに もみ え

る が ､ 前項で 指摘 したよ う に､ 自宅 を拠り所

と出来て い な い 問題 も抱 えて い る｡ こ の 大分

類 タイ プで 多い の は [ 地域 の み (8 %) ] の み

であ り ､ 他は少数である ｡

余 暇を過 ごす場所 を地域 に求めない [ 自宅

あり 一地域施設な し (1 6 % )] は比較的狭 い 範

囲､ 限られ た人間関係の 中で 余暇 生活 を送 る

大分 類タイ プ とい え る ｡ また､ 個人 の 有す る

人間関係の 中で 帰属意識をも っ て い る と解釈

で きる ｡
こ の 中で は [ 自宅の み (1 2 %)] が多く ､

外 出自体が多くな い とも捉え る こ とがで き る｡

自宅 も地域 も選択 しな い [ 自宅 な し
一

地域

施 設 な し (0 %) ] は非常 に 少数 派で ､ 極 めて

特殊な例とみ る こ とがで きる ｡

1 - 5 - 4 地域施設整備の必要性

以上 ､ 地域住民 にと っ て 余暇活動を行うこ

とが生活を充実するため に必要である こ と を

みて きた ｡
また ､ 地域住民がどこで余暇を過

ごして いるか ､ また､ どの ような選び方を し

て い るか をみ る こ とによ っ て ､ 地域住民の 多

くが余暇を過 ごす場所 として地域施設を選択

して い る こ とが明らか とな っ た｡

従 っ て ､ 余暇生活の 受 け皿 と して地域施設

を整備を考え る必要性が見出された ｡

本論で は､ 地域住民の 属性によ る相違を みな

がら ､ 余暇 を過 ごす場所の 選択特性 ､ 地域施

設の利用構造を捉える ｡

- 1 5 -
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第 2 章 研 究 の 目的と 方法

2-1 研究の 目的

研究 の 背景で あ る前章 を受けて ､ 余暇 を過

ごす場所 と して の 地域施 設の 整備要件を得る

こ とが研究の 目標で ある
_.

､

背景 に加え て ､ 余暇活動 を行う地域 施設 に

関し て は ､ 個別 の 活動 に対 し , 個々 の 施設 が

どうある べ きか と い う研究が多く な されて き

た′
′

一 方 ､ 余暇活動 を 行う人々 はそ れ ぞれが

異な る属性 を もち , 施設の 使い 方､ 要求 も
一

様で はない｡二､ 今後 ､ 地域の 幅広い 層 に対 して ､

自宅や 学校 ･ 職場以外 で過 ごせ る場所 を地域

全体で提供 して い く必要があるだろう(二
} 特に ､

地域公共施設 は従来 の 施 設固有 の 機能的サ ー
ー

ビス に よ る , 個人 の 目的達成 の 場 と して の 整

備だ けで な く ､ 地域住民が安心 して 余暇を過

ごせ る場所 と して整備す る必要があ る と考 え

る
｡

また ､ 余暇活動 は生涯を通じて 連続的に行

わ れ る活動で ある が､ 生涯の 各段階で個人を

取 り巻く 生活背景 は変化 するた め ､ 余暇 の あ

り方 も変化する .I:. 人 々 の 生活様式に よ っ て も ､

そ れ は 同様で ある._
. そ の た め ､ 地域 の 幅広 い

層が余暇活 動 を行 う場 と し て の 地域施 設 は,

それ ら変化する要求 へ の 対応が求められる ,
j

本研究で は､ 民間施設を含 む地域施設 を横

断的 に捉 え ､ 人々 の 場所選択や 施設 の 利用構

造 か ら ､ 余暇活動 を 行う場 へ の 要求 ､ 及び余

暇 を過 ごす場所 とし て の 地 域 ( 公共) 施設の

整備要件を得 る こ とを目的とする ｡.

2 - 2 研究の 方法

余暇活動 には 個人的な余暇活動 と組織的な

余暇活動があるため､ そ の 2 つ を対象とする.I.

本研究で は ､ 余暇 を過 ごす場所 と して の 地域

( 公共) 施設 の整備要件を得るた め ､ 以下 に示

す方法で研究 を進 めて い く ( 研究の フ ロ ー
ー

及

び枠組はそ れぞれ 図 2
-

1 ､ 図 2 - 2) .
コ

[ 個人的な余暇活動 に関して]

[ 1] ライ フサイク)i , ( L C) と ライ フ ス タイ ル

(Ⅰ. ノS) の 視点から､ 個人的な余暇活動実態

を把握す る｡ 地域施設の 利用構造 と して ､

余暇を過 ごす場所の 選択特性 と地域施設の

利用形態を捉え る (莱:〕章､ 第 4 章) ｡

L
1
2
A
T
l 以上 の分析から ､ ライ フ サイクル の進展を

通 じて ､ また､ ライ フ スタイル によ っ て 『余

暇を ともに過 ごす相手』 が特徴的に異なる

とい う知見 を得た ｡ 同伴形態 を切り 口 に ､

地域施設の利用構造 と余暇を過 ごす場所 へ

の 要求 の相違を捉え る ( 第5 章) ｡

また , 個人的な余暇活動を行う場 として の

地域施設の 整備要件を得るL

,

[ 組織活動 に関して]

[ 3] 組織活動の 活動実績か ら ､ 活動 と地域施設

の 関わ り を捉え る ( 第 G 章) ,

, また､ 組織

活動を行う場と して の 地域施設の 必要性 と

課題を見 い だす ｡

F::4
1
.
絹邑織活動と地域施設 ( 特に公共施設) の利

用の 関連を捉え ､ 施設の 利用促進 の 観点か

ら組織活動 へ の参加 を阻害する要因を明ら

か にする ( 第 7 章).;.

[ ま とめ]

[ 5] 以上 か ら ､ 個人的な 余暇 活動を行う場 と組

織活動の 場を連続的 に整備す るための 地域

施設整備指針の 提案を試み る ()

- 1 6 -



第 2 章 研 究 の 目的 と 方法

【第1 ･ 2 章】 研究の背景 ･ 目的 ･ 方法

図 2-1 研究の フ ロー

図 2- 2 研究の 枠組
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第 2 章 研 究の 目的と 方法

2 - 3 研究の位置づ け

2 - 3 -1 建築計画学 における位置づ け

次 に本研 究 を建築計画学の なかで の 位置づ

けるため ､ 既往研究 の 整理 を行う ｡

本研究で 取 り 上げてい る余暇 を過 ごす場所

とし て の 施設利用 に つ いて は､ 様 々 な呼称 の

も と研 究が な され て い る｡.. そ れ ら の多く は個

別の 活動 に対 して 個 々 の 施設が どうある べ き

か と い う視点で 研究が行われて い る ｡

本研 究 は 地域施 設 を施設種 に 囚わ れ ずに ､

余暇 施設 と して の 整備要件 を考 え るもの で あ

るが ､ 当然地 域施設計画 に関連す る-- 一 連 の 研

究であ る｡二}

従 っ て ､ 地域施設 計画論の うち ､ 本研究 と

同様 に ､ 利 用者側か ら地域施設 の 計画論を試

み て い る研究を以下 に載せ る,

_
,

[ 公共施設の 配置論に関するも の]

(二:, 渡辺 光 雄 : ㌻j
=■

地 域 計画 に おける 公共施設の 設 置計

画 に関する研究 ｢ S . B . 現 象
.
｣ に つ い て そ の 1 ､ そ U)

2 ｡≦∴ 論文報告集 N (二) . 3 2 6 P . 1 2 6 1 9 8 3 年 /1 月 ､ 同

N () .3 3 4 P .】4 8 Ⅰ9 8 3 年 1_
2 月

[ 余暇を過 ごす施設の需要に関するもの]

(二) 桜井康 宏 : 『余暇 生活 U) ゲル ､
-

プ化傾向か ら み た 集

会関連施設 需要 J ) 構造一集会関連施設 の 設置計画 に関

す る 研究 そ の 1 - ≦､ 論 文報告集 N () .3 ;3 4 P . 1 2 8

1 9 8 3 年 1 2 日

二) 桜 井康 宏 : 『生 活 時 間 と階層的視点か らみ た 余暇

性向とグル ー
-

ブ 活 動参加 の 動向一集会関連施設 の 設

置計 画 に 関す る 研究そ の 2 - 』､ 計 画 系論文報告 集

N O .3 /1 9 Ⅰ
二)

.
:
_
3 2 1 9 8 5 年 .

'

_
3 目

(二〕桜井康宏 :

≡j
= '

階層構成 の類似性か らみた グル
ー つ 活動の 類型化 と

そ の 動向一集会関連施設 の 設置計画 に関する研究その

3 -
し
f∴ 計 画系論文報告集 N (二) . 3 5 6 1

〕
.

/l l 1 9 8 5 年

1 0 日

[ 余暇活動を行う施設整 備に関するもの]

二) 桜井 康 宏 :
TJ
㌧

集会関連施設の 段階構成と室構戒 - 隻

会関連施設 の 施設供給論に関す る基礎的研究
･ そ の 1

-- ]3 ､ 計 画 系論文報告 集 N (二) .3 9 8 P . 7 5 1 9 8 9 年.
/

1

日

L･こ〕桜井 康宏 : まT
J

集会関連施設の面積構成･--･ 集会関連施

設の 施設供給論に関する 基礎的研究
･ そ の 2---一望､ 計画

系論文報告集 N (二) . I-l O 4 P . 5 9 1 9 8 9 年 10 月

(二) 桜井 康宏 : 『集会関連施設の 空間構成一集会関連施

設の施設供給論に関する 基礎的研究
･ そ の 3･･･-』､ 計画

系論文報告集 N () . 4 1 1 P .5 7 1ー9 9 0 年
5 月

･こ) 川 岸梅和 , 北野 幸樹 : 印寺間的
･ 空間的側面か らみ

た 余暇 活動 の動向 と特性 に つ い て 一近隣余暇関連施

設に関する研究その 1 』 ､ 計 画系論文集 N (.
) .4 8 7

P .i
.
6 7 1 9 9(; 年 9 日

○川岸梅和, 北 野幸樹 : 『近隣空間にお ける余暇活動

の動向と特性に つ い て - 近隣余暇関連施設に関する 研

究そ の 2･---』､

計画系論文集 N (I) :
,

1
(
j 8 P .1 5 3 1 9 9 7 年 8 ノ≡

こ

j

(二) 藍揮 宏 . 鈴木麻衣子 . 斎尾直子 : 『住民 の地 域社

会活動の 形成とそ の 展開方法に関する研究.
j｣ 計 画系

論文集 N O .5 3 3 P .8 亡J 2 0 O O 年 7 月

[ 組織活動に関するも の]

･こ) 藍揮 宏 . 鈴木直子 , 林 宏規 : 『市町村における

地域生涯学習活動支援の 整備水準とそ の誘導要件に関

する 研 究』､ 計 画 系論 文集 N (
L
.
)

. 4 9 8 P .1 3 9 1 9 9 7

年 8 日

こ3斎 尾直子 ,
藍 浮 宏 ､ 西 口有紀 : 『市町村の 生涯学

習推進におけ る ネ ッ トワ
-ーク形成 とそ の効果に 関する

研 究』､ 計 画 系論 文 集 N O .5 2 0 P . 1 7 3 1
(
j 9 9 年 6

局

(二) 斎尾直子 , 藍揮 宏, 川崎佳代子 , 東候敦子 : F 居

住地域 におけ る住民 の 生涯学習活動状況と地域施設の

活動機会提供に 関する 研究』､ 計 画系論文集 N O .5 :3 O

P . 1 2 7 2 () 0() 年 ∠-1 月

- 1 8 -



第 2 章 研 究 の 目的 と 方法

2-3 - 2 今井研究室 にお ける位置づ け

次に 今井研究室 にお ける 関連研究 を整理 す

る (修士論文の み) 二

以
~~~~F に 掲載 した の は､ 施設種 によ らず､ 生

活構 造､ 利用者意 識を主 な 着眼点 と した利用

者側か らの 需要論で ある ( 図 2 - 3) ｡ ､

また､ 疎任地に お ける施設計画 を考 える 上

で 参考に した ､ 研究 室で 行わ れた研究活動で

ある報告書に つ い て も掲載す る｡

[ 研究室内の 関連研究]

(二) 高木直子 : 『利用者意識か らみた 図書館機能の 再構

築に関する研究』, 1 9 9 8 年度修士 論文

こ) 山 田剛 : 『高齢者の 生活構造の 地域差からみた地域

施設整備に関する研究⊂j〕､ 1 9 9 9 年度修士論文

ニ⊃ 三輪恭子 : 書ア生活にお け る 居場所とし て の 地域施設

一
-

疎任地 にお い て 住民 の 利用 を促す施設計画 に関

す る研究【j∴ 20 0 1 年度修士論文

ニョ 池谷辰仁 : 『中高生 の 居場所と して の 地域施設に関

する研究』, 20() 5 年度修士 論文

[報告書関連]

(二) 三 重 大学工 学部建築学科今井研究室 ､ 津市市民 生

活部市民交流課 : ≡j
コ

津市 コ ミ ュ ニ テ ィ施設整備計画

調査研究報告書【ヨ, 1 9 9 8 年 3 月

ニー 三 重 大学工学部建築学科今井研究室 ､ 津地 区広域

行政事務組合 : L
F
】

津 地 区広域圏にお け る 公共施設等

の利活用 に関する研究報告書』.
2 0 0 0 年 3 月

こっ 三 重大学工 学部建築学科今井研究室, 芸濃町 : 『｢ 芸

濃町まちづくり調査研究_
j 報告書⊂j3 ､ 2 0 0 2 年 3 月

三 重 大学大学院工 学研究科今井研究室
･ 高井研究

室 ､ ( 財) 三 重 県建設技術セ ンタ
ーー: 書j

⊃

市 町村合併

に伴う 公共施設の 有効利 用に 関する研究{∃∴ 2()0 6

年 9 月

- 1 9 -
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第2 章 研究 の 目的と 方法

2 - 4 調査概要

2 - 4 -1 調査対象地域の選 定

本研 究で は､ 生活する 上で普遍 的な課題 で

ある ､ 余暇を過 ごす場所の 整備を目指すため､

地方都 市で あ る複数 の 地域 ( つ ま り ､ そ の 地

域住民) を選定する ｡

調査 1 で は以下 に示す ､
三重県 内の 地域性

の 異なる 4 地区 を選定する ( 図 2 - 4 ) i
,

① 県庁所在地で 大合併を行 っ た ､ 独 立 した都

市生活圏をも つ 津地区､

② 三 重県最大の 都 市で あり ､ 名古屋大都市圏

の
一

部で もある四 日市地区 ､

③ 独 立 した生活 圏をも つ ､ 農村漁村地域 で あ

る志摩地区 ､

④ 過疎化が進行す る ､ 中山間地域で あ る大紀

地 区

ちなみ に 各地 区 の 特徴と して 国勢調査 から得

た基本情報 を表 2 - 1 に示す ｡

調査 2 で は D I D ( 人 口集中地区) を含 む旧津

市及び旧久居I
=

け､ 過疎地で ある旧美杉村 な ど､

様 々 な地域が合併 した ( 節) 津市 にお い て組.

織活動を行う団体を対象とす る ( 図 2 - 5) っ

表 2-1 調査対象地区 の基本情報 (調査1 )

稔人口 ( 人) 3 2 0
.

6 0 0 2 8 6
.
5 2 ー 6 ー

.
6 2 8 l l

,
3 3 4

給面gt ( k rT1) 2 2 0 71 1 ー 8 0 2 3 4

人 口密度

( 人/ k ∩う)
l . 4 5 8 4 0 3 3 4 3 4 9

鰐世帯数 ( 戸) ー1 3 .5 2 3 1 0 2
.
7 9 5 2 0

,
9 5 0 4

.
l 4 l

生産年齢人口 比
2 1 8

,
7 7 0 l .B 9 4

.
4 4 6 3 即 9 4 6

.
4 8 0

6 8. 2
% 6 6 .ー% 6 2. 0 % 5 7 .2 %

老年人口比
5 1

.
0 5 1 5 4

.
8 6 9 9

.
ロo o 3

.
4 7 7

T 6 .0 % 1 9
,
2 % 2 3 .4 % 3 0.

7 %

* い ずれ も H 1 2 年 国勢調査によ る '

r
5

T
.

し

( 旧) 芸洪町

ら

′
ー ＼ ■

一 -

J
ノ
＼

( 旧) 河 芸町

†
q
y
l - .

I

-
,t Y

- .

､

＼
､- し-

,

l
l !･ L

_ 土(旧) 安濃 町

｣ ( 旧) 美里軒
-

し
ー ′

∴
ノ

( 旧)
■

＼ '■ン

淫 雨

←- ､ T
′~し - I

∫--
し ,
(1E)) ズ居市
( '- ＼一､_

/ - .

妄壷J二Iij
/
'

( 旧) 白山 町 J( 旧) -

r
J

( 旧) 素手Z 村

し J
/ =

l
｢

!二___ メ

ー

イ

ノ
.

/

( 旧) 香良洲 町

●
l

l Ok m

図 2-5 調査対象地域の 地図 ( 調査 2)

- 2 1-

rT
: ノ∴ に 1 l -]

L=

J T



帝 2 章 研 究の 目的と 方法

2 - 4 - 2 調査手法の概要

1 ) 地域住民ア ン ケ ー ト ( 調査 1 )

2 0 0 5 年 7 月 - 8 月 に . 前述の 4 地区を対象

に
,
L 5 歳以 上 の 住民に 対し て地域住民ア ンケ

-ートを実施 した.｡

調査対象者 を無作為 に選定す るため ､ 地図

L . ( ゼ ンリ ン住宅地 図を使用) に 東西南北に

線を引き ､ メ ッ シ ュ を作成 した ｡ 各メ ッ シ ュ

の 中心 付近 で 1 0 世帯 を抽 出 し ､ 直接配 布 ･

郵送 回収 を行 っ たr, メ ッ シ ュ 間隔は津地区で

3 .O h m X 3 . O k m 四 ^
-

または 1 .5 k m / 1 . 5 k 】1 1

四 方 , 四 日市地 区 ･ 志摩地 区 ･ 大紀地区 で は

全 て 1 . 5 k m / 1 . 5 k m 四 方の 大 きさ を採用 し

た.
丁 ア ンケ ー トは 一 世帯 に 1 枚の 世帯票 と一

人 l 枚の 個人票で あ り ､ 調査結果 は哀 2 -2 に

示すo

表 2-2 巨】収状況 ( 調査1 )

世
帯

Eヨ

世帯票

王 】I
'

-
'
}
l

1
.
3 8 1 l 3 8 9 8 7 7 5 3 2 4

.
1 7 9

世帯栗

回収数

J

i
≡~

= =

回収率

5 9 7

4 3 %

6 0 2

4 3 %

3 5 6

4 l %

1 8 1

3 4 %

1
.
7 3 6

4 2 %

個
人
票

個人票

配布数
3 . 4 2 5 3 .3 0 7

ー
.1 4 8

2
,
2 4 6 I

.
2 9 ー l O .2 6 9

3
.
3 2 2

個人票

回収数
1

.
2 4 5 5 7 9 3 5 0

個人票

回収率
3 6 % 3 5 % 2 6 % 2 7 9!) 3 2 %

表 2- 4 調査概要

2) 組織活動実績調査 (調査 2 )

2 0 0 7 年 9 月 - l 1 月 に ､
『津市生涯学習バ ン

ク』 及び旧市町村 ごとの 文化 協会 に登録 して

い る団体に郵送配布 (
一 書匡文化 協会会長 に よ

る手渡 し) ･ 郵送 回収 によ る ア ンケ
- - ト調査を

実施したo

調査 票 は 団体用 と個 人用 に分 かれて お り ､

団体用 は各団体の代表者が , 個人用 は所属 メ

ンバ
ー

に依頼 して い る( ,

調査結果は表 2 - 3 に示す ｡

表 2-3 回収状況 (調査 2 )

生涯 学習

/ てン ク
文化協会

配布敷 ( A)

住所 不明 ( B)

有効配布数 ( A- a)

遷倍 数 ( C)

回収 牢 ( C / A )

有効回収 率 ( C / A- a)

個人票敦

Z 5 1 1 4 6

3 3 6

2 1 8 1 4 0

1 4 6 6 6

5 8 % 4 5 %

6 7 % 4 7 %

9 4 6 1 7 4

* 値人 票右ま各団 体に 1 0 部づ つ 髭布 して い る の で ､

個 人票 回 答 率 は 計上 して い な い .

_

■t l 二 他 J( 住 民ア: ,
▲

, ト

諸査 期間 H 1 7 年 7 月 - 8 月

調査対象 四 日市市 . 朝El町
･

川越 町､ 津市 ､ 志摩市 . 大紀 町に 住む1 5 歳以上 の住民

訴査概要
地域住民の 生活実態 ､ 施設利用実態に関する ア ン ケート を､

メ ッ シ ュ サン プリ ン グ で 抽出 し た世帯 こと に直接配布
･

郵 送回収 に て行-> た .

質問項目 世 帯票 : 家族形態な と､ 個人票 : 各種 施設の 3 ケ 月以 内利用案萄 . 地 域活動 ､ 余 暇施 設の 利用形態など

回収率 世 帯票 : l .7 3 6 / 4 .1 7 9 = 4 2 % ､ 個人票 : 3 .3 2 2/ 1 0 2 6 9 = 3 2 %

滞空 2 :
. 柵 議勝美汝翁茸

調査期 間 H 1 9 年 9 月
- l 1 月

調査対 象 r 津市生涯学習 パ ン クJ 及 び文化協会の 登碍団体

声査概 要 組織活 動実 態を揮えるア ンケートを､ 上記 の登録団体 に対L , ､ 郵送配布 ･

郵送 回収 に て 行っ た ｡

質 問項 目
団体夢 ; 団体の 講和案耕など . 個 人票 : メ ンJ ト の 参加契機 ､ 活動意識 な t

'

(個 人票 は 各B] 体当り果大

1 0 名分)

回 収率 団体票 ニ 2 1 2 / 3 5 8 = 5 9 % (有 効数) ､ 個人票 こ1 1 2 C) 名

ー2 2 -

l
こ;i/ l



第 2 章 研 究の 目的 と 方法

2- 5 分析の 視点

2- 5-1 ラ イ フサイクル の 設定

図 2 - 6 に 示す よう に ､ 本研究で は 生活者を

多角的に捉 え る視点 として ライ フサ イ ク ル を

設定 する ( 第 3 章で 分析) し
.

調査 l で は対 象が 1 5 歳以 上 の ため 最初 の

段 階を i 学 生期1 と し､ 人 生過程 の 進展 によ

っ て 男女 とも 7 つ の 段階に分類した.
:
. さ ら に ､

表 2- 5 ラ イ フ サイクル の分頬

女性 に つ い て は結婚後 の 職 の 有 無が生活 に人

き な違 い を与 え る こ と が先進研究及び書籍か

ら言及 されて おり ､ ( i /軸昏期) か ら †子ども独

身期) を分割する ｡

調査 1 にお ける該当数 と分類 基準 を表 2 - 5

に示すQ 分析で は ｢ 性別不明｣ 及び ｢ 分類不可｣

｢1 5 ( ライ フス テ ー

ジ) 不明｣ は扱わ な い o

ラ イ フ サ イ クル 女性

有聯 無職 取不明

苧

独

節

也

成

立

I
T
/=l

学生如

独 身期

新婚其8

子 ども幼少期

子 ど も成長期

子 ども独立 期

高齢某月

分類不 可 (無職独 身)

L S 不明

2 9 2 2 8

1 1 2 8 9 1

8 0 2 5 7

2 5 3 1 6 0 4 9

取菓が r学生｣

鞍業が
r
有職｣ ､ か つ 続柄 上独身 と判断可能

続柄上既婚 ､ か つ 子どもな し (妻 が 3 9 歳 以下)

長子誕生か ら末子が 1 2 歳 以下 の既婚 者

末子が 1 3 歳以上 1 8 歳以下 の 既婚者

末子が 1 9 歳以上 ､ 又 は妻 が 4 0 歳以上の 夫煉

6 5 歳以上 ､ 又 は 6 0 歳以 上 の
T
無恥J

* ｢ 有職
.
j は ､ 職業 が r 勤労者｣ .

｢ 自営 業j ､

~

-: -

-
こ

一 丁
~

･

~

_ モ
ー

_▼ 男性 ライ フ サ イ クル モ デル

巨; -
I:Fi

t:
i

/

;
!iO
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-
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1
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ミ
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)
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･
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｢
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､

子どt '幼 少期 子 ども成 長期 子 t
'

も鞄 立 期

L

l

l

l
空斤婚期 子 とも幼 少期 子ど も成 長期 子 ども簸 立 期

ー _ i
* 考き埠垂こi J

垂

本人就飽F 本 人結婚 長 子誕生

図 2- 6 ライ フ サ イクル モ デ ル の 設定

末 子 末子

小 芋&
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'
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第 2 章 研 究の 目的と 方法

[ L C で分析する必要性]

多く の 書籍や 既往研究か ら､ 生活 に変化 を

与え る の は就職､ 結婚 ､ 子 ども の 誕生 ､ 子 ど

もの 成長 ､ 退職 と い っ た諸々 の ライ フイ ベ ン

トで あ る こ とが提示 されて い る ｡ さ ら に ､ 女

性の 社会進 出に よ り 同じ女性 で も職 をも つ か

否かで は生活の 余暇時間の 量は大きく異なる ｡

また ､ 結婚 し て 家庭 をもち ､ さ ら に子 どもの

年齢 の 相違 に よ っ て は ､ 同じ年齢で も相 当に

異な る生活 をして い る こ とが推測され る ｡

生活構造 の 変化 は 生活者個人 の 生活背景に

起 擬 す る 為､ 個人 を取 り巻 く環境 を考 慮 し､

本研究で は I J C を生活者分析の 視点 とする ,
j

表 2-6 ラ イ フ サイクル の 基本属性

* 設定 ヒ､ ( 独身期) に つ い て は ()5 歳末満の

単 身者が全て 含まれ て しまうが ( あ る程度年

齢が高 い 人 は離婚もし く は単 身赴任等, 何ら

か の 理 由で 単身世帯 とな っ て い る 可能性が高

い
｡ また､ 世帯票 に 本人 の み しか記載され て

い な い 場合もあ り得るが , 当方で は判断で き

ず｡) ､ 子 ども を含 む ､ 家族の ある段階 と の 相

違 をみ る こ と を見込ん で い る ため ､ 分類で は

許容する ｡

ち な み に 表 2 1 3 は L C の 各段階 の 基本属性

で ある こ.

年齢 を み る と ､ 各段階 と も主 とな る 年齢層

は順当 に加齢 して い る ｡ 但し ､ 各段階と も複

数 の 年齢層 に ま たが っ てお り ､ 取 り巻く環境

は同様で も個人単位で み る と 1() 歳以 上の 年齢

差が発生して い る こ とが珍 しくな い こ)

男性 女性

学 独 薪 子 子 子 嘉 学 独 有 無 有 無 有 無 有 無 高
生 身 煩 ど ど ど 齢 生 身 職 暗 礁 聴 聴 職 厳 磁 齢
期 期 期 も も も 期 期 期 期

幼 成 年虫 斬 新 子 子 子 子 子 子

少 昆 立 婿 賠 ど ど ど ど ど ど

期 期 期 期 期 も も も も も も

幼 幼 成 JL& 考虫 独
少 少 長 長 立 立

期 期 期 期 期 期

悼
別

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 ー2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

性別不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

回答 数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

男性 l O O % ー0 0 % l O O % l O O % l O O % l OO % l O O t,1.6 0 % 0 96 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 9.6

女性 0 % 0 % 0 96 0 % 0 9.6 0 % 0 % l O O % l O O % l OO % l OO
L)6 1 0 0 % l O O % ー0 0 % ー0 0 % l O O % ー0 0 % l O O %

総言t l O O % ー0 0 % l O O % l O O % l O O % l OO 9(' ー0 0 % l O O % l O O % l OO % ー00 % l O O % l O O % ー0 0 % l O O % l O O % l O O % l O O %

午

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

年 齢不 詳 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

回答数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 1 9 1 3 7 ○ 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 5 8 5 5 6

1 0 代 7 5 % l % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 7 l % 2 % 0 % 0 % 09 J <o O % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 %

2 0 代 2 5 % 3 7 % 1 0 % 5 96 0 9.
'

o O % 0 % 2 9 % 5 5 % l 7 % 2 7 % 6 % 796 0 9.6 0 % 0 % 0 % 0 %

3 0 十琶 0 % 2 5 % 6 3 % 3 7 9(o 4 % 0 96 0 % 0 9.6 2 0 % 8 3 % 7 3 9.6 4 9 % 7 4 % 6 % 4 % 0 % 0 % 0 %
一上一ゝ

断一 4 0 代 0 % l 3 % 2 7 % 5 2 % 6 3 % l O % 0 % o % 4 % 0 96 0 9
/

i, 4 4 % l 7 % 8 4 % 8 4 % 2 3 % l l % 0 %

5 0 代 0 % l 6 % 0 % 5 % 3 2 % 6 5 9る 0 % 0 % l 5 % 0 % 0 % l % 1 9る l O % l 2 9.
/
o 6 0 % 8 8 % 0 %

6 0.代 0 9.6 7 % 0 % 0 % l % 2 5 % 4 6 % o 9.6 4 9.6 0 96 0 % 0 % l % 0 % 0 % l 7 % l 9L
'
O 5 l %

7 0 代 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 4 4 % o % o % o 9る 0 % 096 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 3 5 %

8 0 代 以
_
上 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % l l % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 9る 0 % 0 % 0 % l 4 %

総言ー- ー0 09も l O O % l O O % l O O % 1 00 % l OO % l O O L).6 l o o t).6 1 0 0 % ー00 % l O O % l O O % l O O % ー0 0 % l O O
L).(, l O O 9も l O O 9も ー0 0 %

- 2 4 -



第 2 章 研 究の 目的 と方法

[余暇時間の推移]

また ､ 第 1 章に加 えて ､ 生涯 を通 じて の 余

暇時間 の 増減 をみ る ( 図 2 -7) (
⊃
こ こで は参考

として ､ 年齢層 によ る違いをみ る ｡

まず男女別で み る と､ 生涯を通 じて ､ い ず

れ も 30 代 ､ 4 0 代 で 余暇 時間が
一

旦 減少 した

後 ､ 加齢 に伴 っ て 余暇時間が増加す る ,
, 但し ,

増加の仕方 には相違がある｡ ,

男性 は職に就い て い る期間で ある 3() 代か ら

5() 代まで は大き な変化は ない が､ 退職 に伴っ

て 6 0 代で急激 に余暇時間が増加する ｡

----
一

方 ､ 女性は 3 U 代から小 刻み に余暇時間が

増加す る ､
=
, 男性 と 比較す る と , 50 代 まで は ､

子育て の負担が徐 々 に軽減 され る こ と もあり ,

男性よ り も余暇時間が長いが､
60 代以降も家

事を続ける ため ､ 女性の 方 が男性 よ り も若干

余暇時間は 少な くな る ｡

また､ 本研 究で は 女性を職 の 有 無に よ っ て

も分類 して い る の で , そ の 違い もみ る ( 分類

して い る の は結婚後か ら退職 まで な の で ､ 図

中の 2 0 代か ら 5 0 代の みをみ る) (_
l

い ずれ も徐々 に余暇時間が増加 して い るが ､

そ の 絶対量 は圧倒的 に無職女性 の 方が 多い ｡

特 に無職女性 は ､ 子育て が
一

段落 した と考 え

られ る ( 子 ども幼 少期が過ぎ､ 子 ども成長期

が多い) ､ 4 0 代で 余暇時 間が急激 に増 え は じ

める ｡

以上 の よ う に､ 余暇時 間は性別 ･ 職 の 有無

によ っ て 大きく 異な る.= .

社会生 活基本罰査 ( 2 0 粥 年) よ :.∋筆者 作式.
男性iま捨数J) まま ､ f R ,T 潅;′ま有賀

.

無 謀に 分け ､ 年善幸
.
a ,k

T

) 平f(--I: よ ;I;: 乍式?
_.
7: い る､

図 2 イ 余暇時間の推移 (性別 + 年齢別 + 職 の有無) / 週全体

- 2 5-



第 2 章 研 究 の 目的と 方法

2 - 5 - 2 ライ フ ス タイ ルタイプ の設定

前項で 設定 した ライ フ サイ ク ル に加 え､ ラ

イ フス タイ ルタイ プ ( 図 2 1 8) を設定す る._.

｢司じ性別 , 同 じ ライ フ サイ ク ル の 段階で も

異な る余暇 の 過 ごし 方があ りえ る ため ､ 生活

にお ける個人 の 活動状況や 価値観を反映 した

別の 切り 口が必要 だか らで ある ( 第一4 章 で 分

柿) こ=.

本研究で は生活者 の ライ フ ス タイル を 6 タ

イ プに類型 化す る こ そ の 指標 と して ､ 施設利

用 に影響を与え る と 考え られ る以下の 4 つ を

取り上 げる ｡

甘 地域 との 関わ りや 活動状況を示す ｢ 地域活

動の 参加有無 ( 2 項目)
,
≡

( サ ー ･

ク ル活動 ､ ボラ ンテ ィ ア活動な ど､

号:
,

, 何 らか の 形で地域 と関わ りを持つ 活 軌ノ 自

宅で の個人的な趣味活動は含まない ,i)

時間的拘束の 多寡 に影響する ｢ 職の有無( 2

項目)
ー
｣

:
,j: } 個人の 生活___との 趣向､ 価値観を示す ｢ 充実

感を感 じる とき の 内容 (
■
9 項目)
_
i

4 /:= 外出の 積極性 を示す ｢余暇時間を過ごす場

所の多 さ ( 2 項目)
_
≡

( 最大 4 箇所選択す る ､ 余暇時間を過ごす

場所の 選択数 によ る ,
,. 1

-
-･ 2 箇所を ｢ 場所

少
_
i ∴3 箇所以｣ 二を 書

~
場所多
,ー
5 こ. これは

｢ 自宅
,
i

｢ 職場 ･ 学校｣ 以外 に過 ごす場所を有 して

い るか否か の 指償 と もとれ る .)

_:
L

-:: __†
=

_

-

I

-

:二

【C l】 【C 2】 【C 3】

団体活動 無職 / 外出 育児家事
重視型 ･

家族重視型 重視型

図 2- 8 ライ フ ス タイルタイプ の 設定

これ ら の 指標 を も とに数 量化 Ⅲ類及び ク ラ

ス タ ーー分析 ( W a r d 法) を用い て 生活者 の ライ

フ スタイ ル を類 型化 し たこ) 各 タイ プの 割合及

び指標 と した項 目 との 指標別 割合､ 過程表 を

表 2 - 7 - I/1
_
に示す ｡

T
~
_
ク ラスタ ー 一

分析:]

前述 の L

-･1 指 標 を 用 い て 数量 化 Ⅲ類 を 行 い ､

表 2 - 1 ∠11 に示す 5 軸が得 られ た ( サンプル ス コ

アは割愛) ｡ 累積寄 与率は 5 6 .4 % ｡

1 軸は ｢ 余暇活動 の積極性 ( + 団体活動 : -

休養)
,
∴ 2 軸は 弓

∵

拘束 の多寡 ( + 外出多 : 一仕

辛) ｣ , 3 軸 は ｢ 自宅で の滞在性 ( + 家事 : 一 団

体宿 勤) ∴ 4 軸は ｢ 習 い 事 ( + 習い 事) ∴ 5

軸 は ｢
~~
自主学習 ( + 自主学習)

_
l と各軸 を解釈

した
.,I..
さら に , ク ラスタ

ーー分析 (W a r (1 法) 杏

行い ､
6 タイ プに類型化できた｡ ,

表 2 - 7 ラ イ フ ス タイルタイ プ の指標別割合

タイ プ 割合 母数

C l 団体活動重裾型

C 2 無聴/ 外出
･ 家族重視 型

C 3 育児家事重視型

C 4 無職/ 非外出 ･

休養 重視型

C 5 有職/ 非外出 ･ 休養 重視 型

C 6 有職/ 外出
･

家族重視 型

2 5 % 6 3 3

1 5 % 3 9 1

6 % 1 4 4

1 1 % 2 9 0

i 3 % 3 3 2

2 9 % 7 4 9

表 2-8 ラ イ フ ス タイル タイプ別の特徴

タ イ プ 特徴
･

備考

C l 地域活動に積極的な有 職者が多い

C 2 家族 との 付合 を重視 しなが ら､ 外 出はす る 無職者

C 3 職の 有無 に関わ ら ず､ 家事を重視する が外出は多 い

C 4 無職者が多く､ 休養 ､ 趣 味を重視

C 5 仕事 ､ 休養を重視 する ､ 外出先の 少ない 有職者

C 6 外出先 は多 い ､ 地域 活動に 不参加 な有職者

■i =

【C 5】

無職 / 非外出 有職 / 非外出 有職 / 外出
･ 休養重視型 ･

休養重視型 ･ 家族重視型

ー2 6 -



第 2 章 研究の 目的 と方法

表 2- 9 ラ イ フ ス タイルタイプ別反応割合

害リ合 母 数 聴の 有 無 地域活動 充実感 場所選択

有 無 参 不 仕 豪 家 友 休 贋 習 団 自 外 外
:■≡■ ;■≦■ 加 参 奉 書 族 人 養 昧 い 休 主 出 出

加 事 ,% 学

動 習
少 多

2 5 % 6 3 3

1 5 % 3 9 1

6 % 1 4 4

1 1 % 2 9 0

1 3 % 3 3 2

2 9 % 7 4 9

7 3 % 2 7 %

9 % 9 1 %

4 7 % 5 3 %

1 % g 9 %

9 6 % 4 %

l O O % 0 %

9 1 % 9 %

3 5 % 6 5 %

3 1 % 6 9 %

2 6 % 7 4 %

4 % 9 6 %

0 % 1 0 0 %

3 3 % 0 % 3 0 % 2 3 9(o 8 % 5 2 % 5 %

7 % l % 5 5 % 2 2 % 2 1 % 5 5 % 8 %

1 5 % 1 0 0 % 4 3 % 4 % 1 0 % 1 7 % 0 %

0 % 0 % 2 9 % 2 2 % 4 7 % 4 7 % 2 %

3 5 % 0 % 2 6 % 2 O % 4 6 % 3 8 % 0 %

3 9 % 0 % 4 7 % 2 9 % 2 6 % 46 % 0 %

3 4 % 3 %

0 % 1 6 %

2 % 2 %

l % 1 0 %

0 % 1 %

0 % Q %

2 3 % 7 7 %

I % 9 9 %

1 9 % 8 1 %

9 1 % 9 %

1 0〔)% 0 %

5 % 9 5 %

l O O % 2
.
5 3 9 2 6 % 6 % 3 9 % 2 3 % 2 5 % 4 6 % 3 % 9 % 5 %

表 2-1 0 累積寄与率

簡 N o_ 固有値 寄与 率 果8 L % 相関係 数

1 0
.
3 0 3 7 1 4. 5 %

2 0
.
2 5 7 3 1 2 . 3 %

3 0. 2 1 9 8 1 0 . 5 %

4 0
,
2 0 4 4 9, 8 %

5 0
.
1 9 7 5 9 . 4 %

1 4.5 %
0
.
5 5 1 i

2 6. B % 0 .5 O 7 2

3 7
.
3 % 0 . 4 6 8 8

4 7 .0 % 0
.
4 5 2 1

5 6 .4 % 0. 4 4 4 4

表 2-1 1 カ テ ゴリ ス コ ア

休養 一l.
0 8

活晦不参加 -l .0 0

仕事

有職

外出多

豪族

友人

外出少

産昧

区毎E∃

無職

-0.9 8

- 0.
7 3

- 0.
7 2

- 0, 0 7

0 . 0 1

0
.
3 1

0. 3 8

0. 4 5

l . 2 7

自主学習 l. 4 1

講輸参加 l
.
9 3

習 い 事 2
.3
2

団体活動 3, 2 2

仕事 -1 ヰ0

有唯 一0.
8 9

外出少 -0.
8 7

活晦参加 -0. 4 8

団体活動 -0 3 8

家族 -0 . 3 4

習 い事 -0. 3 2

友 人 -0.2 3

顔味 -0.0 5

家事 0 . 2 9

活 動不参bT] 0
.
3 1

休養 l
.5
1

自主学習 1.6 1

無恥 l ,7 5

外 出多
:

■2
.
O l

団体清聴 -2_9 3

外出多 -1. 2 6

仕事 -0. 8 2

活動参加 -0.
6 4

体毛 -0. 4 3

有税 -0.
4 1

友人 -0,
3 5

趣味 一0.
1 4

習い 事 0
.
2 6

活動不参加 0
.
3 0

外出少 0,5 6

無恥 0.7 i

自主学習 0.
7 5

家族 0
_
9 3

棄事､ 6. 2 5

家事 -2. 9 0

団体 活由 -2_
3 7

自主学習 -1.
3 1

任幸 一8.
6 5

外出多 -0.
4 3

満載参加 一0.3 6

家族 - 0,
1 8

% % 1 0.
1 4

休養 0. 0 8

趣味 O.1 4

活動不参加 0
,
1 8

外出少 0
.
2 0

無聯 0
.
2 6

友 人 1
.
3 1

習 い事-- .帖
5 2

ー3.
2 0

- 2. 5 4

- 1 .3 7

- 8. 8 4

- 0 .5 3

- 0.
3 g

- 0.2
4

- 0,
1 6

- 0
,
1 6

0
,
0 7

0.†7

0. 3 5

0. 3 7

0 .4 5

8 .1 8

【c l 】 【C 2】 【C 3】

図 2-9 ク ラ ス ター分析樹形図 ( ライ フ ス タイル設定)

T
L■ /,: 】



第 2 章 研 究の 目的と 方法

2 1 6 用言吾の定義

[ 余暇時間]

余暇時間 とは､ 休養 ( 睡眠 ･ 食事等) や労働 (仕

事 ･ 通勤等) の 時間 を除く ､ 自己裁量性 の 高

い 生活行為をす る時間を指す｡

[ 余暇活動]

自宅で の 休養 ･ 団 らん ､ 及び自宅で 一 人で 行

う趣味活動 を除 く ､ 地域住民が自 由な 時間 に

行う全て の 活動 ｡

特 に本研究 で は､ 調査二1_ にて 得られた､ 各個

人が余暇 を過 ごす場所 ( ア ンケ
-I-I

-

トで は ｢ 自

由な時間 を過 ごす場所
_
j と聞い て い る) にて

行う活動 を [ 個人的な余暇活動] , 調査 2 にて

得ら れ た､ 団体 と して行 う活動 を組織活動 と

ミ
ー

.: ･

㌻
~
_
地域施設]

地域住民が 生活 上 利用す る ､
｢ 自宅｣ ｢ 職場 ･

学校
,_.
E ㌻
~ー
友 人 ･ 知 人宅

__
｣ 以外 の 建築的空 間 を

含む 場所 L
, 本研究で は ､ 居住地域 に立地す る ,

余暇 生活 に関連深 い施設 と して , 以下 の 施設

種 を対象と して い る ｡ 但し ､ 地域施設 の 利用

形態の 分析 にお い て は自然系は除い て い る ,
,

㌻公共施設』 :

図書館 ､
コ ミ ュ ニ テ ィ 施設 ( 公民館 ･ 集会所 ･

市民セ ンタ ーー
ー

) ､ 地方文化施設 ､ 美術館 ( 博物

館含む) ､ スボ ー
ー

ツ施設 ､ 教育施設

iT 民間施吉鮎 :

商業施設 ､ 娯楽施設 ､ 飲食店

F
'

巨≡1 然系j :

公園､ 海や山
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3 - 0 本章の目的

本章で は ､ 地域住民の 個人的な余暇活動 に

つ いて ､ 生涯 を通 じて の 生活の 変化 を捉 えな

がら考察す る ｡ 特に ､ そ れ らを行 う場で ある ､

余暇を過 ごす場所 と して の 地域施設 の 利用構

追 ( 地域施設の 選択特性 と利用形態) を､ 性別 ･

年齢 ･ 職の 有無 ･ 子 ども の 成長過程 に よ り設

定 したライ フサイクル ( 以下 ､
L C) を切り口

に ､ 各段階ごとに把握す る｡

3 -1 L C にみ る生活背景 と活動要求

こ こで は ､ L C の 各段階にお ける ､ 余暇を過

ごす場所 として の 地域施 設の 利用構造 を捉え

る前段 と して ､ 生活背景 ･ 活動要求を把握する ｡

3 - ト1 各段階の生活背景

こ こで は ､ 生活背景 と して 各段階 に属する

人 々 の ､ 職業や家族型 と い っ た生活の 背景を

みる ( 表 3 -

1) ｡

まず [職業] をみ る ｡

男 性で は ( 独 身期) か ら ( 子 ども独立期)

にか けて ､ 殆 どの 人が有職 で ある ｡ 特 に ( 新

婚期) か ら ( 子 ども成長期) に か けて は 9 割

近 くが ｢ 勤労者｣ で ある ｡ いわ ゆる
"

働き盛

り
=

の 時期で ある が､ 同時 に時間的拘束を最

も受ける時期で もある ( 余談で ある が､ ( 独身

期) は職種の 選択 が比較 的ばら けて お り ､ 近

年の 若年層の 生活 の 多様性 を表 して い る と も

捉え られる) ｡ 次の 段階で ある ( 子 ども独立期)

に つ い て は ､
｢ 勤労者｣ の 割合 が減 少 し､ ｢ 自

営業｣ や ｢ 農林水産業｣ の 割合 が増加 して い

る
｡ 年齢 的には 5 0 歳代の 中年層であるが ､ 生

活に お ける仕事 に位置づ けの 変化やそれ に伴

う余 暇時間の 変化が考 え ら れ る ( 脱サ ラ して

の 家業の 継承 な どが背景 と して挙 げられ る) 0

( 高齢期) にな る と､ 有職者の 割合 は急激に減

少す る が､ そ れで も 3 割以 上 の 人が何か し ら

の 職 を 有 し働 き続 けて い る ｡ 自分 で退職 を決

め る ｢ 自営業｣ ｢ 農林水産業｣ が殆 どであるが ､

高齢 者が仕事 を もたず余 暇時 間ばか り と い う

わ けで は な い ｡ とはい え ､ ( 高齢期) の 6 割以

上 は 無職で あり ､ 退職以 前 と比 べ て急激 に増

え た余暇時間 を如何 に過 ごす か は 重要な 課題

である ｡

一

方女性 は ､ 同 じ段階で も職 の 有無 に よ っ

て 生活 にお ける拘束時間に大 き な違 いがみ ら

れそ うで ある ( 設定 上職 の 有無 で分類 して い

るため ､ 内訳だけみて い く) 0

- 2 9 -
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有職女性は ､ ( 有職 ･ 子 ども幼少期) と ( 有職 ･

子 ども成長期) にか けて ､
｢ 勤労者｣ が

一 定の

割合で減 少 して い る こ とか ら､ 子育 て の た め

に仕事を辞め る人が確認される ｡
また､ ( 有職 ･

新婚期) から ( 有職 ･ 子 ども成長期) まで ｢ パ

ー ト ･

アル バイ ト｣ の 割合が 5 割程度 と高く ､

家事 と仕事 の両立 の ため (｢ 勤労者｣ と比 べ た

ら) 時 間的拘束が少な い 職に就 く 人々 が多い

(調査で は収入を聞けて いな い が ､ あるい は家

計の ため) ｡ ( 有職
･子 ども独立期) で ｢ 自営業｣

が増加す る の は, 夫の 転職 に伴うも の と考 え

られる ｡ ( 高齢期) に つ いて は ､ 男性 よ りも有

職 率は低く ( 男性 3 6 % に対 し女性 1 6 % ) ､ 女

性 の 方が老後の 余暇時間が確保で きて い る と

考 えれ る｡

無職女性 につ い て は ( 無職 ･ 子 ども成長期)

まで は ｢ 専業主婦｣ が殆 どで あ るが､ ( 無職 ･

子 ども独立期) 以降は 回答が ｢ 無職｣ と され

る こ とが多く な る ｡ 主婦 と して 家事 をす る こ

とがなく な るわ けで は な い だろ うが､ 子 ども

の 独立を契機 と して 自分 自身の 主婦と して の

役割か ら ( 意識の 上で も) ある程度解放 され､

個人の ため 時間を 増やす こ とに起 因す る と考

え られる ｡

次に [家族型] をみ る ｡

男女 と も ( 新婚 期) を除き ｢ 核家族｣ が最

も多 い ｡ 調査対象 の 地域 に寮制 の 高校や大 学

等 も少な い ため ､ ( 学生期) の ｢ 単身世帯｣ は

少なく ､( 独身期) で も(特 に女性は) 実家( 親元)

か ら通勤 して い る の が地方郡市の 実態で ある ｡

着目 した い の は ( 高齢層) であ り ､ 男女 と も

1 3 % が ｢ 単身世帯｣ ､ つ まり高齢単身者である ｡

さ ら に ｢ 夫婦 の み｣ も加 え る と ( 高齢期) の

半数以上は高齢者だけで暮 ら して い る ｡

次に [ 居住年数] をみ る｡

( 新婚期) 以降､ 居住年数が短い 人の 割合が

多 く ､ 結婚 に伴う転居 で新 たな 土地で 生活を

始めて い るこ とが分か る ｡ 特に女性は ｢1 年未

満｣ 及び ｢ 1 - 3 年未満｣ が職 の 有無 によ ら

ず 4 割以 上で ある｡ 新た な土地で の 生活は 同

時 に ､ 近所付き合 い を含 む新たな 知り合い づ

く りの 課題 を も たらす｡ 但 し ( 新婚期) に つ

いて ､
｢5 - 1 0 年未満｣ 以上 を職 の 有無で 比

較する と男性 6 8 % ､ 有職女性 5 1 % に比 べ て 無

職女性は 38 % であ る｡ 男性及 び有職女性の 方

が馴染 んだ土地 に住み続 ける者が多い ( 回答

数は多く ない が) ｡

そ れ以外の 段階で は男女 と も比較的居住年

数は 長く ､ ( 子 ども独立期) まで に知 り合い を

つ く るだ けの 十分な期 間は ある とい え る ( 莱

際は男性 は仕事の 関係上 ､ 女性 ほ ど容易で は

ないが) ｡

次 に [自宅形式] をみ る ｡

段階 に関わ らず殆 どの 人が ｢
一 戸建て｣ に

住ん で い る ( ｢ 単身世帯｣ が多い 段階で も ､ そ

の 割合 に ｢
一

戸建て｣ 以外が達せ ず不可解で

あ るが ､ ア ンケ
ー

ト形式 の ため計上 した｡

一

戸建て の 借家の 可能性 もある) ｡

最後に ｢自動車利用｣ をみ る ｡

ア ンケ - トで は ､ [1] 運転免許の 有無 ( ①

免許を持 っ て い る ､ ②免 許は ある があまり運

転 しな い ､ ③免許を持 っ て い な い) と､ [ 2]

日常生活 の 自動車利用頻度 ( ①ほ ぼ毎日 ､ ②

週 5 日程度 ､ ③週 2 日程度 ､ ④殆 どな し, ⑤

全くな し) に つ い て ､ 別 々 に聞い て い る ｡

しか し地域住民 の なか に は､ 自分は運転 し

な い が ､ 家族 ･ 知人に載せ て も ら え る と い っ

た場 合 もある の で ､ 両 ア ンケ ー ト項目を組み

合わ せ る こ とで ､ ①車 を自分の 自由に使用で

き る ｢ 車自由｣ ､ ②自分で は運転 しな い が家族
･

- 3 0
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知人に乗せ て もら え る ｢ 乗合可｣ ､ ③自分で運

転 しな い うえ ､ 日常生活で 自動 車を使用 しな

い ｢ 交通弱者｣ に 3 分類する ｡

男女 と も ( 新婚 期) 以降 は ｢ 自由 に使用｣

で き る 人が殆 どで ある ｡ 男女 と も ( 学生期)

と ( 高齢期) は ｢ 自 由に 使用｣ が少 な い が ,

家族ある い は知人 に乗合 を締める 環境 に い る

人 も少なく ない (｢ 乗合可｣) ｡

それで も男女の ( 学生期) と女性の ( 高齢期)

は自分で運転 で きず､ か つ 乗合 を頼 む こ と も

簡単で は な い 人が 3 割程度存在す る ｡
これ が

日常生活 にお ける移動で 大きな負担 とな っ て

い る こ とは明 らか で ある｡

F ヨ
■

免許の有無 免許を持 つ て い る
免許はあるが ､

l■■

免許は持つ て い な

あまり運 転しな い い

自動 車

使用 頻度

ほ 過 週 ほ 全 ほ 週 週 ほ 全 ほ 週 過 ほ 全

ぼ ∽ N と く ぼ ∽ N と く ぼ ∽ N と く

告崖星空禁告崖崖蓋禁
J

i
.E
.

=

E .

.

しヽ い い

類型 自由利用 乗合可
交通

弱者
乗合可

交通

弱者
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表 3-1 L C にみ る生活背景

男性 女性

学 独 新 子 子 子 高 学 独 有 無 有 無 有 無 有 無 高

生 身 婚 ど ど ど 齢 生 身 載 職 職 職 戟 職 職 職 齢
期 期 期 も も も 期 期 期 期

幼 成 独 新 新 子 子 子 子 子 子

少 長 立 嬉 婚 ど ど ど ど ど ど

期 期 期 期 期 も も も も も も

幼 幼 成 成 独 独
少 少 長 長 立 立

期 期 期 期 期 期

碗

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 61 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

職業不 明 0 1 2 1 3 1 2 6 0 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0

回答数 6 4 1 4 6 4 6 1 7 ー 8 8 3 5 8 5 5 7 7 7 ー3 6 2 7 2 2 1 1 2 8 9 7 9 2 5 2 5 3 1 6 0 4 3 8

学生 ー0 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 0 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 %

香

敬

勤労 者 0 % 7 5 % 8 9 % 8 5 % 8 9 % 6 4 % 3 % 0 % 7 0 % 4 8 % 0 % 4 3 % 0 % 3 4 % 0 % 3 5 % 0 % ー %

自営業 0 % 1 2 % 7 % ー1 % 8 % 2 0 % 1 1 % 0 % 6 % 1 1 % 0 % 5 % 0 % 1 0 % 0 % 1 9 % 0 % 5 %

農林 水産業 0 % 5 % 0 % 2 % 3 % 7 % 1 7 % 0 % 1 % 0 % 0 % 1 % 0 % 3 % 0 % 6 % 0 % 6 %

莱 パ ー

ト . アル バイ ト 0 % 5 % 2 % 1 % 0 % 4 % 4 % 0 % 1 8 % 41 % 0 % 5 0 % 0 % 5 2 % 0 % 3 8 % 0 % 2 %

その他 0 % 3 % 2 % 0 % 0 % 2 % 2 % 0 % 4 % 0 % 0 % 1 % 0 % 1 % 0 % 2 % 0 % 1 %

有職率 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 9 9 % ー00 % 9 7 % 3 6 % 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 0 % 1 0 0 % 0 % ー0 0 % 0 % ー00 % 0 % 1 6 %

無

職

専 業主 婦 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 9 5 % 0 % 9 0 % 0 % 9 6 % 0 % 7 9 % 2 7 %

無 職 0 % 0 % 0 % ー% 0 % 3 % 6 4 % 0 % 0 % 0 % 5 % 0 % 1 0 % 0 % 4 % 0 % 21 % 5 8 %

無 職率 0 % 0 % 0 % 1 % 0 % 3 % 6 4 % 0 % 0 % 0 % 1 00 % 0 % ー0 0 % 0 % 1 00 % 0 % 1 0 0 % 8 4 %

総計 ー0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 00 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

秦

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 61 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

家族型不 明 0 3 1 0 0 2 8 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 5

回答数 6 4 1 4 4 4 7 1 7 2 9 1 3 6 8 6 0 9 7 7 1 3 7 2 7 2 1 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 3

単身世帯 2 % 2 4 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 3 % 3 % 1 2 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 % 1 3 %

族 夫婦の み 0 % 1 % 6 2 % 0 % 0 % 3 0 % 4 5 % 0 % 0 % 6 7 % 5 2 % 0 % 0 % 0 % 0 % 2 6 % 2 B % 3 9 %

型
核家族 4 7 % 5 6 % 0 % 6 3 % 5 7 % 3 3 % l 6 % 5 1 % 5 5 % 0 % 0 % 5 3 % 6 3 % 4 8 % 7 6 % 3 6 % 3 6 % 1 4 %

2 世帯以上 5 0 % 1 8 % 3 8 % 3 7 % 4 3 % 3 7 % 2 5 % 4 7 % 3 0 % 3 3 % 4 8 % 4 7 % 3 7 % 5 3 % 2 4 % 3 8 % 3 4 % 3 2 %

そ の他 2 % ー% 0 % 0 % 0 % 1 % 1 % 0 % 3 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 % 2 %

総計 ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー00 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % ー0 0 % ー00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 00 %

居

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

居住 年数不明 1 3 1 1 0 4 1 6 1 0 0 1 0 2 0 0 2 0 7

回答数 6 3 1 4 4 4 7 1 7 1 9 1 3 6 6 6 0 1 7 6 1 3 7 2 9 2 1 1 1 2 8 7 8 0 2 5 2 5 1 1 6 0 5 5 1

1 年未満 0 % 3 % 6 % 3 % 0 % 1 % 1 % 0 % 5 % 1 0 % 1 4 % 4 % 5 % 1 % 0 % ー% 2 % 1 %

1 - 3 年 未 満 596 6 % 1 7 % 1 1 % 5 % 2 % 2 % 5 % 5 % 3 1 % 2 4 % 8 % 2 0 % 3 % 1 2 % 2 % 5 % 1 %

住
年
3 - 5 年未 満 5 % l % 9 % l 2 % 3 % 2 % 2 % 3 % 4 % 7 % 2 4 % 1 2 % ー1 % 3 % 4 % 1 % 3 % 3 %

数 5 - 1 0 年未 満 1 7 % 6 % 2 3 % 2 5 % 1 4 % 7 % 3 % l 2 % 8 % 2 4 % 2 4 % 2 l % 3 3 % l 4 % 8 % 5 % 6 % 3 %

1 0 - 1 5 年未 満 1 7 % 6 % 1 1 % 1 3 % 2 0 % 6 % 5 % 1 2 % 4 % 1 7 % 1 4 % 2 9 % 1 5 % 1 8 % 2 0 % 7 % 9 % 4 %

1 5 - 2 0 年未 満 4 0 % 1 1 % 2 % 5 % 1 6 % 9 % 5 % 5 0 % 1 4 % 0 % 0 % 1 3 % 5 % 2 5 % 2 8 % 7 % 1 2 % 5 %

2 0 年以上 1 6 % 6 7 % 3 2 % 3 2 % 4 1 % 7 3 % 8 1 % l 8 % 5 9 % l O % 0 % l 3 % l l % 3 B % 2 8 % 7 8 % 6 4 % 8 2 %

総計 ー0 0 % ー00 % 1 0 0 % ー0 0 % ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % ー00 % 1 0 0 %

自
宅

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

自宅形 式 不明 0 1 2 2 4 1 4 3 8 2 1 0 0 1 0 0 1 1 3 4 1

回答数 6 4 1 4 6 4 6 1 7 0 8 7 3 5 6 5 7 9 7 5 1 3 6 2 9 2 2 1 1 1 8 9 8 0 2 4 2 5 2 1 5 7 51 7

一戸建て 9 2 % 9 3 % 8 3 % 9 6 % 9 4 % 9 4 % 9 5 % 9 5 % 9 6 % 7 9 % 7 3 % 9 6 % 9 2 % 9 3 % ー0 0 % 9 3 % 9 6 % 9 5 %

連続住 宅 (長屋 な ど) 5 % 2 % 2 % 2 % 6 % 4 % 4 % 3 % l % 7 % 9 % 2 % 2 % 6 % 0 % 5 % 3 % 4 %

形
式
2 階建て 共同( ア パートな ど) 2 % 1 % 1 1 % 1 % 0 % 0 % 0 % 3 % 1 % 7 % 1 4 % 1 % 2 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 %

3
~

5 階建て 共同 2 % 3 % 4 % 1 % 0 % ー% 0 % 0 % 1 % 7 % 0 % 0 % 3 % 1 % 0 % 2 % 1 % 0 %

6 階以上 郷土 0 % 1 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 % 0 % 0 % 1 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 %

そ の他 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 % 0 % 0 % 0 % 0 % 5 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 %

総計 ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 00 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 %

自
動

車

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 61 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

自動車 利用 不明 7 3 1 1 0 5 4 5 8 1 0 1 0 2 0 2 7 1 2 1 6 0

回答数 5 7 1 4 4 4 7 1 7 1 9 1 3 6 5 5 7 2 6 9 1 3 6 2 9 2 1 1 1 2 8 7 8 0 2 3 2 4 6 1 4 8 3 9 8

車自由 2 6 % 9 4 % ー0 0 % 1 0 0 % 9 9 % 9 8 % 8 8 % 3 0 % 9 3 % 9 7 % 9 5 % 1 0 0 % 9 5 % ー0 0 % 8 3 % 8 8 % 8 0 % 4 1 %

刺
用 乗合 可 2 8 % 2 % 0 9/o O % 0 % l 9/o 3 % 3 8 % 1 % 0 % 0 % ○% 2 % 0 % 9 % 8 % 1 2 % 3 0 %

交 通弱 者 4 6 % 4 % 0 % 0 % 1 % 1 % 9 % 3 2 % 6 % 3 % 5 % 0 % 2 % 0 % 9 % 4 % 8 % 2 9 %

総計 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %
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第3 草 生涯 を通 じて の 個 人的 な余暇 活動実態

3 -1 - 2 各段階の 充実感と潜在的活動要求

こ こ で は L C の 各段 階 にお け る ､ 日 常生活

の 充実感をみ る ｡

男女 とも生涯 を通 じて ｢ 趣味｣ ｢ 休養｣ に充

実 を感 じ る人が多 い ｡ また､ 働き 盛 りの 段階

で は男性と有職女性は ｢仕事｣ ､ 無職女性は ｢ 育

児 ･ 家事｣ の 選択が多 く , 各段階 には 特徴が

ある｡ また､ 結婚 まで は ｢友人 と 一 緒｣ ､ 結婚

後は ｢ 家族 と
一 緒｣ が多 い など､ 段階に よ っ

て 生活の 充実感 は大き く変化す る ｡
こ れら は

地域施設 の 選択状況や利用 の 際の 価値観に も

影響する と考 え られ る ｡

次 に ､ 充実感 2 種 の 回答 の仕方 に よ り ､ 生

活者個人が生活 を充実 して い る と感 じる行動

と要求 を探る ｡ 次頁上 段 に示すよ う に ､ 充実

を感 じる行動 の 組 み合わ せ か ら回答パ タ
ー

ン

を 10 に類型 し､ さら に余暇時間に行う選択行

動がある か な い か ､ 選択行動 の 目的意識が高

い か低い か によ り 4 類型する ( ｢ 非選択行動の

み｣ ､ 目的意識が ｢ 低の み｣ ｢ 低 + 高｣ ｢ 高の み｣

の 4 種 と ｢ そ の 他｣) ｡ こ れら を潜在的活動要

求と呼ぶ ｡

L C の 各 段階 の 潜在 的活 動要 求をみ る ( 図

3 - 1) ｡

仕事 ある い は家事 に充実を感 じる ｢ 非選択

行動｣ は有職女性 の ( 子 ども成長期) で 1 割

程度 の 回答がみ ら れ る他は､ 他の 段階で は殆

どみ られな い ｡ 逆 に言 う と ､ 目的意識の 高低

は あるが ､ 生活者 は余暇 を充実す る為 の 選択

行動を必要 と して い る｡

上記 に加 え ､ ひ とり で の 休養､ 家族 との 団

ら ん ･ 旅行 とい っ た､ 余暇時間 に他者 との 交

流 を しな い ( つ まり は ､ 自宅 で済ま せ られ る)

行動 に 充実 を感 じ る人 を ｢ 目的意識低の み｣

とす る ｡ こ の 選択 は ､ 特 に女性 の 結婚後か ら

子 どもが幼い 頃 まで は 高く ､ 自宅で 家族で過

ごせ る こ とに充実 を感 じてい る ｡

一 方 ､ 友 人 と過 ごす こ と ､ 趣味や 習い 事 ､

団体活動や自主勉強 とい っ た､ あ る種 の 交流

や高 い目的意 識を も っ た行動 に充実を感 じる

人を ｢ 目的意識高あ り｣ とする ( 分類上 は ｢ 目

的意識低 + 高｣ ｢ 目的意識高 の み｣ に分けて い

る) ｡ い ずれ の 段階で も半数ある い はそ れ以上

の 人が こ れら の 行動 に充実 を感 じて い る｡ 逆

に言 う と､ 個人が生活を充実 した もの にす る

ため には ､ 余暇時間 に高い 目的意識をも っ た

行動 を行う こ とが必要 といえる ｡

こ こ で の 高 い 目的意識をも っ た行動 とは､

既に顕在化 して い る活動 ( 団体活動等) の は

かに ､ 潜在的 に有 して い る要求 ( 友人 との 雑

談 等) が挙 げら れ るが ､ 非選択行動 と違 い ､

自宅以外 の 場所で行う こ とが多い 内容である ｡

従 っ て ､ 生活 を充実する 為に は ､ 個人の 行 う

活動の 受け皿 とな る場所が必要 となる｡

以 上 か ら ､ 段階に よ らず､ 人 々 が余暇活動

を行う こ とが生活を充実 さ せ る ため に必要で

あり ､ そ れ らの ( 自宅で だ けで は済 ませ られ

ない) 活動の 受け皿 も必要 とな る ｡
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第3 草 生注を通 じ て の 個人 的 な余暇活動実倦

非選択行動
ー, 仕 手

.

泡銭 ①非選択重視 l 十2 非選択 行動の み Q X e)

2
, 家事

.

育児 ②非選択必要 l o r 2 ( + l O) 選択 目的意 艶低 のみ ⑳冨⑥

=≡ ;
■

:
I

低い

高い

3
. ひ とり

で休養 ③両方必 要/ 低 l o ｢ 2 十3 o r 4 行動 日的意 諏 El 的意 淋毒 + 低 ⑦

4 . 豪族 と団ら ん
.

旅行 @ 両方必 要/ 高 l o ｢ 2 十5- 9 あり 高あり 目的意 弛貫の み ◎昏⑨

5. 友人と雑談
.

旅行 ⑥選 択必要/ 低 3 o r 4 ( + l O) そ の 他 ⑬

6- 趣 味 ⑥選 択重視/ 低 3 + 4

7
. 習
い 事 ⑦選 択重視/ 高 + 低 3 o ｢ 4 + 5 - 9

8. グループ
.

団体活動 (萱)選択必 要/ 高 5 - g ( 千l o)

9
. 自主 的な勉強 ⑨題 択重視/ 喬 5 - 9 + 5 - 9

図 3-1 L C にみ る潜在的活動要求 * 各母数は表 3- 2 に対応 o

表 3 - 2 L C にみ る生活の充実感と潜在的活動要求

男性 女性

芸 讐 雷 言 言 言 蛮
苧 執 有 無 有 無 有 無 有 無 高
生 身 他 職 鞭 熊 取 熊 玲 恥 齢

期 好 期 も も も 期 ;

.
l} f

-
I: ;I

:

･ l
J

,). ,

I

:

少 長 立 雷 蜜 言 言 言 言 吉 富
三

y
(; ≡

_
l亡 3

_
' = 期 期 も も も も も も

幼 幼 成 成 独 独

姦 姦 嘉 宗 表 嘉

生

蘇 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 ー3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 ∈∋

根葉不 明 2 l l 4 6 6 2 5 6 2 2 1 0 3 ー 5 0 3 0 ー7 9 5 8

回答数 6 2 1 3 6 4 4 ー6 6 8 5 3 4 5 5 5 5 7 5 ー2 7 2 6 2 ー ー0 7 8 9 7 7 2 5 2 3 6 1 5 1 5 0 0

仕事 ー 勉強 2 l % 2 4 % 3 4 % 3 0 % 4 9 % 3 8 % 2 1 9() 2 4 % 3 6 % 3 8 % 5 % 3 8 % 8 % 3 6 % ー2 % 4 l % 9 % l 4 %

育児
.

家事 0 % l % 7 % 5 % 0 % 1 % l % l % 3 % l 9 % 2 4 % 2 3 % 4 5 % l O % 4 % 3 % 7 % 5 %

家族 と- 繕 8 % 1 8 % 5 2 % 7 0 % 5 4 % 4 0 % 3 4 % l 7 % T g % 6 2 % 6 7 % 5 2 % 6 2 % 4 5 % 4 0 % 4 0 % 4 2 % 3 0 %

日
の 貴 人と一寸 5 0 9(o 3 3 % 9 % 8 % 4 % l O9(o l 7 % 5 7 % 4 9 % l 5 % 3 8 % ー7 % ー9 % 2 9 % 2 4 % 2 8 % 2 7 % 2 8 %

充
実
盛

休暮 2 ー% 2 9 % 1 4 % 2 2 % 2 5 % 2 4 % 2 5 % 2 9 % 2 4 % 2 7 % l 9 % 3 l % ー7 % 2 6 % 4 0 % 2 6 % 2 3 % 2 8 %

趣味 5 6 % 6 7 % 6 l % 4 5 % 4 7 % 5 6 9(o 5 2 % 4 4 % 3 7 % 2 7 % 2 4 % 2 1 % 2 4 % 3 Z % 4 8 % 3 1 % 4 9 % 4 2 %

習 い事 3 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 2 % 4 % 6 % 4 % 5 % 2 % 1 % 3 % 0 % 4 % 5 % 7 %

塾
r
. L

_
IJ 8 % 5 % 9 % 4 % 7 % 6 % 1 3 % 4 % 5 % 0 % 5 % 7 % l O % 3 % 8 y o 6 % l l % l 3 %

自主学習 l 1 % 4 % 0 % l % 2 % 3 % 8 % 5 % 4 % 4 % 5 % 0 % l % 3 % l 2 % 4 % l l % 4 %

その 他 3 % l % 5 % 2 % O % 2 % 5 % 3 % 4 % 0 % 0 % 2 % 3 % 3 % 4 % 3 % 5 % 6 %

総計 ll 8 29る l 8 2 % 1 9 l % l 8 8 % l 88 % l 8 2 % l 7 8 % l 8 9 % l 8 7 % 1 9 6 % l 9 O % I 9 3 % l g O % ー90 % l 9 2 % 柑 6 % ー8 8 % ー7 6 %

港
荏
帆

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 ○ 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

活動要求不明 2 1 1 4 6 6 2 5 6 2 2 1 0 3 1 5 0 3 0 ー7 9 5 8

回答数 6 2 ー3 6 4 4 1 6 6 8 5 3 4 5 5 5 5 7 5 1 2 7 2 6 2 1 1 0 7 8 9 7 7 2 5 2 3 6 1 5 1 5 0 0

非選択行動の み 0 % ー% 2 % 2 % 4 % 3 % 3 % l % 5 % 8 % 5 % 9 % 4 % 9 % 0 % 3 % 3 % 3 %

逮
釈
目的意 乱低 の み l 8 % l 5 % 2 3 % 3 l % 2 7 % l 6 % l 4 % 2 7 % 3 l % 4 2 % 4 3 % 3 7 % 4 9 % 2 6 % 2 0 % 3 5 % l 9 % ーg %

請 行 目的意 識孟 + 伍 3 7 % 3 5 % 3 4 % 4 3 % 2 8 % 3 4 % 3 2 % 4 0 % 3 2 % 3 l % 4 3 % 2 3 % l 8 % 4 2 % 3 2 % 2 6 % 4 2 % 3 5 %
tl

要
求

一ヽ

あ
り

目的意i& 函の み 4 2 % 4 8 % 3 6 % 2 3 % 4 1 % 4 6 % 4 8 % 3 2 % 3 2 % ー9 % l O % 3 0 % 2 8 % 2 ー% 4 B % 3 5 % 3 6 % 4 l %

自由承諾高あ ウ ヲ9野 8 2 % 7O 喝 66 % .6.9瑠 爵犠 8 0 % 7 2 % - 8 5 %;-;~5 O % _5
2 % 5 3 % 4 6 % 6 皇% 8 0 % S一昭 7 7 % :

7 6 %

/A
.T
静 ≦狩% 97 % 93 % g 8 yo 9 6名■9 S % 9 5 % 9 白兎~~9 S 電:::~≡:≡~笥塾を-9

-5嘩 9 ー%
~
白6 東 電 弘 一O O % 9 蝕 96 % ‥.

9 5 拓

そ の他 の み 3 % l % 5 % l % 0 % l % 2 % 0 % 0 % 096 0 % 0 % 0 % 3 % 0 % l % l % 2 %

緒言十 l1 0 0 % ー0 0 % l O O % ー0 0 % ー0 0 % ー0 0 % ー0 0 % l OO % 1 0 0 % l OO % ー0 0 % l O C % l O O % l O D % l O O % l O O % l O O % l O O %
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第3 草 生涯 を通 じて の 個 人的 な余暇活動実態

3 - 2 L C にみ る余暇を過 ご す場所 の 選択特性

次に ､ L C の 各段階の 人が ､ どの ような場所

で 余暇を過 ごして い るか をみ る ｡

ア ンケ ー ト ( 調査 1 ) か ら ､ 各個人に余暇

を過 ごす場所を最大 4 件選択 して もら っ て い

る ｡
こ れ らを用 い て ､ 余 暇を過 ごす場所の 選

択パ タ
←

ンと ､ 選択割合をみ る ｡

* ア ンケ ー トにお ける選択肢は ｢ 自宅｣ ｢ 職

場 ･ 学校｣ ｢友人宅｣ ｢ コミ ュ ニ テ ィ施設(公民館,

集会所 ､ 市民セ ンタ
ー

) ｣ ｢ 地方文化施設｣ ｢ 美

術館｣ ｢ スポ
ー

ツ施設｣ ｢教育施設｣ ｢ 商業施設｣

｢ 娯楽施設｣ ｢ 飲食店｣ ｢公園｣ ｢ 自然 (海や山)｣

｢ そ の 他｣ の 1 5 項目｡
｢ コ ミ ュ ニ テ ィ施設｣ 以

下 を ｢ 地域施設｣ とする ｡

3 - 2 - 1 各段階の余暇を過 ご す場所の

選択パ タ
ー

ン

こ こで は各段階の 選択 パ タ
ー

ン をみ る｡

選択 パ タ
ー

ンは ｢ 自宅｣ ｢ 職場 ･ 学校｣ ｢ 友人 ･

知人宅｣ ､ 及び ｢ 地域施設｣ の 組合せ で あり ､

｢ 自宅｣ の 選択有無 と ｢ 地域施設｣ の 選択有無

に よ り 4 つ の 大分類 ､ 1 5 の 小分類とす る ( 図

3 - 2 : 第 1 章参照) ｡

まずは男性をみ る ｡

｢ 自宅｣ と ｢ 地域施設｣ の 有無に よる 4 つ の

大分類をみ る と (1 5 % 以 上 の 回答は灰色で色

付け) ､ どの 段階でも [ 自宅あり
一 地域施設あ

り] が最多で あり ､ 地域施設が余暇を過 ごす

上で 悠揚されて い る｡ 但 し,( 高齢期) だけは[ 自

宅あ り一地域施設 あり] の ほか ､ [ 自宅 なし 一

地域施設あり] と [ 自宅あり 一地域施設な し]

も選択が多い ｡

小 分類をみ る と (1 5 % 以上 の 回答は黒塗) ､

各段階で 余暇 を過 ごす場所の 選択の 仕方が明

確に異な っ て い る こ とが分か る ｡

( 学生期) で は ｢ 自宅 + 友 人宅 + 地域施設｣

が最 も多い ｡
そ れ に ｢ 学校｣ を加 え た組 み合

わ せ まで含 める と半数以上 が ､ 性格の 違う多

く の 場所 を使い 分けて い る ｡

( 独 身期) と ( 新婚期) は選び方が似て お り ､

｢ 自宅 + 地域施設｣ と ｢ 自宅 + 友 人宅 + 地域

施設｣ が多い ｡
こ の 段階まで は ｢ 友人宅｣ を

含めた組み合わ せ が 1 5 % を越えて い るが ､ L C

の 段階進展 に伴い徐 々 に割合 は減少 してい く ｡

仕事 を始 め ､ 家庭を も つ に つ れ, 友人 とは な

か な か会 え な くな る現象 を示 して い る ｡
こ れ

は ( 子 ども成長期) まで続 く ｡

†子 ども幼少期) と ( 子 ども成長期) も似て

お り ,
1 5 % 以上 は ｢ 自宅 + 地域施設｣ だけに

な る ｡ また ､ 徐 々 に ｢ 自宅の み｣ の 選択 も増

え始 め る｡

変化が表れ るの は †子 ども独立期) で ある ｡

｢ 自宅 + 地域施設｣ は依然多い が､
それ まで減

少傾向 にあ っ た ｢ 自宅 + 友人宅 + 地域施設｣
- 3 5 -



第 3 草 生涯 を通 じて の個 人 的 な余暇活動実態

が再び増加す る ｡ [ 職業] に変動がある段階 と

も
一 致 し ､ 余暇時 間が増え る こ とに起因す る

と考え られる ｡

そ して , 男性 の 一 生を 通じて 最も 主な選択

肢が多様化す る の が ( 高齢期) で ある ｡ ( 子 ど

も独立期) の 選択肢 に加え ､
こ の段階で は ｢ 地

域施設の み｣ と ｢ 自宅の み｣ も 1 5 % 以上 となる ｡

自宅 で 余暇時間 を過 ごさず地域施設を求め る

人 と ､ 自宅 に 引き こ も る人と い っ た両極端な

パ タ ー

ンがみ ら れる ｡

次 に女性を み る ｡

4 つ の 大 分類 は男性 と傾向が似て お り､ ど

の 段階で も [ 自宅あ り 一地域施設あ り] が最

多 であ るo ( 高齢期) が [ 自宅あり 一地域施設

あり] の ほか ､ [ 自宅な し一地域施設あり] と

[ 自宅あり 一地域施設 な し] も選択が多い こ と

も共通 して い るが ､ ( 有職 ･ 子ども独立期) の

み ｢ 自宅あり 一地域施設な し｣ も少な くな い ｡

小分類 をみ る と , ( 子 ども独立期) まで は職

の 有無 によ ら ず ｢ 自宅 + 地域施設｣ と ｢ 自宅

+ 友 人宅 + 地域施設｣ の 2 パ タ
ー

ンが筆頭で

あ り続 ける ｡ 仕事 に よ る拘束時間の 長い ｢ 勤

労者｣ が職業 と して多く の 割合 を占め る男性

よ り も ､ 時間的余裕がある こ とが大 きな背景

で あ ろ う｡ さ ら に ､ 子育て 中な どに ､ 子 ども

の 知 り合 い の 親同士 で意気投合 して知 り合 い

を つ く る な ど､ 友人 を増や せ る機会 も格段 に

多い こ とが利点で ある ｡ ( 高齢期) の 選択肢 も

男性 に近い ｡

余 暇時間を過 ごす 場所 の 選択 パ タ
ー

ンの 特

徴を以下 に示す ｡

○ 男 女 と も に [ 自宅 あ り 一地域 施設 あり] ､

ひ い て は ｢ 自宅 + 地域施設｣ の タイプが最

も多 く選択 されて おり､ どの 段階の 人 々 に

と っ て も地域施設が余暇 を過 ごす場所とな

っ て お り ､ 余暇を過 ごす自宅以外 の場所 へ

の 需要が高い こ とが窺え る ｡

○ 男女 間 の 大きな 違 い と して は ､
｢ 友 人宅｣

の 選択が
=

働 き盛り
"

の 段階を中心に して

継続 され るか否 かで あ る｡ 特 に ､ 男性 に つ

い て は ｢友 人宅｣ が選択肢か ら少な く な る

が ､ そ の 分 ｢ 地域施設｣ が代替 と して の 位

置づけにな り得る と考 えら れる ｡

○ 最 も選択肢が多様化す る ( 高齢期) に つ い

て は , 自宅で余暇時間 を過 ごさな い ｢ 地域

施設の み｣ の タイ プと ､ 自宅 に引き こ もる

｢ 自宅 の み｣ の タイ プ とい っ た両極端 な タ

イプが み られる ｡

○ 上記 に補足す る と ､

=

自宅 で 余暇時間を過

ごさな い 人
' '

の
一

部 は高齢者が多い こ とも

明らか にな っ た ｡ これは前節で みたよ うに ､

高齢者は 単身世帯の 割合が他の 段階よ り高

く ､ 自宅 に ひ と りで い る こ とを望 まな い た

め と推察で き る ｡ こ うい っ た ､ 自宅で過 ご

す こ と に充実で き な い 人たち に と っ て も ､

そ の 代替 とな る地域施設 の 整備は重要で あ

ろう ｡
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第 3 車 生産 を通 じて の 個 人 的な余暇 活動実働

自宅あ り一 地竣 施設 あり

自宅な し一 地域 施奴あり

自宅あ り一地域施設 なし

自宅 なし一地域施設 な し

t .l

○ ラ イ フ サイクル の各段階にお ける

余暇を過ご す場所の選択パターン

* 各段階の母数 n は有効回答者数り

* 大分類の灰色塗は, 1 5 % 以上 の 回答｡

* 小分類 の黒塗は, 1 5 % 以上 の 回答ら

* タイプの概要は第 1 章参照 ｡
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第3 車 生産 を通 じ て の個 人 的な余畷 活動実態
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第 3 草 生ま を通 じ て の 個 人 的 な余吸活動失鬼

3 -2 1 2 各段階の余暇を過 ごす場所の 選択割合

次に ､ 各段階の ｢ 自宅｣ l
【
職場 ･ 学校｣ ｢友人 ･

知 人宅｣ 及 び ｢ 地域施設｣ の 選択割合の 推移

をみ る ( 図 3 - 3) a

前項 にて 選択パ タ
ー

ンか ら選び方の 傾向を

み た の で ､ こ こ で は 余暇 を過 ごす場所 の選 択

の 幅 ,
つ まり最 大 4 件選択 に対する 平均選択

箇所致 ( 図中 の 7 項目 の 合 計 : 一 番 上 の 線)

に 着目する ｡ 図の 見方は横軸 の 左端を ( 学生

期 : 図中で は略記) とし ､ 次の 目盛が I 独身期I

と続 き ､ L C の 各段階を示す ( 以降の 同形式 の

囲も同様) G

図 3 - 3 か ら ､ 男女 と も ( 学生期) から l 独

身期) にか けて , つ ま り就職を機 に平均選択

箇所数が減少 して い る ｡ 減少して いるの は ｢ 職

場 ･ 学校｣ と ｢ 友人 ･ 知人宅｣ で ある ( 前述

の タイ プの変遷 とも合致) ｡ 前者は生活者個人

に と っ て は同様 に所属先であ るが ､
｢ 学校｣ ( 同

世代の 友人 と 一 緒に過 ごす場所) と ｢職場｣ ( 仕

事上 の 関わ りが主 o 仕 事仲 間は異な る段階 の

人で あ る こ とも し ばし ばある) の 違 い が大 き

い
｡ 後者 は仕事 によ る時間的拘束の 発 生に加

え ､ 就職 に伴う転 居 によ り馴染 みの 友 人に会

い にく くな る こ とが 背景にある ｡

( 新婚期1 以降は職 の 有無に よ っ て 見なる傾

向を示す ｡

職を も つ 男性 と有職女性は ､ 結婚 を機 に ｢ 地

域施設｣ の 選択が増加す るが ､ 以降 は ( 程度

の 違 い は あれ) 徐 々 に平均選択 箇所数 は減少

して い く
o

一 方 , 無職女性 は ｢ 職場｣ の 選択肢が なく

なる分 ( 新鱒期I で は平均選択箇所数は落ち

込 むが ( 子 ども幼少期) ( 子 ども成長期1 では

再び増加す る ( 以降は減少) ｡ 子育て 期間の 真

っ 最 中で あ り ､ 子育 て の 場 と して ､ また､ 子

ども を介 して で きた知 り合 い と過 ごすな ど理

由 は様々 で あろうが ,
｢ 地域施設｣ の 利用が増

加す る D

男性 と有職女性 の 傾 向が似通 っ て い る こ と

を含 め ､ 職の 有無 によ る違 い は相当 にみ られ

る｡

図 3-3 各段階の余暇を過 ごす場所の択割合 * 各母数は表3- 3 に 対 応 u

1 3 9
-
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第 3 草 生渡 を通 じて の 個 人的 な余暇活動実麿

3 - 2 - 3 利用する地域施設の内訳

前項で は､ 地域住民 の 余暇 を過 ごす場所 の

選択割合は ､
L C の 各段階 によ っ て特徴的に異

な っ て い る こ とが明らか とな っ た｡ 本項で は

｢ 地域施 設｣ に 着目 し､ そ の 内訳 を み る ｡ 図

3- 4 は前項 で み た図 3
-

3 の ｢ 地域施設｣ を取

り出したもの で ある ( 詳細は表 3 -2) a

まず ｢地域施設｣ 全体の傾向をみ る ｡

男女 と も ( 学生期) から ( 独身期) にか けて ､

つ まり就職 を機 に ｢ 地域施設｣ は増加 してお り ､

｢ 自宅｣ 等 も含めた前述 の考察 とは 逆の 傾向を

示す ( 自動車を自由に使用で きる者が飛躍的

に増加 し ､ 生活の 範囲が拡大するため) ｡

( 新婚期) 以降 は前述 と同様 ､ 職の 有無によ

っ て異な る傾向を示す ｡ 男性 と有職女性 は ( 新

婚期) まで増加 した後､ 減少す る傾向で ある ｡

一 方無職女性 は ( 新婚期) で 一

旦 ｢ 市域施設｣

の 選択が落ち込ん だ後 ､ ( 子 ども 幼少期) ( 千

ども成長期) で は再び増加する ( 以降は減少) ｡

無職の 新婚 女性 は 大抵 , 結婚 によ る転居 によ

り地域 の 施設 を知 ら ない 状況 に陥 る こ とが背

景にある と考 えられる ｡

また､
｢ 社会教育系｣ ｢ 商業娯楽系｣ ｢ 自然系｣

｢ そ の 他｣ の 分類で み る と , 男女と も無職女性

の ( 新婚期) を除き ､ ( 子 ども独立期) まで は

｢ 商業娯楽系｣ の 割合が多い ｡ 民間の サ
←

ビス ･

商品の 多様性 に公共施設が押 され て い る格好

で ある｡ しか し ( 高齢期) の み ｢ 社会教育系｣

の 割合が最大 とな る｡ 言 い 換え る と ､
L C の 進

展の なか で ｢ 社会教育系｣ へ の需要は ( 新婚期)

を除き ､ 加齢 とともに増加 して い る とい える ｡

さ ら に 各段 階 の 施設 種別 の 選 択割 合 を 図

3 - 5 に示す｡

図中の縦軸は 12 の施設種で あり ､ 2 0 % 以上

の 回答 は黒塗 して い る｡

｢ 商業娯楽系｣ の 選択 は段階に よらず多いが ､

こ こで は く図書館) くコ ミ ュ ニ テ ィ 施設) く地

方文化施設) く美術館 ･ 博物館) くスポ
ー

ツ施設)

く教育施設) か らな る ｢ 社会教育系 ( 公的施設) ｣

に着目す る ｡

2 0 % 以 上 の 選択 は く図書館) が ( 男性 / 学

生期) ､ ( 女性 / 無職 の 子 ども幼少期 ･ 子 ども

成長期) の みで あり ､ 学生 と ( 働いて い な い)

主婦層 とい っ た比較的時間 に余裕の ある人々

が多 い ｡ くコ ミ ュ ニ テ ィ 施設) は男女と も ( 高

齢期) の みが多く ､ くス ポ ー

ツ施設) は男性の

( 独身期 ･ 子 ども成長期 ･ 子 ども独立期) が多

い とい っ たよ うに ､ 施設 種 によ っ て利用者の

偏りがみ られる ｡

こ れ ら か ら ､

一 人当たり の 選択箇所数は加

齢 と と もに減 少す るが , 公 共施設 に限 っ て は

加齢 とと も に利用が増え る こ と傾 向で ある こ

とが分 か っ た｡ また ､ 施設種 単位 で み る と ､

ある程度決 ま っ た層が利用 して い る こ とが窺

え る｡

図 3-4 各段階の利用 する
｢地域施設｣ の 選択割合 * 各母数は表こトニ3 に 対 応 ｡

- 4 0
-



第 3 車 生産 を通 じて の 個 人的 な余暇活動東愚
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第 3 草 生涯 を通 じて の個 人 的 な余暇活動実態

( 利用 する地域施設の 所在地)

次に ､ 利用す る ｢ 地域施設｣ の 所在地を施

設種別 に比較 した図 3- 6 を み る (具体的な施

設 名が不詳 ､ も しく は 未記入 の 場合が多く ､

回答数 は少ないが) ｡ 利用する ｢ 地域施設｣ が

旧市町村 の 内外か で 分類 し､ 施設種 によ る 圏

域の 違いがみ られた ( 表 3 -5) 0

白市町村内の 利用が多い 施設種 は､ く図書館

(6 6 %)) ､ くコ ミ ュ ニ テ ィ 施設 (8 9 %)) ､ く地方

文化施設 (6 9 %)) ､ くス ポ ー

ツ施設 (6 5 %)) と

い っ た ｢社会教育系｣ が多く挙げられる ｡

L C の 段階によ らず利用が多い ｢ 商業娯楽系｣

は く飲食店) を除き他市町村が多い ｡ 利用形

態 の 節で 後述す る が､ 多少足 を伸 ばす こ と も

厭わ ない｡

余暇を過 ごす ｢ 地域施設｣ を横断的に捉え ､

L C の 各段階の 相違 をみ たの が図 3 - 7 で ある ｡

[ 自動車利用] で ｢ 交通弱者｣ の 割合が多い女

性の ( 高齢期) は白市町村の 施設利用が多く ､

近場に立地す る ｢ 社会教育系｣ ( 特 に コ ミ ュ ニ

テ ィ 施設) が重宝 されて い る｡ 一 方 同じく ｢ 交

通弱者｣ の 多い 男 女の ( 学生期) は別 段市 町

村 の 域に 縛ら れ て お らず､ 公共交通等を使 い

な がら余暇の 生活圏を広げて い る｡

* 各母数は表 3 -5 に対応｡

図 3 - 6 利用 する
｢
地域施設｣ の所在地 (施設種別)

図 3-7 利用す る
｢ 地域施設｣ の 所在地 * 各母数は表3 - 4 に対応｡

ー 4 2 -



第3 草 生涯 を通 じて の個 人 的 な余暇活動実態

表 3-3 L C にみ る余暇を過 ごす場所の 選び先 (最大 4 件選択)

男性 女性

学 独 新 子 子 子 高 学 独 有 無 有 無 有 無 有 無 高
生 身 婚 ど ど ど 齢 生 身 職 聴 取 職 職 職 階 職 齢
期 期 期 も も も 期 斯 期 期

幼 成 独 新 新 子 子 子 子 子 子
少 長 立 婚 婚 ど ど ど ど ど ど

期 期 期

6 4 ー4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7

斯 期 も も も も も も
幼 幼 成 成 独 独
少 少 長 長 立 立
期 期 期 期 期 期

7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

4 ー0 2 4 3 2 9 8 8 2 8 2 0 4 0 3 0 1 7 5 6 5

6 0 1 3 7 4 6 1 6 8 8 8 3 4 1 5 2 9 7 5 1 2 9 2 7 2 2 1 0 8 8 9 7 7 2 5 2 3 6 1 5 5 4 9 3

自宅 9 7 % 9 1 % 9 1 % 9 2 % 9 1 % 8 9 % 8 4 % 9 3 % 8 9 % 9 6 % 9 5 % 9 7 % 9 6 % 9 4 % 1 0 0 % 9 1 % 9 1 % 8 3 %

職場
.

学校 4 5 % 2 2 % 1 7 % 1 3 % 2 2 % 1 6 % 4 % 5 7 % 1 9 % 1 5 % 0 % 1 7 % 0 % 1 7 % 0 % 1 4 % 3 % 3 %

友 人
.

知人宅 6 8 % 4 1 % 2 2 % 2 1 % 1 3 % 2 3 % 2 0 % 4 9 % 4 0 % 3 7 % 5 9 % 3 9 % 5 2 % 3 0 % 4 0 % 4 0 % 3 8 % 3 3 %

地
域

施
読

社

図書館 2 3 % 7 % 4 % 8 % 1 5 % 1 0 % 1 2 % 1 7 % 1 5 % 1 1 % 9 % 1 6 % 2 6 % 1 8 % 2 4 % 1 2 % 1 8 % 9 %

コ ミ ュ ニ テ ィ施設 0 % 3 % 4 % 2 % 2 % 5 % 2 2 % 1 % 5 % 0 % 9 % 4 % 7 % 9 % 4 % 1 1 % 1 9 % 3 0 %
′ごゝ

コ‡

戟
Fヨ
l 弓

地方文化施設 2 % 3 % 2 % 2 % 2 % 3 % 8 % 0 % 2 % 4 % 0 % 4 % 2 % 3 % 1 2 % 6 % 8 % 1 1 %

美術館
t

博物館 2 % 1 % 0 % 1 % 2 % 2 % 6 % 1 % 2 % 0 % 0 % 1 % 1 % 1 % 4 % 3 % 3 % 6 %

系 ス ポーツ施 設 1 7 % 2 1 % 1 7 % 1 7 % 2 6 % 2 0 % 1 5 % 5 % 1 2 % 1 1 % 5 % 1 5 % 6 % 1 4 % 1 6 % 9 % 1 2 % 1 2 %

教 育施 設 3 % 1 % 2 % 4 % 2 % 1 % 2 % 8 % 2 % 0 % 0 % 1 % 0 % 3 % 0 % 0 % 2 % 1 %

I

:

I

,

:
-

商業施 設 3 2 % 3 0 % 5 7 % 4 4 % 3 6 % 3 0 % 2 3 % 4 8 % 5 2 % 8 1 % 3 6 % 6 7 % 6 2 % 5 8 % 6 8 % 5 1 % 4 3 % 2 6 %

娯楽施 設 3 3 % 3 1 % 3 7 % 2 7 % 2 7 % 2 4 % 9 % 3 1 % 2 6 % 1 9 % 2 3 % 1 8 % 1 5 % 1 8 % 2 4 % 1 0 % 1 0 % 5 %

飲食店 1 8 % 2 3 % 2 4 % 2 4 % 2 4 % 2 4 % 1 5 % 2 8 % 4 0 % 4 1 % 2 7 % 3 0 % 2 1 % 2 7 % 1 2 % 2 6 % 2 7 % 1 3 %

系急
ノい ヽ

公 園 7 % 9 % 1 7 % 2 6 % 8 % 1 1 % 1 1 % 4 % 1 0 % 1 9 % 2 7 % 1 1 % 2 2 % 4 % 1 2 % 7 % 8 % 8 %

自然 7 % 3 2 % 3 3 % 3 5 % 3 3 % 2 8 % 2 7 % 4 % 1 3 % 2 6 % 1 4 % 1 4 % 1 0 % 5 % 1 6 % 1 4 % 1 3 % 1 4 %

そ の 他 7 % 1 0 % 1 3 % 1 0 % 1 4 % 1 6 % 1 7 % 4 % 1 1 % 7 % 1 8 % 1 2 % 2 1 % 1 0 % 8 % 1 2 % 1 4 % 1 3 %

3 6 0 % 3 2 4 % 3 41 % 3 2 7 % 3 1 7 % 3 01 % 2 7 4 % 3 5 2 % 3 3 8 % 3 6 7 % 3 23 % 3 44 % 3 40 % 31 2 % 3 40 % 3 07 % 3 1 0 % 2 6 6 %

表 3-4 L C にみ る利用 する
｢ 地域施設｣ の 所在地

男性 女性

総数

学 独 新 子 子 子 高 学 独 有 無 有 無 有 無 有 無 高
生 身 婚 ど ど ど 齢 生 身 職 職 職 職 階 職 職 職 齢
期 期 期 も も も 期 期 期 期

幼 成 独 新 新 子 子 子 子 子 子
少 長 立 婚 婚 ど ど ど ど ど ど

期 期 期

6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7

期 期 も も も も も も

幼 幼 成 成 独 独
少 少 長 長 立 立

期 期 期 期 期 期

7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 ー6 0 5 5 8

4 箇所選択 2 5 6 5 8 8 1 9 2 6 8 8 3 6 4 ー4 8 0 2 4 6 8 3 0 8 5 4 8 1 1 6 8 8 4 4 8 3 5 6 3 2 0 1 0 0 1 01 2 6 4 0 2 23 2

未 回答 .

不明 2 1 0 4 9 5 1 5 3 5 3 5 2 7 8 1 2 8 1 2 1 0 3 2 6 0 4 3 2 9 0 7 5 3 3 9 2 6 3 2 4 9 7 1 8 3 2 4 7 4 1 8 62

回答 数 4 6 9 3 3 9 1 5 3 8 6 1 9 9 3 6 5 4 8 1 1 6 2 6 1 3 1 0 9 9 3 7 1 2 9 1 8 0 1 6 6 3 7 0

自市 町村内

他市 町村

4 6 % 4 2 % 5 9 % 4 8 % 4 4 % 5 4 % 6 6 %

5 4 % 5 8 % 4 1 % 5 2 % 5 6 % 4 6 % 3 4 %

3 8 % 4 1 % 3 1 % 3 8 % 4 8 % 6 1 % 5 2 % 5 5 % 5 8 % 6 1 % 7 4 %

6 3 % 5 9 % 6 9 % 6 2 % 5 2 % 3 9 % 4 8 % 4 5 % 4 2 % 3 9 % 2 6 %

1 0 0 % 1 0 0 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 00 % 1 00 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 00 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

表 3- 5 利用する地域施設の 所在地 (最大 4 件選択/ 施設種別)

社会教育系 (公共) 商業娯楽系 (民間) 自然系 そ
の

他

総

計図 コ 地 美 ス 教 商 娯 飲 公 自
舌 ､ 方 術 ポ 育 業 楽 食 園 然
館 ユ 文 館 l 施 施 施 店

化 ツ 設
丁 施 博 施
イ 設 物 設
施 館

読

設 設

選択総数 3 8 0 3 9 2 1 6 2 9 6 4 3 3 4 8 1 1 6 1 5 0 2 6 5 7 3 2 6 6 1 4 4 0 7 5 1 7 8

未回答
.

不 明 5 0 1 5 5 4 4 1 9 1 5 3 1 6 5 1 4 3 2 6 5 1 5 1 3 5 3 6 0 3 6 0 2 8 0 2

回答数 3 3 0 2 3 7 1 1 8 7 7 2 8 0 3 2 6 4 7 1 7 6 1 4 2 1 9 1 9 9 4 7 2 3 7 6

白市町 村内

他市町村

6 6 % 8 9 % 6 9 % 3 8 % 6 5 % 5 9 %

3 4 % 1 1 % 3 1 % 6 2 % 3 5 % 4 1 %

4 6 % 3 1 % 5 8 %

5 4 % 6 9 % 4 2 %

6 2 % 3 0 %

3 8 % 7 0 %

計 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %
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第3 草 生涯 を通 じて の個 人 的 な余暇 活動実態

3 - 2 - 4 L C にみ る生活構造の変化

こ こ ま で ､ I J C の 各段 階 に つ い て ､ 生活 背

景 と余暇 を過 ごす場所の 選択特性 をみて きた｡

こ れ ら を 生活構造 と位置 づけ､ 地域施設の 利

用 に大き な 影響 を及ぼす ､ ①潜在的活動要求

の 推移 ､ ②施設 を過 ごす場所の 選択 パ タ ー

ン

の 推移を ､ そ れぞ れ生活背景の 変化 との 関係

をみな がら整理す る｡

潜在的活動要求 の 推移をみ る と ( 図 3- 8) ､

余暇を充実す るた め に必要な選択行動 を行う

人の 割合 は 生涯 を通 じて 高 い ｡ そ の うち ､ 自

宅以外で 行 う場合が多い ､ 高 い 目的意識をも

つ 選択行動 は男女 と もに結婚後か ら子 どもが

ある 程度成長 す る まで 減 少す る 傾向 に ある ｡

男性 と有 職女性 は仕事 に加 え ､ 家 庭 を もち ､

家族 と の 時間が増 える ため, 個人 と して の 活

動要求は 若干減少する の だ｡ 無職女性 はこ の

傾向が さ ら に顕著 で ある が､ 職を有す る こ と

に よ る減少 はな い ため､ 子 どもがある 程度成

長 して か ら は､ 個人 と して の 活動要求は再 び

元 の 水準 に戻 る｡ つ まり ､ 職 に よ る 阻害 を 受

けな い た め ､ 自分自身の 要求 を実現 しよ う と

い う意識が強い と い え る ｡ また ､ 子 どもが独

立 し ､ 退職す る に つ れ て男女 と もに高 い 目的

意識を も つ 選択行動 へ の 要求 は高 まる ｡

余暇を過 ごす場所の 選択 の推移をみ る と ( 図

3 -9) ､ 男性 は 自宅 を選択 しな い 人 は加齢 とと

も に増 え ､ 退職期で 比較的多い ｡ 高齢 単身世

帯お よ び高齢 夫婦 の 割合が増 え ､ 自宅 で過 ご

す こ とに楽 しみ を見出せ な く な る こ とが懸念

され る｡ そ の ような人々 に向 けて ､ そ の 代替

とな る場所 の 整備が求 めら れ る ｡ また､ 女性

は結婚後は自宅で 過 ごす こ とが多くなるため､

子育 てが終わ る まで は 自宅で過 ごす場合が男

性よ り多い ｡

地域施設 の 選択 に つ い て は､ 男女 と も新婚

期 まで は増え ､ それ以降徐々 に減少 して い く ｡

新婚期 に増え るの は仕事 に もあ る程度慣れ た

頃で あり ､ また , 子育て 前で あ るため ､ 他の

段階 に比 べ て 生活 に余裕があ るため と考 え ら

れ る ｡

一

方､ 退職 して か らの 地域施設 の 選択

は男女と も急激に減 少す る ｡
こ れは個人 の 健

康上 の 都合だ けで なく ､ 高齢に な っ て 自動車

の 利用 を控え るよ うに な り､ 遠方 の 施設 には

行き にく く な る事 に よ る と考 え られ る ｡ 特 に

高い 目的意識 をもち なが ら､ 活動の 場がな く ､

要求を持て余 して い る高齢者に は ､ 身近で 余

暇を過 ごせ る場所 と して の 地域施設 の 整備が

急務 とい え る ｡

以 上 か ら ､ 地域住民は 生涯 を通 じて 余暇を

充実 して 過 ごす為の 潜在的な余暇活動 へ の 要

求 を有 してお り ､ 同時に余 暇活動 を行う ､ 自

宅以外 の 場所 に対 して も ニ ー ズ を有 して い る

こ とが 明らか とな っ た｡ 但 し､ 高齢者を始 め

として , 要求 は有 して いて も実際 にはそ の 要

求 を持て 余 し ､ 地域施設 を余暇 を過 ごす場所

と して 使 い こ な せ て い な い 人が い る こ と も懸

念 され る｡ 彼 らが どの よ う に地域施設 を利用

して い るか を 把握 し､ 余暇活動 を行 い や す い

場所の 整備を行う必要がある｡
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3 -3 L C にみ る地域施設の 利用形態

前章 まで に ､ 地 域住民が生涯 を通 じて 余暇

活動 へ の 要求を もち ､ 実際 に地域施設 を利用

して い る こ と をみ て き た｡ 但 し､ 高齢 者を始

め と して ､ 要求 は有 して い て も実際 には そ の

要求 を持て 余 し ､ 地域施設 を余暇を過 ごす 場

所 と して 使い こ な せて い な い 人がい る こ とも

明 らか とな っ た｡
こ こで は ､ 地域住民が自宅

や 職場 ･ 学校以外で 余暇 を過 ごす場所 を選択

す る際の 要因を捉 え るた め ､ 余 暇を過 ごす場

所の うち ､ 最 もよ く 利用する地域施設 に つ い

て ､ そ の利用形態を把握する ｡

こ こ で の 利用形態 とは [ 利用頻度] [ 交通手

段] [ 同伴形 態] [ 選択 理 由] とい っ た基本的

な項 目に加 え , 生活者が地域施設 を ｢ どの よ

うな場所 と捉 えて い るか｣ を [ 施設像] と し

て い る
｡ 特に [施設像] は利用者側からみ た､

地域施設 の 選択要因 と して 重要な 項 目と位置

づ ける ｡

また ､ 本節で は 生活者 の 地域施設 へ の 根 底

的な ニ ー ズを捉 え る た め ､ 施設種 に よ らず､

利用す る施設を横断的に ｢ 地域施設｣ と して

分析する ｡

また ､ そ れ に 先ん じて ､ 施設種別 の 分析 も

併せて行う ｡

3 - 3 - 1 施設種別の 地域施設の利用形態

L C の 段階 ごとの 地域施設の 利用形態を捉 え

る に当 り ､ 施設種別 の 利用形態を把握 して お

く必要があ る｡ こ こで は ､ 施設種別 の 利用形

態をみ る (表 3- 6) ｡ 施設種別の 回答割合はく商

業施設) が全体の 4 割程度 と多 い が､
｢ 社会教

育系 ( 公共施設) ｣ の 施設群 も少なくない｡

[利用頻度]

利用頻度 を 『日 常的』 『定期的』 『不定期』

に分類 して施設種を比較する ( 単
一 回答) 0

( 地方文化施設) く美術館) 以外 の 施設種 は

半数 な い し､ そ れ以 上 の 人々 が 『定期的』 に

施設 を訪 れて お り ､ 生活者に と っ て 身近な場

所 とな っ て い る ｡

特に くスポ
ー

ツ施設) (教育施設) ( 飲食店) ､

施設で はな い が ( 自然) は 4 人 に 1 人が 1 週

間に 1 回以上 の 頻度 で訪 れてお り ､ 常連 とい

える人々 が多く存在す る施設種 といえる ｡

[ 交通手段]

交通手段を ､ 生活者が ( 比較的近 い距離を ､

簡単 に) 自力で施設 ま で移動で き る 『徒歩 +

自転車』､ モ ー タリゼ ー

シ ョ ンにおいて 必然で

ある ｢ 自動車｣ を含 む 『自動車 + バイ ク』､ さ

らに 『公共交通』 とタク シ ー 等に よる 『その他』

の大分類 4 つ で捉え る ( 単 一 回答) ｡

くコ ミ ュ ニ テ ィ 施設) と く教育施設) こそ 6

割程度 で あるが , 施設 まで の 交通手段 と して

は､ や はり 『自動車 + バイ ク』 が圧倒的に多い ｡

一 方 ､
『徒歩 + 自転車』 が多 いの は くコ ミ ュ

ニ テ ィ 施設) と ｢ 自然系｣ で ある ｡ 特 に前項

で み た [ 施設の 所 在地] で も白市 町村 内､
つ

まり 近場 の 施設 の 利用 が多 い くC 施設) と も

合致す る｡

また､
｢ 公共交通｣ を使っ ての 利用者は ､ 利

用頻 度が低 く ､ 規模 的 に も 大型 の ( 美術館)

が多 い 一 方 ､ 利用頻度 の 高 い く商業施設) 等

の 施設群で は少な い ｡
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[ 同伴形態]

同伴形 態を 『ひ と り』 『家族』 『グル ー プ』

の 3 分類で捉 える ( 単
一

回答) ｡

( こ の 分類 は第 5 章で の主な切 り 口 とする) ｡

利用 単位と して 『ひ と り』 が多 い の は く図

書館) で あるが ､ くコ ミ ュ ニ テ ィ 施設) を除く

どの 施設種で もある程度存在する ｡

『家族』 が多 いの は く商業施設) と く公 園)

で ある ｡ く図書館) や く地方文化施設) な ど 一

定の 割合 の 利用者が い る施設 もあ るが ､ 同伴

形態が 『家族』 の 利用者が 1 割未満 の 公共施

設 も少なくな い ｡

一 方 ､ ( 小 分類で の 選択肢 の 多 さか ら絶対数

が多 い が､) 『グル ー プ』 が主な 利用単位なの

は くコ ミ ュ ニ テ ィ施設) ､ くスポ ー

ツ施設) ､ ( 教

育施設) とい っ た公共施設が多 く ､ 前述の 『家

族』 で の 利用が少な い施 設種 に該当す る ｡
ま

た､ 特定余暇施設 と して選択 の 多い く商業施設)

も 『グル - プ』 での 利用は少な い ｡

[滞在時間]

調査 2 か らの 内容で あるが ､ 施設種別 の 滞

在時問をみ る ( 単
一

回答) ｡

( 調査 2 は組織活動参加者の み) 0

各施設種 とも ｢ 1 - 2 時 間｣ の やや長 めの

滞在をす る 人が多く ､ 滞在時 問の 単位 とな っ

て い る｡ 但しく図書館) や く商業施設) く飲食店)

の ように ､
｢ 30 分未満｣ 及び ｢ 30 - 1 時間未満｣

の
､ 用事 を済ませ る場合や 立 ち寄 り程度の 滞

在者も存在する ｡

一 方 ､ くコ ミ ュ ニ テ ィ 施設) や く教育施設)

の よう に ､
｢ 2 時間以上｣ の 利用が半数 を超え

る施設種 もあ る ( 施設で 習 い 事や催し物を行

う場合が多い だろ うが) ｡ 特 に表中に 2 つ の選

択肢に またがっ た破線部分は ､ 傾向と して ｢ 1

- 2 時間｣ を基本と しな がら も ､ 滞在時間の

長さ に明確な違い があ る こ とを示 して い る｡

[選択理由]

施設 の 選択理 由に つ い て ､

一

緒 に過 ごす相

手 とそ の環境 に関す る もの を 『人的要因』､ 施

設が提供す るサ ー ビス水 準､ 外部の 環境､ 内

部の 環境をそれぞ れ 『施設 の サ ー ビス』､ 『施

設の 立地』､ 『施設の 内部』 と して 4 分類で捉

え る ( 最大 2 種回答) ｡

『人的要因』 は施設種 に よらず大きな選択理

由で ある ｡ 但 し､ 『グル
ー プ』 が主な利用単位

であ る くコ ミ ュ ニ テ ィ施設) ､ くス ポ ー

ツ施設)

及び ｢ 商業娯楽系｣ な どで は ｢ 家族友 人 と
一

緒 に｣ が大きな 理 由で ある
一

方､
『ひ とり』 が

主な利用単位で あ る ( 図書館) で は ｢ 誰に も

邪魔 され な い ｣ フうミ多い とい っ た 施設種に よ る

相違がみ られ る｡ 前者は 同伴者が施設 の 選択

時 に重大な要因 とな っ て い る こ と を示 し､ 現

状の 施設の 利用者の 住み分 けに示唆を与 えて

い る
｡
ま た､ 後者の 場合 ､ やや 飛躍 して 捉え

る と､
=

誰 と
一

緒に利用す るか
'
'

と い っ た同伴

形態 に応 じて個室化 ･ 分節化 で き る空間 の ニ

ー ズ にも つ ながる と捉えられ る｡

『施設の サ ー ビス』 は 4 分類 の な かで は比較

的重視 されて い な い 施設種が多い (
=

余暇 を過

ごす場所
…

で あ る と い う前提条件 に よ る と こ

ろが大き い だろうが) ｡ 公共施設の なかで はく図

書館) が 2 割程度あ る以外 は ､
1 割程度の 選

択で あ る施設種が多 い ｡ 但 し ( 商業施設) に

つ い て は商品 の 質的 ･ 量 的な魅力で あ る ｢ サ

ー

ビス 内容が充実｣ の 選 択は 少な くな い ｡
こ

れは他の 施設種よ りも ｢ つ い で利用で き る｣ ( 買

い物 の つ い で に立ち寄 る ､ な ど) 場合 が多 い

こ とによ るだろう｡

『施設 の 立地』 は施設の 選択理 由と して大き

な 要因である場合が多い ｡
｢ 家や 学校か ら近い｣

と ｢ 交通が便利｣ は施設 へ の ア ク セ ス の 容易

さ に つ な がり ､ 施設種 によ らず主 要な選択理

由 とな っ て い る ｡ また､ 前述 したよ うに ｢ つ

い で利用で きる｣ は く商業施設) で 多く ､
｢ 周
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辺環境が良い ( 周辺に自然が多い 等) ｣ はく公園)

で 多 い な ど､ 施設種 に よ り固有 の 選択理 由が

み られる ｡

『施設 の 内部』 に つ い て み る と ､ ( 娯楽施設)

で 少数選択がある以外 は ｢ 施設内がにぎや か｣

を選択理 由 と して い る施設種 は なく ､ 特 に公

共施設で は施設の 静か さが好 まれる｡

[施設像]

生活者が
=

施設に抱くイ メ
ー

ジ
"

を [ 施設像]

と し ､ 施設 を どの よ うな場所と捉 えて い るか

をみ る｡ 『人間関係を形成する場所』､ 『目的に

取り組 む場所』､ 『雰囲気を享受す る場所』 の

3 分類で捉 える ( 最大 2 種回答) ｡

『人間関係を形成す る場所』 は ､ 誰か と
一

緒

に過 ごす こ と を前提 と した分類で ある為 ､ 当

然 『ひ と り』 が主な利用単位 とな る く図書館)

等で は意識さ れな い ｡

一

方 ､
『グル

ー プ』 が主

な利用単位 とな る くコ ミ ュ ニ テ ィ 施設) 等で

は半数近く の 人々 が ､ 人間関係形成の 場所 と

して意識されて い る｡

『目的に取り組む場所』 は ､ 利用者個人が個

人の 目的 に取 り組 む こ と に重きが置か れ ､ 施

設種 によ る相違が大き い ｡ く図書館) で は読書

な どで ｢ 自分の 時間を過 ごす｣ 場所と して ､く商

業施設) で は 買い 物を して ｢ 用事仕事 を済 ま

せ る｣ , く娯楽施設) で は｢ 遊ぶ｣ とい っ たように ､

施設サ
ー

ビス と密接 に関係して い る ｡

『雰 囲気を享受す る場所』 は施設種 によ らず

｢ 気分転換｣ の 割合が多く ､ 自宅以外の 場所を

訪 れ る事自体が ､ 日 常生活か ら気分 を
一 新す

る役目も担 っ て い る｡
一

方 ､ ( 商業施設) は滞

在時 間も長 く な く ｢ ふ ら っ と立ち寄る｣ 場所

として ､ く公園) は ｢ 居心地 よい｣ 場所 と して

意識され てい る ｡

ま た ､ 公共施 設 に 限定 して み る と ､ ( 従来

の 機能的な サ
ー ビス提供によ る部分 が大 きい

と考 え られ るが ､) そ の 全て で 『目的に取り組

む 場所』 の 選択が 『人間関係を形成する場所』

及び 『雰 囲気 を享受す る場所』 の 選択 よ り も

多 い ｡

一

方 ､ 民間施設は 『雰 囲気 を享受す る

場所』 の 選択 が多 く ､ 地域住民の 意識 の 上 で

は明確に異な る位置づけとな っ て い る ｡
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第3 草 生涯 を通 じ て の 個 人 的 な余暇活動実態

以上 ､ 施 設種別 に生活者の 利用形態をみ て

き たが ､ 主な特徴を以下に整理する ｡

[ 利用頻度]

殆 どの 施設種 で 半数以 上 の 人々 が定期的 に

施設 を訪れ てお り ､ 生活者 に と っ て 身近な 場

所 と な っ て い る ｡ ま た､ 施設を日常生活の 一

部 と して 利 用す る人 々 ､ い わゆる
=

常連者
' '

がみ られ る施設 はある程度決ま っ て い る ｡

[ 交通手段]

モ
ー タリゼ ー

シ ョ ン の 必然で あるが ､ 生活

者 は施設 まで は 自動車で 訪れ てい る場合が 多

い
｡ そ れで も量 的整備が進 む くコ ミ ュ ニ テ ィ

施設) な どは ､ 徒歩や 自転車で の 利用 もみ ら

れ る ｡

[ 同伴形態]

施設種間で の 『ひ とり』 『家族』 『グル ー プ』

の 住み 分 けが され て い る よ うに もみ え る が ､

実際は『家族』で 過 ごせ る公共施設は多くな い ｡

こ れ は言 い 換 え れ ば､ 公 共施設 に家族 で過 ご

す場所 として の 整備がな され て いな い た め に ､

く商業施設) を は じめ と した民間施設 へ 利用者

が移行 せ ざる を得 な い 状況で ある こ と を示 し

て い る と捉え ら れ る
｡

[滞在時間]

各施設種 と も ｢ 1 - 2 時間｣ の やや 長 め の

滞在 をす る 人が 多 く ､ 滞 在時 間の 単位 と な っ

て い る ｡ そ れ を 基本と しな がら ､ 滞在時間 の

長 さ は施設種 に よ っ て 異な る ( 長く 滞在す る

施設 と ､ 立ち寄 るだけの 施設に分か れ る) ｡

[ 選択理由]

施設 種 に よ らず
=

誰 と
一

緒 に利用す る か
…

が施設選択の 重要な 要因とな っ て いる ｡ また､

施設 へ の ア クセ ス の 容易 さ も肝心 ｡ 余暇を過

ごす為 の 場所で あ る に は ､ 施設の サ ー

ビス水

準 へ の 執着は 薄 い ｡ 多 く に人は 施設の にぎや

か さ ( 騒が しさ) は好 ま ず､ 静か な場所 を求

め る
｡

[施設像]

余暇 を過 ごす施 設 と して ､ 個人的な 目的 を

満た せ る環境 で ある こ とは 重要で ある が､ 同

様 に 日常生活か ら気分 を 一 新す る場所で あ る

こ と も
､ 施 設種 によ らな い 施設 のイ メ

ー

ジで

あ る｡ これ ら は余 暇を過 ごす場所 に対す る ニ

ー ズ と言 い換 えて も い い ｡

また､ 公 共施 設 は 『目的 に 取 り組 む 場所』

の 選択 が多 い が ､ 民間施 設 は 『雰 囲気 を享 受

す る場所』 の 選択 が多い と い っ たよ う に ､ 地

域住民 の 意識 の 上 で両者 は 異な る位置 づ けと

な っ て い る ｡

こ れ ら施設種 に よ る利用形態 の 特徴を考慮

し つ つ
､ 次項 で は L C の 各段階 の 利用 形 態を

みて い く ｡
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第 3 草 生浬を通 じ て の 個人 的な余暇活動実.
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表 3-6 最 もよく利用す る地域施設の 利用形態 l / 2 (施設種別)

社会教育系 ( 公 共) 商業娯楽系 ( 民 間) 自然系 そ

の

他

掃

計
図 コ 地 美 ス 教 商 娯 飲 公 自

書 三 方 術 ポ 育 菓 楽 食 園 然

蟹 ユ 文 館 l 施 施 施 店
二 化 ツ 設
テ 施 博 施
イ 設 物 設
施 薦

設

設 設

刺
月∃

田

選択席数 1 8 1 2 3 8 5 4 1 2 2 1 5 4 3 8 2 7 ー3 9 1 2 2 5 4 2 0 1 7 0 2 0 7 5

頻 度不明 1 ー2 3 1 4 0 2 0 7 3 0 ー 1 4 6 6

回答数 ー8 0 2 2 6 5 1 1 1 2 1 1 4 3 8 0 7 1 3 2 ーー9 5 4 ー9 1 5 6 2 0 0 9

日
圧ぽ毎E] 0 % 1 % 0 % 0 % 4 % 1 4 % 5 % 2 % 1 3 % 7 % 2 6 % ー9 % 6 %

育 遇に 3 回以上 6 % 8 % 2 % 0 % 2 0 % Z 1 % 1 5 % 5 % 1 3 % g % 5 % 1 3 % 1 2 %

的
/3 ､ 鼓

…
:

≡…
:

.
;
:.≡:
.H 6 匪;=;:;:;

=

撃墜.. .2 % ,. :. Q
% :

-2 4 % 3 5 塾
･

.池 % __
=-==.
: 堪-≡- 衰萎% ー7 % 3 2 %≡;≡㌻■こa;毒≡撃.≡.

走 遇 に 一 回程度 2 2 % 3 8 % 1 8 % 2 7 % 4 5 % 4 4 % 3 6 % 3 6 % 2 4 % 3 7 % 3 2 % 3 3 % 3 5 %

度 期 月に 2 回程度 4 6 % 2 7 % 2 0 % 9 % 2 ー% 1 2 % 2 6 % 2 9 % 2 4 % 2 2 % 2 6 % 1 7 % 2 6 %

帆
6 8 % ~
_
-=6 5 撃.■3 7 % .

=
: 遠鉄 =

--_
=畜貞
-
% 5 6 %

:.6
1 % 6 機 三≡孝8 幣.

5 9 9jxl 5 8
_
%

･
:. 5 1 惑…■

≡

6ヨ姦

歪
月に 1 回程度 ー9 % 2 1 % 3 5 % 9 % 5 % 2 % 1 4 % 2 0 % 1 9 % ー7 % 1 ー% 1 2 % 1 5 %

月に l 国夫漬 8 % 4 % 2 5 % 5 5 % 5 % 7 % 5 % g % 7 % 7 % 0 % 6 %
_
6 撃

期
1:E(#

=

2 7 % 2 S %_
: 8 一姫:≡.6 姻 1 打絡 9 %

:■:
.. Ll

:8 蒔き≡3 薗_ 2
′6 好 ≡2 基軸_

-≡ l≡l 宛
…

l 8 鯨-
=

-2∃_蛋

線計 Ll O D % l O O % ー0 0 % l O O % l O D % l O D % L l O 〔)% ー 0 0 % ー0 0 % ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % l l O O %

交
道
辛
段

_
-i. I

-

】
‥■- .-

L

i
t

ー8 1 2 3 8 5 4 1 2 2 1 5 4 3 8 2 7 1 3 g 1 2 2 5 4 2 0 1 7 0 2 0 7 5

交通手段不明 1 9 2 ー 4 0 1 8 4 3 0 ○ ー5 5 7

r E1答 数 1 8 0 2 2 9 5 2 1 1 2 1 ー 4 3 8 0 9 1 3 5 1 1 9 5 4 2 0 ー5 5 2 0 1 8

自 徒 徒歩
6 % 2 6 % 4 % 0 % 2 % 7 % 2 % ー% 7 % 2 4 % 3 0 % ー0 % 7 %

転 歩 自転車 7 % 1 3 % 1 2 % 0 % 5 % 1 2 % 4 % 4 % 3 % 2 % 0 % 1 ー% 6 %

車 + ~=ij # . …≡; 亨=
_
ヨ% 3車寓

≡′濁(%
∴
o % 7 苧6 ー9 %.

･…≡講師■萱=
頚憂===-≡

=

≡~亨-6-% 2 6 % 三塁O %-~
=■
-
…喜
:

至宛 ≡-
~
ー
_
3 %

+

+:
パイ ク 4 % 5 % 4 % 0 % 3 % 7 % ー% 1 % 0 % 0 % 5 % 3 % 2 %

自家用車 7 9 % 5 3 % 6 7 % 8 2 % 8 7 % 5 3 % 8 8 % 8 4 % 7 3 % 7 4 % 6 0 % 6 3 % 7 8 %

/j積ナ 覇琴 S 8 軒■7才匪 8 2 琴
_
9 O % 8 P鞘 .函痔

~~
-看6 %
_
=

-
I
- 7 3 塊. 畢些 轟%-

=

6 8 %≡≡≡
･
=

萱i褒..

萄共変革. 轟 3 % :
■
l 3
_
Wo ほ %

_
2 % .柑軸

. 年塾-
~三ー_壁垂:

■1■碑 O %- 8 % : 革% -==- ≡夢二
妄の他 0 % 0 % O

t}
3:6~-I- 彪 - l % 2 %

. _
= :_C %
~::: : : ::-≡≡-el% .

■■;7 %--
4 - . l

. 7 % ~

給計 l ー0 0 % ー0 0 % ー0 0 % l O O % l O O % ー8 0 % l l O O % ー0 09(o l O D % l l O O % l O O % [ l O O % [ l O O %

同

選択椅数 l 8 1 2 3 8 5 4 1 2 2 1 5 4 3 8 2 7 ー3 9 ー2 2 5 4 2 0 1 7 0 2 0 7 5

同伴 形態不明 2 1 4 2 1 5 ー 3 ー 6 3 3 2 1 7 8 7

回香数 1 7 9 2 2 4 5 2 ー1 2 ー0 4 2 7 9 6 1 3 3 1 1 9 5 1 ー8 1 5 3 1 9 8 8

& と:I ) 7 3 %
_
I
_
6 墜≡窒3 %-__

-I-;2 7 % ■2■】% l_
2-% = ヨ.l 琴≡

′

ミ.3 軍% l 8 % - 2 7 %...:串g % -
･

2
_
蔓%■-■芦g %

哀衰 2 3 % 塁墜;≡妻萱3 % ::r~
.
空7 熟. 7 % _

B %~~ 夢 %.こ. ー7 %
~ 3 3 % : 4 9 % l.

≡

一撃~妻妻豪 3 5 %

グ

隣近所 の 人 1 % 2 3 % 4 % 9 % 6 % 7 % 1 % 0 % 6 % D % 0 % 8 % 5 %

伴
形
態

学生時代 の友人 1 % 0 % 2 % 9 % 5 % 2 % 2 % 1 ー% 8 % 0 % 0 % 3 % 3 %

家族 を通 じて の 友人 0 % 2 % 0 % 0 % 2 % 5 % 1 % 1 % 5 % 2 % 0 % ー% 1 %

ル

l
趣味を通 じて の 友人 1 % 6 ー% 4 2 % 0 % 5 0 % 3 6 % 2 % 2 3 % 1 3 % 1 6 % 3 9 % 2 7 % 2 0 %

フ 職 場や 学校 の 人 Z % 1 % 0 % 9 % 6 % 2 1 % 3 % 8 % 1 3 % 4 % 6 % 5 % 4 %

そ の 他 0 % 5 % 6 % 1 8 % 3 % 1 2 % Z % 2 % 4 % 2 % 6 % 5 % 3 %

JJ t意モ≡ 4 % 9 2 %■ 5 4 % 4 5 % 7 2 % 8 3 % .
′

9 % 4 6 %
~~--
5 0 %. 2

4 % 5 O %_ 4 9
CL
菖 3 藤一

# :+ l l O O % ー0 〔】% l O O % l D 【】% 1 0 0 % l O O % l 1 0 0 % 1 〔)0 % 1 0 0 % l l D ○% 1 0 0 % ーO O % ー0 0 %

滞
荏

選択総数 1 3 ー 4 4 7 6 8 3 7 8 8 ー2 4 5 2 7 ー3 2 4 2 1 0 9 0 4

滞在時闇 不明 7 1 2 2 3 5 0 ー 1 0 2 0 0 3 3

回答数 ー2 4 4 3 5 6 6 3 4 8 3 ー2 4 4 2 6 ー3 2 2 2 1 0 8 7 1

3 0 分 未 満 ー2 % 3 % 3 % 0 % 0 % 0 % 5 % 4 % 0 % 1 4 % 5 0 % 0 % 4 %

時 3 0 分 - 1 時間 3 5 %

4 3 %

1 9` 3 % 2 6 % 7 % 8 % 2 5 % 4 % 3 1 % 2 3 % 0 % ー0 % 1 0 %

間 ー - 2 時間 4 1 % 4 8 % 4 7 % 6 7 % 3 3 % 5 5 % 5 0 % 6 2 % 2 3 % 0 % 5 0 % 4 5 %

2 時間以上 1 0 % 5 5 % 4 5 % 2 6 % 2 5 % 5 8 % 1 6 % 4 2 % 8 % 4 1 % 5 0 % 4 0 % 4 0 %

総計 r T O O % l O O % l O O % l O O % l O O % l O O % l ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % l 1 0 D % 1 ⊂】0 % 1 D O % l l O O %

* [ 滞在時間] の み調査 2 か ら o

ー 5 0 -

r l l



第3 車 生産 を通 じて の個 人 的 な余t吸活動実魅

表 3-6 最 もよく利用する地域施設の 利用形態 2 /2 ( 施設種別)

社会教育系 ( 公共) 商業娯楽系 (民間) 自然系 そ

の

也

総

計囲 コ 地 美 ス 教 商 娯 飲 公 自
書 ミ 方 術 ボ 育 業 楽 食 園 然
館 ユ 文 館 l 施 施 施 店

二 化 ツ 設
テ 施 博 施
イ 設 物 設
)
,

. . 三≦

設

設 設

選
釈

i-i7 .
-

て-i J.
L

i
l

7 8 1 2 3 B 5 4 1 2 2 1 5 4 3 8 2 7 1 3 9 1 2 2 5 4 2 0 ー7 0 2 0 7 5

選択理 由不 明 4 1 9 2 2 6 0 4 2 5 4 2 5 2 0 lⅠコ
r5l 首 戟 ー7 7 2 ー9 5 2 1 0 2 0 9 4 3 7 8 5 ー3 4 1 1 8 5 2 1 5 ー5 0 ー9 6 4

人 家族友人 と
一

帯 に ー6 % 3 5 % 2 7 % 2 0 % 3 6 % 3 7 % 3 7 % 3 6 % 5 8 % 2 9 % 2 0 % 3 3 % 3 5 %
的
辛
誰に も 邪尭さ れ ず 4 3 % ー9 % ー7 % 4 0 % 2 0 % 1 9 % 1 4 % 3 4 % 2 5 % 2 1 % 2 7 % 2 3 % 2 1 %

困 JJ 藩
~~~
-:-≡≡≡
~
_

･
.
~
褒% 5 4 % ≡:率褒~

≡

-; 留撃_≡童≡≡≡≡萱_萱啓 5 6 % 5 一撃 貰 聯 書≡萄苛.;
1

整Q %- =
萱揮
_
%~裏5 % - さ6

+

;
■
サ- ビス 内容充実 1 1 % 1 % 2 % ー0 % ー0 % 2 % 2 1 % 9 % ー7 % 2 % 7 % ー2 % 1 3 %

職 員の 対応 が よ い 1 0 % 6 % 8 % 0 % 5 % 5 % 5 % 4 % 1 5 % 0 % 0 % 5 % 6 %

'] 1許
:

;:;~≡≡ 21 野 7 醇≡童一極≡_≡__≡≡萱_ *
~⊆≡
_
≡妻5惑 7 % 空転% 7 3 霜 =;:=∋夏琴__

三
=

≧
0

& 7 % .
~=
一章% 1 =9 %

施

設

家や学校 か ら近 い 2ー% 1 6 % 1 2 % 0 % 2 2 % 2 3 % 2 3 % 7 % 1 3 % ー7 % 1 3 % 1 6 % 1 9 %

理

由
つ い で 利用 で きる 7 % 1 % ー0 % 0 % 4 % 2 % 2 7 % 1 4 % 3 % 4 % 0 % 7 % ー4 %

の 交通が 便利 8 % l 7 % 1 2 % 0 % l 3 % l 2 % 2 0 % 1 3 % 1 1 % 6 % 7 % ー5 % 1 6 %

立

也
周辺環境がよ い 1 0 % 7 % 8 % 2 0 % 1 2 % 5 % 4 % 5 % 0 % 4 6 % 1 3 % 8 % 7 %

/jヽ計 ･ヰ7 % 4 ヨ_% ヰ〔癖-
=;≡;≡妻≡至頭重≡≡
_
≡
_

=!墓室
_
室望% 7 ら% 窮境蔓一再憂_

≡
≡≡3 % -3 茅% -4 7 % 5 萱_

～

施 内部 の 雰囲気が よい 1 1 % 2 2 % 2 7 % 1 0 % 2 4 % 9 % ーー% 1 6 % ー6 % 2 3 % 0 % ー9 % ー5 %

設
の

内

施設内 が に ぎや か 0 % 4 % 0 % 0 % 0 % 0 % 4 % l 3 % 3 % 0 % 0 % 1 % 3 %

施設内 が静 か 3 0 % 8 % ー9 % 2 0 % 4 % 2 % 1 % 2 % 3 % ー3 % 2 0 % 3 % 6 %

那 小計 .
4ー% 3 S % :4 6 % ~__ ヨO %≡_ 急変 ー

=-2 % I_
8 % S
-:l- 琴 一重藍-3 7 % 2 9 墾= 2 3 % 2 5 %

そ の他 1 3 % 1 9 % ー9 % 3 0 % 2 0 % 3 7 % ー0 % 1 0 % 1 0 % 4 % 2 7 % 2 2 % ー4 %

騰 計 l 1 8 1 % ー5 5 % 1 6 0 % 1 5 0 % 1 7 0 % 1 5 3 % l 7 6 % T 6 4 % 1 7 4 % l 1 6 5 % ー3 3 % l 6 5 % 1 7 0 %

施

読
像

施

読
に

抱
く

イ

メ

選択繰数 1 8 ー 2 3 8 5 4 1 2 2 ー5 4 3 8 2 7 ー3 9 1 2 2 5 4 2 0 1 7 0 Z O 7 5

施設像不 明 6 1 2 3 1 9 0 3 6 9 6 【■■】 1 5 9 9

回答数 1 7 5 2 2 6 5 ー ー1 2 0 6 4 3 7 9 1 ー3 0 1 1 6 5 3 ー9 1 5 5 1 9 7 6

.

:

:

.

;

;
i

,;

人 が 集 まる 0 % 1 3 % 6 % 0 % 2 % 2 % 0 % ー% 0 % 2 % 0 % 3 % 2 %

家族友 人 と過 L
I '
b

す 6 % 1 1 % 1 4 % 9 % 1 4 % 1 6 % 1 9 % 1 5 % 4 2 % 2 1 % ー6 % 1 9 % ー7 %

知人 に 会え る 1 % 2 4 % 8 % 0 % 1 3 % 2 8 % 2 % 5 % 1 3 % 4 % 5 % 1 D % 8 %

JJ ヽ計 . 7 % =:;___
哀ラ疫__急呈_

% _.- =9 盤 巨9 % 4 7 % .2.ー% .g 鰯:琴鱒;. :.是6 %. 2 ーて% 3 3 感 2 7 %

敬

自分の 時間を過 ご す 5 9 % 1 4 % 3 3 % 1 8 % 2 7 % 9 % 1 2 % 2 3 % ー8 % 1 7 % 2 6 % 1 4 % 2 0 %

用 事仕事を済ませ る 6 % 7 % 8 % 0 % 1 % 9 % 3 3 % 2 % 2 % 0 % 0 % 1 0 % ー6 %

:;
=

,

=

= 新 しい 発見 をす る 2 8 % ー1 % ー2 % 4 5 % 3 % 7 % 5 % 1 % 3 % 4 % ーー% 1 0 % 8 %

遵 ぷ 1 % 4 % 6 % 0 % 1 2 % 2 % 6 % 4 2 % 4 % 8 % 2 6 % 4 % 8 %

節 好 きな 活動をす る ー3 % 5 ー% 3 1 % 1 8 % 4 1 % 4 7 % 3 % 1 2 % 2 % 2 1 % 3 2 % 3 0 % ー9 %

小計 =ーO7 艶 8 7 萄
≡…

:

5白兎.≡要望%- 8 4 % 7 4 %- 5 9 % -
~
* 雇-
~~~
2扇面･.4 9 % 9 5窮 6 8 % 蔓蓬撃

習慣的に 行く ー0 % 6 % 4 % 0 % 8 % 7 % ー3 % 2 % 9 % 1 5 % 2 ー% 1 2 % ー0 %

l ふ らつ と立 ち 寄る ー4 % 5 % 4 % 0 % ー% 5 % 3 0 % 7 % ー1 % 9 % 0 % 7 % ー6 %

土 受 雰 居心地 よ い 1 2 % 5 % 1 2 % 9 % 6 % 1 6 % 3 % ー2 % 1 7 % 2 5 % 1 ー% 1 5 % 8 %
す 囲
る 気
暇 を つ ぶ す 1 ー% 3 % 6 % 0 % ー% 7 % 1 7 % 9 % 5 % 8 % 5 % 4 % ー0 %

壕 を
所
気分転換 2 5 % 2 7 % 4 3 % 4 5 % 5 0 % 2 ー% 2 8 % 5 ○% 3 7 % 3 8 % 3 2 % 2 4 % 3 2 %

休耕 2 % l % 2 % 9 % 0
0
)(o O % 1 % 6 % 1 4 % 1 3 % 0 % 8 % 3 %

小計 7 5 % 4 7 % 7 1.塊.
:;;;……H
:

S重態 -ミ6 7 % 5 8 % 9 3 % 8 6 % 由 堀 ー0 8 % 6 8 %■
■:
7 0 % 8 b 嘘

…

そ のイ也 l % 3 % 2 % ー8 % 9 % l 6 % 8 % 2 % 7 % 6 % 0 % 1 0 % 7 %

超∃一 ■■■■■■■■■ l g O % l 8 4 % l 9 0 % 1 7 3 % l 8 8 % l 9 3 % l ー 8ー% 1 8 7 % ーB 5 % l l 8 9 % l 8 4 % l 8 0 % l 1 8 4 %
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第 3 草 生蓮 を通 じて の 個 人 的 な余吸 連動失態

3 - 3 - 2 各段階の 地域施設の利用形態

前項で は余暇 を過 ごす場所と して の 地域施

設 の 利用形態 を施設種別 にみ てきたo 本項で

は ､ L C の 各段 階の 利用形態の 特徴を捉え る｡

地域 住民 が最 も よ く 利 用す る 地域 施 設は 表

3 - 7 の 通 り で ある が､
こ こ で は施 設種 によ ら

ず横断的に捉えて分析す るo

最もよ く 利用す る地域施設 と して地域住民

が選択す る施設は表 3- 7 に示した通りであ り ､

段 階によ っ て は ｢ 商業娯楽系｣ 7 料巨常 に多い o

そ れ で も l 高 齢期† を始 め ｢ 社会 教育 系｣ の

選択も少な く な い o
｢ 商業娯楽系｣ の 選択が多

い の は 男女 とも結 婚後か ら子育て 期の 段階 の

人々 で あり ､ ( 以降 の 分析で後述する が) 夫婦

ある い は幼 い 子 ども と一緒 に過 ごす場所 と し

て の 公 共施設 の キ ャ パ シテ ィ の催 さ を示 して

い る とも いえ る o

表 3-7 ｣ C に み 最もよく利用する地域施設

男性 女性

_
茎
≡

葦 喜.
学 独 有 無 有 無 有 無 有 無 高
生 身 恥 聴 取 恥 織 独 特 聯 齢

期 期 和 も も も 期 期 斯
. .

那
助 成 独
少 長 立 歪 怒 妄 言 貫 首 貫 首
;

_
l三 :

J
: ボ 期 期 も も も も も も

幼 助 成 成 独 独

少 少 長 長 立 立

期 期 期 期 期 期

E琵ヨ 6 4 ー4 7 4 8 ー7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 ー2 8 g 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

未回答 者 1 5 6 5 1 2 5 7 2 9 ー7 g 3 0 ー 1 4 4 0 6 6 2 6 ー5 2 2 6 g 6 4 7 2 6 7

回答者 数 4 9 8 2 3 6 l ー5 6 2 ー9 1 3 ー6 6 3 9 7 2 3 ー6 8 6 7 4 5 8 1 9 1 5 7 1 1 3 2 9 ー

社

套墓

図書館 l 4 % 5 % 0 % 5 % l 3 % 9 % l l yo l 3 % 9 % O % 6 % l 2 % l 2 % l 4 % l 6 % 8 % l 2 % 5 %

コ ミ ュ ニ テ ィ 施設 0 % 2 % 3 % 3 % 2 % 6 % 2 1 % 0 % 5 % 0 % 6 % 1 % 4 % 2 % 5 % 9 % 1 2 % 3 6 %

地方文化施 設 2 % 0 % O % 0 % 3 9(o 3 % 3 % 2 % 0 % 0 % 0 % l % 1 % 0 % T l % 4 % 2 % 4 %

■云■. :j≡ . . ` f】≡ 0 % 2 % D % O % 0 % 0 % l % 0 % l % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 2 % l % O %

〇 育
系
ス JiI - ツ施 設 l O % 2 4 % l l % g % l 5 % 2 3 % l 3 % 0 % l O % 4 % 0 % 7 % 4 % 7 % ー1 % 5 % l l % 9 %

教育施設 4 % l % 6 % 4 % 5 % 2 % l % l 3 % 0 % 4 % 0 % l % 0 % 3 % 0 % l % 2 % 2 %

J5
_
､塾 3 l % 3 5 % l :白拡 2 2 % 3 7 % 4 2 % : 5 O % 2 議% 2 6 % 9 % ー3 % 2 2 % 2 2 % 2 6 % ヰ2 % 2 9 % 3 9 % 5 6 %

南
lil---I.

■

,
こ挙 2 9 % 3 0 % 6 ー% 5 4 % 3 5 % 3 l % 2 4 % 5 4 % 4 6 % 7 4 % 7 5 % 7 0 % 7 2 % 5 7 % 5 3 % 5 6 % 4 7 % 2 3 %

重要
I

■
=. ) " .-

, 2 0 % l 7 % l 7 % ー0 % l 5 % l O % 7 % l 4 % 8 % 0 % 6 % l % l % 7 % 5 % 3 % 2 % 2 %

飲食店 6 % 9 % 3 % 6 % l O % 8 % 5 % 2 % l 4 % 9 % 6 % l % 4 % 7 % 0 % 5 % 4 % 5 %

系
Jl t計 5 5 % 5 6 % 8 ー% 7 0 % 6 0 % 5 魂■3 6 % 7 0 % 6 9 % B 3 % 8 8 % 7 2 撃 7 7 % 7 ー% 5 8 % 6 4 % 5 3 yo 3 l %

そ の 他 l 4 % 9 % 0 % 8 9る 3 % 8 % l 4 % 3 % 5 % 9 % 0 % 6 % 1 % 3 % 0 % 7 % 8 % ー3 %
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第3 草 生涯 を通 じ て の 個人 的 な余暇活動実態

[利用頻度]

利用 頻 度 を 『日 常 的』 『定期 的』 『不定期』

に大分類す る ( 単 一

回答) ､ ( 図 3 - 1 0 : 以下同) 0

前項で み た通 り , い ずれ の 施設種で も 『定

期的』 の 利用頻度が多 い こ と もあり ､ 各段階

とも半数以上 が『定期的』 に施設を訪れ てい る ｡

但 し ､ 特 に男性の ( 新婚期) か ら ( 子 ども成

長期) とい っ た､ 結女昏･子育ての 期間は『日常的』

の 割 合は 少な く な る ｡
こ の 段階 は ､ 時間的拘

束 の 大きい ｢ 勤労者｣ を職業とする人々 が多く ､

仕事 に時間を と られ るの が大きな 原因で ある ｡

ま た､ 家庭 を構え ､ 子 ども をも つ ため ､ そ ち

ら に時 間を か け る よう にな る ため ､ 生涯を通

じて最 も施設利用か ら遠 ざか る時期 とな る ｡

そ れ で も ､ 女性 の 有職者 は男性 は ど利用頻

度が低く な く ､
パ ー トな どの 拘束時 間の 短い

仕事 を した後､ 地域施設 を訪れ る こ と は可能

と い え る ｡
こ れ ら は ､ 施設自体の 開館時間 に

よ る と こ ろ が大 き い と考 え ら れ ､ 開館時間の

拡張 ( 夜間開館 の 延長) に よ り ､ 若干で は あ

るが ､ 勤労者男性 の 施設利用 を促 せ る可能性

は あるだろう ｡

一

方 ､ 男性 の ( 高齢期) や 女性の ( 学生期) ( 無

職 ･ 子 ども独立期) の ように ､ 利用頻度が高く ､

日 常生活 の
一

部 と して 地域施設で余暇 を過 ご

す
"

常連
=

も存在する ｡

[交通手段]

交通手段 を 『徒歩 + 自転車』 『自動車 + バ

イ ク』 『公共交通』 『そ の 他』 に大分類す る ( 単

一

回答) ｡

生活 背景 の [ 自動車 利用] の 項 目と 同様 ､

男女 とも ( 学生期) と女性の ( 高齢期) は 『自

動車 + バイ ク』 の 割合が少な い ｡ そ の 他の 段

階は殆 どが 『自動車 + バイ ク』 であ る ( 安全

を意識して運転を控え るため ､ 男性の ( 高齢期)

も若干少な い) ｡

『自動車 + バイ ク』以外の 交通手段 としては ､

男子 学生は 自転車 を ､ 女子 学生は公共交通 を

利用する ｡

一 方 , 同じく 自動車利用が少な い( 高

齢期) は公共交通 をあまり利用 して い な い ( 女

性で も 1 割未満) ｡ こ の 時期は男女 とも ､ 量的

整備がさ れ て い る 近距離型 の くコ ミ ュ ニ テ ィ

施設) を多く選択 して い るため ,
｢ 徒歩｣ の 割

合が高 い の だが､ 逆 に捉 え る と, 交通弱者の

多 い 高齢者 は遠 く の 施設 を利用 で き な い 為 に

近場 の 施設 を利用 して い る と も捉 え る こ とが

でき る ｡

[ 同伴形態]

同伴形 態 を 『ひ と り』 『家族』 『グル
ー プ』

に大分類す る ( 単 一

回答) o
"

誰と 一 緒 に利用す るか
' '

は各段階で か な り

の 相違がある ｡

『ひ と り』 は生涯を通 じて , 常 にある程度の

割合で存在す るが ､ 特 に男性 の ( 新婚期) ( 千

ども成長期) ( 子 ども独立期) で 多い ｡ 子育て

が 一 段落 し た父親が､ ひ と りで 施設利用 して

い る場合が多い とい え る ｡

『家族』は男女 と も( 独身期) までは少な い が ､

以降増 え始 め る ｡ 但 し､ 増 え始 め の 時期 は同

じだが ､ そ こ か ら の 推移 は 異な る ｡ 男性 は結

婚後か ら子 どもが幼 い 期 間で は 半数以上 で あ

るが ､ ( 子 ども成長期) 以降は急激に減少す る

( ひ とりで の 利用が増え始め る) ｡

- 5 3 -



第3 草 生涯 を通 じ て の 個人 的 な余暇活動実態

-
一

方 ､ 女性 は 職 によ ら ず末子 の子 育て終了

まで 家族 と の 利用が高 い 割合 を占め る ｡ 男性

よ り も子 育て の 場 と して ､ 子 どもを伴っ て 施

設 を利用 す る期間が長 い こ とが分か る ｡ 余談

であ るが､ こ の 男女 の 相違か ら ､ 女性の 『家族』

との 利用 の 多く は子 ども と出か ける こ と と考

え ら れ ､ 男性が子育 て を女性任せ に して い る

こ と も露見 して い る ｡

『グル ← プ』 は L C の 段階で い うと上 記に該

当 しな い 期 間 , つ ま り結婚す る まで と ､ 子 育

て の 為 の 利用 か ら 離れ た後に多 くな る｡ そ の

内訳は ( 学生期) で は ｢ 学校 の 友人｣ ､ つ ま り

同世代 の 友達が多い ｡ 所属先 にお ける人間関

係で あ る が ､ こ れ は 他で は あ ま りみ ら れず､

学生の 特徴い え る ｡
こ の こ とは ､ 就職 して ( 孤

身期) にな る と ､
｢ 職場の 人｣ と はあまり 一 緒

に い な い こ とか ら も分 か る ( もち ろん ゼ ロ で

は な い が) . [ 余暇 を過 ごす場所の 選択 パ タ ー

ン] の 項で も述 べ たよ うに ､ 職場 の 人間関係

は 異な る段階 の 人 々 で構成 され て い る為 ､ 生

活背景が異な る人 同士 で
一

緒 に施設利用す る

こ と はな か な か 難 しい ｡ 加 えて ､ 転居 によ り

古 くか ら の友人 とも会い にく くな る｡

一

方 ､ ( 高齢期) の 人々 は ｢ 趣味を通じて の

友人｣ と とも に施設を利用する ようになる ( 男

女 と も †子 ども成長期) あた りか ら増え始 め

る) ｡ こ れ らの 人 々 は 共通の 趣味をも つ 友人 と

考 え ら れ ､ 多 く の 場合 ､ 何 らか の サ ー

クル 活

動等 で知 り 合う仲間 と見な せ る だろう ｡
ち な

み に ､ 男性 の 方 が女性 よ り も 『グル ー プ』 の

割合 は 少な く ( 代 わ り に 『ひ と り』 が多い) ､
=

組織化
=

しや すい 女性 とそうで な い男性 とい

う構 図が見 ら れる ｡ これ は女性の 方 が時間的

拘束が少 な く , 地域 に友人 を つ く りや すい こ

と に よ る と こ ろ が大 きい ｡
また ､ 男女 と も に

『グル ーープ』 で の 利用自体が子育て期 を
"

谷底
"

に見な す ､ 生涯 を通 じて
=

v 字型
…

の 構造 と

な っ て い る ｡〕

[ 選択理由]

施設 の 選択理 由を 『人的要因』 『施設の サ
ー

ビス』 『施設 の 立地』 『施 設の 内部』 に大分類

する (最大 2 種回答) ｡

『人的要 因』 に つ い て は ､ ( 子 ども幼少期)

を中心 と した子育て期 にお い て ､
｢ 家族友 人と

一

緒 に｣ フうミ多い ｡ 幼い子 ども と 一 緒 に , 子育

て の 場 と して 利用で き る 施設 を求 めて い る 回

答が目立 つ ｡

『施 設 の サ ー ビス』 で は ､ 男女 とも ( 学生

期) か ら ( 独 身期) に か けて ｢ サ ー

ビス 内容

充実｣ の 回答が多く な る｡ 生活者の 圏域が自

動車 を自由に使え るよ うに な る こ とで広がり ､

よ り良い サ ー ビス水準を求 め る と考え ら れる ｡

ま た､ 有職女性 の ( 子 ども成長期) も 同項目

の 選択 が多 い が､ 仕事 に拘束 さ れな が ら自 由

時間を捻 出す る ため ､ 高 い サ ーービス 水準 を求

め る の だろう ｡

一 方で 男性 は ､ 特 に結婚後は ､

サ
ー ビス水準 は あ まり求 め て い な い ｡ む し ろ

『施設 の 立地』 の 回答 が多く ､ 時間をか けな い

で 利用で き る よ う ､ ア クセ ス の 容易 さ を気 に

す るようだ｡

『施設の 立地』 に つ い て ､ 特徴的な の が ｢ 家

や 学校か ら近 い ｣ の 選択 が男女 とも ( 子 ども

独立期) 以降で減少傾向にあ る こ とだ｡ [ 生活

背景] か ら得ら れ たよ う に ､ こ の 段階か ら生

活 の 余暇時間が増加す る こ と も影響 して い る

だ ろうが ､ む し ろ常連 と して 施設 を利用す る

人 々 が少な く な い こ とか ら ､
『施設 の 内部』 の

雰囲気な ど､ 施設 の 質的な 側面 を意識 して い

る こ とが窺え る ｡
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[施設像]

地域住民が
=

施 設に抱 くイ メ ー

ジ
"

を [ 施

設像] と し ､ 施設 をどの よ うな 場所 と捉え て

いるか をみ る ｡
『人間関係を形成する場所』『目

的 に取 り組む 場所』 『雰 囲気 を享受す る場所』

に大分類する ( 最大 2 種回答) 0

『人間関係を形成す る場所』 の 選択 は 3 分類

の なかで は総 じて 少ないが ､ 男女 とも ( 高齢期)

で は多い ｡ 特に ｢ 知人 に会 え る｣ の 回答が多

く ､ 高齢 単身世帯が増 え る段 階の 人 々 に と っ

て ､ 他者との つ ながり を確保す る場所 と して

位置づ け, 重宝 して い る と考え られ る ｡

『目的に取 り組む場所』 は各段階で 総 じて 多

い
｡ 男性で は ( 学生期) が最多で ､ 子 育て期

に な る に つ れ 減少 ･ 停滞 し､ 子 どもが独 立 し

て か ら再度増加する ｡ 子育て 期は ､
『家族』 と

の 利用が増え る時期で も あり ､ 子育て を女性

に任せ やす い 男性で も ､ 個人的な 目的より も ､

子 ども と 一 緒に利用で きる ､ 気分転換の 場所

を利用 して い る とい え る｡

一

方､ 女性 は結婚後の 施設 像に大 きな相違

がみ られ る ｡ 職 を有す る ( 新婚期) の 女性 は

｢ 用事仕事を済 ませ る｣ 場所 と して 地域施設 を

位置 づけて い る ( 同時期 ､ 女性 の 施設 の 選択

箇所数は生涯を通じて最 も多 い ､ 図 31 3 参照) ｡

但 し､ 以降 は仕事 と家事 ･ 子育て の 両立 によ

る多忙 さか らか ､ 以降､ 退職 まで は地域施設

の 選択箇所数も ､
『目的に取 り組む場所』 の 選

択 も減少 し､ 代わ りに 『雰囲気 を享受す る場所』

を求めるよ うにな る ( 特 に ､
｢ ふ ら っ と立ち寄

る｣ と ｢ 気分転換｣ が増 え , 短い 時間に気軽

に立ち 寄 る こ とがで き､ 気分転換で きる場所

を求 めるよ うにな る) 0

また ､ 無職女性 は ( 子 ども成 長期) を境 に

『目的に取 り組む 場所』 の 選択 が増 えて い る ｡

ち ょ うど 『家族』 で の 利用が減少 し､ 『ひ とり』

と 『グル ーープ』 が増 え始め る時期で あ る｡ 子

育て が
一

段 落付 き ､ 自分 の 楽 しみ の ため に何

らか の 活動を始める ､ 転機 とな る段階と い え

る｡
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第 3 草 生蓮 を盈 じて の 個 人的 な余暇 活動実飽

* 女性の ( 学生 期l (独 身期〉1高齢期) は 同 値｡

図 311 0 各段階の最もよく利用する知己施設の 利用形態
* 各母数は表 3- 8 に対応 〇
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第3 草 生注 を簸 じて の 個 人 的 な余暇活動実態

表 3-8 各段階の 最もよ く利用す る地域施設の利用形態 l /2

男性 女性

萱 ;琶 喜.
期 朋 凋 も も も 期

苧 独 有 無 有 無 有 無 有 無 高

嘉 嘉 甲 甲 呼 野 平 野 甲 甲 崇
助 成 独

≡

_
.: 勇 三.

三

萱. 鷲
担 期 も も も も も も

幼 助 成 成 独 独

姦 品 孟 宗 嘉 嘉

刺
用
頚

利用総数 4 g 8 2 3 6 1 1 5 6 2 1 9 1 3 1 6 6 3 9 7 2 3 1 6 8 6 7 4 5 8 ー9 ー5 7 1 1 3 2 9 ー

頻度不明 1 4 0 1 0 ー 2 ー 0 5 0 1 2 0 1 0 6 4 1 4

回答数 4 8 7 8 3 6 1 1 4 6 2 1 9 0 2 9 5 6 3 9 2 2 3 ー5 8 4 7 4 5 7 1 9 1 5 ー 1 0 9 2 7 7

El
ぽ ぱ毎日 8 % 6 % 0 % 3 % 2 % 5 % 7 % 1 4 % 9 % 0 % 7 % 4 % 3 % 4 % 5 % 6 % 3 % 4 %

常 運に 3 E]以上 1 D % l 2 % 3 % 6 % 6 % 9 % l 5 % l l % 8 % 2 2 % l 3 % l 4 % 2 0 % l 4 % 1 l % l 2 % 2 0 % l 3 %

的
ー9 % l 白歯.≡‥.

.毒筆.
.■..≡9 %-■;:

:

*
=

-._1 尊% 2
-3雇 2云% ー6 痕暫2 琴 2萱墜

__
書轟 ≡.2 3 % l 白% ー6 療 1≡.β% 二~~盛%

---≡3-7 %

定
遇E l 回巷塵 2 9 % 3 7 % 3 6 % 3 4 % 4 0 % 3 3 % 3 2 % 2 4 % 3 7 % 3 0 % 3 3 % 3 6 % 4 2 % 3 5 % 4 7 % 4 2 % 3 9 % 3 6 %

鍾 期 月に 2 巨l程度 2 l % 2 3 % 3 3 % 3 2 % 2 7 % 2 9 % 2 5 % 2 7 % 2 7 % 2 6 % l 3 % 3 0 % 2 3 % 3 0 % 2 6 % Z 3 % 2 0 % 2 6 %

狗
覇憂-_≡_
~≡≡ 50 % 6 Q % 6 褒≡≡≡≡≡亭7 % ≧墾撃- B2 % 5 6 % 5一塊- 6 4 露塁審

_
-一重7 宛≡6 S %､

6 5 鶴 6 忘憂
:

7 唾 & 5 %:' 5 嫡≡
=≡=二重萱兎

日
月に 1 囲程度 l 9 % l 4 % l 7 % l 9 % 21 % ー7 % ー3 % l 7 % 1 3 % O y o 3 3 % 1 5 % l 2 % 9 % 5 % H % l 4 % T 7 %

月に 一 回未満 l 3 % B % l l % 5 % 3 % 7 % 8 % 6 % 7 % 2 2 % 0 % l % 0 % 9 % 5 % 6 % 5 % 5 %

靭
{j-t 衰 3 1 % Z Z % 2専零

=一重亀%-.≡愛妻褒 芝4 % 2 ー% 2 4 %.
■畠G 奮≡≡-~

=

2
-& ~

:~
3 豆啓 一7 藤 一2 % ヨ空虚 二門 褒

~==
l 了%■】8 %
..
Z Z %-

韓盲十 l O D % 1 0 0 % lO O % l O O % 1 00 % l O O % 1Q O % 1 00 % ー0 0 % ー0 0 % l O O % ーO O % ーO O % ーOO % lO O 弘 1O O % l O O % l OO %

交
過

辛
段

利用総数 4 9 8 2 3 6 1 1 5 6 2 1 9 1 3 1 6 6 3 9 7 2 3 1 6 8 6 7 4 5 8 1 9 1 5 7 1 1 3 2 9 l

交通手艮不 明 1 5 0 1 0 3 1 8 0 3 0 1 1 0 1 0 5 4 1 0

回答数 4 8 7 7 3 6 1 1 4 6 2 1 8 B 2 9 8 6 3 g 4 2 3 T 5 8 5 7 4 5 7 1 9 1 5 2 1 0 9 2 8 l

自 徒
徒歩 2 % ー % 0 % 4 % 6 % 5 % l O % 6 % 2 % O % 0 % 2 % 0 % 0 % 0 % 4 % 4 % l 7 %

転 歩 自転車 3 l % 5 % 0 % 4 % 2 % l % 6 % 2 2 % 0 % 4 % 7 % 4 % 3 % 2 % l 6 % 3 % 5 % ー5 %

辛 +
JJ宅轟
__

3 3 % 6 % 0 % ■:萱彊 8 % ≡6璽 l 8 琴
･
:

2 9 *.. :≡
,

2 % :.4 % -=≡≡
=
7_
%≡;≡;::::=≡6 % 3 % 喜盃;

: : :

亨
~
電気

=
=
=

-;-7 % :≡…
:

≡圭…;..8
%
:

. 重畳‰

J

i
'

畢
パイク 4 % 1 % 0 % 0 % 0 % 2 % 4 % 2 % 2 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 2 % 4 % 5 %

自家用車 3 B % 8 7 % 9 7 % 8 9 % 9 2 % 8 8 % 7 6 % 3 8 % 8 5 y. 8 3 % 8 7 % 9 4 % 9 7 % 9 6 % 8 4 % 8 9 % 8 6 % 5 l %

重奏 4 2 % 壁施
_
萱7 %一重萱堅

~
一重2 感

=

=≡

9宅函≡79 % 4 D 墾 :撃墜 : :墨壷=二=I:B7 % 9 細 9 7 % 9 6 % 垂≠聯 9 T 艶享…撃墜萱- 5S 墜
2 l % = :

:

i
-
%-
=

--
I- ∋垢 ~≡~壬霧…

:~≡~:
O % t== :
.
3 幣; ; 3 % 3 2 盛 . 敬____

-= u 盤
: =

.. 7 % ≡O % :. 0 % 2 % 0 如
. 滅…≡書ヨ
_
寧≡喜≡9 兎..

そ の他 4 % l % 0 % l % O % l % 2 % o % 4 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % l 9fE ' 4 %

締｢計 lーOO % l ∝鶴 l(〕O % l OO % ーC O % lO O % 70 O % l l
O O % ーO O % lO O % lO m 6 10 09 6 1 0 0 % l O O9も l O O % l OO % 10 0 % lO O %

同

利用 級 4 9 8 2 3 6 ー1 5 6 2 1 9 1 31 6 6 3 g 7 2 3 ー6 8 6 7 4 5 8 1 9 1 5 7 1 1 3 2 9 1

交渦幸一聖不明 2 6 0 1 1 2 2 3 o 4 0 ー 2 2 3 0 6 7 1 4

回答数 4 7 7 6 3 6 1 1 4 6 1 1 8 9 2 9 3 6 3 9 3 2 3 ー 5 【l 4 7 2 5 5 1 9 1 51 1 0 6 2 7 7

ひ とウ-: :

≡ 2 8 % 4 昏%-
_
男豊艶::.2 之弊 4一喝

4 l % 2芋夢 2 墨筆;;一事4盤.
≡
:

字毎9+5
:

,
2 7 %

=

=≡塁≡墜 ー
■
等rp
■3 8 %.
_
3 娩 墨9 %. 3 6嘩 ー.6 %

垂族-I
:

-≡ l ー% ーー好1 5 3 %
:■:
.即 晦

. -

.

●
. I

.

i ' ー6 %一項罷;..
5
_
乏弊≡葺さ亀-季豆腐.削 %

‥
3 髄. 尋7 霜≡表面 3 白% 1 9 %

グ ー韓近所 の 人 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 2 % 9 % 2 % l % 0 % 0 % 0 % ー% 0 % 0 % 4 % ーl % l 5 %

伴
形

ル

l 学生 時代 の 友人 1 3 % l 3 % 3 % 1 % 0 %
1 % 2 % l 3 % l 5 % 0 % 0 % O % 0 9(o 2 % 0 % 0 % 0 % 2 %

や プ 家族を通 じて①友人 0 % 0 % 0 % 2 % 0 % 1 % 3 % 0 % 0 % 4 % 0 % 2 9(. 3 % 4 % 0 % l % l % l %

奄啄を通 じて①友人 ー7 % l 7 % l 4 % ー0 % ー5 % ー8 % 2 9 % 5 % l 6 % 9 % 0 % 5 % 3 % 1 5 % 2 1 % l 7 % 2 0 % 4 2 %

琳葛 や学校 の 人 2 B 9(o l l % 3 % 3 % 3 % 3 % l % 3 7 % l l % 9 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % l % O yo l %

そ の他 4 % 3 % 3 % 2 % 2 % 4 % 4 % 6 % 6 % D % 0 % 0 % 0 % 4 % 0 % 2 % 2 % 4 %

'J 巌. ≡
.

6 2 % 4 3 % Z 乏%
_-
;-l 7 施 2
■
0 % 2 a % 4 7 % I

.

.
｣
, I

.

I

. . ●
■

.

-
A

.
.

L I
.

I

.

`
一
'

-. ●
'

.

給計 l l O O % l ⊂K ) % l O O % ー00 % ー0 0 % ー00 % ー0 0 % l 1 ∞ % 1 0 0 % ー 00 % ー0 0 % 1 0 0 % ー00 % ー00 % ー0 0 % 1 00 % ー0 0 % ー0 0 %
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第 3 草 生注を通 じて の 個 人均 な余職 活動央患

表 31 8 各段階の 最もよく利用する地域施設の利用形態 2 /2

男性 女性

宣 誓 悪 言 言 言 豪
学 独 有 無 有 無 有 無 有 無 高
生 身 熊 取 港 琳 取 稚 職 ー限 齢

期 斯 期 も も も 期 期 泊
. .

神
助 成 独
少 長 立 毎 蛮 言 言 言 言 言 言
i_
1 : ;

y
l Z ≡

y
l : 期 期 も も も も も も

幼 幼 成 成 独 独

盗 品 嘉 嘉 嘉 表

遵
釈

利用常数 4 9 B 2 3 6 ー1 5 6 2 1 9 ー 31 6 6 3 9 7 2 3 ー 6 8 6 7 4 5 8 1 9 1 5 7 1 ー3 2 9 1

選 択利用不明 2 7 2 4 2 3 2 8 l 4 0 ー 5 2 1 0 7 7 2 2

回答数 4 7 7 5 3 4 1 1 1 6 0 1 8 8 2 8 8 6 2 g 3 2 3 ー 5 8 1 7 2 5 7 ー9 1 5 0 ー 0 6 2 6 9

人 象 族友 人と一緒に 3 8 % 2 5 % 2 6 % 4 1 % 2 8 % 2 6 % 3 ー% 4 4 % 3 8 % 4 3 % 4 0 % 4 4 % 5 8 % 4 6 % 5 3 % 3 2 yo 3 4 % 3 6 %
的
亨 . r L

"

【 こ . l 9 % 3 l % ー5 % ー7 % 1 8 % 2 9 % 3 4 % 1 l % l 4 % 4 % 2 0 % 6 % 8 % l 1 % 1 1 % 2 l % 2 0 % 2 l %

困 小熊..
■蔓 ･

墾撃 5 β% 4 T %
===

_*
盤 府蛮■≡■夢496-f= 酪 % 等5 %. 5 2 % 一時垂轟O昼;..鞄盤藤池 5 6 % 田 瞭≡5 3 蚕 5季憂≡* =憂

i
サービス 内容充実 l l % 2 D % l 2 % ー4 % l 5 % l 2 9(o l O % 1 l % l 8 % 4 % 2 0 % 2 5 % l 3 % 2 3 % ーl % l 2 % ー4 % l 2 %

】挺良の 対応がよい 4 % 5 % 9 % 5 % 2 % 8 % 7 % 2 % 8 % 0 % 1 3 % 5 % l O % 9 % 0 % 5 % 6 % 7 %

小計 ;≡萱尋% 之5 % 之1
_
S ===

-;_
!
~8 %~官%

_
20 %

: =_:=
U
_
撃 _

一

. .
I
,

.
I

. .
I

. 8
l

.

E ■

.

I

.

-

, さ
'

. g
■

.

施

日

家 や学 校か ら;丘い 3 0 % 2 4 % 3 2 % 2 2 % ー8 % 1 3 % ーl % 3 7 % 2 2 % 2 2 % 7 % 2 2 % 2 9 % 2 1 % 2 6 % 2 5 % 1 7 % T 5 %

理
由

つ いで 利用 で き る 9 % l 6 % 2 4 % l 7 % ー5 % 1 0 % 8 % 1 5 % 1 8 % 3 0 % ー3 % 2 1 % 2 5 % 2 l % 3 2 % 2 2 % ー8 % g %

の 交通 が便 利 l 7 % 2 0 9(o 2 4 % l 5 % ー7 % 2 0 % ー5 % 8 % l 4 % 3 9 % 7 % l 9 % 8 % T 4 % 0 % l 4 % 1 g % l 7 %
立

也 周辺環境 が よい 4 % 7 % 3 % 5 % 8 % 4 % l 2 % 3 % 4 % 4 % T 3 % 4 % 6 % 4 % 5 % 6 % 6 % 5 %

Ij:ヽ 封 ~6Q % 6 7 % 8 2率;~
~:
-5 9 =% = == : 5 * .貞 跳

二4 5 % 6 ヨ% 5 8 9(o 9 S 撃≡4g %
■=
_
6.5霜 S_
萱麺~-;8 弛 8-3 疫--_

6 7 海 59 琴
_
=

些 盗

同
内常a )穿EEB 気がよい 9 % 9 % 9 % l 5 % l 7 % 1 9 % l 8 % l 3 % l 8 % l 3 % 2 7 % 7 % l 4 % 9 % ー6 % l ー% 1 3 % 2 0 %

読 施設内がにぎやか 4 % 5 % 6 % 6 % 3 % 2 % 4 % 8 % 3 % 4 % 0 % 6 % 0 % 4 % 0 % 1 % 4 % 1 %
の

内 施設 内が 静か 9 % 7 % 6 % ー% 7 % 9 % l O % 6 % 3 % 0 % 0 % 1 % 4 % 4 % 5 % 4 % 7 % 5 %

# +j 廿 2 l 撃 21 % 2享*
:

-2 3琴蔓遊客 :.3 ¢ % 3 2 % 2 7 % 2 5 rB
-
1了密-

=一望章毎毒毒%-
≡

J
~轟

J

-:=:~苛6 % 2 l 療…福 海 2 垂毒 墓参墜

そ の他 1 5 % 1 1 % 9 % 1 0 % 2 2 % 2 0 % ー0 % l 8 % l 4 % l 7 % 2 0 % l 2 % l O % ー9 % 2l % l 4 % 1 5 % l 5 %

相 計 l T6 且% l 80 % l 74 % l6 8 % l 709も l7 I % l 6 8 % l t7 6 % 17 4 % 1b 3 % l 8 0 % 17 3 % l 8 5 % l 8 2 % l 79 % l 6 7 % l 7 2 % l 62 %

施

利 用 轍 4 9 8 2 3 6 ーl 5 6 2 ー9 1 3 1 6 6 3 9 7 2 3 1 6 8 6 7 4 5 8 1 9 1 5 7 ーー3 2 9 1

施 設億 不明 2 6 ー 4 1 7 Z 3 ー 5 0 2 2 3 1 0 6 5 1 9

回 答数 4 7 7 6 3 5 1 l l 6 1 1 8 4 2 9 3 6 2 9 2 2 3 1 4 8 4 7 1 5 7 1 9 1 5 1 ー0 8 2 7 2

i:.
=
=

,

i

人の 集 まり 2 yo l % 3 % ー% 2 % 2 % 4 % 2 % l % 0 % 0 % l % 0 % 2 % 0 % l % 2 % 6 %

家族友人 と過 ごす 2 1 % 1 8 % 1 4 % 2 6 % 1 3 % l 5 % ー6 % l ∈l % 2 l % 3 0 % l 4 % 2 0 % 3 5 % l 2 % 3 7 % l 3 % 1 3 % l l %

知人 に会 える 6 % 3 % 3 % 4 % 3 % 5 % l 4 % l O % l O % 0 % 0 % 2 % 3 % 0 % 0 % 2 % 4 % l 8 %

番数-≡≡≡; =
● .

_
●
. *

'

.

'

こ
'

.

I

.

-
-

, ≡2 g % 3 Z 弊 3 0 妬 ､.相 客.. 別軸.. 野
% ー4 % 37 琴 1 8 % ーg 解■3 5 %

敬

自分の時間奄過ごす 2 l % 2 0 % 9 % 8 % 2 6 % 2 8 % 2 6 % l 3 % l 7 % l 3 % l 4 yo 7 % l 7 % l g % 3 2 % l 9 % 2 4 % l 9 %

設 用事仕事を窮まセ る l 5 % l 2 % 2 3 % l 7 % B % l O % l l % l 6 % l 6 % 3 5 % 2 9 % 3 3 % 3 4 % 2 1 % l 6 % 2 3 % 2 4 % l 3 %
像

豊臣
新 しい発見 4 % ー3 % 6 % 7 % 5 % 9 9(o 9 % 8 % 5 % l 3 % l 4 % 5 % 3 % 5 % l l % 5 % 1 0 % l 2 %

施
a

蓮 J3 1
'

2 ー% ー6 % 2 3 % 1 4 % 7 % l l % 5 % 2 7 % 9 % l 3 % 7 % 7 % 4 % 2 % 5 % l % l % 2 %

の 節 好きな活動 2 3 % 2 D % Z O % ーl % l 6 % l 8 % 2 l yo 1 0 % l l % l 3 % 0 % l O % 4 % l 6 % 2 l % l 7 % 1 5 % 3 5 %
イ

メ

l
ジ

/] ＼許
_

:妻≡妻 岳S 堅 塁
_
W B 8 0 % 5串型

■■
塾2 % 77 % . 7ー% ･7 4 % 5 9 % a 7 蟹. S垂重責

=

壁 墜萱萱睦6 ∋繋
:

由 % 一塁5 堀~74 % 墾】兎

辛
受 雰

習領的に行く 9 % 8 % 9 % 7 % 5 % l O % 9 % 3 % 1 3 % 9 % 2 l % l 5 % 8 % 7 % 2 6 % l 3 % 1 1 % T O %

立 ち 寄り 9 % l B % 2 3 % l 5 % 2 3 % l 3 % l 2 % ー8 % 2 9 % 2 6 % 2 9 % 2 6 % 2 3 % Z 5 % 1 1 % 2 5 % ー7 % 7 鶴

居心地 よい 4 % 9 % 0 % 5 % B % 4 % 9 % 1 0 % 8 % 9 % 7 % 2 % 8 % l l % 5 % 7 % 1 T % 8 %

す 圃
る 気

暇を つ ぶ す l 7 % l 7 % l l % 2 2 % 2 l % 9 % 8 % 1 9 % 9 % 9 % l 4 % l 3 % l 7 % l l % 0 % 7 % 1 0 % 2 %

場 を
節

気分転換

休憩

小計

ー9 % 3 0 % 3 l % 3 2 % 3 9 % 4 0 yo 3 0 % 1 5 % 3 2 % l 3 % 2 l % 3 2 % 3 2 % 3 5 % 2 l % 4 0 % 3 2 % 3 3 %

6 % 4 % 0 % 4 % 5 % 2 % 4 % 5 % 3 % 4 % 0 % 2 % 3 % 7 % 0 % 3 % 2 % 2 %

も垂弘
_
白7 % 7 4 % 8 5 寝≡:三≡ーd2 癒: 望8 % 7 2 % 6 9 % - 9 3 96 7 O 垂

-9B 要≡9 率 9 2 %.
8 ら% 63 準 9 5 搾. :声ヨ9 Bう6 ー%

そ の 他 9 % 5 % 6 % 9 % 7 % l O % 6 % ー0 % 3 % 0 % l 4 % l O % l % 5 % l l % 5 % 6 % 5 %

奇 計 l 8 7 % ーg 5 % l畠0 % l 8 2 % 1 89 % ー8 6 % l 8 4 % l 82 % l 8 7 % l 8 7 % 1 8 6 % ー8 7 % ー9 3 % l 7 7 % l 95 % l 8ー% l 82 % l 8 2 %
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第3 草 生涯 を通 じて の 個 人的 な余暇 活動実倦

3 - 3 - 3 L C に みる地域施設の 利用形態の 特徴

以上 ､
L C の 各段階別 に ､ 最 もよ く利用す る

地域施設の 利用形態をみ て き たが､ 主な特徴

を以下に整理 する ｡

[ 利用頻度]

各段 階 とも 半数以上 が定期的 に余暇 を地域

施設で過 ごして い る｡ 但し､ 特 に男性の結婚 ･

子 育て の 期 間は時 間的拘束の 大 き い 勤 労者が

多い こ と も あり ､ 日常生活 の 一 部 と して地域

施設を利用す る も の は極端 に少な い ｡ こ の 件

に関 して は ､ 開館時間の拡張 ( 夜間開館の 延長)

に よ り ､ 勤労者 男性 の 施設利用 を促せ る可能

性 はある o

一

方 ､

=

常連
"

と して 日常生活 の 一

部 を地域施設を利用する段階も存在する ｡

[ 交通手段]

交通弱者の 多い 段 階で は当然自動車 によ る

アクセ ス は少な い が, 男子学生が 自転車を多

用す るの に比 べ て ､ 女子学生は 公共交通を多

用す る｡ 段 階が 同 じで も性別 によ っ て 交通 手

段 ､ ひ い て は施設利用の 圏域 が異な る こ とが

分か る｡

また ､ 高齢者 は徒歩や自転 車で行 ける近距

離の 施設 を 選択す る傾向にあ るが ( コ ミ ュ ニ

テ ィ 施設の 選択が多い こ とも関係す るが) ､ 量

的整備が進 む近距離 の 施設 ( 特 に コ ミ ュ ニ テ

ィ 施設) は グル
ー プで の 利用 が想定 さ れ る施

設種 であ り ､

一

緒 に過 ごす相手 は グル
ー プで

の 利用 ばか りで は な い ため ､ 身近 に ひ とり ､

家族で も利用で きる場所の 整備が必要であ る｡

[ 同伴形態]

ひ とりで の 施設利用は段階 によ らずみ られ ､

普遍的 な過 ごし方 と捉 え られ る ｡
ま た, 子 育

て 期 にお い て は ､ 男女 と も に家族 との 利用が

増 え るが ､ 女性 の 方が ( 職 によ ら ず) 長く子

ども と 一

緒 に施設 を利用す る ｡ グル ー プで の

利用 は子 育て 期の 前後 で多 く み られ るが ､

-

緒 に過 ごす相 手 は そ れ ぞ れ 特徴 がみ ら れ る

(L C の 後期 ほ ど､ 趣味 を通 じて の 友 人が多 く

な る) ｡

さ ら に､ 男性の 方が女性よ り もグル ー プで

の 利 用の 割合 は少 な く ( 代わ り に ひ と りが多

い) ､
=

組織化
=

しや すい 女性 とそ うで な い男

性とい う構図が見られる ｡

[ 選択理由]

子育て 期で は , 幼い 子 ども と
一

緒 に利用で

き る ､ 子育 て の 場 と して 利用で き る施設を求

めて い る ｡ 施設 を訪 れ る頻度の 低 い 段階ほ ど

施設 へ の ア クセ ス 面を ､ 頻度の 高い 段階ほ ど

内部空間の 充実を求 め て い る ( 頻度の 高 い 人

ほ ど長い 時間施設 にい やすい と推測で きる) ｡

[ 施設像]

施設像は総 じて ､
『人間関係を形成する場所』

と して
一 定 の 割合で 意識が み られ るが , そ れ

以上 に 『目的 に取 り組む場所』 と 『雰 囲気 を

享受す る場所』 の 選択 が多い ｡ 但 し､ 性別 ･

年齢別 によ っ てか なりの 推移がみ られる ｡

男性 は子育て 期 に は家族で 利用で き ､ 気分

転換 の で き る施設 と位置づ けて い る｡ 子育て

が 一

段落 つ い た 後も し ばらく は ､ 個人 の 目的

とは 異な る場所 と して地 域施設 を利用 して お

り ､ 子 どもが独 立 して か ら ( この 時期 は勤労

者 の 割合が減少 し , 比較 的自由 に な る時間が

増 え始 め る) ､ 個人 の 目的 の ため に利用す る

よう に な る ｡
そ れま で の 期 間は ､ 職 によ る 時

間的拘束を始め ､ 様 々 な 阻害か ら個人 と して

の 目的に取り組ん で こ れなか っ た とも い え る ｡

有職女性も これ と似た傾向を示 して い る ｡

一

方 ､ 無職女性 は子 育 て が
一

段落付 く と ､

『目的 に取 り組む場所』 が増え始 め ､ 自分の 楽

しみ の ため に何らか の 活動 を始め る と い っ た ､

余暇生活 の転機が有職者よ り早め に訪れ る ｡
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第3 草 生涯 を通 じ て の 個 人的 な余 暇活動実態

特 に ､ L C の 段 階 に よ る相違 と して 大 き な

変化がみ られ たの は 同伴形 態と施設像で あり ､

章 ま とめ にて 再度整理 する ｡

上 記 に関連 して ､ 高齢者の 状況を端的に示

して い る の が､ 図書館で 見か ける ､ はぼ 一

日

中滞在す る退職後 とお ぼ しき男性と ､ 幾人 か

の グル ー プで サ ーークル 活動を行う女性であ る

( デ ー タ上 で は高齢男性も 『ひ とり』 は 1/ 4 程

度で あるが) ｡

女 性は積極的 に組織活動 に参加 し ､ 余暇 生

活 を 充実 させ て い るが , 男性 はそ うい っ た 活

動 に 属さず ､ 急激 に 増え た余暇時間を 過 ごす

場所 を地域 に求め て い る と思 わ れ るし) そ の よ

う な人 々 が過 ごせ る を も っ と地域 に つ く っ て

い く必要がある｡ 1

ー6 0 -



第 3 草 生渡 を通 じて の個 人 的 な余暇 活動 実態

3 - 4 L C にみ る地域施設の 利用構造

こ れ ま で , 地域住民 の 個人 的 な余暇活動 を

行う地域施設に つ い て考察して きた｡

地 域施設 の 利用構造 と して , 地域施設の 選択

特性 と利用形態の 考察 よ り得 られた知見を以

I-
F に整理する ｡

○余暇を過 ごす場所の 選択特性

一 人当たり の 選択箇所数 は加齢 と と もに減

少す るが ､ 公共施設 に限 っ て は加齢 と とも に

利用が増え る 傾向がある ｡ また ､ 段 階に よ っ

て 利用 が多 い 施設種 と利用が少な い 施設種 が

相当 に異な る ｡

- また､ 子育て 期 は家族 と 一 緒 に過 ごすた め

の 自宅以外 の 場所 を求 めて い るが, 現状で は

多く の 公共施設 はそ れ にふ さわ しい 場所 と し

て認識 され て い な い ｡ 家族 ､ 特 に子 ども を安

心 して 遊 ばせ る こ との で きる ス ペ
ー

ス の 補充

が公共施設 の課題と い え る｡

○余暇活動の場 として の 整備の必要性

地域住民 は生涯 を通 じて余暇 を充実 して 過

ごす為 の ､ 潜在 的な余暇活動 へ の 要求 を有 し

てお り ､ 同時 に余暇活 動を行 う､ 自宅以外の

場所 に対す る需要 も を有 して い る｡ 但 し､ 高

齢者 を始 め と して ､ 要求 は有 して い て も実際

に はそ の 要求 を持て 余 し ､ 地域施設を余暇 を

過 ごす場所 と して 使い こ なせ て い な い 人 も存

在す る ｡

- → 生涯を 通 じて ､ 継続的 に余暇活動を行 え る

地域施設 を整備す る必要がある ｡

○公共施設の施設像

施設 に抱 くイ メ - ー

ジ ( 施設像) と して ､ 公

共施設 は 『目的に取 り組む 場所』 の選択 が多

い が､ 民 間施 設 は 『雰 囲気 を享受 す る場所』

の 選択が多い とい っ た よ うに ､ 地 域住民の 意

識の 上 で両者は異な る位置づけとな っ て い る ｡

- 世代間交流 の 期待 も込 めて ､ 施設機能 の 再

構築を考 え る必要があ る ( 以下 の 項 目にも関

逮) ｡

○余暇を過 ごす相手の 変化

余 暇を共 に過 ごす相手は特徴的に推移す る

が ( 図 3 -1 0) ､ 男女 と も段階 によ らず､ ひ と

りで 過 ごす人が 一 定 の 割合で 存在す る｡ また､

子育 て期 は家族 と ､ そ の 前後は グル
ー プで の

利用 が多 い ( 学生期 は 学校 の 友人 と､ 高齢期

は趣味を通 じて の 友人と) .

- 誰 と過 ごすか によ っ て ､ 地域施設の 利用 の

仕方 に は相違 があ る こ とが推測 さ れ るた め ､

改めて 分析す る必要がある (第 5 章 にて) ｡

-
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第 3 草 生涯 を通 じ て の 個人 的 な余暇 活動実態

○余暇活動の 展開を促す

施設 に抱くイ メ
←

ジ ( 施設像) の 推移 も特

徴がみ られ る ( 図 3 - l l) 0

最 も大き な 転機 と して ､ 無職女性は子育て が

一

段落 す る と ( 子 ども成長 期) ､ 雰 囲気を享

受す る場 所か ら個人の 目的に取 り組む場所 に

施設像が変化 して い る ｡
これ は ､ ( 家族で過 ご

して はい て も ､) 子 どもの 付 き添 い の ための 利

用か ら ､ 自分 の た め の 利用 と地域施設を利用

す る意味合 い が変化す ると捉え られ る ｡

一 方 ,

男性 と有職女性 は ､ そ の 転換 の 時期が､ 子 ど

もが親元 を離 れ る 時期 ( 子 ども独立期) と若

干遅れて い る ｡

ま た ､
こ の 転換 の 時期 は ､ グル ー

ー

プで 余暇

を過 ごす こ とが多 く な る時期 と も関連 して お

り
､ 余暇活動の 要求 を 同じく す る仲間形 成が

され て い る と考 え られ る ｡

- 余暇活動 を継続 的に行うた めの 施設整備の

た め ､ L C の進展 に伴い , 子 どもの 付き添い の

た め の 利用か ら ､ 自分自身の た め の 要求を促

す必要が ある｡

特 に ､ 親 を子 ども の 付 き添い だけに させ な

い よ う ､ 子 どもの ス ペ ー

ス の 近く に大人が滞

在で き る仕掛 けを考 え る必要 があ る｡ 親世代

がそ の 後 ､ グル ー プ と して の 利用が増 える こ

とを考 えれ ば､ 子 どもを見守りやす い位置に ､

自分の や っ て み た い サ ー ークル 活動等の 情報 を

掲示す る こ とも有効で あろう (,
こ れ らによ り ､

子育て の 場 と して の 利用 の 後､ 親が自分自身

a) 為 に継続的 に地域施設 を利用する こ と に も

つ ながる可能性がある (〕

本章で み て きたよ うに ､ 段 階別 の 生活特性 ､

利用特性 に配 慮 し た施設計 画 が 必要で ある ｡

そ れ ら に対応す るた め ､ 地域施設 の 改善が必

要で あ り ､ そ の ため には 既存の 施設種の 枠 に

囚わ れ な い 施設機 能 の 再構築が必要 と考 え ら

れ る ｡
上 記 に加 え , 段 階別 に大き な 特徴の み

られ た同伴形態別 にそ れ ぞれ が地域施設 に求

め る 要求 を整理 し ､ 個人的な 余暇活動 を行う

地域施設 の 整備要件 を得たい ｡

- 6 2
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第 3 車 生産を通 じ て の 個人 的な余暇活動実愚

【男性】

【有職女性】

【無織女性】

■ 人間関係を形成する場所

･ ･ ･ ･ = ･ ･ [コ 目的に取り組む場所
･ - ･ ･ - - 圏 雰囲気を享受する場所

園 3-1 2 生 涯 を通じ て の 地域施設の 施設像
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4 - 1 L S に み る 生活背景 と活動要求

4 - 2 L S に み る余 暇 を過 ごす場所 の

選択 特性

4 - 3 L S に み る 地 域 施 設 の 利用形 態

4 1 4 L S に み る 地 域 施 設 の 利用構造



第 4 車 生活様式に 応 じ た個 人的 な余暇 活動実態

4 -0 本章の 目的

前章で は ､ 地域住民の 生涯 を通 じて の個人

的な余 暇活動 を行 う地域施設 の 利用構造 を捉

え ､ 各段階 に 固有 の 生活背景や 施設利用形態

の 特徴 をみ る こ と が で き た ｡ しか し同時 に ､

同 じ L C の 段 階で も 異な る 場所 を 選び､ 地域

施設の 利用形態も異な る こ と も確認された｡

そ こ で本章で は ､ 生活 にお ける個人の価値

観 や 組織 活動 へ の 参 加状況 ( 言 い 換 え れ ば ､

地域 との 関わ り を持 つ か否か) を反映した生

活様式の 観点か ら ､ 第 3 章 と同様 に生活背景 ､

地域施設の 利用構造を捉え る ｡

第 2 章 で も触れ たが ､ 生活様式の 類型化 に

つ い て は ､ 4 つ の 指標 ( 1 3 項目) を も と に ､

数量化 Ⅲ類及びク ラス タ ーー分析 ( W ar d 法) を

用 い て 生活者の 生活様 式を 6 タイ プに分類 し

た ( こ の 分類 を ライ フ スタイ ル (L S) タイプと

呼ぶ) 0

表 4-1 各タイプ の指標別割合 ( 再掲)

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

団 家 無 育 休 無 休 有 家有
体 族 職 児 養 職 養 職 族 職
活 重 / 家 志 / 志 / 重 /
動 視 外 事 向非 向非 視 外
志 型 出 重 型 外 型 外 型 出
向 視 出 出
型 型

割合 2 5 % ー5 % 6 % 1 1 % 1 3 % 2 9 %

母 数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

職の 有 職 7 3 % 9 % 4 7 % 1 % 9 6 % 1 0 0 %

有無 無職 2 7 % 9 1 % 5 3 % 9 9 % 4 % 0 %

地域 参加 9 1 % 3 5 % 3 1 % 2 6 % 4 % 0 %

活動 不参加 9 % 6 5 % 6 9 % 7 4 % 9 6 % 1 0 0 %

充 実感

仕事 3 3 % 7 % 1 5 % 0 % 3 5 % 3 9 %

家事 0 % 1 % 1 0 0 % 0 % 0 % 0 %

家族 3 0 % 5 5 % 4 3 % 2 9 % 2 6 % 4 7 %

友 人 2 3 % 2 2 % 4 % 2 2 % 2 0 % 2 9 %

休 養 8 % 2 1 % 1 0 % 4 7 % 4 6 % 2 6 %

趣 味 5 2 % 5 5 % 1 7 % 4 7 % 3 8 % 4 6 %

習い 事 5 % 8 % 0 % 2 % 0 % 0 %

団体活動 3 4 % 0 % 2 % 1 % 0 % 0 %

自 主学習 3 % 1 6 % 2 % 1 0 % 1 % 0 %

場所 外出少 2 3 % 1 % 1 9 % 9 1 % 1 0 0 % 5 %

選択 外出多 7 7 % 9 9 % 8 1 % 9 % 0 % 9 5 %

4 つ の 指標 と は ､ (j:J)地域 と の 関わ りや 活動

状況 を示す ｢ 地域活動の 参加有 無 ( 2 項目) ｣ ､

(2)時間的拘束に影響す る｢ 職 の有無( 2 項目) ｣ ､

(身個人 の 生活 上 の 趣向 ､ 価値観 を示す ｢ 充実

感 を感 じる ときの 内容 ( 9 項 目) ｣ ､ ④外出の

積極性 を示す ｢ 余暇時間 を過 ごす場所 の 多 さ

( 2 項目)｣ で ある ｡

各タイ プ( 各タイ プは C l ､ C 2 ､ - と略記する)

の 特徴を､ 各評価項 目の 指標別割合 ､ 基本属

性及び L C と の 対応 を み な が ら整理 す る ( 義

4 - 1 - 4 - 3) ｡

【C l】 に属す る も の は 地域活動 に参加 して

い る有職者が多 い o
｢ 趣味J ｢ 団体活動｣ に充

実 を感 じるが ､ 余暇時間の 外出先は多くな い 【〕

つ ま り ､ あ る程度決 ま っ た 場所 を､ 決 ま っ た

人( 団体活動 の仲間) と利用 して い る層で ある｡

こ こで は ｢ 団体活動志 向型｣ とす る ｡

属性 と して は男女 構成は 半 々 ､ 中間層以降が

多い ｡
また､ 有職の ( 子 ども独立期) と( 高齢期)

が多 い ｡

【c 2】 に属す る もの は外出先の 多い , 無職者

が多 い ｡
｢ 家族｣ と ｢ 趣 味｣ に充実 を感 じる ､

外出先 も多 い ｡ 地域 の 人 々 との 関わ り よ り も

家族や 友人 との 付き 合 い を重視 し､ 団体活動

よ り も個人 の 趣 味的活動 を重視 して い る 層 と

い え る
｡
こ こで は ｢ 無職′.

/
∫
/

メ
/

非外出 ･ 家族重視型｣

とする ｡ 属性 と して は壮年期以降の 人が多く ､

( 高齢期) と無職女性 の( 子 ども独立期) が多い ()

【c 3】 に属する もの は職の 有無によ らず､
｢ 家

事｣ に充実 を感 じ る も の で ある ｡ 属性 と して

は女性 が多 く ､ ( 子 ども幼少期) が多い ｡ 幼 い

子 どもの 育児 を重視 する層で あり ､
｢ 育児 重視

型｣ とする (〕

- 6 5
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第4 車 生活城 式 に 応 じ た個人 的 な余暇 活動実態

【C 4】 は外 出先の 少な い 無職者が多く ､
｢ 休

養｣ と ｢ 趣 味｣ に充実を感 じて い る D 団体活

動 よ り も個人 の 趣味的活動を 重視 して い る点

で は 【C 2】 と似て い るが ､ 地域 に趣味 と休養

の 場 を求め て い ない 層で あ るo こ こで は ｢ 無

職 / 非外出 ･ 休養志向型｣ とする ｡ 属性では( 高

齢期) が多い o

【C 5】 は地域活動に は参加しな い ､ 外出先の

少な い 有職者が多い ｡ 有 職者が多い だけあり ､

仕事｣ に充実を感 じる人が多い ｡ また, そ の

他 の 特徴 は 【C 4】 に似て い るが ､ 職の 有無が

両者を隔てて いる ｡
｢ 有職 / 非外出 ･

休養志向

型｣ とする o 属性 と して は男性が多く ､ ( 子 ど

も独立期) が多 い ｡

【C 6】 は地域活動に参加 しない ､ 外出先の 多

い 有職者が 多い ｡
｢ 家族｣ と ｢ 趣味｣ に充実 を

感 じてい る o 【C 2】 と同様 ､ 地域の 人々 との 関

わ りよ り も家族や友人と の 付き合い を重視 し ,

Efl 体活動よ り も個人 の 趣味的活動 を重視 して

い る層 と い え る ｡
こ こ で も職の 有無が両者を

隔てて い る ｡
｢ 有職 / 外出 ･ 家族重視型｣ とす る o

属性 と して はどの段階で もある程度存在する｡

設定 した各タイ プは職の 有無に よ る差が大

き く み ら れ る も の もあ るが .
これ は 前章にて

確 認 で き た こ と と 一 致す る ｡ 上 記の 6 タイ プ

を 対象と し､ 本章 で は タ イ プ別 に余暇の 施設

利用の 特徴を捉えて い く ｡

【C l】 【C 2】 【C 3】 【C 4】 【C 5】 【C 6】

【C l】 団体括 動議 向型

【C 2】 無職/ 外 出 ･

家族 重視 型

【C 3】 育児 家事重櫨型

【C 4】 無 職/ 非外 出 ･

休養 志 向型

【C 5】 有 凋≧/ 非外 出 ･

休養 志 向型

【C 6】 有職/ 外 出 ･

家族 重視型

囲 4-1 L S タイ プ / ク ラス ター樹形図 (再掲)

表 ¢ 2 L S タイ プ の 基本属性

Cー C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

性
刺

給数 6 3 3 3 9 ー 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

未 回答者 0 0 0 0 0 0

回答者敷 6 3 3 3 91 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

男性 5 l % 4 0 % l 2 % 4 0 % 6 l % 5 9 %

女性 4 9 % 6 D % 8 8 % 6 0 % 3 9 % 41 %

給計 l (】O % l O O % l O D % l O O % l O O % l (〕0 %

辛
節

給数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

･

⊆
: : ≡ 0 0 0 ー 0 1

回答者致 6 3 3 3 91 1 4 4 2 8 9 3 3 2 7 4 8

1 ○ 代 3 % 2 % l % 0 % 4 % B %

2 0 代 6 % 4 % 6 % l % 7 % l 4 %

ヨo 代 9 % 9 % 4 7 % 5 % 7 % l 6 %

E]
別
ヰo 代 1 9 % B % ー7 % 5 % 1 7 % 2 2 %

5 0 代 2 2 % l 9 % l 3 % l 6 % 3 0 % 2 5 %

6 0 代 2 3 % 3 5 % 9 % 2 9 % 2 0 % l O %

7 0 代 l 4 % 2 0 % 6 % 3 0 % l 1 % 4 %

B O 代 以上 3 % 4 % l % l 3 % 3 % l %

総計 l ー0 0 % ー0 0 % ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

表 4- 3 しS タ イプと ｣ C 構成割合

6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

8 1 0 5 8 5 9

6 2 5 3 8 1 1 3 9 2 8 2 3 2 7 7 4 0

学 生期 2 % 2 % 0 % 0 % 2 % 5 %

独身期 4 % ー% 1 % ー% 7 % 1 0 %

'

L= ' .至 :l= 2 % 0 % l % 0 % 2 % 3 %

性
子 ども幼少期 7 % l % 6 % 0 % 8 % l l %

子ども成長期 4 % l % 0 % 0 % 4 % 5 %

子ども独立 期 l 3 % 2 % l % 2 % 2 2 % l 9 %

帯齢 節 1 8 % 3 4 % 1 % 3 7 % ー7 % 6 %

女

性

学生 耶 2 % l % l % D % 3 % 7 %

独 身期 4 % 2 % 3 % D % 6 % 9 %

看取 . 新婚 期 0 % 1 % 4 % D % 0 % 2 %

無恥
.

新婚 期 O % 3 % 4 % l % 0 % 0 %

有職
. 子ども幼 少某日 6 % l % l 7 % 0 % 3 % 4 %

無恥 . 子ど も幼 少期 l % 7 % 2 9 % 5 % 0 % 0 %

有職
.

子ど も成 長期 3 % 0 % 6 % 0 % 5 % 4 %

無恥
.

子ども成 長期 0 % 4 % l % 3 % 0 % 0 %

有職
.

子ども独 立斯 l l % l % 5 % 0 % l 3 % l 3 %

無限
.

子ども独 立期 5 % l 7 % 6 % l 4 % l % 0 %

高齢期 l 6 % 2 6 % l 4 % 3 7 % 8 % l %
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第 4 車 生活様 式に 応 じ た個 人的 な余暇 活動実態

4 -1 L S にみる生活背景と活動要求

こ こで は ､ 各タイ プの 余暇 を過 ごす場所 と

して の 地域施設 の 利用構造 を捉え る前段 と し

て ､ 生活背景 ･ 活動要求 を把握する｡

4 -1 -1 各タイ プの 生活背景

こ こで は ､ 生活背景 と して 各タイ プに属す

る 人々 の , 職業や 家族型 と い っ た生活 の 背景

をみ る (表 4 - 4) 0

[ 職業] に つ い て み る ｡

職業は ク ラス タ
ー 分析指標の ひ とつ であり ､

タイ プ間 の 有職 率 は大き く 異な る｡ 有職率が

高 い の は 【C l】 【C 5】 【C 6】 で あ る が､
い ず

れ も ｢ 勤労者｣ が多い ほ か ( 特 に 【C 6】 は 半

数以上) ､ 他 の 職種 もお り ､ 明確な相違 はみ ら

れ な い ｡

一

方 ､ 無職率 の 高い 【C 2】【C 4】 で

は ､ L C の ( 高齢期) が多い こ ともあり ､
｢ 無職｣

の割合が高 い ｡ 育児 に関心の高い 【C 3】は ｢ 専

業主婦｣ が ∠1 割 と多 い が ､
｢ 勤労者｣ も少なく

な い ｡

次に [家族型] に つ い てみ る ｡

【C l】【C 5】は Ê 2 世帯以上｣ ､ 【C 2】【C 4】は r 夫

婦の み｣ と ｢ 単身世帯｣ ､【C 3】【C 6】 は ｢ 核家族｣

がそ れぞれ 多い ｡
L C で は ( 新婚期) 以外の 段

階で も ｢核 家族｣ が主だ っ た こ とを考え る と ,

生 活様式 と家族型 に は 密接 な関係が ある と考

え られ る｡

次 に [居住年数] に つ いて み る()

幼 い 子 どもの い る層が多 い 【C 3】 で は ､ そ

の 地域 に住み始め てか ら 1 0 年未満の 人が比較

的多 い o そ れ以外の タイ プは 2 0 年以_L
の居住

年数の 人が半数 以上 で あ る｡ と は い え ､ そ れ

以外 はタイ プに よる 明確な相違は みられ な い ｡｡

表 4-4 L S タ イ プにみ る生活背景

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

総数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

職業不明 ○ 0 0 0 0 0

回答者数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

学生 4 % 2 % 1 % 0 % 4 % 1 1 %

職 育

勤栄者 3 3 % 3 % 2 7 % 1 % 4 8 % 5 5 %

自営業 1 2 % 1 % 6 % 0 % 1 7 % 1 2 %

農林 水産業 1 0 % 0 % 1 % 0 % 1 0 % 5 %

莱 職 パート
. アルバ イ ト 1 2 % 2 % 1 2 % 0 % 1 4 % 1 5 %

その他 2 % 0 % 0 % 0 % 3 % 1 %

有職率 7 3 % 9 % 4 7 % 1 % 9 6 % 1 0 0 %

無
職

専業主 婦 9 % 3 6 % 4 1 % 3 0 % 1 % 0 %

メ: :; j
'

三
'

L
, 1 7 % 5 4 % 1 3 % 6 9 % 3 % 0 %

無恥率 2 7 % 9 1 % 5 3 % 9 9 % 4 % 0 %

総計 l O O % l O O % l O O % l O O % l O O % l O O %

6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

4 1 3 8 7 3

6 2 9 3 9 0 1 4 1 2 8 2 3 2 5 7 4 6

居
住

年
数

1 年未 満

1 - 3 年未満

3 - 5 年未満

5 - 1 0 年未 満

1 0 - 1 5 年未満

1 5 - 2 0 年未満

2 0 年以 上

1 % 2 % 3 % 2 % 2 % 3 %

3 % 8 % 9 % 4 % 3 % 6 %

3 % 4 % 1 3 % 3 % 2 % 4 %

8 % 9 % 2 1 % 6 % 7 % 1 2 %

8 % 9 % 1 1 % 7 % 1 1 % 1 1 %

1 2 % 9 % 8 % 6 % 1 0 % 1 2 %

6 4 % 5 9 % 3 5 % 7 1 % 6 5 % 5 2 %

1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

自
宅
形
式

総数

自宅形 式不 明

回答数

一戸建 て

連続住宅 ( 長屋 など)

2 階建 て 共同 (アパーート在ど)

3 - 5 階建て 共 同

6 階以上郷 土

そ の他

締計

6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

4 3 1 1 2 4

6 2 9 3 8 8 1 4 3 2 8 9 3 3 0 7 4 5

9 5 % 9 7 % 9 3 % 9 5 % 9 4 % 9 3 %

3 % 2 % 2 % 3 % 5 % 3 %

0 % 1 % 3 % 1 % 0 % 2 %

0 % 0 % 2 % 1 % 0 % 2 %

0 % 0 % 0 % 0 % ○% 0 %

0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 %

1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

自

動
車

締数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

自動車利用 不明 2 6 2 9 6 5 1 2 3 1 0

回答数 6 0 7 3 6 2 ー3 8 2 3 9 3 0 9 7 3 9

車自由 8 6 % 7 8 % 8 1 % 6 2 % 8 8 % 8 9 %

刺
用
乗 合可 7 % 1 1 % 1 ー% 1 4 % 5 % 5 %

交通弱者 6 % 1 2 % 8 % 2 3 % 8 % 6 %

締計 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %
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第 4 車 生活様 式に応 じた個 人 的 な余暇活動実態

次に [自宅形式] に つ い てみ る ｡

タイ プに よらず ｢ 一 戸建て｣ が殆 どで あり ､

相違 はみ られ な い ｡

最後に
｢
自動車利用｣ をみ る ( 組 み合わ せ

の 詳細 は第 3 章の 同項目参照) 0

【c 4】 以外の タイ プは ｢ 車自由｣ の割合が 8

割程度かそ れ 以上 で高 い とい える ｡

一 方､【C 4】

は 比較的自 由に自動車 を利用で き な い人が多

い ( とい っ て も, 6 割以上) ｡ 1 割程度は乗合

を頼 め る場合 も ある が､ 交通弱者も 2 割以 上

とか な り多 い () 同タイ プは外出先の 少ない 休

養志 向で あ るが ､ 交通手段 に満足 して い な い

が 為 に外 出の 意欲 が弱 く な っ て い る と も考 え

られ る u あ る程度長 い 拒離 を ､ 自動車 を使 っ

て 自 由 に移動 しに く い とい う環境が外出先の

少な さ に結び つ い て い る ｡

一

方 ､ 同 じく外 出先の 少な い 【C 5】 に つ い

て は ､ 自 由 に車利用がで き る人は 9 割近く い

る
｡
こ の タイ プは外 出の 積極性 と自動車利用

がで き るか 否 か に は 関連がみ ら れな い ｡ 個人

の 意思 ･ 趣 向によ っ て 外出先が 少な い 人 と い

え る
｡ 彼 らが地域施設 を利用 して い る か どう

か は ､ L 余暇 を過 ごす場所の 選択 パ タ ー ン] で

確認す る｡二

各 タイ プは多 少の 傾 向は ある も の の ､ 属性

によ らず グル ← プ分けさ れ て い るた め ､ 生活

背景 に強 い 因果 関係 は み ら れ に く い ｡
それ で

も生活様 式と家族型 に は
一

定 の 関連がみ ら れ

る こ と ､ 交通手段 の 拘束 な ど､ 生 活を方向付

ける要素はありそ うで あ る(〕
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4 -1 -2 各タイ プの潜在的活動要求

次に 生活 の 充実感の 選択 パ タ
ー

ンか ら得ら

れ る潜在的活動要求をみ る Q

生活 の 充実感 に つ い て はク ラス タ ー 分析 の

指標 の
一

つ な の で 割愛す る ｡ 充実感 か ら潜在

的な活動要求をもと める整理 は第 3 章 と同様｡

各タイ プの 潜在 的活動 要求 をみ る ( 表 4 - 5 ,

図 4 -2) ｡

育児や 家事 に充実 を感 じる 【C 3】 は ｢ 非選

択行動 の み｣ の 選択が 2 割以上 と､ 他 の タイ

プより高 い d
｢ 家事｣ を 1 0 0 % 選択 して い る 同

タイ プで あ る が , や はり そ れ だ けで は な く ､

余暇を充 実す る為 の 選択行動も必要 と して い

るD 他の タイ プはそれ以 上の 回答があ り ､ タ

イ プによ らず､ 余暇 を充実す る為の 選 択行 動

を要求 して い る こ とが分か るo

また ､ 目的意識が ｢ 高｣ を含む割合は 【C 3】

は格段 に低 い が , 【C 5】 【C 6】 も比較的低い ｡

こ れ ら の タイ プは他者 と 一 緒 に何らか の 目的

を も っ た集団活動 に取 り組む こ と には消極 的

と考 え られ , 実際 に地域活動 へ の 参加率 も低

い
｡

余 暇を充実す る ため ､ 自宅 以外 の 場所で 行

う活動 へ の 要求 の 程度 はタイ プ によ っ て大 き

く 異な る こ とが確認さ れ たD それ で も ､ 余暇

を充実す る選択行動 の 要求 ､
つ まり余暇活動

を行う要求 は , どの タイ プも有 して い る と い

える ｡

図 41 2 L S タイ プにみ る潜在的活動要求

表 4- 5 L S タイ プに み る潜在的…言動要求

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

監室ヨ

活動要求不明

回答数

6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

0 0 0 0 0 0

6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

非選択行動の み (Q Xg)) 3 % 1 % 2 2 % 0 % 7 % 2 %

港
釈

E] 的兼帯低の み (⑳卦昏) l 5 % l 9 % 4 7 % l 3 % ー7 % 3 4 %

目的煮沸高 + 値 (⑦) 3 5 % 4 7 % 0 % 3 2 % 2 7 % 3 7 %

行
I,

あ
り

目的煮誰高の み ( 脚 ) 4 7 % 3 l % 3 l % 5 ー% 4 8 % 2 8 %

一目蛎帯宰領..≡ 8 2 % .7 9 郵 3ヨ% B 3 温 7 身幅 6 4 %

塵取 頭.革率.
.
. :9 7 % 9日埠 :.

8 % 9 6 % 削 % 9 8 9(o

そ の 他の み (⑬) 0 % l % 0 % 4 % 2 % 0 %

行動の 種類l 目的意 鼓 充実を感じる とき 生活の 充実度の 回答J T タ
ー

ン 分類 回答パ ターン

非選択行動
l
一仕 事

.

熟 慮 ①非選択重視 l + 2 非選択 行動 のみ (王:②

2. 家事
.

育児 ②非選択必要 l ○｢ 2 ( + l O) 選択 目 的音 詩倦の み ⑳念⑥

選択行動

低 い

高い

3
.
ひ とりで 休養 ③両方必要/ 低 l

,
2 + 3

.
4 行動 目的意 諦 目的太鼓育 十 低 ⑦

4
. 家族 と周 らん

.

旅行 ⑥両方必要/ 高 l
.
2 + 5 - 9 あ り 高あ り 目的音節高 のみ ⑳魯⑨

5
. 友人と 雑談 . 旅 行 ⑤選 択必要/ 低 3 o ｢ 4 ( + l O) そ の他 ⑬

6
. 趣 味 ⑥選択重視/ 低 3 十4

7. 習い事 ⑦選 択重視/ 高 + 低 3
.
4 + 5 - 9

8 . グループ 一

団体活 動 ⑧層 択戚､ 要′貢 5- 9 ( + l O)
9
. 自主的な勉 強

(豆)選択重視′売 5 - 9 + 5 - 9

r l ○ そ の 他 ⑬ そ の 他 1 O [ 潜在的活動要求の整理]
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第4 車 生活様式 に応 じた個 人 的 な余暇活動実態

4 - 2 L S にみ る余暇を過 ご す場所の 選択特性

次に ､
Ⅰ, C の 各段階の 人が ､ どの ような場所

で余暇を過 ご して い るか をみ る ｡

ア ン ケ
-ート ( 調査 1 ) か ら ､ 各個人 に余暇

を過 ごす場所 を最大 4 件選択 して も ら っ て い

る
｡
こ れ ら を 用 い て ､ 余暇 を過 ごす場所の 選

択パ タ ーーン と ､ 選択割合をみ る｡

* ア ンケ
ー

トにお ける選択肢は ｢ 自宅｣ ｢ 職

場 ･ 学校｣ ｢ 友人宅｣ ｢ コ ミ ュ ニ テ ィ施設(公民館 ､

集会所 ､ 市民セ ンタ ー ) ｣ ｢ 地方文化施設｣ ｢ 美

術館｣ ｢ ス ボ ーーーツ施設｣ ｢教育施設｣ ｢ 商業施設｣

｢ 娯楽施設｣ ｢ 飲食店｣ ｢ 公園｣ ｢ 自然 ( 海や山) ｣

｢ そ の 他｣ の 1 5 項目｡
｢ コ ミ ュ ニ テ ィ 施設｣ 以

下を F 地域施設
_
｣ とす る｡

4 - 2 - 1 各タイ プの 余暇を過 ごす場所の

選択パ タ
ー

ン

こ こ で は 各段階の 選択 パ タ
ーーン をみ る ( 図

4 - 3) 0

選択 パ タ ーーンは ｢ 自宅｣ ｢ 職場 ･ 学校｣ ｢ 友人 ･

知人宅｣ ､ 及び ｢
~
地域施設｣ の 組合せで あり ､

｢ 自

宅｣ の 選択有 無 と ｢ 地域施設｣ の 選択有無 に

よ り 4 つ の 大分類 ､
1 5 の 小 分類 とす る ( 第 1

章参照) ｡

【c l】 【C 2】 【C 3】【C 6】 の タイ プ は ､ [ 自

宅あ り 一地域施設あ り] の 大分類 タイ プが殆

どで あ り (【C l】 は [ 自宅 な し 一地域施 設 あ

り] も多 い) ､ 余暇に地域施設 を積極的 に利用

して い る ｡〕 特 に ｢ 自宅 + 地域施 設｣ ､ ｢ 自宅 +

友人宅 + 地 域施設｣ が多 い ｡
｢ 自宅 + 地域施

設｣ は L S の どの タイ プで も普遍的に選択 され

て い る が､ 友人 宅 を含ん で い る こ とは特徴的

と い え る ｡〕 友人と も良好 な関係を つ く り つ つ ､

地域施設 を積極的に利用で きて い る と い え る ｡

こ れ ら の タイ プは外 出先が多 い こ とが共通で

ある が､ 職 の 有 無に よ らず､ また ､ 地域活動

へ の 参加有無 に か か わ らず地 域施設 へ の 需要

は高 い ｡
また ､

｢ 休養｣ とい っ た消極 的な 余暇

の 過 ご し方 で は な く ､ よ り活動 的な こ とに充

実を感 じて い る ｡

一 方 ､ 外 出先 が少な く ､ 休養 に充実 を感 じ

る 【C 4】 【C 5】 は ｢ 自宅 + 地域施設｣ の 他 に

｢ 地域施設の み｣ と ｢ 自宅の み｣ の 選択が多い ｡

両タ イ プ と も ､ 自宅 で余暇 時間を 過 ごさ ず地

域施設 を求 め る 人 と ､ 自宅 に引き こ も る 人 と

い っ た 両極端 な タイ プがみ られ るが ､ 特 に後

者の 割合 は 4 割程度 と多 い とい え る ｡

と は い え ､ こ の 両 タイ プ も自宅で休養 す る

だけで は な く ､ 余暇 を地域 で 過 ごす人 も い る

こ と か ら ､ 彼 ら に 向けた地 域施設整備も必要

で あろ う｡ ある い は ､ 休養 で き る ､ 静か な 場

所で 気軽 に訪れ る場所 と して の 整備が 必要 と

もい え る
( 〕
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第4 車 生活棟式に 応 じT= 個 人 的 な余畷活動実態

自宅あり一 地域鹿鼓あり

自宅なし一 地域施 設あり

■■ コ
■
-
･
. I

自宅あり - 地域施 設なし

自宅なLl- 地域施 設なし

○各タイプ の

余暇を過 ごす場所の選択パターン

* 各段階の 母数 n は有効回答者数.

* 大分類の灰 色塗は､ 1 5 % 以上 の 回答｡

* 小分類 の果塗は ､ 1 5 % 以上 の 回答｡

* タイ プの概要は第 1 章参照 Q
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第4 車 生活様 式に 応 じ[= 個 人 的 な余暇活動実態

4 12 12 各タイ プの 余暇を過 こす場所の選択割合

次に ､ 各タイ プの ｢ 自宅｣ ｢ 職場 ･ 学校｣ ｢ 友

人 ･ 知 人宅｣ 及び ｢ 地域施設｣ の 平均選択箇

所数の 推移 をみ る ( 図 4 -4 ､ 表 4 -6) o

｢ 自宅｣ の 選択 は各タイ プとも同様に高い が ､

や はり 【C 4】【C 5】 は友人宅及び ｢地域施設｣

の 選択 は 少ない ｡ 地域施設の 選択が多 いか 少

な い か はタイ プに よ っ て 多分 に相違があるが ､

前述の 2 タイ プはそ の 背景が異な る とい え る o

【C 4】 は交通の 制約 によ っ て 利用が制限され て

い る層で あるu 一 方 ､ 【C 5】 は自宅で休養する

こ とを 重視 し ､ 外出 に関心が低い と い えるが ､

前述 したよ う に ､ 地域施設が休養 で きる ､ 静

か な場所で 気軽 に訪れ る場所 と して の 整備が

不十分だか ら とも考 えられ る ｡

4 -2 -3 各タ イプの 利用する地域施設の 内訳

本項で は ｢ 地域施設｣ に着目 し , そ の 内訳

をみ る D
｢■地域施設｣ を｢ 社会教育系(公共施設) ｣

｢ 商業娯楽系 ( 民間施設)｣ ｢ 自然系｣ トそ の 他｣

に分類 した図 4- 4 ､ 及び施設種の 図 4 -5 より ､

余暇 を過 ごす場所 と して どの よ う に地域施設

を選択 して い るか をみ る ｡ 図 4 - 5 の縦軸 は 1 2

の施 設種で あ り ,
2 0 % 以上 の 回 答は 黒塗 して

い る o また ､ そ れ らの 所在地に つ いて もみ る( 図

4- 6) 0

まず ｢ 地域施設｣ の 選択状況を み るQ

但 し ､ 前述 した よ うに 【C 4】 【C 5】 は 他 の

タイ プと比 べ て地域施設の 選択が少ない ｡

地域活動 へ の 参加立が高 い 【C l】 で は ｢ 社

会教育 系｣ が 多 い ｡ 活動場所 の 場 と して 主要

な施設で ある ( コ ミ ュ ニ テ ィ 施設) ( スボ
-

ツ

図 4- 4 各タイプ の 余暇を過ごす場所の 選択割合

5 0 %

i
~
t:4
1
】

ふ 雪 .q-
C 施酸

他方文化

美禰缶
スポーツ
幼帝

疎義

損葉
酸食庄

_■.5L
目[y L

その他

･

J~ミr
C & ;?

地方 文化

毒柵虎

ス ,1i- ツ
壬生胃

商薫

己
■

1 空

.
軟食店

. .T

L■=: l
そ の十恒

-
c 3】_

I -
a
-
6r
~…

‖

‖1
i

図 4- 5 各タ イ プの 利用 する
r
地域施設 ｣ の 内訳

- 7 2 -

F ･
E -

′
【



第 4 車 生活様 式に 応 じ た個 人 的 な余暇活動実態

施 設) の 利用が特 に多く ､ 地域活動を行う人

が如何に公共施設 を利用 して い るかが分か る｡

【C 2】 は選択 箇所数 が最 も高 い タイ プで あ

り ､ 【C l】 及 び 外 出 先 の 少 な い 【C 4】【C 5】

以外 に共通す る特徴で ある ､
｢ 商業娯楽系｣ の

選択が多 い ｡ そ れ で も 【C 2】 は く図書館) の

選択が多 く ､ 同施設種 の 特徴で もある ､ ひ と

り にな れ る場所 へ の ニ ーーズを有 して い る と考

え ら れ る
｡ 【C 3】 と 【C 6】 は 選択箇所の 傾 向

が 似通 っ て お り ､ 大 半 の 人 は ｢ 商業娯楽系｣

を多 く選択 して い る ｡ こ の 両 タイ プは外出先

も多 く , 積極 的に 余暇 を過 ごす活動 に充実 を

感 じ て い る が､ 公 共 施設 の 利用 は 多く な い ｡

民間施設 にあ っ て 公共施設 にな い 魅力 を感 じ

て い る層 と もい え る ｡

つ まり ､ 公共施 設が目的性 の 高 い 場所と し

て認 識 され て い る の に対 し ､ 民間施設 は雰 囲

気享 受 の場 と して ､ 敷居が低く ､ 余暇を過 ご

しや す い 場所 と して 認識 され て い る こ と の 特

徴に つ な がる ｡ 公共施設を誰もが訪れやすく ､

余暇を過 ごす場所 と して整備する必要がある｡

表 4- 6 各タイ プ の余暇を過ご す場所の選択割合

総 数

未 回答 者

回 答者 数

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

0 0 0 0 0 0

6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

自宅 8 3 % 9 4 % 9 6 % 8 3 % 8 6 % 9 6 %

職場 ･ 学校 1 2 % 5 % 7 % 0 % 6 % 2 5 %

友 人
･

知人 宅 2 9 % 4 4 % 4 0 % 1 3 % 1 1 % 4 2 %

社
,-.....

ヽ ▲

.
:ゝ

図書 館 1 5 % 2 1 % 1 4 % 8 % 5 % 1 3 %

コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 2 9 % 1 8 % 6 % 1 0 % 1 % 2 %

地 方 文化 施 設 1 1 % 8 % 4 % 3 % 0 % 2 %

宝垂 美術館 .

博物 館 4 % 6 % 3 % 2 % 0 % 3 %
ノ ヽ.

) 日

系
ス ポーツ施設 2 5 % 1 6 % 1 2 % 7 % 3 % 1 3 %

教育施 設 3 % 2 % 1 % 1 % 0 % 1 %

小 計 8 8 % 7 2 % 4 0 % 3 0 % 1 0 % 3 4 %

商 商 業施 設
3 5 % 5 1 % 6 3 % 1 2 % 1 1 % 5 6 %

…一:
.

､
J
フ ドこ

娯楽施 設 1 7 % 1 6 % 1 0 % 3 % 8 % 2 9 %

飲食店 2 1 % 2 4 % 2 7 % 4 % 3 % 3 6 %

莱
小 計 7 3 % 9 l % l OO % l 9 % 2 2 % l 2 ー%

自
公 園 1 1 % 1 9 % 2 3 % 3 % 2 % 1 3 %

然

系
自然 2 1 % 2 8 % 1 7 % 9 % 7 % 2 8 %

小 計 3 2 % 4 7 % 4 0 % 1 2.
% 9 % 4 1 %

その 他 1 2 % 2 1 % 1 8 % 1 2 % 7 % 1 4 %

総 計 3 29 % 3 74 % 3 4 0 % 1 7 0 % 1 52 % 3 72 %

[ 利用する地域施設の 所在地]

ちな み に各 タイ プが 利用 す る ｢ 地 域施設｣

の 所在 地 は, 【C l】 【C 2】【C 3】【C 4】 で は 白

市町村内が多く ､ 【C 5】【C 6】 は概ね半々 であ

るが若干他市町村が多 い ｡

外 出先が少な く , 交通 事情が拘束され て い

る 【C 4】 が白市町村 の 利 用が多い の は道理 で

ある が､ 余暇 生活 に お ける 地域施設 の 要求が

低 い 層で あ る 【C 5】 は他 市町村 の 施設 を利用

して い る こ とか ら ､ 余暇 を 過 ごす場所 へ の 要

求 を確認 し､ そ れ ぞ れ に 合わ せ た施設整備を

す る必要があ る｡

図 4-6 各タイプ の利用す る
｢ 地域施設｣ の 所在地

表 4-7 各タイプ の利用す る
｢
地域施設｣ の 所在地

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

総数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

4 箇 所 選択 2 5 3 2 1 5 6 4 5 7 6 1 1 6 0 1 3 2 8 2 9 9 6

未 回答者 1 8 3 7 1 1 1 4 4 3 6 1 0 6 2 1 2 7 0 2 3 6 1

回答 者数 6 9 5 4 5 0 1 4 0 9 8 5 8 6 3 5

白市町村 内

他 市町村

6 1 % 6 3 % 6 3 % 6 9 % 4 7 % 4 4 %

3 9 % 3 7 % 3 7 % 3 1 % 5 3 % 5 6 %

総計 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %
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4 - 2 -4 L S に み る生活構造 の変化

こ こ ま で ､
L S の 各タイ プに つ い て ､ 生活背

景 と余暇を過 ごす場所の 選択特性をみ てき た｡

こ れ ら を生活構造 と位置づけ､ 前章 と同様に ､

地域施設 の 利用 に大 きな 影響 を及ぼす , (I) 宿

在 的活動要求 の 推移 ､ ②施設 を過 ごす場所 の

選 択 パ タ
ーーンの 推移を ､ そ れぞれ 生活背景 の

変化 との 関係をみ ながら整理す る｡

潜在的活動 要求 をみ る と ( 図 4 - 7) ､ ど の タ

イ プで も余暇 を充実す る為の 選択行勤 の 需要

は高 い ｡
しか し､ 高い 目的意識 を も つ 選択行

動に限 っ て み る と ､ 【C 3】 は低く ､ 育児家事 へ

の 関心が 高 い は ど余暇活動 へ の 要求 は抑え ら

れ る こ とが 分 か る｡ これ は ､ 前章 で み た ､ 結

婚後か ら 子 どもが ある程度成 長する ま で ､ 余

暇活動 の 要求が停滞する こ と とも 一

致する ｡

一

方 ､ 地 域活動 に不参 加の 【C 5】【C 6】 を

含 め ､ 他 の タイ プは高 い 目的意識を も っ た 選

択行動 の 選択 は 多く ､ 特 に積極的に地域活動

に参加 して い る 【C l】【C 2】 で は非常 に多い ｡

組織的な 括 動 へ の 参加 は ､ 高い 目的意識が顕

在化 した も の と み なす こ とが で き る｡ 潜在的

な 活動 要求 を顕在化 させ る こ とが余暇 の充 実

に つ な が り
､ 余 暇 を過 ごす地域施設 にお い て

は ､ 個人 の も つ 要求を刺激す る仕掛 けが必 要

で は な い だろうか ｡

図 4-7 L S に み る 潜在的活動要 求の特徴

ま た､ 余暇 を過 ごす場所 の 選択の 推移をみ

る と ( 図 4 - 8) ､ 【C l】【C 2】【C 3】【C 6】 で は

地域施設 を殆 どの 人が利用 して お り ､ 相応 の

需要が ある とい える ｡

一 方 ､ 前述 して きたよ う に ､ 地域施設 の 利

用 は 【C 4】 【C 5】 で は 少な い ｡ 両タイ プ とも

休養志 向で あるが ､ そ の 要 因は異な る ｡ 【C 4】

は 交通が不便で あ るために外 出を抑制 さ れて

い る こ と に対 して ､ 【C 5】 は外出 に対 して 関心

が薄い と い え る ｡ とはい っ て も ､ 両タイ プ とも ､

余暇 を過 ごす場所 と して 地域施設 を選択す る

人 は か な り の 割合 で 存在 し , 地域施設 に対 し

て
一

定 の 需 要が あ る｡ ま た､ こ の 両タイ プは

自宅で 余暇 を過 ごさ な い 人も多 い ｡ 彼 ら は余

暇活動 へ の 要求 自体は も っ て い るが ､ 自宅あ

る い は地 域施設が過 ごしずら く ､ 自分の 居場

所を喪失 して い る懸念 もある ｡

地域施設 の 利用 を増やすた め に ､ 無駄 な利

用を促 進す るわ けで はな い が ､ 休養 を 重視す

る 人の 受 け皿 と して の 地 域施 設整備 も必 要で

は な い だ ろうか ｡ 彼 らが地域施設 の 利用 が少

な い の は ､
こ うい っ た面か ら の 整備が不十分

で ある こ との 裏返 しと も読 め る ｡ 特 に ､ 自宅

で 余暇を過 ごさな い ( ある い は ､ 過 ごせな い)

層 に対 して は ､ 地域施設がそ の 拠 り所 と な る

場所 を提供する必要があるだろう(つ

図 4- 8 L S にみ る余暇を退 こす場所選択の 特徴
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以上 か ら ､ タイ プによ らず､ 多く の 人が余

暇活動を行う要求 を有 して い る こ とが明らか

とな っ た｡
しか し

一 方で ､ 休養志向の 人 の 生

活 の 拠 り所 とな るよ うな 施設整備がな され て

い な い ため ､ 利用 が 少な い 人 が存在す る こ と

も明 ら か とな っ た o な か に は ､ 地域施設 を必

要 と しな い 人も もち ろん い る だろうが ､ 地域

施設 の 現状 の 整備状況に よ っ て ､ 余暇活動を

行う こ と に支障 を来す場合がある と も考え ら

れ る ｡
つ ま り ､ 施 設の 作り方次第で ､ そ れ ら

の 人々 の 要求 に合 う､ 生活の 拠 り所を形成 で

き る可能性があると もい える ｡
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3 - 3 L S にみ る地域施設の 利用形態

前節 まで に ､ 地域住民が生涯 を通 じて余暇

活動 へ の 要求 を も ち ､ 実 際に地域施設を利用

して い る こ と を み て きた ｡ 但 し ､ 休養志 向の

人 は地域 施設は 生活の な かで あ ま り多用 して

い ない ｡
こ れ は ､ 外出自体 に関心 が低 い こ と

に よ る部分 もあ るが ,

一

方で ､ 現状 の 地域施

設整備が地域住民の 感 じる ､ 余暇 を充実さ せ

る行動 と合致 して い な い こ と によ る場合 もみ

ら れ る ｡
こ こ で は , 地域住民が 自宅 や職場 ･

学校 以外 で 余暇 を過 ごす場所 を選択する 際の

要因を捉え るた め ､ 余暇を過 ごす場所の うち ､

最 も よ く利 用す る地域施設に つ い て ､ そ の 利

用形態 を把握する ｡

こ こ で の 利用形態 と は [利用頻度] [ 交通手

段] L 同伴形 態] [ 選択理 由] とい っ た基本的

な 項目 に加 え ､ 生活者が地域施設 を ｢ どの よ

うな 場所 と捉 え て い るか｣ を [ 施設像] と し

て い る rJ 特 に [ 施設像] は利用者側か らみ た､

地域施 設の 選択要 因と して 重要な 項目と位置

づける ｡

ま た ､ 本節で は地域住民 の 地域施設 へ の 根

底的な = : - ズ を捉え るため ､ 施設種 によ らず､

利用す る施 設を横断的に ｢ 地域施設｣ と して

分析す る｡

表 4- 8 各 タイプ の 最もよく利用する地域施設

C ー C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

総数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

未 回答 者 1 4 0 8 8 2 9 1 7 6 2 4 5 1 6 6

回 答者 数 4 9 3 3 0 3 1 1 5 1 1 4 8 7 5 8 3

社
( ∠さ､

図 書館 9 % 1 2 % 7 % 1 3 % 9 % 9 %

コ ミ ュ ニ テ ィ施設 2 2 % 1 2 % 5 % 2 3 % 5 % 1 %

地 方 文 化施 設 4 % 2 % 2 % 5 % 1 % 1 %

闘 美術館 一 博物館 ー% 1 % 0 % 0 % 0 % 1 %
)
日

系
ス ポーツ 施 設 1 3 % 1 2 % 6 % 1 4 % 9 % 8 %

教育施 設 5 % ○% 2 % 0 % 1 % 1 %

小 計 5 4 % 3 9 % 2 2 % 5 5 % 2 5 % 2 0 %

商 商 業施 設 2 7 % 4 3 % 6 6 % 3 1 % 3 9 % 5 4 %

…一:
.

)
フ ドこ

娯楽施 設 5 % 5 % 0 % 2 % 2 1 % 1 1 %

飲 食店 4 % 5 % 6 % 1 % 7 % 9 %

莱 小 計 3 7 % 5 3 % 7 2 % 3 3 % 6 7 % 7 4 %

そ の 他 1 0 % 8 % 6 % 1 1 % 8 % 6 %

総計 1 0 0 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 00 %
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各タイ プの 最も よ く利用す る地域施設 に対

し､ 利用形態 をみて い く ( 図 4 - 9 ､ 表 4 - 9) ｡

[ 利用頻度]

利用 頻 度 を 『日 常的』 『定 期的』 『不定 期』

に大分類す る｡

どの タイ プも 『定期的』 が最 も多 い ｡
L C で

も同項目が主要な 回答で あ っ た こ とか ら､ 地

域施設 を利用 する 上 で 最も ス タンダ ーードな 利

用頻度 とい え る｡ 但 し､ 施設の 常連 とも い え

る 『日常的』 は ､ 各タイ プと も 一 定 の 割合で

い る ｡ その な か で ､ 特 に家事育児 へ の 関心が

高 い 【C 3】 の 1 / 4 程度 が 常連 で あ る こ と は

特徴的で あ る( ) 同タイ プは家族 と 一 緒 に施 設

を利用する こ とが 多く ､ 子どもの 教育の 為に ､

頻 度 高 く 施 設 を 利 用 して い る こ とが 分か る

( L C の ( 子 ども幼少期) も同様) 0

ま た ､ 有 職者で ある 【C 5】【C 6】 の タイ プ

は 『不定期』 が 他 の タイ プよ り多 く ､ 時間的

拘束が大 き い 人 々 が多 い こ とが分か る ｡ 特 に ､

家族 と の 時 間を も つ こ とを重視 し ､ 外出先 も

多 い が ､ 勤労者の 割合が高い 【C 6】 は 『日常的』

が最 も少な く ､ 時間的拘束が余暇の 施設利 用

を大き く抑制して い る こ とが分か る｡

[交通手段]

交通 手段 を 『徒 歩 + 自転車』 『自動車 + バ

イ ク』 『公共交通』 『そ の 他』 に大分類する (〕

日 常 生 活 の 交通 手 段 に 不便 さ が み ら れ る

【C 4】以外 は 『自動車 + バイ ク』 の 割合が高い ｡〕

そ の 【C 4】 は 1 / 4 以 上が 施設 へ の ア クセス に

『徒歩 + 自転車』 を選択 して い る ｡ 彼ら は白市

町村 内の 施 設を 利用す る傾向が あり ､ 交通 の

不便 さが施 設選択 の 幅を狭 め て い る こ と が明

白であ る( ,

[ 同伴形態]

同伴形 態 を 『ひ と り』 『家族』 『グル ーープ』

に大分類する ｡

『ひ と り』 は どの タイ プで も 一 定 の 割合で 存

在 し ､ 普遍的な 過 ごし方で あ る こ とが確認で

きる ｡ 特に有職者である ､ 【C 5】【C 6】 で多く ､

余暇生活 に時間的拘束の影響が大きい 人々 が ､

気分転換 に少 し立ち 寄 る とい っ た状 況が 多そ

うで ある ([ 施設像] 参照) 0

『家族』 もタイ プによ らず 一 定の 割合で 存在

する ｡ と は い え , そ の 割合 の タイ プ間 の 相違

は大 きく ､ 育児 家事を重視す る 【C 3】 で は 6

割以 上 とな っ て い る
｡
こ の タイ プは ､ 特 に自

宅以外 の 子 育て ･ 教 育の 場 と して ､ 地 域施設

に期待を も っ て い るの だ ろう｡

一 方 ､
U

l

家族』

の 割合 は家族 と
一

緒 に過 ごす こ と に充実 を感

じて い る 【C 2】 【C 6】 で も高 く ､ 順 当 な結果

で ある ｡

『グル ー プ』 は地域活動 に積極 的に参加 して

い る 【C l】 で 半数 と多 い ｡ 特に ｢ 趣味 を通 じ

て の 友 人｣ が多 く ､ 地域活 動に参加す る こ と

で ､ 余暇 を
一

緒 に過 ごす馬鹿 間を得 て い る こ

とが分 か る ( ある い は ､ 地域活動 へ の 参加 自

体が ､ 余暇 に最 も行 う活動 で あるか も しれ な

い) ｡ ま た ､ 【C 2】 【C 4】 も 【C l】 ほ どで は な

い が 『グル ー - ブ』 で の 利用 が多い ｡
こ の 両タ

イ プは地域活動 へ の 参加 は多 く な い が ､ 前述

と 同様 ､ 趣 味 を同 じ くす る友人 と 一 緒 に過 ご

す こ とが多 い (
〕
ち な み に両タイ プと も無職で

あり ､ 友 人を つ く る時間は 有職者よ りあ る と

い え る( 〕
一

方 ､ 【C 5】【C 6】 の 有職者 はど 『グ

ル
ー プ』 で の 利用は少な い (そ の 代わ りに 『ひ

とり』 が多 い) (〕 個人 単位 と して は と っ かか り

や す い ､ 趣味 を通 じて の 友 人を確保で き る か

否か で 施設 の 同伴者 が決 ま る と い っ て も 過言

で は ない だろう〔⊃
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[選択理由]

施設 の 選択 理由 を 『人 的要因』 『施設の サ ー

ビス』 『施設 の 立地』 『施設の 内部』 に大分類

する ｡

各タイ プ とも共通 して ､
『人 的要因』 と 『施

設の 内部』 の 選択が多い ｡ L C 視点 の分析 と同

様 ､ や は り施設で の 人間関係と アク セ ス を含

む施 設の 立地 が ､ 施設利用 の 際 の , 主要な 選

択要因とな っ て い る ｡

タイ プ間 の 大 き な 違 い と して 特徴的な の が ､

育児家事 へ の 関心 が高 い 【C 3】 が 『施設の 立

地』 を特 に気 に して い る こ とで あ る｡ 同タ イ

プは ｢ 家や学校か ら近い｣ ｢ つ い で利用でき る｣

: 交通が便利｣ とい っ た 施設の アク セス面 に特

に執心 して お り ､ 身近な 地域 に､ 買 い 物の つ

い で な どに容易 に利用で きる子育て の 場を求

めて い る こ とが推測で き る( )

[ 施設像]

施設 を どの よ うな 場所 と して意識 し､ ニ

ズ を も っ て い るか を施設像と して捉え る｡ 『人

間関係 を形成する場所』『目的 に取り組む場所』

汀
｣

雰囲気 を享受する場所』 に大分類す る｡

『人 間関係を 形 成す る場所』 は L C と同様 ､

3 分類 の な か で は総 じて 低い (
) 特に有職で 非

外出 ･ 休養志向の 【C 5】 は 6 タイプ中最 も低く ､

他 者 との 人間関係を形 成す る場所 と しての ニ

ー-一一ズ は高く ない こ とが分か る｡

『目的に取 り組む 場所』 は 【C l】 【C 2】【C 4-】

で 高く ､ 余暇 を過 ごす場所に 目的性 の 高い 活

動 ( サ ーークル 活動 や個人 の 趣 味的活動) を 許

容する こ と を求め て い る ( ｢ 趣味｣ に充実 を感

じる タイ プ) 0

一
一 方 ､
『雰囲気を享受す る場所』 は【C 3】【C 5】

【C /6】 で 高い ｡ こ ち ら は 目的性 の 高 い 精勤 の

場 へ の こ - ズよ り も ､ 個 人が気軽 に立ち寄れ ､

思 い 思 い の 時間 の 過 ご し方が で き る場所を求

めて い る ｡つ

とはい え ､ 各タイ プ内の 『目的』 と 『雰囲気』

へ の ニ
ー ズを比較する と ､【C l】【C 2】で若干『目

的』 の 方 が高 い 他 は ､
い ずれ も 『雰 囲気』 の

方が 高い ( 程度 はか な り異な るが) ｡ 特に有職

者の タイ プとい え る【C 5】【C 6】 では 『雰囲気』

が か な り大 き い ｡ こ の 両 タイ プは ､ 明確な 目

的 を もたずと も ､ 気分転換 の 為 に容易 に立ち

寄れ る
=

場
=

を求めて い る と捉 えられ る ｡
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図 4-9 L S タ イ プに み る特定余暇施設の 施設利用形態
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表 4-9 各タイ プ の最もよく利用す る地域施設の利用形態

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

刺
用

顔

利用席数 4 9 3 3 0 3 ー1 5 1 1 4 8 7 5 8 3

頻度不 明 1 7 9 0 7 6 ー0

回 答数 4 7 6 2 9 4 ー1 5 ー0 7 8 ー 5 7 3

日
ほぼ毎 日 5 % 5 % 8 % 7 % 6 % 6 %

鷲 週 に 3 回以 上 l 2 % l 5 % l 8 % l 6 % ー4 % 8 %

的
小計 一重% -2 日% 2 6 % 2 2 % 2 0 % 1 嫡

定
週 にl 回壇 度 3 9 % 3 7 % 3 1 % 3 ○% 3 0 % 3 3 %

磨 那 月 に 2 回程 度 25 % 2 3 % 2 3 % 3 l % 2 3 % 2 g %
的

Jl 1計 塾 %一重1 %. 5 4 % 朗 % 5 3 % 6 3 % ;

不
月に 一 回程 度 1 3 % ー3 % 1 5 % 1 3 % ー5 % 1 6 %

定 月に 1 国未 満 6 % 6 % 5 % 4 % l 2 % 7 %

那
小 計 ……絹転…i.蚕蚕.‥.芝O % 1 7 % 2 7 % 2 3 %

総計 r 1 00 9るl O D % ー0 0 % ー0 0 % ー0 096 1 0 O %

利用解散 4 93 3 0 3 1 1 5 1 1 4 8 7 5 8 3

交通手 段不 明 1 3 9 1 6 3 1 ー

回答数 4 80 2 9 4 1 1 4 1 0 8 8 4 5 7 2

交

通

自 徒
徒 歩 8 % 6 % 6 % 1 2 % 5 % 3 %

転 歩 自転車 8 % 6 % 4 % 1 5 % 2 % 5 %

辛 +
小 葺6 % .茎3 ,a.≡l. O % 2 7 % 7 % 8 %

辛

段 J

i
q

撃
バイク 3 % 3 % 2 % 5 % ー% 1 %

自家用 車 7 6 % 7 8 % 8 3 % 6 4 % 7 9 % 8 4 %

小 諾申% :那 % :■8 5 % 6 9 % 8 0 % B 5 %

公共変遷 ;4 %....≡鮎 5 % 4 % ー0 % 6 %

その 他 l % 2 % D % l % 4 % l %

総計 l 00 % l O O % l O D96 ー00 % l OO % ー00 %

利 用総数

同伴形態不 明

回答 数

同
悼

形
態

4 9 3 3 0 3 1 1 5 1 1 4 8 7 5 8 3

1 9 1 0 1 1 〔) 5 1 4

4 7 4 2 9 3 1 1 4 1 0 4 8 2 5 6 9

4 1 % 3 7 %

3 4 % 3 7 %

グ
ル

;
.

フ

隣近所の 人

学生 時代 の 友 人

家族を通 じての 友人

趣味を通 じての 友人

戦場 や学校 の 人

その 他

8 % 5 % 2 % 1 3 % 1 % 1 %

2 % 2 % 1 % †% 6 % 5 %

2 % 1 % 4 % 2 % 2 % 1 %

3 3 % 2 2 % 6 % 2 3 % 9 % 7 %

3 % 1 % 2 % 0 % 5 % 9 %

4 % 3 % 0 % 2 % 1 % 3 %

5 0 % 3 5 % 1 4 % 4 0 % 2 4 % 2 5 %

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

選
釈

哩

由

利用搾数 4 9 3 3 0 3 l ー5 l l 4 8 7 5 8 3

選択理 由不明 2 5 ー2 4 ー1 5 1 5

回答数 4 6 8 2 9 ー 1 1 1 ー0 3 8 2 5 6 8

人 家 族友 人 と一緒に 3 5 % 3 9 % 4 3 % 2 8 % 1 8 % 3 5 %
的
斐
誰 にも 邪魔され す 2 2 % 2 3 % l 2 % 2 6 % 2 7 % 2 2 %

因
:

1jt 計 5 7 墾.
.
_
B 童蛮 5 塾 5 4 %. 4_

5 %
-
S =7 璽

+

;;
A7
サービス 内容充 実 9 % l 5 % l 4 % l O % l 3 % l 7 %

恥員 の 対 応 が よい 7 % 5 % l l % 4 % 4 % 7 %

小計
:

i
:■;S襲

:
≡
2 O % 2 5. % 1 4 % 1 7 %■2 4 %

施
設

窮 や学校か ら近 い 1 8 % 1 6 % 2 6 % 1 5 % 1 1 % 2 3 %

つ い で 利 用 で き る l l % l 9 % 2 5 % 9 % l l % l 7 %

の 交通 が便 利 l 4 % 1 6 % 2 3 % l 7 % 2 3 % l 7 %

立
地
周辺 環境 が よい 8 % 8 % 4 % ー0 % 4 % 4 %

小 一章≡享≡墾.垂9 褒 野 %- 室8 % 4 9 % 6 2 %

施 内部の重 岡気が よ
い ー6 % l 2 % l O % l 7 % l ー% ー4 %

設
の

内

施設 内が に ぎや か 3 % l % 0 % 4 % 4 % 5 %

施 設 内が 静か 6 % 8 % 2 % 9 % 9 % 4 %

部 か 計 索醇 2
､
】% i.袈拓 2 9 % 2 岳%

=~
至3 %

そ の他 1 8 % 1 5 % ー4 % ー2 % ー7 % 1 1 %

総計 ll 6 7 % l 76 % 1 84 % ー5 9 % 1 5l % l 7 796

施

設

倭

虎
設

利用 給数 4 9 3 3 ○3 1 1 5 1 ー4 B 7 5 8 3

施設像不 明 1 8 1 0 2 1 3 7 1 7

回答数 4 7 5 2 9 3 l l 3 1 0 1 8 0 5 6 6

:
?i

人の集ま り 4 % 1 % 0 % 5 % 5 % 0 %

豪族友人と過 ご す T 3 % l 8 % 3 0 % l 3 % l T % l 9 %

知 人 に会 える T 1 % 9 % 4 % l 2 % 4 % 3 %

J]さ夢 喜萱璽_
≡萱_*
-
_
I:;室墜ヨp %

_
2 O % 2 3 %

敬

･

□

;
,

;

=

所

自分 のl持間 を過 ご す 2 1 % 2 3 % ー7 % 3 4 % 2 0 % 1 8 %

用事仕事を済 ませ る l 3 % l 9 % 3 0 % 9 % l 6 % l 8 %

新し い 発見 9 % 1 D % 4 % 7 % 5 % 8 %

連 ぷ 5 % 4 % 5 % 4 % 9 % 1 3 %

の 好 きな 活動 3 0 % 2 0 % 9 % l 9 % 6 % 9 %

イ
メ

l

小計 7 8 % 7 6 %. 6 5 % 7 2 % 5 6 9i 6 6 %

習tK 的 に行 く 7 % ー0 % 1 6 % 7 % T 3 % 1 0 %

ど 立 ち寄 り 1 3 % 1 3 % 2 1 % 1 1 % 2 1 % 2 3 %

蔓雰 居心 地 よ い 8 % 7 % 8 % 1 2 % 8 % 6 %

す 園
る 気
暇 を つ ,3r す 7 % 8 % l 2 % l D % l 4 % l 4 %

場 を 気分 転換 3 2 % 3 2 % 2 3 % 3 3 % 3 6 % 3 3 %

節
休憩 3 % 2 % 4 % 2 % 5 % 4 %

小計 7l % 7 3 % 8 4 % 7 4 % 9 6 % 9 O %

そ の 他 7 % 7 % 5 % 7 % 3 % 7 %

構計 l 8 4 % l 84 % l 8 B % l 8 3 9る l 7 5 % 1 8 6 %
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第 4 車 生活様式に 応 じた個 人 的 な余暇活動実態

4 - 3 - 2 L S にみ る地域施設の利用形態の 特徴

以 上 ､ 各タイ プの 最 も よ く利用す る地域施

設 の 利用形態 をみ て きた が ､ 主 な特徴を以下

に整理 する ｡

[利用頻度]

各タイ プと も半数以 上 が定期的に余暇を 地

域施設で 過 ごして い る ｡ 但し ､ 施設 の
=

常連
"

と も い え る 『日 常的』 は ､ 各タイ プ とも
一

定

の 割合で い る ｡ 特 に家事育児 へ の 関心 が高 い

【C 3】 は､ 子 どもの 教育の為 に ､ 頻度高く施設

を 利用 して い るo 一 方 ､ 有職者 は
=

常連
' '

が

少な い ｡ 時間的拘束 に よ り ､ 余暇 の 施設利用

が大きく抑制され て い る｡

[ 交通手段]

基本的 に自動車で も ア クセ ス が多 い が､ 日

常 生活 の 交通手段 に不便さが み ら れ る 【C 4】

は徒歩や自転車で の ア クセ ス が多い ｡ 自動車

利用 の 自由度が ､ 施設 へ の ア クセ ス を規定 し

て い る
｡

[ 同伴形態]

どの タイ プも 『ひ とり』 『家族』 『グル ー プ』

の どの 利用単位 もみ られ る ｡ 但 し､ 当然そ の

内訳は 異な る ｡ 子育 て期 の 多い 【C 3】 は家族

との 利用が多 い し､ 地域活動に積極的な 【C l】

は グル ー プが多い ｡

傾向 と して は ､ グル ー-- プの 場合 ､ そ の 多 く は

趣味を 通 じて の 友人で あ る｡ 一 方 ､ 趣味を通

じて の 友 人を み つ けら れ な い と ､ ひ とり を利

用 単位 と しやす い ｡ 後者は ( 時 間的拘束 の 影

響 もあり) ､ 有職者 に多 くみ られ る｡

[選択理由]

各タイ プとも共通 して ､
『人的要因』 と 『施

設 の 内部』 の 選択が多い ｡ 特 に育児家事 へ の

関心が高 い 【C 3】 は ､ 施設の ア ク セス 面 に特

に執心 して お り ､ 身近 な地域 に ､ 貝い 物の つ

い で な どに容 易 に利用で きる子育て の 場を求

めて い る ｡

[施設像]

多く の タイ プは 目的性 の 高い 活動 の 場 と し

て の ニ
ー ズ と ､ 固有の 目的がな く て も気軽 に

訪れ る こ とが で き る場 と して の ニ ー ズを両方

有 して い る ｡ 但し , 有職者で ある 【C 5】【C 6】

の よ うに ､ 後者 へ の ニ
ー ズが明 らか に高 い 層

もみ ら れ る ｡ 両タイ プと も公共施設 を余暇 を

過 ごす場所 と して はあ ま り利用 して い な い層

で もある ｡ 公共施設 に対 し , 特定 の 目的がな

くて も気軽 に利用で き る と して の 整備が求 め

られ る ｡

以上 みて き たよう に ､ タイ プに よ っ て 地域

施設 の 利用形態 は特徴があ る｡ こ れ ら は地域

施設 を整備す る上 で ､ 十分考慮す べ き要件で

あり ､ 各タイ プの 生活構造 と併せ て 革 ま とめ

にて再整理 する ｡

前章 同様 ､ 次項 で は本章 の ま と め と して ､

L S の 各タイ プにお い て 特に大き な変化 の み ら

れた [ 同伴形 態] と [ 施設像] に つ い て ､ 生

活背景 との 関係をみ ながら再度整理 する ｡

- 8 1 -



第4 車 生活様式に応 じた個 人 的な余喉 活動 実態

4 -4 L S にみ る地域施設の 利用構造

これ まで ､ 地域住民 の 個人 的な 余暇活動 を

行う地域施設 に つ い て考察 して き たo 地域 施

設 の 利用構造 と して ､ 地 域施設の 選択 特性 と

利用形態の考察よ り得 られた知見を整理 する ｡

○余暇を過 ごす場所 の 選択特性と

余暇活動の場所と して の整備の 必要性

地域施設の 利用が少な い層( C 4 ､ C 5) と して ､

職の 有 無 に関わ らず休養 をす る こ とに充実 を

感 じる 人がい る ｡ さ ら に ､
こ れ ら の 人 々 の な

か には ､ 余暇時間を自宅で過 ごさ な い人 も少

な く な い
｡ 但し ､ 彼 ら の 潜在的 な余暇活動要

求 は ､ 目的意識を も っ た選択行 動 ( 自宅以外

で行 う場合が多い 行動) の 割合 も多 く ､ 単 に

休養 をす るた め に外出 を面倒が っ て い るの で

は な く ､ 現状で は､ 彼 ら の 要求 に合う地域施

設の 整備がな されて い な い と捉え られる ｡

- 地域施設 の 利用 を増や すため に､ 無駄な 利

用 を促進す るわ けで は な い が､ 休養 を重視 す

る人の 受 け皿 と して の 地域施設整備も必要で

は な い だ ろうか o 彼 ら が地域施設 の 利用が少

な い の は ､
こ うい っ た面 か ら の 整備が不十分

で あ る こ と の 裏返 しと も読 め る｡ 特 に ､ 自宅

で 余暇 を過 ごさな い ( ある い は ､ 過 ごせ な い)

層 に対 して は ､ 地域施設 がそ の 拠 り所 とな る

場所 を提供する必要があ るだろう ｡

○余暇を過 ご す相手の 相違

地域活動 に積極 的に参加する層 ( C l) はそ

こで 得た仲間 と
一

緒 に施設利用す るた め､ グ

ル
ー プで の 利用が多 い o

ま た､ 子育 て に 関心

の 強い層 ( C 3) は女性 の ( 子育て 幼少期) の

割合が多く ､ 家族 ､ 特に子 どもの 付き添 い と

して の 利用 が多い こ とが推測 さ れ る｡ 有職者

で休養志 向の 層 (C 5) はひ と りで の 利用が多

い とい っ たよ うに ､ 余暇を共に過 ごす相手 は

そ れぞれ相違がみ られ る ( 図 4 - 1 0) ｡

- 同伴形態 を切 り 口 に ､ 第 5 章 に て改 めて 分

析する ｡

○余暇活動の 多様性

施設 に抱 くイ メ
ー

ジ ( 施 設像) に も特徴的

な 相違がみ ら れ る ( 図 4 - l l) ｡ 地域活動 に積

極的に参加す る層 ( C l) 及び無職者の 割合が

高い 層 (C 2 ､ C 4) で は , 特定 の個人的な目的

に取 り組む場所 と して 施設 を位置づけてい る ｡

一

方 ､ 有職者の 割合が高 い 層 (C 5 ､ C 6) で は ､

特定 の 個人的な目的 に取 り組 む場所 と して の

イ メ ー

ジ は低く , む しろ雰 囲気 を享受す る場

所 ､
つ まり 目的外利用が で き る場所 と して位

置づ けて い る｡ こ れ ら は 自宅以外で 行う余暇

活動 の 多様性 と して ､ 特定 の 目的 をも っ た活

動だ けで な く ､ 目的外 に施設 を訪れ る とい っ

た個人的な余 暇活動活動 ( 余 暇の 過 ごし方)

もある こ とを示唆して い る ｡

- 特 に ､ 雰囲気 を享 受す る場所 ､
つ ま り 目的

外利用がで きる場所 と して位置づ けて い る層

( c 5 ､ C 6) は ､ 公共施設 を余 暇を 過 ごす場所

と して は あ ま り利 用 して い な い 層 で もあ る ｡

目的外利用を行 う場 と して ､ 公共施設 が選

択 され な い の は ､ 公共施設が元来 ､ 目的に取

り組む 場所 と して ､ そ れ に必要な サ ←

ビス を

提供するよう整備 され て きた こ とによ る ｡

ー8 2 -



第4 車 生活様式に 応 じ r= 個 人 的 な余吸活動実感

こ れ ら を要求 と して さ ら に整理 し ､ 公共施

設 が目的外利用 を も許容す る必要がある こ と

を次章で考察する ｡

囲 4 -l O 生 活様式に応じた地域施設の 同伴形態

本章 で み て き たよ うに ､ タイ プ別 の 生活特

性 ､ 利用特性 に配慮 した施設計 画が 必要で あ

る
c
そ れ ら に対応す る ため､ 地域施設の 改善

が必 要で あり , そ の ために は既存 の 施設種の

枠 に 囚わ れ な い 施設機能 の 再構 築が必要 と考

え られ る ｡
上記 に加 え, タイ プ別 に大 きな特

徴の み ら れた同伴形 態別 にそ れ ぞれ が地域施

設 に求 め る 要求を 整理 し ､ 個人 的な余暇活動

を行う地域施設の 整備要件を得たい ｡

図 4-1 1 生 活様式に応じた地域施設の施設像

- 8 3
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第 5 章 同伴形態に 着目 した

個 人 的な余暇活動 実態

5
-

1 同伴 形倦別 の 地 域 住 民 の

溝成割合

5 - 2 同伴 形倦に み る

余暇を過 ごす場所 の選択特性

5 - 3 同伴 形倦に み る 地 域 施 設 の

利用形愚

5 - 4 余 暇 を過 ごす場所 の 整備要件



第5 寺 岡伴形態 に 着目 した個 人的 な余暇 活動実態

5 - 0 本章の 目的

前章 まで に ､ ⅠノC 及び u の 観点か ら個人 的

な余暇活動 を行 う際 にどの 施設 を ､ どの よ う

に利用 して い る か とい っ た地域施設の 利用構

造 を考察 してきたD

そ の なかで 特 に ､ 生涯を通 じて ､ また 生活

様式 によ っ て ､
『余暇を 一 緒 に過ごす相手』 に

特徴がみ られた o 本章で は,
『余暇を

一

緒に過

ごす相 手』 に着目 して ､ 地域施設の 利用形態

を捉え る ｡

一

緒 に過 ごす相 手がひ とりなの か ､ 家族 な

の か ､ あ る い は 他者で ある の か は余暇の 過 ご

し方 ､ 地域 施設 の 利用構造 ､ ひ い て は余暇 を

過 ごす 場所 と して の 地域施設 へ の 要求 に大き

く 影響す る と考 え ら れる ｡ 本章 で取 り上 げる

[ ひ と り] [ 家族] [ グル
- プ] は､ 余暇を過 ご

す際に最も基本 とな る同伴形態である ｡

図 5 - 1 は L C ･ Ⅰ5 の 各段階 ･ タイ プの 利用

単位 の 推移 を 示 し た もの で ある ( 再掲) ｡ 各

章末で みた よ う に , 各段 階
･ タイ プに はそ れ

ぞれ主な 同伴形 態がある o 同伴形態別 の 地域

施設 の 利用 構造 を捉え , それ ぞれ の 要求を明

らか に する こ と によ り ､ 現状の 課題 を見出 し ､

L C ･ u の 各段階 ･ タイ プの 要求 にも対応 し

た 地域施設整備 に つ な がるもの と考え る D

また ､ 表 5 - 1 に本章で 扱う同伴形態別 の 回

答者割合を示す ,3 L ひ と り] [ 家族] [ グル
ー プ]

の 割合 に大 きな偏 りは ない c [ グル ー プ] に つ

い て は ､

一 緒 に過 ごす相手に幅広さ があるが ､

回 答割 合 の 偏 り か ら ､ ま た､ ひ とり ､ 家族 と

は 明確 に異な る ､

"

他者
''

と過ごすと いう点か

ら ,

一

括 り にす る u

園 5-1 各段階
･ タ イプ の 同伴形態

図 5-1 同伴形態別の 回答割合

ひ とり 5 5 9 2 9 %

家族 6 6 ー 3 4 %

グ ループ

餅;丘所の 人 9 5 5 %

3 6 %

学生時代 の友 人 5 6 3 %

家族を通 じて の友 人 2 6 l %

趣味を通 じて の友 人 3 8 2 2 0 %

織場や学 校の 友人 8 3 4 %

そ の他 5 7 3 %
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第5 章 同伴形態 に着目 した個 人 的 な余暇活動実態

5-1 同伴形態別の 地域住民 の構成割合

｢ ひ とり｣ ｢ 家族｣ -ブ ル ーーー7
o

｣ の 同伴形態別 に ､

各段 階 ･ タイ プが どの 程度 い るか を示 した の

が､ 表 5 - 2 で ある (〕

L C の 段階別の 同伴形態割合を模式的に示 し

た の が図 5 - 2 で ある ｡

調査 1 にお い て はサ ン プリ ン グの 関係上 ,

子 ども独立期 と高齢期 に属す る人が多 い の は

考慮 しな く て は な らな い が､ 今後も社会が 高

齢化 を続ける こ とを考 え ると ､ 無為で はない ｡

第 3 章 で み た通 り ､ 全体 と して ｢ ひ と りj

で 余暇 を過 ごす者 は †子 ども独立期) が､

｢ 家

族｣ で余暇 を過 ごす者 は †子ども幼少期) が ,

l~グル ー プ｣ で 過 ごす者は( 学生期) と( 高齢期)

がそ れぞれ多い ｡

同 じく ､ L S の タイ プ別 の 同伴形態割合を模

式的 に示 したの が図 5 -3 で ある ｡

こ ち ら も地域活動 に参加 しな い 有職者で あ

る 【C 6】 に属する者 が多 い こ とを考慮 しな く

て は な らな い が ､ 現実 に もそ れ ら の 人 々 は多

い と い え る
｡

第 4 章 で み た通 り ､ 全体と して ｢ ひ と り｣

で余 暇 を過 ごす者 は地 域 に知 り合い を つ く り

に くい 【C 6】 が ､
｢ 家族｣ で余暇 を過 ごす者 は

家族 と の 時間を 重視する 【C 2】【C 3】 が ､
｢ グ

ル
ーープ｣ で 余暇 を過 ごす者は 積極 的な 地域活

動 へ の 参 加層で あり , 地域に仲間を つ くり や

す い 【C l】 がそ れ ぞれ多い ｡

以 上 の I JC ､ L S 別 の 割合 を考 慮 しな が ら ､

本章で は 同伴形態 によ る余暇を過 ごす場所 の

選択特性 ､ 及 び施設の 利用形態 ･

ニ
ーーズを捉

えて い く
｡

- 8 5 -



第 5 章 同伴形 ,g E こ着日 L た個 人的 な余暇活動実態

* l コ マ が 1 % を 示 す｡

ひ と り 家族 グル - プ

( n = 5 1 3) ( n = 5 9 7) ( ∩; = 6 6 4)

l l l

l l l

i i

f

H
蒜提 ､ -

:~一重≡
;

/ ■ 整蓮
､

㌔ ≡胃こ / 1l
/ ㌔ ㌔ 臥. 誉±立

:

室室
H

i 歩
iZF ■ I 韓塗 I) ー)宍臣一月 J

t ー 柑l l一 I / / / / A ＼
＼

→ 一i 胃ii市il E 5R 局;i
> く > く > くJ 5 i一;i > < 6 i 6 ii(J (

､

§≧ > く > < > < > < 局;i

E≡ヨ 学生 関

町 す虫勇確

[;≡コ 新暦1.q

田 子 と も幼少朋

[ コ 子と も成長柏

[三∃ 子と も独立 朗

[ココ 高齢_
q

男性

E;] 学生瑚

【≡コ 独 身朋

[]コ] 有昭
.

新 婚娼 E ∃ 無弧
･

新婚偶

因 有職 . 子 ども幼 少粥 圏 無職 ･ 子 どもカ少姻

E二□ 有職 ･ 子 とも成 長映 巨∃ 無限 ･ 子ども成長"fl

E:∃ 有職
. 子 ども独 立胡 E ∃ 無職

. 子ども独立娼

[ニコ 高齢和

女 性

図 5-2 同伴形態の L C 構成模式図

* l コ マ が 1 % を 示 す｡

ひ と り 家族 グル ー プ

( ∩ = 5 0 3) ( ∩ - 5 6 9) ( ∩ = 5 6 4)

/ / /

B)ヨf r l H M ト 臣‡
/ / / ー】I+ 卜 u
/ / / / / ‡! H 1 i E M

/ / ′

/
/ / / ノ

/ / / > く > く--1==t_ n
t 1 1

l刑 4l ! I u F‡ 【 F丑 i > < > < > く > く > く

EBi ド t i ‡ ‡ー 【】 壬1 ー] i > < > く > < > く > く

EEI l一】 lⅡ】 壬~ 冒 冒 H E表 f > く > く > < > < > く

ぢ5I屈き事X Li5 l H H h H I) l書 > < > < > く > < > く

> < > く > く > < > < > く > く > く > く > く > < > < > く > く > く

> く > く > く > < > く > < > < > < > く > < > < > < > < > く > <

> く > < > く > く > < > く > く > く > く > く > < > < > く > く > く

> く > く > く > く > く > く > く > く > く > < > く > < > < > < > <

E 司 C l [Ⅱ] C 2 EZ2 C 3 J = C 4 E 3 C 5 [三∃ C 6

図 5- 3 同伴形態の L S 構成模式図

表 51 2 同伴形態の L C
･ L S 構成

( 該 当戦) ひ とり 豪族 グル- プ

給敷 (l 9ー9) 5 5 9 6 61 6 9 9

L C 不明 (1 4 5) 4 6 6 4 3 5

回答 数 (l 7 7 4) 5 ー3 5 9 7 6 6 4

男

也

学 生斯 (4 7) 3 % l % 4 %

独 身期 (7 6) 7 % 1 % 5 %

新 延期 ( 3 6) 2 % 3 % l %

子 ども幼 少期 (l 1 4) 5 % l 2 % 3 %

子 ども成 長期 ( 6ー) 5 % 4 % 2 %

子 ども独立 期 (l 89 ) ー5 % 1 0 % 8 %

高齢期 (2 9 3) ー5 % 1 3 % 2 1 %

男性縛敷 (81 6) 5 l % 4 4 % 4 4 %
｢~
く1

女

性

学生期 (63) 3 % 2 % 6 %

日
成
独 身期 (93) 6 % 3 % 7 %

有時
.

新婚期 ( 2 3) 1 % 2 % l %

無聯 . 新婚期 (l5) l % 2 % 0 %

有織
.

子 ども幼少期 (B 4) 4 % l O % l %

無】戦
.

子 ども幼少期 (72) 2 % l O % 1 %

有恥
.

子 ども成長期 (5 5) 4 % 4 % 2 %

無恥
,

子 ども成長期 (l 9) l % 2 % l %

有瓶 . 子 ども独立期 (l らl) l 2 % 9 % 6 %

無恥
.

子 ども独立 期 (l O 6) 7 % 5 % 5 %

高齢期 (2 77) 8 % 9 % 2 7 %

女性滞数 (9 5 B) 4 9 % 5 6 % 5 6 %

総計 (ー7 7 4】l 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

lヨ
L
1

縛数 (ー9 ー9) 5 5 9 6 6 1 6 9 9

L S 不明 (2 8 3) 5 6 9 2 1 3 5

回答数 (l 6 3 6) 5 ○3 5 6 9 5 6 4

C 7 : Eg] 体表勤恵 投型 ( 4 7 4) 2 4 % 2 0 % 4 2 %

C 2 : 熊取/ 外出 . 敦族 重視型 (2 9 3) ー5 % 2 0 % l 8 %

日
成
C 3 : 育児頚事重視 型 ( l l 4) 5 % 1 3 % 3 %

C 4 淋位 / 非外 出一休査重視 型 (l O 4) 7 % 5 % 7 %

C 5 : 有坂 / 非外 出 .

休養重視 型 (8 2) 7 % 5 % 4 %

C 6~有ー昆/ 外 出- 象族 重視 型 (5 6 9) 4 2 % 3 7 % 2 6 %

給計 ( ー6 3 6) 1 ○0 % 1 0 D % ー0 0 %

- 8 6 -

r

･■
}

1 1 l た 亨･【



第 5 章 同伴形 態に 着目し た個 人的 な余暇 活動実態

5 - 2 同伴形態 にみ る余暇を過 ごす場所

まず , 同伴形 態別 の ､ 余暇 を過 ごす場所 の

選択特性を捉 える ( 表 5 - 3) 0

高齢 者 ( 自宅 で 過 ごさな い の は ､ 高齢単身

者に多 い) を多く含む [ グル ーープ] で は ｢自宅｣

の 選択が少な い ｡

ま た ､
｢~友 人 ･ 知人宅｣ は ､ [ ひ とり] < [ 家

族] < [ グル ー プ] と余暇生活 にお ける同伴

形態 が拡大する に従 っ て 多く な る｡

｢ 地域 施設｣ に つ い て み る と ､ 総計 はい ずれ

も 2 件 /

/ノ
/

人 程度 と大きな相違はな い ｡ 但し ､
｢ 社

会教育系｣ の 選択 に つ い て は 1 件′
/･
ノ′人 と余 暇

を過 ごす場所 の 選択が多 い [ グル
ー- プ] に対

して ､ [二家族] は 際立 っ て少な い ｡ これ は第3

章で 子育て 期 の 人 ( 家族で過 ごす こ とが多 い

人) も 同様の 傾向 を示 して い る こ とと も合致

す る (( 図 書館) に つ い ての み無職女惟で多少

選択 され て い る) ｡

ち な み に｢ 地域施設｣ の所在地は[
~
ひ とり] [ 家

族] で は 白市町村 の 内外が概ね 半々 であるが ､

[ グル ー プ] は 白 市町村 内が 多 い ( 表 5 - 4) .

あ る程度 量的整備がな され て い る公共施設 の

選択の 有無によ る もの と い え る(〕

｢ 地域施設｣ の 内訳 を模式的 に示 した の が図

5 - 4 で ある ｡

図中 の 表現 は ､ 図の 右下 の 2 種 の □型 コ マ

の 積 み 重ねで 示 して い る ｡ また ､ 2 5 % 以上 の

選択がされ て い る施設種 は黒塗 して い る ｡

[ ひ とり] で過 ごす場所 と して は ( 図書館) ( 商

業施設) を､ [ 家族] で過 ごす場所 と して は ( 商

業施設) を ､ [ グル
ー プ] で 過 ごす場所と して

は ( コ ミ ュ ニ テ ィ 施設) くスポ ー

ツ施設) ( 商

業施 設) を そ れ ぞれ 多用 して い る ｡
どの 同伴

形態で も ､ や は り く商業施設) の 選択は多い が､

[ ひ と り] で は 6 割程度 ､ [ 家族] で は 8 割程度 ､

[ グル
ー プ] で は 3 割程度 とそ の 割合に大 きな

相違がある(〕

上 記 を ま とめ る と ､ ひ と りで 過 ごす 場所 と

して は 図書館 , グル ー プで過 ごす場所 と して

は コ ミ ュ ニ テ ィ 施設や ス ポ ー

ツ 施設 とい っ た

団体で活動 で き る場所 を そ れ ぞれ 選択 して い

る
｡ 同伴形態 に よ っ て 余暇 を過 ごす場所 は 大

きく相違がみ られ る｡

ま た､ 家族で の 利用 の 場 合 ､ 公 共施設 の 選

択 は 少な い ｡
こ れ は ､ 公共施設 が家族 で 過 ご

す場所 と して の 整備が不十分 で ある ため で あ

り ､ 地域 に彼 ら の 受 け皿 と な る場所 が商業施

設 しか な い こ とを示 して い る( 〕 こ れ は公 共施

設の 大 きな課題 とい え る ｡

- 8 7 -



第5 章 同伴形 態に 者El した個 人的 な余吸 活動実.Q

* 国 中 のロ は 5
D

g ､ D は 1 % - 4 % を示 し , 例 えば 7 % は 口□ と表現 して い る o

ひ とり ( n = 5 5 7 ) 家 族 ( n 二 6 5 9) グル ー プ ( ∩ = 6 9 6 )

( 社
公 会
共 教
､ 一

胃
系

図書館 ■一■一■■ l 】 □□ J l l □ l

C 施設 正■■n ■■■■■■ m ■■ ■■■■■■l l l

地方 文化施 設 □D

美術館

ス ポ- ツ 施設 □□D ] l l 正■■■■■■ - ■■■一■ l■一■■

教育施 設 l■■■■■■】 叩■■n ■■¶
■社会教 育系 (公 共) 口口□□□□□白□ロ□Ⅲ□口D ■■■■■一 - - " l J M - r I J I ll J I ) J r

( 商
民 業
間 娯
一

葉

系

商業 施 隻 J J L J d A ) J L T l I L I J J I L 4 I I I I 1 1 I Il) r Iコ
■■■】 ■■■l - □□□ l l■■■■一

飲食店 □□□口l J l Ⅰ:[]:Ⅱ] 1 ■ 1 ■叫 □ロ□□ l

_ 義 窯場糞 系 (民 間) u M II M L m M M M J M ? I J ( I M M M I M I M ( I ■■I 一I II J IE]□口口□】

自
黙

慕

公武 □ □ロロ
.

□

自然 □□□D
'

□□□
L

ロ□臼
■ l

自奈落 B ロ
-
DE]琵…~

:~~≡~~ 壬 l ロロロロロ口口■. t I 口口ロロ.
ド. i

そ の 他 □□ l l l □□ l l l □ t i l

25 % 5 0 % 7 5 %

図 5 - 4 同伴形態別の 余暇を過 ごす場所

表 5- 3 同伴形態別 の余暇を過 ごす場所

ひ と り 家族 グループ

5 5 9 6 6 1 6 9 9

2 2 3

5 5 7 6 5 9 6 9 6

自宅 9 0 % 9 4 % 8 2 %

戦場 . 学校 1 5 % 1 2 % 1 4 %

友人 . 知人 宅 2 6 % 3 4 % 3 9 %

地

域

社
6 t ヨ

図 書 館 3 5 % ー3 % 9 %

コ ミ ュ ニ テ ィ 施設 8 % 6 % 3 8 %

地方文 化施設 5 % 4 % 1 2 %

･ ;
.

系

美術館
J

博物 簡 5 % 2 % 5 %

ス ポーツ施設 1 8 % 8 % 3 0 %

教育施設 1 % ー% 4 %

小計 7 2 褒 3 5 % 9 9 艶

蘇 商業施設 5 8 % 7 8 % 2 7 %

施
萱 L

?
.

J
l

)

= .

. P

L

I 2 3 % 2 2 % 1 8 %

読 飲食店 2 3 % 3 4 % 2 5 %

慕 小計 ー0 4 % l 3 3 % 7 ー%

白
公園 6 % 1 7 % 8 %

蘇 自然 2 ー% 2 0 % ー6 %

慕 小計 2 7 % 3 6 % 2 4 %

そ の 他 1 4 % ー5 % 1 0 %

地域施 設 2 1 6 % 2 2 0 % 2 0 5 %

3 4 7 % 3 6 1 % 3 3 9 %

* 各項 目 の 1()()
n
/

.'; に該 当す る 母 数は ､ 表中 の r 回答数｣ ｡

25 % 5 0 % 7 5 % 2 5 % 5 0 % 75 %

口 5 % 未満 □ 5 %

表 5-4 同伴形態別の 余暇を過 ごす地域施設の所在地

ひ と り 家族 グループ

利用掃放 5 5 9 6 6 1 6 9 9

4 箇所 選択 2 2 3 6 2 6 4 4 2 7 9 6

未 回答者 1 5 9 0 ー9 4 2 2 0 5 g

回答者数 6 4 6 7 0 2 7 3 7

白市 町村

他市町村

5 5 % 5 0 % 6 5 %

4 5 % 5 0 % 3 5 %

* 各項 目 の 1O O % に款 当す る母 数は , 表中 の ｢ 回答数｣ ｡

- 8 8 -

1■ I 1 I l
,
･■
ヒ ;



第 5 辛 同伴形態に着目した個 人的 な余暇連動失 ,Q5

5- 3 同伴形態にみ る地域施設の 利用形態

次に ､
｢ 自宅｣ ｢ 職場 ･ 学校｣ ｢ 友人 ･ 知人宅｣

以 外 の 余暇 を過 ごす場所 と して ､ 生活者個 人

が最 も利用す る地域施設 に つ い て ､ 同伴形 態

別の 施設利用形態をみ る ｡

また , 地域施設 の 整備要件 を得 る の が目標

で あるため ,
｢ 自然系｣ は含まない o

そ れ ぞれ が最も利用す る地域施設 は表 5 - 5

に示す｡

蓑 515 最もよく利用す る地域施設 (同伴形患別)

ひ と り 象族 グル
ー

プ

利用緒数

交濁手段

回答数

5 5 9 6 6 1 6 9 9

0 0 0

5 5 9 6 6 1 6 9 9

地
城

社

図書館 2 3 % 6 % l %

コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 2 % ー% 2 9 %

地方文化施設 2 % 2 % 4 %

･三
.

蘇

美術館
一

一書物館 ー% 0 % l %

スポ- ツ施設 8 % 2 % 2 2 %

教育施設 1 % 0 % 5 %

魔
設

小計 3 7 % 1 2 % 6 2 %

商
･

毒 ヨJL.
1

(
.

.
皇 4 4 % 7 2 % l O %

; ,

I
.

響.
=■i.

I

l
l

.
, 9 % 3 % 9 %

飲食店 4 % 6 % 8 %

系 }1 ヽ計 5 6 % 8 2 % 2 7 %

そ の 他 7 % 6 % 1 1 %

1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

5 - 3 11 同伴形態別 の利用形態

同伴形態別 に地域施設 の 利用形態 をみて い

< ( 表 5 - 6) o

図 5 -5 は地域施設 の 利用形 態 の 図で あ る ｡

図 の 表現は 1 % を 1 コ マ と し , 複数の 項目 を

併せ た大分類は色付け して い るQ

[ 利用頻度]

利 用頻度 を 『日 常 的』 『定期 的』 『不定期』

に大分類する D

同伴形態に よらず､
『定期的』, 特に ｢ 週 に 1

回以上｣ が多く､ 余暇 を過 ごす場所が身近 な

もの となっ て いる
o

常連層で ある 『日常的』 に着目する と , [ ひ

と り] が他よ り多 く ､ 生活の
一

部 として地域

施設を利用 して いる層で あるとい えるo

[交通手段]

交通手段を 『徒歩 + 自転 車』 『自動車 + バ

イク』 『公共交通』 『そ の 他』 に大分類する ｡

同伴形態によ らず､
『自動車 + バイ ク』, 特 に｢ 自

家用車｣ が多い o

但 し､ その 割合が [ ひ とり] [ 家族] は 8 割

以上 と非常 に高 い こ とに比 べ ､ [ グル ー プ] は

他の 交通手段もみ られ る ( ｢徒歩｣ と ｢ 自転車｣

が多 い) ｡

[ グル - プ] は他の 同伴形態 に比較 して , 近

く の 施設を利用す る傾向がみ ら れ る ( 選択先

の 3 割 が近距離 にあ る くコ ミ ュ ニ テ ィ 施 設)

で ある こ とにもよ る) o
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第 5 章 同伴形 態に 着目 した個 人的 な余暇活動実態

[選択理 由]

施設の 選択理 由を 『人的要因』 『施設の サ ー

ビス』 『施設 の 立地』 『施設 の 内部』 に大分類

す る ( 最大 2 種選択) ｡

同伴形態 に よ らず､
『人 的要因』 と 『施設の

立地』 の 選択 が多い ｡ 余暇 を過 ごす場所 にお

ける他者 との 関わ り方 と , 施設 へ の アクセ ス

を含 め た立地 が選択 理 由 として 共通 して 大き

い こ とが分か る ｡

同伴形 態別 に詳 しく み る と ､ そ れぞれ の 選

択理 由 には特徴がみ られ る ｡

[ ひ とり] で は ｢ 邪魔 されな い｣ ､ ｢ 家や学校

か ら近い｣ ､ ｢ 施設内が静か｣ が多い ｡ 文字通り ､

他者か ら の 干渉 を受けずに､ 静か に過 ごせ る

場所 を求めて い る場合が多い ｡

L
~
家族] で は ｢ 家族友人 と

一

緒｣ ､ ｢ つ い で利

用 で き る｣ が多 い ｡ 特 に家族 と
一

緒 に過 ごせ

る 場所 へ の 要望 が多い ｡ 逆 に捉え る と､ 地域

全体 と して 家族で 過 ごせ る場所が不足 して い

る こ とを裏打ちする要求と も捉え られ る ｡

また ､ [ 家族] は子育て層が多く含 まれ て い

る が ､ 子 ど もを 伴っ た親世代 に と っ て は ､ 例

え ば ､ 買い 物 や自身 の 用事の つ い で に ､ 容 易

に立ち寄れ る場所 へ の 要求がみ られ る ｡

｢ グル ← プ] で は ｢ 家族友人 と 一 緒｣ ｢ 内部

の 雰 囲気 が良 い｣ が多 い ｡ 友 人 と 一 緒 に利用

で き る こ とは も と よ り ､ 他の 同伴形態よ り も

施設の 内部空間 に関心を寄せ るようになる ｡

[施設像]

施設 を どの よ うな 場所 と して 意識 して い る

か を施設像と して捉え る ｡

『人間関係を形成す る場所』 『目的 に取 り組

む 場所』 『雰囲気 を享受す る場所』 に大分類す

る ( 最大 2 種選択) 0

同伴形態 によ らず､
『目的 に取 り組む 場所』

と 『雰 囲気 を享 受す る 場所』 の 選択 が多 い ｡

また ､
『人間関係を形成す る場所』 と して は ､ [ ひ

とり] は当然少な く ､ [ 家族] [ グル
← プ] で多い ｡

当 然で あ るが ､ 余暇 生活 の 同伴形態が拡大す

る ほ ど､ 人 間関係形 成の 場 を求め るよ う にな

る ｡〕

同伴形態別 に詳 しくみ る と ､
r 気分転換する

場所
_
; は 同伴形 態に よ らず共通 して ニ

ー ズで

ある ｡ そ の 他 ､ そ れぞ れ の 抱 く 施設 像には特

徴が み られ る ｡

｢ ひ とり] で は ｢ 自分 の 時間を過ごす場所｣ ｢用

事仕事 を済 ませ る場所｣ ｢ 立ち 寄る場所｣ が多

い
｡ 自宅以外 の 場所 で個人的な 目的を 果たす

場所 へ の 要求がみ られ るが ､ 同時 に気軽 に立

ち寄れ る場所 も欲 して い る ｡

[ 家族] で は ､
｢ 家族 と

一

緒 に過 ごす場所｣ ｢用

事仕事を済 ませ る場所｣ ｢ 立ち 寄る場所｣ が多

い
｡ 余暇を過 ごす場所 に対す る要求は[ ひ とり]

に近 い が ､ 個人 的目的で はな く ､ よ り家族で

過 ごせ る場所 へ の ニ ー ズが高い ｡

[ グル - プ] で は ､
｢ 好き な活動をす る場所｣

が多い 〔〕 共 に余暇 を過 ごす 相手がい る こ とを

前提 に し つ つ ､ 彼 ら と 一 緒 に ､ 目的性の 高い

活動を行う こ との で き る場所 を求めて い る ｡

- 9 0 -



第5 章 同伴形 懸に 着目しT= 個 人 的な余 暇活動実態

* 図 申の 1 コ マ は 1 % ｡
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図 515 同伴形 官界｣ の 地域施設の 利用形啓
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第 5 章 同伴形態 に 着目 しT = 個 人 的 な余暇 活動実態

表 5 - 6 同伴形態別の地域施設の利用形態

ひ とり 家族 グ ループ

刺

月∃

頻

利用総数 5 5 9 6 6 1 6 9 9

同伴形態不 明 2 5 6

【司答 数 5 5 7 6 5 6 6 9 3

日
ほ ぼ毎 日 7 % 4 % 5 %

育 週 に 3 回以 上 1 7 % ー0 % ー2 %

的
Jl t計 皇# % …

.
垂 % 1 7 %

定 遇 に l 回程度 3 5 % 3 2 % 3 7 %

度 期 月
に 2 [司程度 2 5 % 2 9 % 2 4 %

的 小計 =
;: 6 B %

≡
8..l 熟 6 l %

不
月 に l 回コ臣度 1 ー% ー8 % 1 5 %

定 月 に 一 回未満 6 % 7 % 7 %

期
小三十 - 一号妬 .■喜亘% 2 2 繋_

稔計 ー0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

交

利用給数 5 5 9 6 6 1 6 9 9

交通手段不明 ー ー 4

回答数 5 5 8 6 6 0 6 9 5

自 徒 徒歩 4 % 3 % 1 1 %
転 歩

辛 +
自転車 5 % 3 % 1 ー%

Eヨ
辛

JJヽ計 9 % -:=;~6 % 2 3 %

バ 自 パ イ ク 3 % 0 % 3 %

良 イ 動
ク 車
+

自家用車 8 1 % 9 1 % 6 4 %

小詩 8 4 % 三;:_9 2 % 6 7 %

公 共交通 6 % Z % 8 %

そ の 他 ー% 1 % 2 %

稔計 l 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

ひ と り 家族 グ ループ

選

利用総数 5 5 9 6 6 1 6 9 9

選択理由不明 2 0 ー6 1 6

回 答数 5 3 9 6 4 5 6 8 3

要 人

困 約

家族友人 と一緒 に 6 % 5 2 % 4 2 %

誰に も 邪魔 され ず 3 6 % 1 3 % ー6 %

小計 ･ 簸重症_
.
_
I
- 6 5 % 5 B %

/+
サービス内容充実 1 6 % ー8 % 7 %

聴鼻 の 対応が よ い 7 % 5 % 6 %

亘妄言モ_
- 2 3 零妻.
~=

=

.-
=2 熟 ー3 %

釈
施

設

家 や学校か ら近 い 2 4 % 1 6 % 1 8 %

哩 つ い で 利用 で き る ー7 % 2 ー% 6 %

由 の 交通 が便利 1 8 % 1 7 % ー4 %

立

地
周辺 環境が よ い 6 % 5 % 7 %

電k
-
亀 - =-==--6

=

5 % ; 6 日% 4 5 %

施 内部の 雰 囲気が よ い 1 ー% ー3 % 2 1 %

設
の

内

施設内が に ぎや か 3 % 3 % 3 %

施設内が静か l 2 % 3 % 4 %

那 小 2-7 %/ -
I
- 守.9 % 2 8 %

そ の1也 1 4 % 9 % ー9 %

棒計 l 1 7 1 % ー7 6 % 1 6 4 %

施

設
像

完
読
の

利用終数 5 5 9 6 6 1 6 9 9

施設俊不明 1 3 ー4 1 2

回答数 5 4 6 6 4 7 6 8 7

蓋垂
人の集まり 1 % 0 % 6 %

家族友人 と過 L
T ' b
す 0 % 3ー% 1 7 %

知 人 に会 え る 2 % 1 % ー9 %

/]
~
､難= - 3 貯

..≡
:

.
≡;き2 % 4 l %

敬

｢_;,
=

=

所

自分の 時間を 過 ご す 3 6 % ー2 % 1 5 %

用事仕事 を;斉ま せ る 2 0 % 2 7 % 5 %

新し い 発見 ーー% 5 % 8 %

遭 ぷ 6 % 6 % 1 0 %

好 き な活動 1 1 % 5 % 3 7 %

イ

メ

l

lJT計 --8 壷% ≡_
≡ 巷5 % 7 6 %

辛

習慣的に行く ー2 % ー2 % 7 %

ど 立 ち 寄り 2 3 % 2 2 % 6 %

受 雰 居心地よい 7 % 5 % l O %

す 圃
る 気 暇

を つ ぶ す ー2 % 1 5 % 4 %

場 を 気分転換 31 % 3 1 % 3 4 %

所 休憩 3 % 3 % 3 %

小計 8～望毒 珊 % 6 4 %

そ の他 9 % 7 % 5 %

鯵計 l 1 8 3 % 1 8 2 % ー8 6 %
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第 5 章 同伴形 態に 着目 し た個人 的 な余暇活動実態

5- 3 - 2 地域施設 へ の 要求

前節 にて ､ 余 暇 を過 ごす場所 として の 地域

施設 の 利用形態 をみ て き たが､
こ こ で は [ 施

設像｣ と [ 選択理 由] に着目する ｡

図 5 - 6 は 図 5 - 5 の [ 施設像] の 大分類の み

を取 り 出 し､ 別表 現 で 図化 したもの で あ る ｡

大分類別 の 総計 を左セ ル に ､ 大分類 の 回答 を

1 0 0 % 換算した積み 上げグラ フ を右セル に示 し

て い る ｡ [ 家族] は目的に取 り組む場所と して

の 意識が他に比 べ て 少 な い な ど､ 同伴形態別

に施設 に抱くイ メ -
ー

ジ は大き く異 な っ て い る

こ とが分か る ｡

また ､ 施設 像は ､ 数 ある 地域施設 の なか か

ら地域住民 が最 も余 暇 を過 ごす場所 と して ､

( 概ね 肯定的 に) 選択 して い る施設に対す るイ

メ
-ーージで あ る こ とか ら ､ 各自の 余暇 を過 ごす

場所 に対す る要求が反映 され て い る と考え ら

れ る ｡〕

よ っ て ､ 最大 2 種 回 答で あ っ た施設像を ､

こ こ で は 個人 の 回答 パ タ ー ンか ら分類 し､ 余

暇 を過 ごす場所 と して の 地域施設 へ の 要求 と

して 整理 す る ｡ 回答パ タ ー ンに よ る分類は以

下に示す 6 種類で ある (,

≡
_
] 以下はひ とつ のカテ ゴリか らの 選択

･ 『人 間関係の み』

･ 『目的の み』

･ rF 雰囲気の み』

L~] 以下はふ た つ のカテ ゴリか らの 選択

･ ロ
コ

人 間関係 × 目的』

･ 『人 間関係 × 雰囲気』

･ u-
コ

目的× 雰 囲気』

以 上の 6 分類 を地域施設 に対す る ､ 場 と し

て の 要求 と し ､ そ れ ら に対する施設選択理 由

を列 挙 した もの が図 5 - 7 で ある ( 施設像の 回

答 パ タ ー

ンの 内訳 ､ 及び選択 理 由の 割合は 表

5 - 7 - 表 5 - 9) o こ こか ら は ､ 同伴形態別に
=

施

設 へ の 要求
=

を捉 えて い く ｡

[ ひ とりで過 ご す場所に対する要求]

L C ･ L S で も幅広 い 層 に共通 して みられ る[ ひ

と り] は ､
『人間関係』 を含 む 回答 は少な く ､

殆 どが 『目的の み』 及び 『雰囲気の み』 とそ

の 組合せ である『目的× 雰 囲気』に偏っ て い る ｡

つ ま り ､ ひ と りで 余暇 を過 ごす人 は ､ 個人的

な 目的 に取 り組 む こ とがで き る場を求め る人

と ､ 特定の 目的な し に立ち 寄 る場所 を求め る

人､ 及びそ の両方を求め る人に大別で きる ｡

『目 的の み』 の 人 は , 余 暇 を過 ごす場所 に

対 して ｢ 自分の 時間を過 ごす｣ こ とを重視 し､

選択理 由は ｢ 邪魔 され な い｣ ｢ 施設 内が静か.｣

が多 い ｡ 彼 ら は目的達成 の ため ､ 自分か ら進

んで ひ とり で過 ご した い 者 ( 実態 と して ､ 高

齢男性 に多 く み ら れ る ､ 地域 に知人が少な い

為 ､ 仕方な くひ と りで 過 ごす ､ と い うケ
←

ス

で は な い ｡) と位置づ け ら れ る ｡
で きる だ け

他者 と距離 を とりたい とい っ た意識もみ られ ､

従 っ て ､ 他者 との 関わ り を極 力少な く した独

立した ( 個室型) 空間が要求 に適す るだろうか ｡

『雰囲気の み』の 人 は ､
｢ 立ち寄 り｣ ｢ 気分転換｣

｢ 暇 つ ぶ し｣ を重視 し ､ 選択理 由は ｢ 家や 学校

か ら近 い｣ ｢ 職員の 対応が良い｣ が 多い ｡ 彼らは ､

ひ と り で い て も不 自然で はな い ､ ふ ら っ と気

軽に訪 れ る こ と の で き る敷居 の 低い場所 を求

めて い る と考え ら れ る ｡ 特定 の 目的はな い が ､

自宅以外 で過 ごせ る場所 を求 め る典 型 とい え

るだろう ｡

『目的 x 雰囲気』 の 人は ､
｢ 自分 の 時 間を過

ごす｣ と ｢ 気分転換｣ を 重視 し ､ 選択理 由は

r瑚ち魔され な い ｣ ｢ 家や 学校 か ら近い｣ ｢ つ いで

利用 で き る｣ が多 い ｡ ま た ､ ア クセ ス の 利便

性 の 高 い ､ 身近 な場所 を 求め て い る ｡ 上 記 2

つ の 組合せ だが ､
『雰囲気 の み』 よ り も ｢ 立ち

寄 り｣ の 気軽 さは 少なく ､ こ の 場合は む しろ ､

ひ と り に な っ て 日 常生活 か ら解放さ れ た い と

い う要求が強 い と考え られ る ｡
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第 5 章 同伴形 態に 着目 した個 人 的な余暇活動実態

また ､ 数 と して は少な い が ､
『人間関係』 を

含 む 人 の よ う に ､ ひ と りで過 ごし はす る も の

の
､ ( 間接的なが ら も) 他者 との 関わ りを もち

た い ､ 知 り合 い を つ く り た い と い う要求を も

っ た場合 もみ られ る ｡

[ 家族 で過 ご す場所 に対する要求]

子育て期や 家事育児を重視す るタイ プ (c 3)

にみ ら れる [ 家族] は ､ 前述 したように 『目的』

を含 む 回答が少なめ で ､

一

方 『雰囲気』 が多い ｡

そ の た め主要な分類 は 『雰囲気の み』 『人間関

係 / 雰 囲気』 『目的 × 雰囲気』 である ｡
つ まり ,

家族で 特定 の 目的をも っ て 余暇 を過 ごす場合

は少な く ､ 施設 を目的外利用す る場合が多い ｡

彼 ら は ｢ 社会教育系｣ の 選択が多く な い こ と

はみ て き たが ､ 多 く の 公共施設が ､ 目的外利

用 の 場 と して 家族 と過 ごせ る よう整備され て

い な い とい え る
｡

また ､ [ ひ と り] に比 べ て 人間関係を含 む項

目 の 選択割合 が多 く な る が､ そ の 殆 どが家族

と過 ごせ る場所 を求 め る もの で あ る こ とか ら

も ､ 家族 で 過 ごせ る場所 を地 域 に補充す る必

要性が確認 され る ｡

『雰囲気の み』の 人 は ､
｢ 立ち寄り｣ ｢気分転換｣

｢ 暇 つ ぶ し｣ ｢ 習慣的に行 くJ を重視 し ､ 選択

理 由は ｢ 家族 と一一
一

緒｣ ｢ 職員の 対応が 良い｣ ｢ 交

通 便利｣ が多 い ｡ 自宅以外 の 家族で 過 ごす場

所 と して ､ 昆巨離的 に も近 く ､ 気軽 に訪れ る こ

との で き る地域施設 を求めて い る (〕

『人間関係 / 雰囲気』 の 人は ,
｢ 家族で過 ごす｣

｢ 気分転換｣ を重視 し､ 選択理 由 は ｢ 家族で 過

ごすJ が非常に多く ､
｢ 職員の 対応が 良い｣ ｢ つ

い で利用 で き る｣ があ る ｡
な に よ り も家族 で

一

緒 に過 ごせ る こ とに強 い 要求を も っ て お り ､

職員 の 対応 を含む 施設運営 に安心感 を もて る

場所 を 求め て い る ｡ 同時 に ､ 気分転換や つ い

で 利用 がで き る解 放的で 利便件の 高 い 要素 も

求め る｡ 幼 い 子 ど もを伴う子育 て期 の 層が多

い こ とか ら ､ 自宅 の 延長 と して安心感 をも っ

て 滞在で き る , 生活必需 サ ←

ビス を含 んだ複

合施設が有用で あろう.

『目的 × 雰 囲気』 の 人は ､
｢ 用事仕事 を済 ま

せ る｣ を重視 し､ 選択理 由は ｢ 邪魔さ れな い｣

｢ サ ー

ビス充実｣ がか な り多い ｡ 家族 と
一

緒 に

利用す る も の の , 目的性 の 高 い 過 ごし方 をし

て い る とい え る
｡ 家族単位 で取 り組 め る催し

等の サ ー ビス を 充実 させ る こ とが有効 と考 え

られ ､ そ れ を果 たす場 と して , 他 の 利用者と

足巨離を と っ た室 を設え る こ とも考 えられ る ｡

以上 の よ う に , 家族で 過 ごせ る場所 の 絶対

的な 不足か ら ､ 家族 単位 で過 ごせ る こ と を重

要視す る が､ そ れ 以外 の 知 り 合 い と の 交流 ･

親睦 を全く 求め て い な い わ けで はな い ｡ 子 ど

もを伴 っ て の 利用か ら､ 同様 の 家族と親同士

が仲良く な り ､ 子育 て後の 仲間発見 と な り得

る場合もあるだ ろう｡

[ グル ー プ で過 ごす場所に対する要求]

結婚前 と高齢期に特 に多い [ グル
ー プ] は ､

そ の 性 格上 『人間関係』 と 『目的』 を含 む 回

答が多 い ｡
主要な 回答 は 『目的の み』 『人間関

係/ 目的』『人間関係 / 雰囲気』『目的 / 雰囲気』

である ( 〕

一

口 に グル
ー プ と して 捉 えて きた が , そ の

内訳は 他 に比 べ て 遥か に複雑 ･ 多様で あるた

め ､ 施設 へ の 要求 の 幅 も広 い ｡
また ､ 人 々 が

何 らか の つ な が り を も っ て
一

緒 に過 ごす為 ､

共通 した目的を有する場合が多い ｡

『目的の み』 の 人は ､
｢ 自分 の 時間を過 ごす｣

｢ 好きな 活動 をす る｣ を重視 し ､ 選択理 由は ｢ 友

人 と
一

緒 に｣ の ほか ､
｢ 邪魔 さ れな い｣ ｢ 施設

の 雰囲気が良い ｣ が多 い (
〕 ある 程度長 い 時間

施設 に滞在 し ､ 目的性 の 高い 余暇活動 を行う

人 と考 え られ る ｡ また ､ な ん ら か の 趣 味的活
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動 を行 っ て い る と考 え ら れ る が､ 仲間内だけ

で 過 ごす こ とを 望む ｡
そ れ らの 人々 が好きな

活動 を行うた め ､ 専 門性 の 高 い 室 ･ 設備を有

した ､ 受 け皿 と して の 整備が い る ( ア ン ケ ー

トの 性格 上 ､ 確認 はで きな い が組織活 動の
一

環で ある 可能性 が高 い ｡ 組織活 動実態 は次章

で考察する) ｡

『人間関係× 目的』 の 人は ､
｢ 知人 に会える｣

｢ 好き な活動｣ を重視し ､ 選択理 由は ｢友 人と

一

緒｣ ｢ 施設の 雰 囲気が良い｣ が多い . グル ー

プの 仲間 と 目的 を共有す る とい う, ある種 の

高 い社会性 を備えた要求 をもち ､ グル
← プ間

の 親密性 は高 い と考え られる が ､ 閉鎖的 にな

る恐れ もあ る｡ また,
｢ 知人 ( グル

ー プの メ ン

バ ー

で ある と考え ら れ る ､ 友人では な い) ｣ と

の 出会 い も重視 して お り ､ 新たな 人間関係の

形成 の も要求があ る｡ こ れ ら の つ な が りの 形

成 を助 け､ 維持 さ せ る ための 活動場所が必 要

とな る ｡

『人間関係ズ 雰囲気』 の 人は ､
｢ 友人 と過ごす｣

｢ 気分転換｣ を重視 し､ 選択理由は ｢ 友 人と
一

緒｣ ｢施設の 雰囲気が良い｣ が多 い ｡ 上 記の 『人

間関係 / 目的』 に近 く ､ 滞在す る為 に施設 の

雰囲気を 意識 して い る が､
こ ち らは 特定 の 目

的 に取り 組ん で い な い よ うだ｡ 特に 目的ある

活動を して い るわ けで は な く ､ 友 人 と時間を

つ ぶす とい っ た余暇 を過 ごして い る と考 え ら

れ る
｡

『目的 / 雰 囲気』 の 人は ､
｢ 好き な活動｣ ｢ 気

分転換｣ を重視 し ､ 選択理 由は ｢ 友人 と
一

緒｣

｢ 家や学校か ら近い｣ が多 い ｡ グル ー プで取 り

組 む目的性 の 高 い 活動 と ､ そ の 合 間に場 の 雰

囲気 を感 じ る こ との 両方に 要求がある ｡ また ､

施設 へ の ア クセ ス を重視 して お り ､ 身近な 施

設 に活動場所を求めて い る｡

以 上 み て き たよ うに ､ 同伴形態別で 施設 へ

の 要求 とそ れ に対応 した選択理 由 には大 き な

相違 がみ られ る ｡
こ れ らか ら得られ る ､ 同伴

形態別 の ､ 余暇を過 ごす場所の 整備要件 を本

章の ま とめ と して 次節に提示する ｡
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園 5 -6 同伴形態別 の地域施設の 施設像

回答パ タ- ン ( 最大 2 錘) に よ る艶合 せ と .

そ れ に 対応 する 施設 の 選択理 由 ヾ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

▼

表 5-7 同伴形態別 の地域施設 の施設像組合せ

ひ とり 家族 グループ

槍歎 5 5 9 6 6 1 6 9 9

施設像不 明 ー3 1 5 ー2

rBl 客 数 5 4 6 6 4 6 6 8 7

単 一 力 テ ゴ

リか ら選択

人 間開 怜 の み

Ei 的のみ

雰 囲気 の み

複合 力テ ゴ

リか ら選択

人間関係 x 目的 2 % l O % …≡≡=;=;-要層
~
毒暮;

人間関係 x 雰 囲気 1 % ≡
目的×雰囲気 醍

そ の他 含 む 9 % 7 % 5 %

ひ とり ( n = 5 4 6) 家族 ( n = 6 4 6) グル ー プ ( n = 6 8 7)

脂
力 設
テ 像
ゴ と
リ し

を て

選 単

択 一

人間関係

母
.

由臣の サービス が充賓
◎家や学校か ら近 い

む感 涙 と一緒に利用 で きる

ド
◎友人と一緒に利用 で きる
△ 家や学校 か ら近 い

目的

缶男F 厘 され ない

△ 粟や学校か らi 5 い

C E家族 と- 緒に利FEl でき る し｢ 友人と- 諸に利用 で き る
△ 施設の 密通気

ム 邪魔されな い

雰囲気 ¢
ム邪魔され ない
△ 零 や学校か ら近 い

ー3 家族 と- 諸 に利用 で き る C .友 人と- 緒に利 用で き る

の
△ つ しヽ で 朝岡で きる

△ 交i轟が便利

△ 交通が便 利
△ つ いで 利用 で さる

△施設の サ
ー

ビス が 充実

L 鹿ゝ譲 の 声 部毘

施
力 設
テ 像

人 間関係 k3 軍 や学校か ら近 い 忽家族 と- も削こ利用 で きる む友 人と一品に 利 梱で きる

×

目 的

(:,
:他の 人と も- 亀看に
△ 施静o

r

) 雰囲気

△つ いで 利用 で きる

△職員の 対応

△施 設の 雰≡団気

人 間関係 Cp 75 他の 人と も- 縛に 窃家族 と- 終に利用 で きる iニ,友 人と一緒に利 用で きる
コ と

×
(} 邪魔 され ない ム つ い で帯u 用 で さ る △ 鹿 設の 好期気

リ し

を て

選 複

択 数

雰囲気
63 交通 が便利 △晩員の 対応

目的 ゆ邪魔されな い ･二▲家族 と一輝 に 利用 で きる C J友 人と
- 績に利 用で き る

の X
L ゝ案や学校か ら近い ∠ゝ 隠見の 対応 ム 気や宇吹か ら近 い

雰 囲気
△ 救民の 対応

L i つ い で fEJ 用で きる

∠1 つ い で 利用 て き る

△ 態Ea
,

の サービス 水 準
ム鹿 追の 雰囲気

* 円 の 大 き さ は施設像組合せ ( ニ - ズ) の 割合 に 比 例. 縦軸で 1 0 0 ? / a
/

と し ､
1 5 % 以 上 の 回 答 は外周 部が 太 い 亡

* 各 セ ル の 石m ll ほ施設 の 選 択 理 由 ( 整備要 件) ｡ ◎ ほ 4 O 9占 以 上 ､ ⊂:) は 3 0 % - 3 9 %
.
△ は 2 0

o
j; - 2 9

Q
/ o

'

｡ .

図 5- 7 同伴形態別 の 地域施設に抱く施設像 (個人回答の 組合せ)
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第 5 章 同伴形態に 着目 し た個人 的 な余暇 活動実態

表 5-8 同伴形態別の施設像組合せの 内訳

単一二 - ズ 複 合ニ ーズ
そ
の

他
Egg

み 人 目 雰 × 人 × 人 × 目
間 的 囲 目 間 雰 間 雰 的
関 の 気 的 開 園 開 園
係 み の

の み

係 気 係 気
2 i

ら

ひ

と

り

総数 2 1 1 2 ー29 9 4 2 4 3 4 7

形 人
成 間
す 関

人 の集 まり 5 0 % 0 % 0 % 22 % 0 % 0 % 2 %

家族友人と退こす 0 % 0 % 0 % ー1 % 0 % 0 % 0 %

る 係
場 を
知人 に会 え る 1 0 0 % 0 % 0 % 67 % ー0 0 % 0 % 2 %

所 小喜十 1 5 0 % 0 % 0 % ー0 0 % 1 0 0 % 0 % 4 %

取 目
り 的
組 に

自分の 時間を過 ご す 0 % 6 4 % 0 % 3 3 % 0 % 4 8 % 6 %

用事仕 事を済 ませる 0 % 3 0 % 0 % 3 3 % 0 % 2 6 % 1 3 %

む
堰
新 し い発見 0 % 1 % 0 % 1 1 % 0 % 9 % 0 %

所 遊 ぷ 0 % 1 2 % 0 % 0 % 0 % 7 % 4 %

好 きな活動 0 % 2 9 % 0 % 2 2 % 0 % 9 % 4 %

小計 0 % 1 3 7 % 0 % ー0 0 % 0 % ー(X )% 2 8 %

享 雰 習慣的 に行く 0 % 0 % 2 2 % 0 % 2 5 % 1 2 % 1 3 %
受 囲
す 気 立 ち寄 り 0 % 0 % 5 2 % 0 % 0 % 2 1 % 9 %

る を
堤
居心地 よい 0 % 0 % 9 % 0 % 2 5 % 1 1 % 2 %

所 暇を つ ぶす 0 % 0 % 2 9 % 0 % 0 % 1 1 % 4 %

気分転換 0 % 0 % 4 6 % 0 % 5 0 % 4 2 % ー5 %

休憩 0 % 0 % 8 % 0 % 0 % 2 % 0 %

小計 0 % 0 % 1 6 6 % 0 % l O O % l CK )脂 4 3 %

その 他 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 0 0 %

総計 1 5 0 % ー3 7 % ー6 6 % 2 0 0 % 2 0 0 % 2 0 0 % ー7 4 %

秦

総数 1 6 73 1 4 8 6 7 1 1 8 1 7 8 4 6

:.;
=

=

;

人の 集 まり 0 % 0 % 0 % 1 % 0 % 0 % 0 %

家族友人 と過 ご す 9 4 % 0 % 0 % 9 9 % 9 9 % 0 % ー1 %

知人に会 える 1 9 % 0 % 0 % 0 % 1 % 0 % 0 %

小計 ーー3 % 0 % 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 0 % ー1 %

敬

自分の 時間を過 ご す 0 % 3 0 % 0 % 2 1 % 0 % 2 2 % 2 %

用事仕事を済 ませ る 0 % 6 0 % 0 % 4 6 % 0 % 54 % 9 %

:

.

:
;

: 新 しい 発見 0 % 1 8 % 0 % 3 % 0 % 1 1 % 0 %

遊ぷ 0 % ー8 % 0 % 1 9 % 0 % 8 % 2 %

所 好き な5吉動 0 % 2 1 % 0 % 1 0 % 0 % 5 % 0 %

族 小喜十 0 % 1 4 7 % 0 % l O O % 0 % l (X )脂 ー3 %

習慣的に行く 0 % 0 % 2 3 % 0 % 1 0 % ー3 % ー1 %

立ち寄り 0 % 0 % 5 3 % 0 % ー3 % 2 6 % 7 %

日
受 雰 居心地よ い 0 % 0 % 1 1 % 0 % 1 3 % 1 % 0 %
す 園
る 気
暇を つ ぶ す 0 % 0 % 2 8 % 0 % 1 6 % 2 1 % 0 %

場 を
所
気分転換 0 % 0 % 4 9 % 0 % 4 7 % 3 8 % 1 5 %

休憩 0 % 0 % 8 % 0 % 2 % 1 % 2 %

小言十 0 % 0 % 1 7 2 % 0 % ー0 0 % l (刀 % 3 5 %

その他 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 0 0 %

総計 1 1 3 % l 4 7 % l 7 2 % 2 0 0 % 2 0 0 % 2 00 % 1 5 9 %

グ

総数 2 6 ー2 4 8 5 ー3 4 1 1 0 ー7 4 3 4
■

=

=

=

;

ラ
人の 集 まり 31 % 0 % 0 % 1 6 % 8 % 0 % 0 %

家族友人と過 ごす 4 6 % 0 % 0 % 3 7 % 4 9 % 0 % 6 %

矢口人に 会え る 6 5 % 0 % 0 % 4 7 % 4 3 % 0 % 6 %

小計 1 4 2 % 0 % 0 % l O O % l O O % 0 % 1 2 %

敬

自分の 時間を過 ごす 0 % 4 1 % 0 % 1 ー% 0 % 2 3 % 0 %

用事仕事を済 まセ る 0 % 8 % 0 % 7 % 0 % 7 % 6 %

:

. .

:

:
;

= 新 しい 発見 0 % 2 3 % 0 % 8 % 0 % 9 % 3 %

遊 ぷ 0 % ー3 % 0 % 1 7 % 0 % 1 7 % 3 %

ル

プ

所 好き なラ吉動 0 % 7 9 % 0 % 5 6 % 0 % 4 4 % 2 1 %

小言十 0 % ー6 5 % 0 % ー0 0 % 0 % ー(X )% 3 2 %

習慣的に行く 0 % 0 % 2 2 % 0 % 6 % 1 1 % 0 %

立ち寄り 0 % 0 % 2 4 % 0 % 6 % 7 % 6 %
1
｢

受 雰 居心地よい 0 % 0 % 3 4 % 0 % 1 6 % 1 1 % 0 %
す 囲
る 気
暇をつ ぶ す 0 % 0 % ー5 % 0 % 7 % 5 % 0 %

場 を
節
気分 転換 0 % 0 % 7 4 % 0 % 5 5 % 6 2 % 9 %

休 憩 0 % 0 % 6 % 0 % 8 % 3 % 3 %

小計 0 % 0 % 1 7 5 % 0 % 1 0 0 % 1 00 % 1 8 %

そ の他 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 1 0 0 %

総喜十 ー4 2 % ー6 5 % ー7 5 % 2 ()0 % 2 0 0 % 2 (二X) % l 6 2 %

表 5- 9 同伴形態別の施設像組合せ と施設選択理由

単一ニ ーズ 複合 ニーズ
そ
の

他
′ ＼

人 目 雰 × 人 × 人 × 目
間 的 囲 目 間 雰 間 雰 的
関 気 的 開 園 開 園
係 係 気 係 気

2 l

む

ひ
と

り

総数 2 1 1 2 1 2 9 9 4 2 4 3 4 7

不 明 0 5 3 0 0 7 2

回答数 2 ー0 7 1 2 6 9 4 2 3 6 4 5

家族友 人と一緒に 0 % 5 % 7 % 3 3 % 5 0 % 4 % 1 3 %

邪 魔されな い 0 % 4 7 % 2 5 % 1 1 % 5 0 % 4 0 % 2 2 %

サービス充実 5 0 % ー6 % 1 7 % 0 % 0 % 1 4 % 2 7 %

職員の対応 よい 0 % ー1 % 2 0 % 1 1 % 0 % 2 0 % 1 6 %

家や学校か ら近 い 5 0 % 2 0 % 2 3 % 4 4 % 0 % 2 9 % 1 8 %

つ い で 利用 で きる 0 % 1 1 % 2 0 % 1 1 % 0 % 2 0 % 1 6 %

交 通便 利 0 % 1 3 % 1 9 % 1 1 % 5 0 % 1 9 % 1 3 %

施 設周 辺 の環境 0 % 3 % 7 % 0 % 0 % 7 % 4 %

施 設 の雰囲気よい 0 % 7 % 1 3 % 2 2 % 0 % 1 2 % 9 %

施 設 がに ぎやか 0 % 3 % 4 % 1 1 % 0 % 3 % 0 %

施 設 が静か 0 % 2 0 % 8 % 0 % 0 % 1 4 % 2 %

そ の他 5 0 % 1 6 % 1 0 % 3 3 % 0 % 1 1 % 3 8 %

総計 ー5 0 % 1 7 0 % 1 7 2 % 1 8 9 % ー5 0 % 1 93 % ー7 8 %

1 6 7 3 1 48

0 2 4

1 6 71 1 4 4

6 7 1 1 8 1 7 8

1 2 3

6 6 1 1 6 1 7 5

家族友 人と一緒に

邪 魔されな い

サービス充実

職員の対応 よい

家や学校か ら近 い

つ い で利用 できる

交 通便 利

施 設周 辺 の環境

施 設 の雰囲気よい

施 設 がに ぎやか

施 設 が静か

そ の他

6 3 % 3 8 % 4 5 %

1 9 % 1 4 % 1 3 %

1 9 % 1 4 % 1 9 %

1 3 % 1 8 % 2 1 %

6 % 1 7 % 1 6 %

1 3 % 1 8 % 2 1 %

6 % 1 1 % 2 4 %

0 % 4 % 4 %

0 % 1 7 % 8 %

0 % 4 % 3 %

0 % 4 % 1 %

1 3 % 1 0 % 9 %

7 1 % 7 3 % 3 9 %

8 % 1 1 % 1 9 %

1 4 % 1 5 % 2 3 %

2 4 % 2 2 % 2 5 %

1 7 % 1 1 % 1 9 %

2 4 % 2 2 % 2 5 %

1 4 % 1 6 % 1 6 %

8 % 7 % 6 %

1 5 % 1 5 % 1 5 %

6 % 4 % 3 %

0 % 3 % 6 %

2 % 3 % 8 %

1 5 0 % 1 7 0 % 1 8 3 % 2 0 2 % 2 0 3 % 2 03 %

2 6 1 2 4 8 5

0 2 1

26 1 2 2 8 4

1 3 4 1 1 0 1 7 4

2 3 3

1 3 2 1 0 7 1 7 1

グ

ル
l

プ

家族友 人 と一緒に

邪 魔されな い

サービス充実

職員の対応 よ い

家や学校 か ら近 い

つ い で 利用 で きる

交 通便 利

施 設周辺 の 環境

施 設 の雰囲気よい

施 設が にぎやか

施 設が 静か

そ の他

5 0 % 3 0 % 3 0 %

1 2 % 2 0 % 1 2 %

4 % 8 % 1 4 %

4 % 5 % 8 %

2 3 % 1 1 % 1 5 %

4 % 5 % 8 %

1 2 % 1 6 % l l %

0 % 7 % 6 %

1 5 % 2 3 % 2 7 %

0 % 3 % 4 %

4 % 4 % 5 %

1 5 % 2 7 % 2 1 %

5 3 % 6 0 % 3 8 %

1 3 % 1 7 % 1 9 %

4 % 7 % 8 %

5 % 5 % 7 %

1 7 % 1 9 % 2 5 %

5 % 5 % 7 %

1 7 % 1 0 % 1 6 %

8 % 7 % 8 %

2 0 % 2 2 % 2 0 %

5 % 3 % 2 %

6 % 1 % 4 %

1 5 % 9 % 1 6 %

1 4 2 % 1 5 8 % 1 6 2 % 1 6 9 % 1 6 4 % 1 70 %
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第5 章 同伴形 態に着目した個人 的 な余暇活動実態

5 - 4 余暇を過 ご す場所の整備要件

本章 は ､ 生涯を通じて (第 3 章) ､ また生活

様式に応 じて ( 第4 章) ､ 特徴の み られ た余暇

を過 ごす相手 に着目 して きた｡ 同伴形態に よ

っ て ､ 余 暇を過 ごす場所の 選択特性 ､ 及び最

も良く 利用す る地 域施設 の 利用形態 とい っ た

地域施設 の 利用構造が相当 に異な る とい う推

測 をも っ て は じめたが､ さ ら に ､ 同伴形態 に

よ っ て 地域施設 へ の 要求 に も大 きな相違があ

る こ とが分かっ た｡

以下に要点 を整理す る｡

本章の 考察よ り ､ 同伴形態別 に余暇を過 ご

す場所は 相当 に異な っ て い る こ とが分か っ た

( 図 5- 4) ｡ 民間施設 はどの 同伴形態 で も選択

が多いが ､ 特 に家族で 過 ごす場合 に選択が多

い
｡ 公共施設 に着目す る と､ ひ とり で 過 ごす

人 は図書館 ､ グル ー プで 過 ごす人は コ ミ ュ ニ

テ ィ 施設 ･ ス ポ
ー

ツ施設 とい っ たよ うに ､ そ

れぞれの 同伴形態別 に利用す る施設種に特徴

があ る｡ 一 方 ､ 家族で過 ごす人は公共施設 を

あま り選択 しない傾向があ る こ とが明ら かと

な っ た｡ こ れ を逆 に捉え る と ､ 公 共施設 は家

族で 過 ごす場所 と して ( 特に ､ 子育て の 場 と

して) の 整備は不十分 とも考え ら れる ｡

また ､ 前節 にて 最も良く 利用す る地域施設

の 利用形態 を考察 して きたが ､ 特に余暇 を過

ごす地域施設 に抱く施設像の 組合せ か ら､ 地

域住民の 地域施設 へ の 要求を 6 種 に整理 した

( 図 5 - 7 ､ 表 5 - 7 参考) 0

同伴形態別 に ､ 図 5 -

8 に示すよ うに 6 角形

の 図に整理 し直 し ( 図 5
-

1 0 以降 ､ 要求 として

多いカテ ゴリ : 表 5 - 7 の 1 5 % 以上 の 項 ､ は色

付けして い る) ､ それぞれの 要求 に対応する施

設整備要件 を ｢ プロ グラム ･ 運営 によ る対応｣

｢ 施設整備によ る対応｣ に分 けて 示す ｡

図 5-8 余暇を過 ごす場所に求める要求 ( モ デル)
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第 5 章 同伴形 態に 着目 した個 人的 な余暇 活動実態

[余暇をひとり で過 ごす人の要求と整備要件]

余暇 を ひ と りで 過 ごす人の 要求 とそ れ に対

す る地域施設の 整備要件 を 図 5 -9 に示す ｡
ま

た ､ 要求 と して 大 き い 以下 の 3 種 を取 り上 げ

る ｡

○ひ とりになれる場所

( 目的の み)

純粋に個人の 目的に取 り組む 為 ､ 誰 に も邪

魔 されずに利用で きる場所 を要求す る｡ こ の

要求 に対応す る に は ､ 場 の 整備 と して ､ 独立

した個人用 ス ペ
ー

ス の 整備 ･ 充実が課題 と な

る ｡

○気軽に訪れる場所

(雰囲気の み)

目的がな く て も気軽 に 立ち寄れ る場所を 要

求す る ｡
ひ とり で い て も不 自然で な く ､ 気 軽

に訪れ る こ との で き る施設 の 敷居の 低さの 演

出が重要｡
そ の 際､ 施設 へ の 入 りや すさ は も

ち ろ ん ､
こ の 要求 を も っ た人が滞在 で き る ､

目的外利用で き る ス ペ ー

ス ( フリ ー

ス ペ
ー

ス)

の 整備 ･ 充実 を考え る必要があ る｡

○気晴ら しの で きる場所

(目的×雰囲気)

日常か ら解放 され て 気分転換で き る場所 を

要求す る ｡ 自宅か ら近く ､ ア クセ ス の 利便性

の 高 い ､ 施設 の 身近 さ が必 要｡ 上 記 と 同様 ､

自分 の 勉強 ･ 用事 を しな が ら､ そ の 合間 に休

憩で き るス ペ ー

ス ･ 機能 とい っ た､ 目的外利

用で き る フ リ ー ー

ス ぺ
- -

ス の 整備 ･ 充実が望 ま

れ る｡

上 記に補足 し､ 数 と して は少ない が､
『人間

関係』 を含む 人の よ うに ､ ひ と りで過 ごしは

する もの の ､ ( 間接的な がら も) 他者 との 関わ

り をもち たい ､ 知 り合い を つ く り た い と い う

要求を も っ た場合 も み られ るた め ､ 他者 と接

す る機 会の 提供も考慮 した い｡ そ の た め に は

地域 施設 にお ける プロ グラム によ る対応 と し

て ､ 講座や催し等 によ る知り 合い づく り
･

仲

間づく りの 機会 を提供す る こ とが考 えられ る ｡

一

方 , [ ひ と りになれ る場所] の 要求の な か

に は ､ 極め て 個人的 に活動 し ､ そ の 過程 ･ 成

果 とも外部 に発信しな い , 自己 完結型 の 人々

も含 まれて い るだ ろう｡

一

見す る と消極的 と

も と ら れか ねな い 要求で あるが ､ そ うい っ た

人々 の 要求 を受 け止め ､ 活動を支援する側面

も今後の 地域施 設の 整備に は不可欠 とな る だ

ろう｡
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第 5 章 同伴形億 に 着目 した個 人的 な余暇 活動実 .@

●気 軽に筋 れる場所

( 雰月気)

･ 目的がな く て も気軽 に訪 れる

他人と出会える場所

( 人間朋憐)

･ 知り 合い をつ く りた い
･ 知り 合い に出会 える

●気強 らしの で き る場 所

( 夢潮気x E] 的)

･ E) 常 か ら顔 放されて 気 分転換 した い

● ひ とり
I

r 目的に

取り組む租 所

( 目的)

･

自分のEl 肺 に写実り組 み たい
･ 邪魔 言 れT= < ない

＼

出会 い の 善 っ か けと なる 場所

(人間用係 x E] 的)

･ 好 きな ,% 動 を一書引こ行う仲間 が致 し い

ひとりでi& L _
t

す

場所ヘ Q) 栗求

一個人的 な余取活k5 -
≡:::::::
油暮

i…墾
I..

嬰寡≡
* :#

1 . 知人 k
J

i = :t る

要求ヘ の 対応

♭ 利用 尋問士 の
コ ミ ニ = ケ- シ ∃ ノ
u=
.

1S ーq

･房≡一声姫
一
三~■.敬重
:I
_
覇 玩 香 i

♭ 甲佃 昔r召士 y7 C> fLJF8 B l毒士 一I.
コ ミ ュ ニ ケ-.ショ ン コ ミ ュ ニケ- シ ∃ ン
匹ヨ■■■■■■■正ヨ

++

早

ド 香 M :& 絞

･■.fEi 甚
+

･.示
泥 泣

♭- プ
■
ヨ

図 5- 9 同 伴形欝別の 余暇を過ごす場所 へ の要求と整備要件 ( ひ とり)
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第5 章 同伴形 態に 着目し た個 人 的 な余暇活動実態

[ 余暇を家族 で過 ご す人の 要求と整備要件]

余暇 を家族で 過 ごす人の 要求とそ れ に対す

る地域施設の 整備要件を図5 - 1 0 に示す ｡ また ､

要求 と して 大きい以下の 3 種 を取 り上 げる｡

○家族 で気分転換 できる場所

( 雰囲気のみ)

家族で 目的がな く て も気軽に 立ち寄れ る場

所 へ の 要求｡ 施設の 敷居の 低 さの 演出が重要 ｡

そ の 際 ､ 施 設 へ の 入 りや す さは もち ろ ん ､ こ

の 要求を も っ た人が滞在で き る ､ 目的外利用

で き る ス ペ
ー

ス ( フ リ
ーース ペ

ー

ス) の 整備 ･

充実 を考 え る必 要がある ｡ 特 に ､ 地域全体で

家族で 過 ごせ る場所が不足 して い る ため ､ 早

急な対応が求め られ る ｡

○利便性 の 高さ を享受 で きる場所

(目的×雰囲気)

家族で 買 い 物な どの 用事 を済ま せた つ い で

に 寄 りや す い 場所 へ の 要求｡〕 目的外利用で き

る ス ぺ
-

-- ス ( フ リ
ー

ス ぺ
-- ス) の 整備 ･ 充実

に加 え ､ 生活必需サ
ー

ビス を 含ん だ機能複合

も期待さ れ る ｡

○自宅の 延長 (代替) と して の 場所

(人間関係×雰囲気)

自宅以外で 家族が安心 して 過 ごせ る場所 へ

の 要求 〔〕 自宅 の 延長 ･ 代替場所 と して利用で

き る家庭的な し つ らえ の整備が望まれ る｡

地域全体の 課題 と して ､ 家族 で過 ごせ る場

所 の 絶対的 な不足 が挙 げられ ､ 早急 に解決す

べ き課題 と い え る ｡ そ の 際 に は 家族で 取 り組

め るイ ベ ントや催しの 開催も有効で あろう ｡

ま た､ 地域住民自 身も家族 単位 で過 ごせ る

こ と を重要視す る が ､ そ れ以外 の 知 り合 い と

の 交流 ･ 親睦 を求 め て い な い わ けで はな い ｡

ま た､ 家族で 過 ごす 人の な か には ､ 幼い子 ど

も を伴 っ て の , 子 ど もに付き 添う為の 利用で

ある場合が ある程 度あ る と考 え られ る｡ そ の

場合 ､ 親は 付き添 い だけで 終わ る こ とが な い

よ う､ 親自 身の 興 味 ･ 要求 を 喚起す る仕掛け

が求 め ら れ る｡ こ れ ら の 自己 実現要求 を喚起

す る ため に は ､ 特 に子 育て が終わ っ た後 に ､

自分 が取 り組 み たい 活動 を想起 させ るの が効

果 的 と考 え られ ､ 現 在そ う い っ た活動を行 っ

て い る 団体等 の 紹介､ 成果 発 表､ 情 報発信,

ある い は講座 等 へ の 勧誘 を行う ス ペ
ー

ス の 整

備 ･ 充実 が期待 さ れ る ｡ 加 え て , 子 どもの 存

在は ､ 親同士 の 交流の き っ か けとな り得る為 ､

そ れ を支援す る体制 も必要とな る ｡
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第 5 章 同伴形態に 着目し た個 人 的な余暇 活動実憩

家族で過 ご す

甥研 ヘ 0 )畢 凍
一個 人由な余暇活 払-

+

( 人材関係) ( 日的) 目的) 顔麗顧
……:

百払

1
, h 人l L-- 航 る

1 J~
サ■~

も

璽ン覇

:≡-
ン
…査症

■し
:

3 S 轄要義監

1
:

l

.
て

=

:
l-:.さ

u =三

要求 ヘ の対 応

♭ 利用者博士の 〉 国字二にi号こ す笹鞘
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シ ∃ ン

正;1蓬k L

C) 貫宜 で取 rJ ガ】め る
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::
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､
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p
L
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義
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男鳩. 充好

図 511 0 同伴形態別の 余暇を過ごす場所へ の 要求と整備要件 (家族)
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第5 章 同伴形態 に 着目 L た個 人 的 な余暇活動実態

[ 余暇をグル
ー

プ で過 ごす人の 要求と整備要件]

余暇 を グル
ー

ーブで 過 ごす人の 要求 とそ れ に

対す る地域施 設の 整備要件を 図 5 - l l_ に示す ｡

ま た ､ 要求 と して大 き い 以下 の 4 種 を取り上

げる ｡

○グル
ー

プ で目的に取り組む場所

( 目的の み)

グル ー プで 目的性 の 高い趣味活動を行うた

め の 場所 の 要求 〔〕 そ の 受 け皿 となる活動場所

の 提供 と専 門的な 室 ･ 設備の 整備が必要｡ 活

動場所で ある室 の 量的拡充 ･ 質的充実 が当て

はま る ｡

○気晴らしの できる場所

(目的×雰囲気)

特 に グル
ーー- プの 場合 ､ 目的性 の 高 い 趣味活

動の 合間 に利用 で き る ス ペ
ー

ス を求め る ｡ 休

憩や飲食 とい っ た ､ グル
ー

プの 目的 ( 趣味活動)

以外 の 空間の 使 い 分けの 要求 へ の 要求であり ､

こ れ も フ リ
←

ス ペ
ー

ス整備の ひ とつ とい え る ｡

○仲間の つ なが りを維持 ･ 形成する場所

(人間関係×目的)

好 き な 活動 を共 に行 う仲間 と
一

緒 に過 ごす

こ と ､ ま た ､ 新た な 出会い へ の 要求 ｡ 特 に ､

グル ー プ単位 で 利用で き るサ ロ ン的空間 ( フ

リ
ー

ス ペ
ー

ス) の 共有 ､ ､ グル ー プ維持を支援

す る親睦 ･ 交流 の 場の 整備が課 題｡
また､ 仲

間形 成 を誘発す る講座 ･ 催 し に も力を入 れ た

い
｡

○グル ー

プ で 時間を つ ぶ す場所

(人間関係 ×雰囲気)

特定 の 目的 を も っ て 施設 を利用するわ けで

は な い が ､ 友人 と
一

緒 に過 ごせ る場所 へ の 要

求｡ ある程度 の 人 数で 利用で き るサ ロ ン的空

間 ､ 滞在可能な し つ らえ の 充実が望まれ る ｡

グル ー プで余 暇 を過 ごす人 は ､ ひ とり ､ 家

族 よ り も 幅広 い 要求 を 有 して い る ｡ こ れ は ､

目的 を共有 したグル
ー プで の 趣味活動 ､ 近隣

住民 の 集ま り ､ 少 人数 の 友人 とい っ た ､ 幅広

い集 団が含 ま れ て い る こ とに も よ る部分 も あ

るが ､ 自分 以外の 他者 と 一 緒 に行う活動 の 幅

広 さ と , そ れ に伴う要求 の 幅広 さを示 して い

る
｡

目的を も っ た 活動 を行 う場合 は ､ 地 域施設

従来 の 機能的サ ー ビス の
一

環 と して ､ そ の 活

動場 所 とな る室 ･ 設備 へ の 要求 と ､ そ の 合間

に利 用で き る 飲食ス ペ ー

ス と い っ たス ペ -ース

の 充実が求め られ る ｡ また , 他の 同伴形態 同様 ､

目的外利用で き るス ペ ー ス ヘ の 要求 も大 きい ｡

一

方 ､ 新 たな友 人 形成 ､ グル ー プ間交流 を

期待す る 人 も多く ､ そ れ ら を促 進する講 座等

の 充実 ､ 既成 グル ー プ内外 の 親睦
･ 交流 を行

え る企 画､ 親睦 の ため の サ ロ ン的空間の 充実

と､ 合 同発表会等 を 可能 にする 大規模 な 発表

の 場の 整備も期待され る ｡

今 回の 調査 で は ､ グル ー プの 人数 を 把握で

きて い な い が ､ そ の 人数 に応 じた空間の 規模

へ の 対応が大き な課題で ある ｡

-

1 0 3
-



第 5 寺 岡伴形 態に 着目 しf = 個 人 的な余暇 活動実勉

気軽に参れる場所

(雰Bl気)

目的が なく て も気荘 仁訪 れる

こ とが で き る

他人と出会える場所

(人 間即保)

･ 知り合い に 出会える

●グル
ー

プで 時間 を

つ ぶす喝所

( 人間関係 × 雰離気)

･ 施設 の雰 囲気 がよく

;

l

帯存 しや す い

●気晴 らしの で きる噂 所

( 雰囲気 x EI 的)

･ 身近 な噂所 で 詰g) したい

I
,

'言動 の 合間 に気晴 ら し もで き る

● グル
ー プ でEl 的に

取り組む場所

(E] 的)

ラ
.

) i ,- ブ で 目的に
取り書且み た い

仲間 内た けで 逝 こし たい

●仲間 のつ ながりを形成
･

雑持す る場 所

(人 師関係x 目的)
･ 詮か と一鍬 こ適 =

' した い
･

好重な実 動を一緒に 行う仲間 と i喚こ したい

グル ー プで過 2 す

場所 ヘ の軍 求

一個 人的な余暇渚山一

他 人と

出会 える相和

( 人間周併)

1 ーm JL に 壷i る

重来 ヘ の対応

D 利用苗.桓士亡.
コ ニ ュ ニ ケ- i ' ∃ /
I ; 湿地

〉 E] 時がJi く て
-

I
-

泣ーーや す
■
ノ

t蔓
.
W として Jp .宅偽

図 5-1 1 同伴形態別の 余暇を過ご す場所 へ の要求と整備要件 (グル - プ)

ー1 0 4 一

1
:
I
.
L J

∫
:



第5 章 同伴形態に 着目 し た個 人 的 な余暇活動実態

以上 ､ 同伴形態別 の 施設 へ の 要求 と整備要

件 をみ て きた が ､ いずれ も目的性 の 高い 場所

へ の 要求だ けで な く ､ 目的が な くて も気軽 に

訪れ や す い こ と ､ 気晴 ら しがで きる こ と に も

高い 要求がある こ とが明らか とな っ た｡

ひ と り ､ 家族 ､ グル ← ブ と ､ 同伴形態 に よ

っ て要求 に対応す るス ペ ー

ス の違 い はあるが ､

い ず れ も目的外利用 を許容する フ リ ー

ス ペ
ー

ス を 備え る こ とが必要 と い え る｡ 特 に地域公

共施 設は ､ 従来 の 機 能的サ ー
ー

ビス の 提供だ け

で な く ､ 目的外利用 に応 え得るス ペ
ー

ス を備

え る必要がある と考 え る｡

そ の 際に は ､ 目的 に取り組 むため に ひ と り

で い ら れ る 場所 ､ 家族で い られ る場所 ､ グル

ーーーブで い ら れ る場 所の 住み分 けを意識したス

ペ -ース 整備 と ､ 新 た な 人間関係を形 成す るた

め の サ ロ ン的空間 と い っ た ､
い ずれ の 同伴形

態 の 人 を も 内包で き るス ペ ←

ス整備が求め ら

れ る 〔〕

- 1 0 5 -
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第6 章 組織 活動 実鰻に み る地 域施設の 必 要性

6-0 本章の 目的

前章まで は, 地域住 民が行う個人 的な余暇

活 動 に つ い て 考察 して きたo 本章で は ､ 個 人

的な余暇活動 と並ぶ , 余暇活動の もう 一

つ の

枠組 と して ､ 母体を も っ て集団で活動する 『組

織 活動』 を取 り挙 げ､ そ の 実態 と地 域施設 と

の 関わ りを把握す る o それ らを通 じて , ;阻織

活 動を行 う場所 と して の 地域施設の 課題 と必

要性を明 らかにする o

また ､ 本章で主 に扱 うデ
ー

タ は調査 2 によ

る ､ 組織活動 団体 と ､ そ れ に参加す る個人で

ある o 但 し, 必要 に応 じて 調査 1 に て得 られ

た 組織 活動 へ の 参加実態 も掲載す る ( 調査 2

で は自 治体及び地 域の 代表が統括する 登録団

体を対 象 と し ､ 母体 に名称の あ る団体を組織

活 動団体と定義 して い るが, 調査 1 で は地域

で行 われる 活動 ( 近隣住民の 清掃活動等､ 名

称 が定 ま っ て い な い 活動を含め る) を全て 地

域 活動 と して い る ｡ 若干 の 違い はあ るが, こ

こで は地域活動 も組織活動とみなす) o

参 考 の た め､ 調 査 1 と併せ て 表 6 - 1 , 義

6 1 2 に組織活 動 へ の 参加率 と基本属性を載せ

る
｡ 調査 1 にお い て は ､ 参加者は比較的高齢 ･

無職 で ある 傾向があ り ､ 活動参 加者 は退職後

の 人 が多い こ とが窺 え るD 活動参加 者の み を

対象 に した調査 2 で は こ の 傾向は顕著であ り ､

分析にお い て はそ の 点を考慮す るo

表 6 -1 組織活動 へ の 参加率 (全体)

調査l 発査 2

匹ヨ 3 3 2 2 ー1 Z O

参加 不明 ー1 0 0

回答数 3 2 1 2 1 1 2 0

6 -1 組織活動 の参加実態

こ こ で は､ 組織情動 の 参加実態 の 概要 と し

て ､ 本章で 対象 とす る活 動団体の 現 人数 ､ 活

動内容 とい っ た基 本情報 を確認 して お く ( 調

査 2 ) o また, 参考 と して ､ 調査 1 にて得 られ

た組織活動 へ の 参 加率及び参加 内容 を併せて

載せ る ｡

表 6-2 参加者
･ 不参加者の基本属性 (調査 1

･ 2 )

調査 l 調査 2

参加 不 参加 参加

性別 1 u
,

.-) 1 0 B 4 2 1 2 8 ー1 2 0

性別不 明 ー4 3 9 4 9

回答数 1 0 7 0 2 D 8 9 ー0 7 1

男性 4 5 % 5 0 % 2 6 %

女性 5 5 % 5 0 % 7 4 %

櫛 汁 l l O O % l O O % l O ロ%

鞭業 ｣
~-?
;

L
. 1 1 0 8 4 2 1 2 8 1 ー2 0

取業不 明 1 3 9 2 5 ー 3 3

回答数 9 4 5 1 8 7 7 1 0 B 7

･夢 S .. ､
' '■ F % ■{

_
%~

:

I.

勤栄者 2 5 % 3 6 % 1 5 %

Jt 林 水産業 a % 5 % 4 %

パート
.

ア ル′てイ ト l O % l O % l l %

5 %

自営業 9 % l O %

そ の他 l % l %

:重野賢≡≧∴: 5 3 妬- 6 2 % ･ 3 4 9島

専業主神 1 7 % l l % Z 7 %

こ:;
;:i. 2 9 % 2 0 % 3 8 %

義損宰
i

_
- ヰ6 %- 罰 墜 : 6 6 %

帯 首｢ l O O % l O O % 1 0 0 %

†0 8 4 2 1 2 8

1 6 4 1

I 0 6 8 2 0 8 7

1 % 5 %

4 % 9 %

1 0 % 1 2 %

1 6 % 1 5 %

2 0 % 2 4 %

2 8 % 1 9 %

1 8 % 1 2 %

3 % 5 %

しーC 給数 1 0 8 4 2 ー2 B 1 1 2 0

L C 不明 0 0 1 0 4

E l ミ
ニ

.
.

J
. 1 0 8 4 2 1 2 8 1 0 ー6

ヨ岩
…

.
.: l % 6 % 0 %

独 身期 5 % 1 2 % 2 %

新婚 如 3 % 4 % 0 %

子ども幼少期 l 4 % l 2 % 3 %

子ども成長期 6 % 7 % 6 %

子ども独立期 2 5 % 2 7 % l 9 %

高齢期 4 6 % 3 2 % 7 0 %

郎 † l O O % ー8 0 % l O O %

* 調査 1 に お け る L C は ､ 男性 ･ 有職女性 ･ 無職女性を

足 し合 わせ た も の .

- 1 0 6 -
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第6 章 組 織活動 実態 にみ る地域施設 の 必 要性

6 - ト1 組織活動団体の 概要

こ こで は ､ 団体の 概要 と して基本情報 とメ

ンバ
ー

構成比 をみ る ( 表 6- 3) o

[ 現人数] は ｢ 1 0 - 1 9 人｣ を最大 と しな がら ､

3 0 人程度 まで の 小 ･ 中規模な 団体が多い ｡

[ 活動内容] は音楽や俳句 とい っ た､
｢ 室内の

趣味活動｣ に取 り組 む場合が半数以 上 と多 い

が ､ 古典学習な どの ｢ 教養学習活動｣ ､ 及び ｢ ス

ポ ー

ツ
･ 健康活動｣ も少 な くな い ｡ 項目内 は

さ ら に多様で ある の で ､ 地域住民が取 り組む

は多岐に渡 っ て い る ｡

[ 創 設年] は ｢ 1 9 80 年代｣ 以降で 特 に多 い ｡

こ こ 3 0 余年の 間 に組織活動が活発化 してい る

こ とが窺え ､ 需要の 高まりが確認で き る｡

[活動頻度] は ｢ 月 に 2 回程度｣ が最 も多い が ､

大多数 の 団体が月 に 1 回以上 の 活動を行 っ て

い る ｡ 地域住民に と っ て ､ 組織活動 が身近な

もの として行わ れて い る こ とが分か る｡

次に ､ 団体の メ ンバ
ー 構成比をみ る｡

[ 男女構成] は ､ 地域 に友人 を つ く りや す い

女性が主 とな っ て い る割合が半数以上で ある ｡

と は い え ､ 男 性が 参加 して い る割合 も多 く ､

性別 に関係な く活動が行われ て い る ｡

[年齢構成] は退職後の 人が主の 団体が半数以

上 で ある が ､ 多様 な年代を含む 団体 も 2 割程

度 い る ｡ そ れ で も､ 若年層 の 参加は 少な い と

考えて い い だろう｡

[居住地] は ､ 旧市町村内 とい っ た比較的狭い

範囲 に人で 構成さ れ る団体が多い ｡ そ れ で も ,

旧市 町村 の 域を超 え た広 がり もみ ら れ る ( 令

併後津市の 団体を対象に して い る) 0

[ 職業構成] は ､ どち らか とい えば無職者が主

とな っ て い る 団体が多い が､ 有職者が半分以

上 い る 団体 も 4 割近く い る｡ 時間的制約の 多

い有職者で も活動に参加 して い る人は多い ｡

以上 の こ と か ら ､ 実態 と して は性別 や 年齢

に若干 の 偏り は ある が､ 地域の 幅広 い 層が多

様 な 活動 に 取 り 組んで い る こ と が分 か っ た ｡

ま た, 団体の 規模 と して は 小
･ 中規模 が多い

こ と , 殆 どの 団体が月 1 回以 上 と , 身近な も

の と して 活動 に 取り組 ん で い る こ とが分か っ

た｡

表 6-3 対象団体の基本情報とメ ン バ
ー

構成比

総数

団体票な し

現
人
数

団体数 2 0 1

現人数不明 ■

回答団体数 2 0 0

-9 名 3 9 2 0 %

1 0-1 9 名 8 7 4 4 %

2 0 -2 9 名 3 4 1 7 %

3 0-4 9 名 1 6 8 %

5 0 -9 9 名 8 4 %

ー0 0 名 以上 ー6 8 %

総計 2 0 0 1 0 0 %

活
動

団体数 2 0 1

活動内容不 明 9

回答団体数 1 9 2

室内 の趣 味活動 1 0 6 5 5 %

教養学習活動 2 2 1 1 %

内
容
ボ ラ ン テ ィ ア5 吉動 1 3 7 %

ス ポーツ . 健康活 動 3 1 1 6 %

育児 . 教 育活動 3 2 %

そ の他 1 7 9 %

総 計 1 9 2 ー0 0 %

創
設
午

団体 数 2 0 1

創設 年不 明 2 1

回答 団体 数 ー8 0

ー94 9 年以前 5 3 %

ー9 50 年代 6 3 %

ー9 60 年代 1 1 6 %

1 9 70 年代 1 9 1 1 %

ー98 0 年代 3 2 1 8 %

1 9 90 年代 59 3 3 %

2 0 00 年代 4 8 2 7 %

総 計 1 8 0 ー0 0 %

活
動

団体 数 20 1

活動 頻度 不明 4 7

回答 団休数 1 5 4

週 1 回以上 4 0 2 6 %

頻
磨
月 に2 巨r程度 61 4 0 %

月 に1 回程度 41 2 7 %

月 に1 回未満 1 2 8 %

総 計 1 5 4 1 0 0 %

居
住
地

団体数 2 0 1

居住地不 明 3

回答 団体 数 l 9 8

小学校 区内 1 9 1 0 %

旧市町村 内 1 0 3 5 2 %

隣接旧市町村まで ー7 9 %

合併津内 52 2 6 %

ざ章より大 7 4 %

経計 1 9 8 ー0 0 %

ー 1 0 7 -
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6 - ト2 L C ･ L S に みる参加実態

こ こで は調査 1 にて得 られ た ､ 組織活動 へ

の 参加実態 として ､ 参加率と活動内容を L C ･

l ｣ S 別 に示す ｡ 表 6 - 1 にあるように ､ 3 00 0 名

を越え る地域住民を対象 とした調査 1 にお い

て は ､ 組織活動 へ の参加率は 3 割強であり ,

一 般的な 組織活動参加率はそ の 程度 と考えて

い い だろう｡ また, 全体としての 活動内容は

調査 2 と比較する と ( 表 6 -5) ､ ｢ ボランテ ィ

ア活動｣ ｢ スポ ー

ツ ･ 健康活動｣ が多くな っ て

い る ｡
これ は調査 2 で は ､ 高齢女性を多く含

む 為だと考 え られ る (L C 側面参照) 0

表 6- 5 参加者の 活動内容

調査 1 調査2

参加者総数 1 0 8 4 2 1 2

未回答 0 1 ー

内容不 明 0 9

回答数 1 0 8 4 1 9 2

室内趣味活動

教養学習活動

ボラ ン テ ィ ア活動

ス ポーツ
･

健康活動

育児
･

教育活動

そ の 他

3 2 2 3 0 %

1 1 3 1 0 %

3 3 5 3 1 %

4 1 4 3 8 %

1 1 3 1 0 %

1 4 7 1 4 %

1 0 6 5 5 %

2 2 1 1 %

1 3 7 %

3 1 1 6 %

3 2 %

1 7 9 %

1 4 4 4 1 3 3 % 1 9 2 1 0 0 %

* 調査 1 は個 人が対象であり､

複数の 活動種 に参加 して い る 場合､ 総計は 10 0 % を越え る o

調査 2 は ､ 団体 へ の 調蛮の た め ､ 総計は 1 0 0 % o

[ L C にみ る参加率と活動内容]

L C の 観点か ら ､ 参加率 と活動内容をみ る ( 義

6 - 6)

[参加率] 図 6 - 1 は L C の 段階別の 地域活動 へ

の 参加率で ある ｡

男性は ( 学生期) で は参 加率は低く ､ 加齢

と とも に徐 々 に参加率が上昇 し ､ ( 高齢期) で

参加 率は最大 とな る ｡
ま ず､ 結婚す る まで は

緩や か に参加率が上 昇 して い く ｡
こ の 間､ 自

動車 を 自由に 使え るよ う にな る こ と と､ 結婚

を機 に居住す る 地域 の 人々 との 関係が強化 さ

れ る こ とが地域活動参加 へ の 促進要件 とな る ｡

同時 に ､ 就職 ･ 結婚 に伴う転居 は阻害要 因と

もな り得る ｡ ま た､ 結婚後 し ばらくは仕事 に

よ る時間的拘束が大き い ため ､ ( 子ども独立期)

まで 参加率 が停滞 する ｡ 退職後に参加率が急

増す る こ とか ら , 時間的拘束の 影響が大 き い

こ とが分か る ([ 阻害要因] の 項で後述する) 0

女性 は男性に比 べ ､ ⅠノC の 各段階と も総 じて

参加率 は若干高 い ｡ 基本的 に は男性 と 同様 に

L C の 進展 に伴い 参加率 は上 昇す るが , ( 新婚

期) か ら ( 子 ども成長期) の 期間は 職の 有無

によ り大きな相違がある｡ もち ろん , ( 高齢期)

は参加率が生涯で 最も高い ｡

有職女性 は結婚 に伴う転居 によ り､ ま た､ 家

事 と仕事 の 両立 の 厳 しさ に よ り新たな 活動参

加 は多 く な い ｡ そ の 後､ 子 どもの 誕 生 によ り

参加率が跳ね上 が る が ､ 育児 に関する 内容 に

取 り組む ため の ([ 参加 内容] 参照) ､ 必 要 に

迫 られ て の 参加 と考 え ら れ る ｡ そ の た め､ 次

の 段階に なる と途端 に参加率は下が る｡

無職 女性 は結 婚 に よ る転 居 の 阻害 よ り も ､

居住する 地域 の 人々 との 関係が強化 に よ る促

進の 方が強 く ､ ( 新婚 期) で も参加率は上 昇す

る ｡ ( 子 ども幼 少期) ､ ( 子 ども成長期) で も参

加率 は 上昇 す る｡ 前者 は有 職女性 と同 じ理 由

で ､ 後者は育児 の 為 の 活動 に参加 して い た人

が他 の 内容 の 活 動 に移行 する こ とに よ り参加

率の 減少が少な い (〕

ー1 0 8
-
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図 6-1 L C にみ る地域活動 へ の参加率

【男性】

学 独

筆 順 昧 渦 ---一三---一一--d ----I

教養 学習活 動-O ------d------

ボ ラ ン テ ィ アーー一三-----○---
ス ポーツ

育 児 ･ 教育

節

○

- ○---

○

幼 成

- C --- ●---

C O

-o - 0
0 0

立

0

0-

○ ･ ･ ･

･
･
･

0 0 0 0 o o

【有職女性】

学 独 新 助 成 立 高

○ 六
---O -- O 中

o O O O く〉

O o o O

【無聯女性】

学 独 新 幼 成 立

0 一一- I - - 0

O o o ｡

0

0

0

●･-◎
r -- -O

0

0
0

0

9

畠妥
~~Tー~-~~~T~~~~

-や------0 ---

｡ 1 0
0,o O 2 0

0,o O 3 0 % 0 4 0 % ● 4 1 %
-
-

執 の 大 き さほ

g
O

i
%

# 4i岩冨至芸旨芸警芸言…
[参加者の活動内容] * 女性 の ( 学生 期) (独 身期) ( 高齢期) は 同値｡

図 6 -2 L C に み る地域活動の参加内容

表 6 -6 L C に み る地域活動 へ の参加実態

男性 女性

学 独 新 子 子 子 高 学 独 有 無 有 無 有 無 有 無 高
生 身 姶 ど ど ど 齢 生 身 聴 取 聴 取 職 職 職 職 齢
期 期 期 も も も 期 ; : ; ≡ ; ≡

幼 成 独
少 長 立 宕 蕃 言 言 言 言 言 言
期 斯 期 期 期 も も も も も も

幼 幼 成 成 独 独
少 少 長 長 立 立

期 斯 期 期 期 期

参
加
率

総数 6 4 1 4 7 4 8 1 7 2 9 1 3 7 0 6 1 7 7 7 1 3 7 2 9 2 2 1 1 2 8 9 8 0 2 5 2 5 3 1 6 0 5 5 8

参加不明 2 5 1 0 0 6 3 5 1 1 1 0 0 0 1 0 4 2 4 2

回答数 6 2 1 4 2 4 7 1 7 2 9 1 3 6 4 5 8 2 7 6 1 3 6 2 8 2 2 1 1 2 8 9 7 9 2 5 2 4 9 1 5 8 5 1 6

参加 1 1 % 1 9 % 2 8 % 2 8 % 3 0 % 2 6 % 4 1 % 8 % l 9 O/o 2 l % 3 2 % 4 6 % 4 0 % 3 2 % 3 6 0/o 3 4 % 4 5 0/o 4 4 %

不参加 8 9 % 8 1 % 7 2 % 7 2 % 7 0 % 7 4 % 5 9 % 9 2 % 8 1 % 7 9 % 6 8 % 5 4 % 6 0 % 6 8 % 6 4 % 6 6 % 5 5 % 5 6 %

総数 1 0 0 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 00 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % ー00 % ー0 0 %

参
加

参加 7 2 7 1 3 4 9 2 7 9 5 2 4 0 6 2 6 6 7 5 1 3 6 2 5 9 8 4 7 1 2 2 8

内容不明 2 5 1 0 0 6 3 5 l l l O O O l O 4 2 4 2

回答数 5 2 2 1 2 4 9 2 7 8 9 2 0 5 5 2 5 5 7 5 1 3 6 2 4 9 8 0 6 9 1 8 6

室 内趣 味活動 0 % 1 8 % 1 7 % 6 % 4 % 1 6 % 3 4 % ○% 3 6 % 0 % 0 % 2 4 % 6 % 2 5 % 1 1 % 4 8 % 3 8 % 6 0 %

教 養学習活動 2 0 % 1 4 % 8 % 6 % 7 % 8 % 1 6 % 2 0 % 1 2 % 4 0 % 1 4 % 6 % 6 % 8 % 1 1 % 6 % 1 0 % 1 6 %

内
lヨ
ボ ラ ン テ ィ ア活動 0 % 3 2 % 3 3 % 2 2 % 3 7 % 4 4 % 4 4 % 4 0 % 2 8 % 2 0 % 0 % 1 2 % 1 4 % 2 5 % 3 3 % 3 1 % 3 8 % 3 7 %

谷

ス ポーツ .

健康 活動 1 0 0 % 6 4 % 5 8 % 3 5 % 3 7 % 3 8 % 4 0 % 2 0 % 5 2 % 4 0 % 1 4 % 3 7 % 2 2 % 4 6 % 2 2 % 4 4 % 4 1 % 5 4 %

育児
. 教育活動 0 % 0 % 4 2 % 2 0 % 4 % 4 % 3 % 0 % 8 % 6 0 % 7 1 % 3 5 % 6 9 % 2 1 % 3 3 % 5 % 3 % 4 %

そ の 他 2 0 % 1 4 % 8 % 2 7 % 2 6 % 1 7 % 1 8 % 4 0 % 0 % 0 % ー4 % 4 % 0 % 0 % 3 3 % 9 % 1 2 % 2 0 %

総 計 ー4 0 % 1 4 1 % 1 6 7 % 1 1 6 % 1 1 5 % 1 2 7 % 1 5 5 % 1 2 0 % 1 3 6 % 1 6 0 % 1 1 4 % ー1 8 % 1 1 7 % 1 2 5 % 1 4 4 % 1 4 3 % 1 41 % ー9 1 %

- 1 0 9
-
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[活動内容] 図 6 - 2 は地域活動 へ の参加者が参

加す る活動 内容で ある ｡ 活動 内容が複数ある

場合 は制限な く回答 して い る ｡

男女 に共通す る傾向と して ､ ( 新婚期) ( 千

ども幼少期) は ｢ 育児 ･ 教育活動｣ へ の 参加

が多く ､ 特 に 無職 女性 の ､ 教育 へ の 高い 関心

が窺え る｡ また ､
｢ ボラ ンテ ィ ア活動｣ へ の 参

加 は L C の 後期か ら増 え始 め る ｡ 女性で は特

に有職女性 の参加が多 い ｡

男女 の参加内容の 相違 として は ､ 男性は ｢ ス

ポ ー

ツ ･ 健康活動｣ フうミ､ 女性 は ｢ 室内趣味活動｣

が多い とい っ た特徴がある ｡

[ L S にみ る参加率と活動内容]

L S の 観点 から ､ 参加率 と活動内容をみ る ( 義

6 -7)

[活動率] 図 6 - 3 は L C の 段階別 の地域活動 へ

の参加率で ある ｡

本項目 は ク ラス タ
ー 分析の 指 標の

一

つ で も

あ り ､ 前提条件 と して 前述 して き た こ と も多

い の で簡単に整理する ｡

【C l】 は 9 割以上 が地 域活動 に参加 して お

り ､ 地域 との 関わりに積極 的な層 とい え る ｡

【C 2】【C 3】【C 4】は参加率が 3 割程度であり ､

一 般 的な参加 率 と 同程度 とい え る ( 調査 1 で

は 3 3 2 2 名 中, 参加不 明 1 1 0 名 を除 く と参加

者は 1 0 8 4 名､ 不参加者 2 1 2 8 名であ り , お よ

そ 3 4 % が地 域活動に参加 して い る) ｡

【C 5】 【C 6】 は参加者が非常 に少なく ､ 地域

との 関わ り に 無頓着な 人々 とい え る ｡ 言 い 換

え る と ､ 地域 の 人 々 と
一

緒 に組織的な 活動 を

す る よ り も ､ 個人で 行う余暇活動 に強い 関心

を も っ て い る とい え る ｡

また ､ 職の 有無によ る視点か らみ る と､ 【C l】

は働 きな が ら も積極的 に地域活動 に参加す る

層 とい え る ｡

一

方 ､ 【C 5】【C 6】 は職に よ る時

間的拘束 によ り参加 しな い 層 と もみ る こ とが

で き る｡ 必ず し も職の 有 無が 阻害 とは な らな

い が ､ や は り時間的拘束の 影響 は 大き い と い

え るだろう ｡

- 1 1 0 -
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[ 活動内容] 図 6 - 4 は地域活動 へ の 参加者が参

加す る活 動内容で あ る ｡ 活動内容が複数あ る

場合 は 制限な く 回 答 して い る ｡ タイ プによ っ

て 参加率 に 非常 に大 きな 相違 があるが ､ 各 タ

イ プの 趣向の 傾向がみ られ る と考 える ｡

【C l】 は男女半々 で構成されて いるが ､ 特 に

｢ スポ ←

ツ ･ 健康活動｣ に強い関心 を抱 いて い

る ｡ そ の 他 ｢ 室内趣味活動｣ ｢ ボラ ンティ ア活

動｣ へ の参加 も多く ､ また ､ 総計 ( 平均参加数)

も多く ､ 多様な 活動 内容 に取 り組ん で とい え

る
｡
こ れは 【C 4】 も 同様である ｡

【C 2】 は 最 も平均参加数が多 く ､
｢ 室内趣味

活動｣ を は じめ ､ 多様 な活動内容を も っ て い

る
｡

一

方 ､ 参加内容 に偏りがみられ るの が【C 3】

で あ り､ こ の タイ プ の 特徴で もあ る ｢ 育児
･

教育活動｣ へ の 参加が 目立つ ｡ 【C 5】 はサ ンプ

ル 数が少な い が ､
r ボ ランテ ィ ア活動｣ にも興

味があるようだ｡

各タイ プの 趣向は ､ そ れぞれ の タイ プ ヘ の ,

企画充実 に よ る組織活動促進 へ の 手掛り にな

り得 るだろう ｡

図 6-3 L S タイ プにみる地域活動 へ の 参加率

図 6- 4 L S タ イプにみ る地域活動の参加内容

表 6-7 L S タ イプにみ る地域活動実態

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

参
加
率

総数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

参加不 明 0 0 0 0 0 0

回答数 6 3 3 3 9 1 1 4 4 2 9 0 3 3 2 7 4 9

参加 9 1 % 3 5 % 3 1 % 2 6 % 4 % 0 %

不参加 9 % 6 5 % 6 9 % 7 4 % 9 6 % ー00 %

総数 ー00 % 1 0 0 % ー0 0 % ー0 0 % 1 0 0 % 1 00 %

5 7 8 1 3 8 4 4 7 6 1 4

0 0 0 0 0

5 7 8 1 3 8 4 4 7 6 1 4

0

0

0

参
加
内
容

室内趣 味活動

教養学 習活動

ボ ラ ン テ ィ ア 活動

スポ
ー

ツ
･

健康活動

育児
･

教 育活動

そ の他

2 6 % 4 2 % 1 8 % 3 2 % 5 7 %

1 0 % 1 9 % 1 1 % 5 % 7 %

3 2 % 2 1 % 2 3 % 2 6 % 5 7 %

4 0 % 3 6 % 2 0 % 4 5 % 2 9 %

9 % 9 % 5 2 % 9 % 0 %

1 5 % 1 3 % 7 % 9 % 7 %

1 33 % 1 4 0 % 1 3 2 % 1 2 6 % 1 5 7 %

- 1 1 1
-
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6- 2 組織活動に対する活動意識

こ こ で は組織活動 に対する活動意識 と して ､

団 体と して 何 を重視 して 取 り組ん で い る か ､

及 び個人 の 活動 に対する意識をみ るD

6 -2-1 団体 と して重視する こ と

団体と して 重視す る こ と をみ る と ( 最大 2

種選択 ､ 表 6- 8) ､ ｢ 団体内の 交流 ･ 親睦｣ ｢ 能力 .

技術 の 向上｣ が多 いQ こ の 回答 は団体の 代表

者 による もの で あるが , 団体の 総意 と捉 える ｡

｢ 匡卜体内の交流
･ 親睦｣ は人との つ ながりを

求め るもの で あり , 余暇生活 を誰か と 一 緒 に

過 ごしたい という 要求 の 現 れ と み る こ とがで

き る o また ､ 同 じく 回答 の 多 か っ た ｢ 能 力 .

技術 の 向上｣ は活動 を通 して 得 られ る自己 実

現要求 とい え ､
こ の ふ た つ が組織活動 を行 う

際の 主要な活動意識 とい え るo

次い で ｢ 地域 へ の 貢献｣ 75ミ多 い o 参加者が

集 まる こ とで ､ 自分たちの 要求を満 たす ため

だけで な く ､ 地域社会 へ の 貢献 とい っ た 2 次

的な 意識 ･ 要求も生まれてくる と考えられ る ｡

以上 の 内容に つ い て , 男女構成別 ･ L C 構成

別 にも比較 して みる ( 表 6- 9) ｡

男女構 成 は ｢ す べ て 男性｣ ｢ 男性多 め｣ を

併せ て ｢ 男性主体｣ として お り ､ 女性も同様 D

男女構成 によ らず ､
｢ 団体内の 交流

･

親睦｣ と

｢ 能力 ･ 技術の 向上｣ が多く ､ 性別に よる違 い

はみ られない ｡

L C 構成別 では ､ 若 い世代 の 母数が少ない た

め十分な 比坂 がで きな いが ､
いずれ も ｢ 団体

内の 交流 ･

親睦｣ が最 も多く ､ 人 との つ なが

り を 身近 に感 じた い と い う意 識が強い と い え

る ｡ また､ 退職後の 人 は他 に比 べ て ｢ 能 力
･

技術 の 向上｣ が多 い ｡ 他の 世代よ り余暇時間

が多 く あるた め､ そ の 時間 を活用 して の 自己

実現要求が強くなる為 と考 えられ る ｡

以上 み て き たよう に , 多く の 団体は活動 を

行う こ とで 余暇生活 を 誰か と
一

緒 に過 ごした

い と感 じて い る こ とが分か っ た｡
ま た､ 世代

によ っ て 相違 はある が ､ 自己実現要求 も有 し

て い る こ とが分か り ､ 高齢者 ほ どそ の 意識 は

高 い o
さ らに ,

こ れ ら自分の 為の 要求だけで

な く ､ 活動 の なか か ら地域社会 へ の 貢献を始

めとす る要求も芽 生え る こ とが分 かり , 組織

活動を行 う こ とが人 々 の 生活 を充実 させ る た

めに重要な行動で ある といえるだろう｡

表 6- 8 活動するにあた っ て 重視す る こ と

t
.:t R

未回答

重視不明

回答団体数

団体内の 交流 ･

親睦

他団体 との 交流
.

親睦

能力
･

技衝 の 向上

技術の 伝承
･ 普及

作品の 創作
･

展 示

地域 へ の 貢献

そ の 他

1 7 9 %

9 9
､

ミ
S 議惑

1 8 1 0 %

3 1 1 6 %

4 6 2 4 %

1 2 6 %

表 6-9 活動するにあた っ て 重視する こ と (性別 ･ 年齢別)

男女穎成別比較 L C 練成 別比較

男性 主体 男 女半 々 女性主体 独 身が多め 子育て 期多め 子育 て後 多め 退琳幾 多め 多様な年代

各守数 3 4 1 7 l 4 6 1 4 3 4 ー1 9 3 9

重複不 明 1 0 EEL 0 0 3 7 2

回答団体数 3 3 ー7 ー3 5 1 4 3 ー 1 1 2 3 7

団体内の交流 ･

親睦

他団体 との 交流
･

親睦

能力
･

技術の 向上

技術の 伝承
･

普及

作品の 創作
･ 展示

地域 へ の 貢献

そ の 他

4 1 2 %

1 9 5 誠

T 3 %

5 1 5 %

6 1 8 %

3 9 %

4 2 4 %

9
..萱萱丞
1 6 %

4 2 4 %

2 1 2 %

1 6 %

9 7 %

6 9
r

S
r

壬璽

1 6 1 2 %

2 2 1 6 %

3 7 2 7 %

7 5 %

l;蔓星=95
1 †0 0 %

0 0 %

0 0 %

0 0 %

D O %

0 0 %

1 2 5 %
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0 0 %
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第6 章 鼠 織活動矢 掛こみ る地 域施設の 必 要性

6 - 2 1 2 メ ン バ ー

の 活動意識

次 に ､ 団体 と して で はな く ､ 個人 の 意識 を

み るた め ､ 組織活動参加者の [ 参加 目的] [ 参

加契機] [ 活動 を通じて の変化 ( 参加の 効果)]

をみ る ( 表 6- 1 ()) 0

[ 参加目的]

参加者が活動 を始 めた 目的をみ る と ( 最 大

2 種選択) ､ ｢ 交友関係の拡大｣ の 選択が多 い ｡

団体と して 重視す る も の と 同様 , 余暇 を充実

して過 ごす為 ､ 人 間関係を つ く る こ と を望 ん

で い る こ とが 分 か る o ま た､
｢ 新 しい こ と を

始めた い｣ も多 く ､ とり あえず何らか の 活動

を始 めたい ､ とい っ た要求もみ られ るD 一 方 ､

以前 に行 っ て い た活動の 再開と い っ た ｢ 活動

の 高度化｣ も全体の 1 / 4 程度おり ､ さ らな る

専門性を求め る人 も多い o こ の 両者 は､

一

方

は純粋 に余暇生活 の 充実 の ため､ もう
一

方 は

さ らな る専門性 を 備え る ため､ とい っ たよう

に､ 同じく 活動 に参加 して い て も目指 すと こ

ろ は見なる と考 え られ､ それ ぞれ が活 動場 所

で ある施設 ･ 設備 に求め る要求 にも相 違が 表

れ るだろう｡

｢ 新 し い こ とを始 め る｣ に加え ､
｢ 暇 な時 間

の 活用｣ ｢ 生活 にメ リ ハリ｣ とい っ た目的本意

で はな い 回答が少な く な い こ とに み ら れ る よ

うに , 多く の 生活者が条件さえ合 えば , ( 明確

な自己実現要求がなく と も ､) 何らか の 組織活

動に参加 したい と考え てい ると捉えられる o

[参加契機]

前述 した
` `

条件 が合 え ば
'

に つ いて . 参加

契機 ( 最大 2 種選択) をみる ことで 捉える ｡

参加契機の そ の他 を除く 1 0 項目を内容 に合

わせ て 『時間』 『情報』 『人間関係』 『趣向』 『施

設整備』 『環境変化』 に分類する o

参加契機 と して は『環境変化』『時間』が多く ､

退職や子育て 終了に伴う時間的余 裕が参加 の

為 の 主 要な 条件 とな っ てい る ｡ ま た､
『人間関

義 6-1 0 個人 の 活動意識

調査 2

日
目

総数 ー1 2 0

参加目的不 明 1 0 4

回答数 ー0 ー6

新 しい こ と 4 8 2 4 7 %

清聴の 高度化 2 4 5 2 4 %

家事育児 に必 要 2 2 2 %

的 生 活に メリ ハ リ 1 6 6 1 6 %

交友関係の 拡大 4 4 7 4 4 %

巌 な時間の 活用 2 2 1 2 2 %

そ の他 8 2 8 %

瀦汚十 l 6 6 5 1 6 4 %

同

欝敷 1 1 2 0

参加契機不明 l l 9

E] ≡L
.

J 1 0 0ー

時間

時間 に余裕 7 7 8 %

時間帯が 合う 2 0 8 2 1 %

}j 埴t ≡:曇塾 2 8 %

伯叔

メ デ ィ ア で 知る 3 5 3 %

展示 会で 知る 9 0 9 %

活動内容知つ て い た 7 6 8 %

闘
也

小
-

* 窒塁1 2 丑賂

人間関係 義盛 友^ a )勧 め
=

≡=≡重重き轟 34 亀

鹿 向 -JE題 が安く手 軽 ≡…墓室g_ =:
l 5 監

施 設盤億 場所 が近くて 便利 ≡≡≡三≡≡…墓8 O~-
:

=--::-__
2 8 %

環境変化

退淋 して 余裕 2 8 3 2 8 %

子育て終 了し て余裕 l O O l O %

小計 主要叡串 3 8 %

そ の他 9 4 9 %

給計 l 1 7 3 ー 1 7 3 %

日
動
杏
⊥i-i
じ

総数 1 1 2 0

参加効果不 明 7 2

回答数 1 0 4 8

人間関係 a) 充実

交友関係 広がる 8 0 6 7 7 %

相 談相 手増える ー4 5 ー4 %

人 と接 す る機 会 5 7 1 5 4 %

/3 計ゝ 1
_萱萱
窒 】4昌盤-

__
:
:

溝軌こ伴 う

技能向上

新 しい 知帯や情報 4 6 9 4 5 %

て

の
ス キル の 向上 2 0 7 2 0 %

変
化

小針 -
~奄7 6 8 5 %

余暇の 目的発 見

やりた い こ と 3 2 4 3 l %

a
リ ラ ッ ク ス l 4 3 ー4 %

の 暇 な時 間を活用 2 2 0 2 ー%

効

苦
Jj 計ヽ ■ 爾7 6 6 %

余 暇の場所 開拓

他人を 気に しない 場所 4 3 4 %

自宅以外 の葛所 ー7 7 1 7 %

小計
…■
.2 2 0 2 ー%

そ の他 2 4 2 %

瀦汚十 3 1 2 9 2 9 9 %

- 1 1 3 -

._
ノ.二

2
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係』 も多 く ､ 知人が参加 して い て誘わ れたり ､

友人 と
一

緒 に加入 した り とい っ た､ 内輪的な

人付き合 い によ る参加契機 も 少な くな い よ う

だ ｡

また､
『施設整備』 も多くみ られ るが ,

こ こ

で は ｢ 場所が近くて便利｣ に対する回答であり､

活動場所 と して 身近な施設 を望んで い る こ と

が分か る ｡ 言 い換え れ ば, 施設 の ( 量的) 充

実が参加者を増やす要因 とな り得る といえ る ｡

以上 の こ とか ら､ 多く の 生活 者が参加 しや

すい 余暇を充実 さ せ る為 の 組織活動 は ､ 身近

な 場所 で気軽 に 開始で き る こ とがで きる こ と

が重要 とい え る ｡
とは い え ､ や はり時間的余

裕 の で き る こ とが大き な 意識的契機 とな っ て

お り ､ 子育て が終了 した人や 退職後の 人 と い

っ た層 を的を絞 っ た参加促進支援 も有効で あ

ろう ｡

[活動を通 じて の変化 (参加の 効果)]

以上 ､ 参 加時の き っ か けをみて きたが､
こ

こで は組織活動を行う こ とに よ る生活 の 変化

を み る ｡
『人間関係の 充 実』 『活動 に伴う技能

向上』 『余 暇の 目的発見』 『余 暇 の 場所 開拓』

に大分類する ｡

参加 を通 じて の 生活 の 変化 と して は 『人間

関係の 充実』 が非常に多い ｡ 共 に活動 に取 り

組む 仲間 を得る こ とで ､ 人 と関わ る機会 が増

え ､ そ の 延長 と して 個人的な 余暇活動 もそ れ

らの 仲間と 一 緒に過 ごすようにな る ｡

次い で ､
『活動 に伴う技能 向上』 『余暇 の 目

的発見』 が同程度 ､ 生活の 変化 と して実感 さ

れ て お り ､ 参加者が余暇 を目的を も っ た過 ご

し方 をする ようになる こ と と
一

致する ｡

『余暇の 場所開拓』 は上 記に比 べ て 少な い が ､

自宅以外 に余暇 を過 ごす場所 を得 る こ とがで

き る と感 じる人もい る ｡
こ の 選択 は , ( 高齢単

身､ 高齢 夫婦 とい っ た家族型 を も つ) 余暇 を

自宅で 過 ごさな い 人 たち に よ る も の で はな い

か と推測 され ､ 組織活動 に よ っ て 彼ら の 余暇

生活が充実 した と考えて い い の で はな い か ｡

組織活動 へ の 参加 は ､ 明確な 活動日的をも

っ た場合だけで なく ､ 生活 に変化 を与え る為

で あっ たり ､ 暇な時間の 活用 の ためとい っ た ､

目的本意で は な い場合 も多い ｡ 専 門性 の 高 い

活動だけで なく ､ 初見で も始 めやす い 内容も

充実す べ き とい える ｡ 必然的 に, そ れ らの 活

動が必 要 とす る施設 ･ 設備には相違が表れ る

ため ､ 幅広 い供給側の フ ォ ロ
ー も必要である ｡

参加契機 と して は､ や は り時間的余裕の で

き る こ とが大 き な意 識的契機 とな っ て おり ､

子育て が終了 した人や退職後の 人 と い っ た層

を 的 を絞 っ た参加促進 支援 も有効 と い え る ｡

また ､ 身近 に活動場所 がある こ とが参加者を

増や す要 因 とも な っ て お り ､ 施設 の ( 量的)

充実 の成果が表れて い る ｡

また , 契機 に み られ た課題 も ある ｡ 参加者

の 多 くが内輪 的な 人間関係に よ っ て 増加 して

お り ､ 元 々 そ れ ら の 関わ り を持たない 人たち

に ､ どの よ うに参加契機 を提供 して い く か を

考え る必要がある ｡

組織活 動参加 に伴う生活の 変化 と して は ､

人間関係の 充 実が非常に大 きい ｡ 共に活動 に

取 り組む仲間を得る こ と で ､ 人 と関わる機会

が増え ､ そ の 延長 と して個人的な 余暇活動 も

そ れ ら の 仲間 と
一

緒 に過 ごすよ うに なるだ ろ

う｡

ー 1 1 4 -
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6- 3 団体 の結成と展開の過程

こ こ で は ､ 団 体が結成さ れ る契機 か ら､ メ

ンバ ー の 新規参入 及 び脱 退を含めた活動の 展

開過程をみ る｡ また ､ 結成や参入 と い っ た過

程 におい て . 何 が契機 と なっ て い るか を把握

し､ 今後施 設側 が提供で き る契機 を 明らか に

す る o

表 6 -1 1 団体の 結成契機

6 -3 -1 団体 の 結成契機

表 6- 1 1 に団体の 符成契機 を示す ｡ 全体 とし

て は『講座』と『既存の 人間関係』が 殆どで ある ｡

同じ意識や 要求 をも っ た人 々 の 集 ま り に よ り

団体が結 成され て い る とい える 白

また , 創設 時 の 団体規模 を 3 分類 した規模

別結成契機 を み る と ､ 中規模 の B] 体は r 自主

講座｣ が多 い ｡ 自主講座 は公民館で行 わ れ る

安価な講座 へ の 参加者がそ の まま団体 へ と移

行す る も の で あ る｡ これ は ､ ある程度 の 人数

が集 ま らな い と開催 さ れ な い . また定員があ

るため に参加で きな い と い っ た課題 もあ るが

( 前 者の 方が顕著) ､ 公民館 と い う身近な 施設

が講座 を開き､ 意識 ･ 要求を同 じく する 仲間

の 出会 い の 場 を提供 し, 団体結 成の
一

助 とな

っ て いる
｡

一

方 ､
/ト規模 ･ 大規模で は ｢ 自主的な結成｣

が最も多く ､ メ ンバ
ー が元々 も っ て い た人間

関係が も と に な っ て い る o 但 し､ 男性 は ( 特

に就業期間中 は) 人 と の つ なが りを形成 し に

く い こ と もあ り ､ 既存の 人間関係を も た な い

人 に施設側が如何 に して 仲間づく りの 契機を

与えて い けるか が重要な課題で ある o

qJ殴 時の 団体規模
全 体

小規模 ト9 人) 中晩蝶 (l O- 2 9 人) 大規模 (3 0 人以上) 親 集不明

各母 数 3 8 1 2 0 2 g 1 4 2 0 1

経溝不 明 1 1 1 1 4

回答 数 3 7 1 1 9 2 8 1 3 ー9 7

講座

公 民同講座か らの 独立 ( 自主講座) 1 0 2 7 % 7 2 5 % 3 7 3 3 7 %

公 共講座 ( 公民館以外) 0 0 % 3 3 % 2 7 % 1 6 3 %

民間iI 座 3 8 % 2 Z % l 4 % 0 6 3 %

既存 の

恥 壕
.

学填 の 活動か ら l 3 % E■■■ヨ ○ 0 % 0 2 l %

;丘灘住 民の 集まりか ら 3 8 % 1 3 1 ー% 0 0 % 2 1 8 9 %

人間 関係 自主 的な結 成 3 6 3 0 % l ー 1
L
t N 耶 イよ: ≧
悶 6 6 7 3 4 %

済喜蛮≡,≡墓璽遜. _萱葦
既存団体 か らの 分裂 . 変更 2 5 % 3 3 % l■■■ 田 1 7 4 %

そ の他 4 1 ー% 8 7 % 6 2 1 % 0 l 8 9 %

3 6 9 1 8 7 %

ー

1 1 5
-

l
i 1

■
/

-
Lt ?
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6 -3
- 2 団体 の メ ン バ ー 増減

次 に創設時か ら現在 にか けて の メ ンバ ー の

増減をみ る ( 表 6- 1 2) ｡

単純な 人数 の 増減 をみ る と ､ 全体と して は

減少 も増加 も 4 割以上 あ り ､ メ ンバ
ー が増加

して 規模が拡大す る 団体だ けで な く ､ メ ンバ

←

が脱 退 して 規模が縮小 する グル ー プも ある

こ とが明らかで ある ｡

次 に人数規模 の 変遷をみ る｡ 母数の 関係か

ら ､
こ こで は 5 人以上 の 増加を ｢ 人数拡大｣ ､

5 人以上 の減少 を ｢ 人数縮小｣ ､ そ れ以外を ｢ 人

数維持｣ とす る ( 表 6 - 1 2 の 右端) ｡

団体創設時 か ら の 人数規模 の 経年変化 を示

した の が 図 6 - 5 及 び表 6 - 1 3 で ある ｡ 調査対

象 団体の 創設が こ こ 2 ､ 3 0 年に多 い影響 もあ

り ､ 結成 1 0 年程度が 団体数が多く ､ それ以降

は 団体数 は減 少 して い る｡ 但 し ､ こ れ は団体

の 消滅が こ の 間に発 生 して い る と推測す る こ

と もで き ､ 団体の
=

寿命
=

と い え なく もない
｡

そ の 内訳 として は ､ 創設後 10 年 まで は人 数

が維持 さ れ る団体が ､ 1 5 年まで は増加す る団

体の 割合が多 い が ､ 両者 と も以降は減少 して

い く ｡

一 方 ､ 人数が縮小する 団体は結成 1 0 年

を 過ぎたあた りか ら徐 々 に増 え始め る ( こ の

間 ､ 団体の 消滅 も多数あ るだろう) ｡ こ の 時期

に お ける 縮小 傾向 の 大 き な理 由は ､ メ ンバ
ー

の 高齢 化 によ る も の と考 え られ る ｡
ま た, 結

成 3 0 年 を過ぎた団体で は再び人数増加が主 と

な る {〕
こ こ ま で継 続 され た ､ い わ ゆ る長寿 団

体は 組織 的運営 が され ､ 拡大路線 に乗 っ て い

る と い え る
｡ 以 上 を モ デル化 したの が 図 6 -5

の 右 図で あ り ､ 団体は 人数 の 維持 ･ 拡大 ･ 縮

小 を経なが ら継続 ･ 展 開 して い る こ とが分か

っ た o

6 - 3- 3 メ ンバ
ー

の参入 契機

次 に ､ 団体 に新たな参 加者が加入す る場合

の き っ か けをみ る( 表 6 - 1 4) ｡ 全体と して は｢ 参

加者 の っ て｣ が圧倒的 に多い ｡ 文字通り ､ 元々

の参 加者 と の 個人的な つ な が り によ る参入で

あ り ､ 内輪的な グル ー プ拡 大がさ れて い る こ

とが分か る ｡ グル
ー プ内で の 交流 を要求 と し

て ため自然な こ とで はあるが､ そ の 場合 , 元々

の 人 との つ な が り を もち 得な い 人は参入 が難

しい
｡ 次に 多い参 入 契機 は ｢ 他 グル

ー プか ら

の つ な がり｣ によ る もの で あるが､ これ も元 々

の 人 とに つ なが りによ る もの で ある｡

[ メ ン バ ー 増減と参入契機]

団体の 人数規模の 変遷 と参入契機 に つ い て

もみ る ｡ 各団体は 規模 によ らず､ 多 くが参加

者を 増や した い と考え て お り ､ 如何 に して 新

た な参加 者を参 入 させ る か は 団体運営 にお い

て も重要な課題で ある｡

規模変 遷は創 設時か ら 現人数 を前述 の 3 分

類 で 分類 した もの で あ る ( 表 6 - 1 5) ｡ い ずれ

も団体規模 が維持 され る 場合が多 い が､ 小 規

模が中規模 にな る とい う拡大が多 くみ ら れる ｡

一

方 ､ 中規模が小規模 にな る場合 ( 2 割程度) ､

大規模 が中規模 にな る場合 ( 3 割程度) と い

っ た縮 小 もみ られ る｡ 母数 の 関係か ら経年変

化 は み ら れな い ため ､ そ れぞれ の 変遷時期 は

前述の 図 6 - 5 を参考に したい ｡

こ れ ら の 分類 で み る と ､ 規模が拡大 して い

る 団体は い ずれ も ｢ 参加者の っ て ｣ が多 く ､

や は り 内輪的な拡大で ある こ とが確認 され る ｡

また ､ 規模が縮小 す る場合 は参入 が殆 どな い

場合 も多く ､ 如何 に展開 を促 して い く か を考

える必要がある ｡

こ の よう な実態 の な か で ､ 現在殆 ど参入 契

機 とな っ て い な い の が ｢ ネ ッ トや会報か らの

情事BJ と い っ た､ も と も と の 接点の な い 人 に

向けて の 情報発 信で ある ｡ 前述 した ､ 個人の

- 1 1 6 -
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活動 意識の な か で ､ 参 加契機 に 『情報』 を挙

げて い た 人 も多く ､ こ の 点 の 強化 が必 要と い

え る
｡
ち な み に ､ 現在行 っ て い る情報発信の

状況を表 6 - 1 7 に示す ｡ 団体の規模変遷に関わ

らず ､
H P 運営 とい っ た不特定多数 に向けた情

報発信は少 な く , 内輪的な 口 コ ミが殆 どで あ

る
｡

以上 の こ とか ら ､ 団体 へ の 新規参入 は殆 ど

が内輪的な 人間関係に よ るもの で あり ､ 元 々

の 人 との つ な が り を も っ て い な い 人々 にと っ

て は ､ 参加 に 大き な 阻害 とな っ て い ると考 え

られ る ｡

表 6 -1 3 メ ン バ - の増減

但し ､ 多 く の 団体は メ ンバ
ー

を増や したい

と考 え て い る為 ､ 現在 の よ うな 内輪的展開だ

けで なく ､ 関わ り の なか っ た外 部の 人 を も積

極的 に参 入 させ る体質改善が必要 とな る ｡ 団

体が不特定多 数の 人を対 象 と した情 報発 信を

推進す る こ と はい う まで もな い が ､ 新規参入

者 の な か に は ､ 団体が成果 発表 を行 う ､ 展示

会や講演会 によ っ て 啓発 され る人もい る ｡

よ っ て公 の 場で あ る地域施設 にお い て ､ 団

体の 情報発信 や成果 発表 を行い ､ 非活動参加

者 の 参加 を促 すよ う, 積極的に外部 を巻 き込

ん だ展開が必要で ある ｡

創設時の 団体規模
全体

小規模 ( - 9 人) 中規模 (1 0- 2 9 人) 大規模 ( 3 0 人以上) 不 明

母数 3 8 1 2 0 2 9 1 4 2 0 1

増減不 明 0 ■ 0 1 4 1 5

回答数 3 8 1 1 9 2 9 0 1 8 6

減少

2 0 人以上 の減 少 0 0 %

5 %

0 0 %

5 2 %

6 2 1 %

4 8 %

0 6 3 %

4 2 %

1 0- 1 9 人の 減少 0 0 % 1 4 1 2 % 6 2 1 % 0 2 0 1 1 %

5- 9 人の減 少 0 0 % 2 1 1 8 % 1 3 % 0 2 2 1 2 %

1- 4 人 の減 少 2 5 % 2 7 2 3 % 1 3 % 0 3 0 1 6 %

増訂或な し 5 1 3 % 1 6 1 3 % 0 0 % 0 2 1 1 ー%

増加

1- 4 人の 増加 1 0 2 6 %

8 2 %

1 2 1 0 %

3 4 %

1 3 %

5 2 %

0 2 3 1 2 %

4 7 %

5- 9 人の 増加 7 1 8 % 1 4 1 2 % 2 7 % 0 2 3 1 2 %

1 0-1 9 人の増加 1 0 2 6 % 8 7 % 3 1 0 % 0 2 1 1 1 %

2 0 人以上の 増加 4 1 1 % 7 6 % 9 3 1 % 0 2 0 1 1 %

給計 3 8 1 0 0 % 1 1 9 1 0 0 % 2 9 1 0 0 % 0 1 8 6 1 0 0 %

. l l . h . J

-
-

1

L
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_
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図 6- 5 人数規模の経年変化

表 6 -1 3 人数規模の 経年変化

活動 年数
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蓑 6-1 4 人数親模の 経年変化

団体 の 規模変遷 ( 創設時 - 現在)
全 体

小
-

小 小一ヰ 小- 大 中- り｣ ヽ 中
一

中 中
一

大 大- ,早 大 一 大 不明

母数 1 3 2 2 3 2 5 8 3 Eq 1 0 ー9 ー5 2 0 ー

不明 0 0 0 3 5 0 0 3 ー 1 2

回答 数 ー3 2 2 3 2 2 7 ∈l EE 1 0 ー6 1 4 ー8 9

参加 者の つ て

他 グ ループ との つ なが り

ネ ッ トや会 報か ら情報

参入 は殆 どない

そ の 他

2 1 5 %

0 0 %

2 9 %

0 0 %

1 5 %

2 9 %

3 1 00 %

0 0 %

0 0 %

0 0 %

0 0 %

0 0 %

0 0 %

3 4 %

3 4 %

1 9 %

0 0 %

0 0 %

3 2 7 %

2 2 0 %

0 0 %

0 0 %

0 0 %

0 0 %

1 6 %

1 6 %

3 1 9 %

1 3 7 %

5 3 %

3 2 1 7 %

1 6 8 %

1 3 1 0 0 %

表 6-1 5 団体 の 規模変遷 (創設時 → 現在)
申境模 1 2 0 大規模 2 9

総盲十 3 8 1 0 D %

表 6 - 1 6 規模拡大 へ の 意見

現 人数の 規模

表 6-1 7 現在行 っ て い る情報発信

団体 の泉壌 変更 (PJ 設時 - 現在)

小 一 小 小 一 中 小 - 大 中 一 小 中一坤 中 一 大 大 - 中 大 一 大 不明 全 体

母数 ー3 2 2 3 2 5 8 3 L山 ー0 ー9 ー5 2 0 1

不 明 ー 2 0 5 1 3 1 0 3 3 2 8

回答 数 1 2 2 0 3 2 2 7 8 ー0 ー0 ー6 ー2 1 8 3

刊行物

/1i ス ター
･

貼批

t ia 11 添

口 コ ミ

そ の 他

0 0 %

4 3 3 %

1 8 %

0 0 %

9 7 5 %

3 2 5 %

3 1

2 1

2 1

1 2 6

5 2

2 g %

0 0 %

2 9 %

1 4 6 4 %

4 1 8 %

2 0 2 6 %

3 4 %

4 5 %

5 4 6 9 %

l l 1 4 %

2 2 0 %

2 2 0 %

1 1 0 %

6 6 0 %

5 5 0 %

0 0 %

0 096

1 1 0 %

8 8 0 %

2 2 0 %

7 4 4 %

† 6 %

0 D %

1 3 8 1 %

5 3 1 %

6 3 %

4 2 2 3 %

1 3 7 %

1 2 7 %

1 2 8 7 0 %

4 0 2 2 %

- 1 1 8 -



第 6 章 組織 活動実態に み る 地域施設 の 必 要性

6 - 3 - 4 団体の結成と展 開

以上 の こ とか ら 得ら れ た知見 を以下 に挙 げ

る
｡

○団体の 結成

団体の 結成は 大き く分 けて ､ 講座 によ る も

の と既存の 人 間関係に よ る もの に大別 され る

が ､
い ずれ も意識 ･ 要求 を 同 じくす る仲間 と

の 出会い と ､ そ の 際に集まれ る 場所 が必要 で

あ る｡ 逆 に言う と ､ そ れら の 人 々 が集まれ る

場がある か ら こそ ､ 団体の 結成は促進さ れ る｡

地域施設 は 出会 い の 提供 とそ の ため の 場 と し

て重宝 され る
｡

○団体の 展開

団体の 人 数増減 によ る拡大
･ 維持 ･ 減少 の

経年変化 モ デル は図 6 - 5 に示 した｡ 多 く の メ

ン バ
ー 規模の 拡大 を望 んで い る に もか か わ ら

ず､ 減少 して い く 団体も多い ｡ そ の 理 由は 活

動者の 高齢化 によ る脱退 とい う理 由だ けで な

く , 新規参 入 へ の 施策が不足 して い る為 とい

え る ｡ 現状 で の 新規参入 は既存の 人間関係 に

よ る 内輪的な拡大 に終始 して お り , 団体の 拡

大 の 為 に はそ れ まで 関わ り の な か っ た外部 の

人を巻き込むこ とが課題 とい え る｡

活動者の な か に は数 は少 な い が ､ 会報やイ

ンタ ー ネ ッ ト､ 団体が行 う展 示会や講演会 に

よ っ て意欲 を駆 り 立て ら れ ､ 参加 を希望す る

人 もい る ｡ 非活動者の 参加 を促す ため の 情報

発信や 成果発表 の 場をよ り広 く地域施設で 発

信す る必要がある｡

-

1 1 9
-



第6 章 組織 活動実態に み る地 域施設 の 必 要性

6 - 4 団体活動 で利用 する地域施設の 実態

前節まで に ､ 団体の 結成 にお い て は地域 施

設 ､ 特 に講座 を行 う公共施設がき っ か けと し

て有効 であ る こ とが明 らか にな っ た｡ 同時に ､

団体の 展 開に お い て は よ り充実 した情報発信

の 場 と して ､ 地域施設 に更な る課題があ る こ

と が明らか とな っ た ｡ こ こで は ､ そ れ らの 課

題 を 生ん で い る 施設側の 要因を探るため ､ 実

態 として 団体が活動す る とき に利用す る施設

の 選択先及び選択理 由を把握する ｡

本章で は ､ こ れ ま で み て きた団体及び､ そ

の 団体の 活動数 ( 各団体とも最大 1 5 回分の 活

動実績を 回答) を 分析す る｡ 活動実績 に回答

の あ っ た 1 5 7 団体 の ､ 総計 1 9 1 6 の 活動実 績

を対象 とす る ｡

6 - 4 -1 活動の 目的と利用する施設

まず､ 活動 の 目的に よ っ て 見な る利用す る

施設 の 実態 と施設選択時 に 重視す る こ と を把

握 す る｡ 目的別割合 は ｢ 練習｣ と ｢ 発表 ( と

そ の 準 備) ｣ が全体 の 9 割 以上 を 占め る ( 義

6 - 1 8) ｡

[ 利用する施設]

まず, 活動 目的に 関係な く利用施設 を み る

と ( 表 6 - 1 9) ､ 施設 を利用 しな い 活動 は全体

の 3 % とか な り少な い ｡ 活動を行うにはそ の 場

とな る施設 が必要で ある こ とが再確認 された｡

また､ 利用す る施設は公共施設が非常 に多く ､

特に量 的整備がな され て い る公的集会施設が

多い ｡ 活動 に 身近 さ と気軽 さを求 めて い る と

考 え られ ､ 活 動の 場 と して の 公 共施設 の 整備

の 必要性が見 い だ され た｡

次に活動の 目的別 にみ る と ､
｢ 練習｣ は ( 母

数が相当 に多 い こ と も影響 し) 上 記の 通 り で

ある ｡
｢ 発表｣ も公共施設が多い が､

こ ち らは

地方文化 施設 と い っ たホ
ー

ル な どの 設備 を も

つ 施設種 の 選択 も多 く ､ 目的によ っ て 施設 を

使い 分 けて い る こ とが分 か る ｡ 活動団体間の

交流 で ある ｢ 懇親会 ( 練習は しな い) ｣ で は民

間施設 の 利用 も多 く な る ｡ こ れ は ､ 多く の 公

共施設で は親睦 に伴う飲食 の 禁止が され て い

る こ と も理 由の ひ と つ だろ う｡
こ の 場合 は旅

行等 も含 ま れ てお り ､ 施設 を利用 しな い こ と

も多 い ｡ また ､ メ ンバ
ー 全員で はな く ､ 幹部

が主 とな る場合 が多 い ｢ 会議系｣ は 普段利用

して い る施設 を変わ らず利用す る こ とが推測

され る ｡

以上 の こ とか ら ､ 活動場所 は殆 どが公共施

設 に偏 っ て お り ､ 公共施設整備の 必要性が確

認 され た ｡
また ､ 活動目的 に よ っ て あ る程度

利用する施設が異な る こ とも確認さ れた｡

- 1 2 0 -
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[ 施設選択時 に重視 する こ と]

次 に個々 の 活動 を行 うに当 っ て , 施設を選

択 す る際に 重視 して い る要因を み る ( 最大 2

種 選択 ､ 表 6 - 2 0) ｡ 利用目的 によ らな い ､ 全

体の 回 答 と して は,
｢ 賃貸料の 安さ｣ ｢ 室規模

や 設備が適 当｣ に ｢ 施設 の 近 さ｣ ｢ 予約が容

易｣ が重視 され て い る ｡ 活動意識で もみて き

た よ うに ､ 活動 の 身近 さ ･ 気軽さ を求 めて い

る こ とが分か る ｡
また ､ 活動を行う際の 室規模 ･

設備の 適当さ も強く意識 してい る ｡

ま た､ 活動 の 目的別 で利用す る施設 が異な

る こ とを考 慮 しな が ら , 目的別の 施設選択要

因を み る｡

｢ 練習｣ は上 記 同様 ､
｢ 賃貸料の 安 さ｣ と ｢ 室

規模や 設備が適 当｣ が 多 く ､ 活動を行う施設

の 身近 さ ･ 気軽さ を求 めて い る ｡

｢ 発表｣ は ｢ 立地環境｣ ｢ 賃貸料の 安さ｣ が多く ､

｢ 室規模 ･ 設備が適当｣ は少な い ｡ 多くの 人 に

鑑賞 して も ら う為 に ､ ア クセ ス の 良い 施設 を

希望 して い る こ とが分か るが､ 展示す る空間

自体に強 い 要求 は み られ ず､ 設備整備が十分

で はな い 可能性 も高 い ｡ ま た ､ 発表 を行う場

の 規模 ･ 設 備に 対 す る意 識が低い こ とか ら ､

そ もそ も選択肢が 限ら れ て い る とい う ､ 発表

の 場の 絶対量不足が考 えられ る ｡

｢ 懇親会｣ で は他に 比べ て 重視す る項目が少な

い が ､
｢ 室規模や設備が適当｣ が多い ｡

｢ 会議系｣

で は 全体傾 向に加 え て ､ 施設 へ の ア クセ ス を

重視 して い る ｡

以 上 か ら ､ 施 設選択 の 意識 にお い て も , 身

近 で気軽 に利 用で きる施設 へ の 要求が確認 で

き た
｡ 但 し ､ 発 表 を 行 う場 の 絶対 量 の 不足 ,

専 門的な設備等が十分で な い こ と が課題 と し

て み ら れ る ｡
こ の 発表 の 場 こ そ が､ 外部か ら

新 た な 参 加者 を 得る き っ か け にな り得る為 ､

組織活動にお ける課題が明らか とな っ た｡

- 1 2 1 -
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表 6-1 8 目的別 の 活動数割合

団体絵数 Z 1 2

未回 答 1 I

活動 舞耕 未回答 4 4

団体 数 1 5 7

給活 動数 1 9 1 6

利用 日的不明 3 7

回答 数 1 8 7 9

# ¥ 1 5 1 8 B l %

発表 と そ の 準備 2 2 0 1 2 %

懇親 会 3 7 2 %

会草 系 6 7 4 %

そ の 他 3 7 2 %

綜計 1 8 7 9 1 0 0 %

表 6 -1 9 利用する施設 ( 目的別)

+ 甲 発表 とそ の 準備 懇親会 会計 系 そ の 他 不 明 給計

終 活動数 ー5 1 8 2 2 0 3 7 6 7 3 7 3 7 1 9 1 6

利用 施設不明 Z 2 2 0 1 9 ー6

回答 数 1 5ー 6 2 ー8 3 5 6 7 3 6 2 8 1 9 0 0

公 自治会集会所 2 9 2 %

8 9 %

2 l %

8 4 %

0 0 %

5 1 %

0 0 %

8 4 %

0 q 3 2 2 %

8 7 %

共
施 公的集

会施設 1 1 7 0 7 7 % 1 2 4 5 7 % ー2 3 4 % 3 7 5 5 % 1 0 1 6 ー3 6 9 7 2 %

殴 教育施i鼓 3 5 2 % l 2 6 9名 0 0 % 1 1 % 2 0 5 0 3 %

ス ポーツ施設 1ー 1 % 3 l % l 3 % 9 1 3 % 1 0 2 5 ー %

地方文化施設 6 5 4 % 3 2 1 5 % 2 6 % 8 1 2 % 6 3 1 ー6 6 %

図書頭 2 8 2 % 3 ー% 0 0 % 0 0 % Z 0 3 3 2 %

宗教施設 1 0 % 1 0 % D O 銘 C) 0 % 0 0 2 0 %

三 r-i = ≡, 1 4 1 % 6 3 % 3 9 % l l % 4 0 2 8 l %

施 民 民間の 来 し施 設 2 1 ー%
2 %

l 2 6 %
9 %
E■■田

ー7 %
9 1 3 %

ー5 %
ー 0 4 6 2 %

3 %
設問
店番8 6 0 % 7 3 % 3 9 % 1 1 % ■ 0 1 8 ー%

そ の 他 l o 錫 0 0 % 0 ○% 1 1 % ○ 0 2 0 %

ナ 地 個人住宅 ー0 4 7 %
9 %

5 2 % 7 % 1 3 %
3 1 %

0 0 %
0 %

2 1 1 1 3 7 9后
9 %

シ域
触 は使用 しな い 3 T 2 % 1 ー 5 % 1 0 2 9 % 0 0 % 7 7 6 6 2 %

2 1 8 1 0 0 % 1 9 0 0 1 0 0 %

表 6 -2 0 施設選択時に重視す る こと (Ej 的別)

:こ
=

≡ 発表 とそ の 準備 懇親会 会最 系 その他 不明 崎 計

′..
.

, . .
l 菖

y

ー5 1 8 2 2 0 3 7 6 7 3 7 3 7 ー9 ー6

重視 不 明 9 B 3 5 l 4 0 4 ー8 1 6 9

回答鞍 1 4 2 0 ー8 5 2 3 6 7 3 3 l 9 1 7 4 7

メ ン バー宅か らi圧しヽ 2 5 1 1 8 %

4 4 %

3 2 1 7 %

4 9 %

4 1 7 %

3 9 %

5 7 %

6 7 %

3 6 3 0 ー 1 7 %

4 5 %立
地
立 地環境 l 7 8 1 3 % 3 8 2 l % 4 1 7 % 1 7 5 3 2 4 5 1 4 %

交通の 便 l 8 9 1 3 % 2 0 ーl % 1 4 % 2 3 匠 4 0 2 3 7 1 4 %

運

予約が容易 2 8 0 2 0 %

7 8 %

T 6 9 %

5 7 %

l 4 %

2 2 %

1 1 %

4 3 %

2 4 3 0 4 1 7 %

7 3 %
実 科が 安 い

.

無料 7 0 2 涛寮 3 1 3 % 2 8
葦壷

､

4 3

営
利用時間帯 9 5 7 % O O % ー 4 % 0 0 % 0 0 9 6 5 %

G ) う
l

i , 【
=

- 3 6 3 % 5 3 % 0 0 % 0 0 % 2 0 4 3 2 %

空
聞

室規模や設備 5 2 5 " &
4 3 %

3 1 1 7 %

3 2 % 3 9 %

2 3 雷
y

3 9 %

7 2 5 9 5 襲 ､琶
4 ー%付 加ス ペース の充実 0 0 % 2 ー% l

1
互% 0 0 % 0 0 3 0 %

施 設 が多機能 8 9 6 % 2 7 1 5 % 1 4 % 3 4 % 1 1 1 2 2 7 %

そ の 他 ー1 8 8 % 4 5 2 4 % 9 3 9 % l 3 1 9 % 2 0 9 2 1 4 ー2 %

2 4 6 3 1 7 3 % 2 9 8 4 1 7 1 %

- 1 2 2
一

l
:

_/亡
l

ノ
.■/ r r
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6 - 4 - 2 拠点施設の 有無と利用する施設の 実態

前項 に て活動 の 目的 によ っ て真 な る利用す

る施設 の 実態 と施設選択時に 重視す る こ とを

みて きたが ､
こ こ で は活動実績から分類 した,

拠点施設の 有無によ る施設利用実態をみ る ｡

こ こで は活動実績記入分 よ り得られ た拠点

施設の 有無を以下の よう に分類する ｡

①ある特定の 施設の み を利用す る ｢ 拠点の み｣

②複数の 施設 を利用する が､ あ る特定の 施設

を利用す る場合が実績 の 半分以上 で ある ｢ 拠

点あり｣

③ある特定の 施設 をもたない ｢ 拠点な し｣

以上 を 施設の 使い 分 けタイ プと し ､ そ の 活

動実績をみ て い く ( 表 6 -2 1) ｡ また こ の 分類

によ り ､ あ る特定の 施設を使い続ける
=

常連
"

団体 と､ 複数 の 施 設を利用 す る ( あ る い は､

施設を転 々 とせ ざるを得ない) 団体とい っ た ,

活動 を行 う施設 と の 関わ り方 に 団体の 特徴が

ある こ とが分か っ た｡

表 6 -2 1 活動 の拠点施設の有無による分類

総活動数

一

‥

:

表 6-2 2 活動内容と活動拠点の有無

[ 活動内容 ･ 目的と拠点施設の有無]

まず､ 活動 内容 に対す る拠点 の 有無をみ る

(表 6- 2 2) ｡ 全体と して は半数近 くが｢ 拠点の み｣

で あ り ､ 多 く の 団体が 同 じ施設で 活動 して い

る こ とが分か る｡ こ れは､ 決め ら れ た予定 で

活動 を行 う団体が多く ､ 通年で 予約を取 る場

合 にみ られ る｡ 但 し, 拠点 を もち な がら別 の

施設 (活動場所) をも つ ｢ 拠点あり｣ , 活動場

所が決ま っ て な く複数 の施設を転 々 とする ｢ 拠

点な し｣ もそ れぞれ 2 割以上 い る ｡
い ずれ の

活動 内容 も概ね上 記 の 通 りで あ るが ､ ボラ ン

テ ィ ア活動 はそ の 性質か ら特定 の 拠点 を もた

な い ｡

また､ 各団体の 活動目的を, 活動実績か ら ｢ 練

習の み｣ ｢ 発表の み｣ ､ 両方 を含む ｢ 練習 + 発

表｣ ､ そ れ以外の ｢ そ の 他｣ に分類 したも の と

の 対応 を み る ( 表 6 - 2 3) ｡ 全体 と して は練 習

しか して いな い 団体が半数ある が ､ そ れ に加

え発表 も行 っ て い る団体も 3 割以上 と多 い ｡

特定 の 拠点で の み 活動 を行 う場合 ､ 練習ば

か り して い る団体が非常 に多い ｡

一

方 ､ 複数

の 施設 を使い 分けて い る 団体は発表 に も積極

的で , 半数以 上が何 らか の 発表行為を行 っ て

い る
｡ 施設 に と どま り ､

"

常連
…

と な る ほ ど､

外部 と関わ りがな くな る こ とが危倶 され る ｡

室 内 の趣 味活動 教養学習活動 ボラ ン テ ィ ア活動 ス ポーツ . 健康活動 育児
. 教育活動 そ の他 内容不 明 全体

各母 数 1 0 6 2 2 1 3 3 1 3 1 7 9 2 0 1

実績未 回答 1 7 7 ■ ■】 0 6 2 4 4

回答数 8 9 1 5 1 2 2 0 3 Eq 7 1 5 7

≡
,

1 7

1
1

.

1 1=什
8 9 1 0 0 Q/o 1 5 1 0 0 % 2 1 0 0 % 2 0 1 0 0 % 3 1 0 0 % 1 5 8 1 0 0 %

表 6-2 3 活動拠点の 有無と活動目的

拠点 のみ 拠点あり 拠点 な し 施設不明 総言十

各守 数 7 4 4 3 3 4 6 1 5 7

目的 不明 0 0 0 1 1

回答数 7 4 4 3 3 4 5 1 5 6

⊥
二＼

=

一二二三…二-
~

-

二
総計 7 4 1 0 0 % 4 3 1 0 0 % 3 4 1 0 0 %

* 記入 の あ っ た活動実績 によ り

｢ 練習 の み｣ ｢ 発表なし｣ ､

｢ 練習｣ と ｢ 発表｣ 両方含む ｢締習 + 発表｣ ､

そ れ以外 の ｢ そ の他｣ に分類.=

- 1 2 3 -
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[利用する施設 と施設選択時に重視する こ と]

次 に拠点施設 の 有 無と利用す る施設 ､ 施設

選択時 に重視す る要因(最大 2 種選択) をみ る｡ 〕

まず､ 利用 す る 施 設 に つ い て み る と ( 義

6 - 2 4) ､ 活動の 殆 どが練習の ｢ 拠点の み｣ で は

圧倒的 に ｢公的集会施設｣ が多い ｡
｢ 拠点あり｣

は 発表行 為 をす る こ と もあ り , 他の 公共施設

の 利用 もみ ら れ る ｡
｢ 拠点な し｣ は民間施設の

利用 もみ られ る ( 但 し､ 分類 上含 めた ｢ 個人

の 住宅｣ がそ の 半数) ｡ 拠点 として公民館など

の 身近 な 公的集会 施設を利用す る 団体が常連

と な る ため ､ 他 の 団体が別 の 施設を使う こ と

を余儀なく され て い る可能性がみ られ る ｡

こ の 確認 も含 め て 施設選択時 に重視す る こ

と を み る ( 表 6- 2 5) ｡〕 全体の 傾 向は前述 して

あ る の で ､
こ こ で は拠点有無 によ る相違の み

を取り 上 げる ｡
｢ 拠点 の み｣ は予約の 容易さ を

重視 して い るが ､ 他 は少な い ｡
また､

｢ 拠点あ

り｣ ｢ 拠点 な し｣ で選択 の 多い そ の 他の 内訳 を

み る と､ ①他の 施設が空 いて い な く ､ 仕方な く ､

(
^

2) 発表 の 場 と して 指定 され た､ が多 い ｡ 複数

の 施設 を使い 分 ける 場合､ 発表の 場 を使い 分

けるだ けで な く ､ 予約が取れ なく て仕方な く

他の 活動場所 を求 め る実態 も確認 され た ( 特

に表 6 - 2 3 の ｢ 練習 の み｣ がそれ に当る と考え

ら れ る) 0

一 方 ､
｢ 拠点の み｣ ほ ど｢ 室規模や 設備が適当｣

を選択 して い るが ､ 陶芸サ
ー

クルの 『炉 ･ 釜戸』

とい っ た ､ 活動 に必須で ある設備と の 関係 か

ら利用 す る施設の 選択肢が 限 られ る場合 もみ

られ る ｡

以 上 の こ とか ら ､ 拠点施設の 有 無は ､ 予約

の 容 易さ と ､ 活動 に必須の 設備に よ る場合 が

多い と考え られ る｡ v

[ 拠点の有無 とメ ン バ ー

の 増減]

こ こ まで に ､ 特 定の 拠点 の み を活動場所 と

す る 団体は発表活動 をあ ま り行わ ず､ そ の 為

に外部 と関わ り に くく な る こ と を指 摘 して き

た ｡ 最後 に ､ 団体の メ ン バ
ー 増減 との 関係を

み る ( 表 6
-

2 6) .

図 6 - 6 は 拠点 の 有 無 と団体の 人数増減 ( 覗

人数 一創設時人数 ､ 表 6 - 1 3 参照) の 関係を示

したも の で あ る ｡ 単純 な メ ンバ
ー

数 の 推移で

あるが ､
｢ 拠点の み｣ で は人数 が維持され る場

合 も多 い が ､ 減少す る場合 も多い ｡

一

方 ､ 複

数の 施設を使 い 分 ける ( 余儀な く さ れ る場合

ち) ｢ 拠点な し｣ で は大幅に人数が拡大す る ｡

また ､ 目的別 の 人 数 の 増減 ( 表 6 - 2 7) は ､

発表 を行 うほ どメ ンバ
←

は増加する こ とを示

して い る
｡ 但し ､ そ の 割 合は ｢ 拠点 な し｣ ほ

どで は な く ､ 発表 を行う こ とだ けで な く ､ 複

数の 施設を使い 分 ける こ とが メ ンバ ー 増強 に

有効 とい う こ と を示 して い る ｡

以上 か ら ､ 施 設の
=

常連
…

とさ れ る 団体の

課 題の 確認 ､ 及び発表 の 場 と して の 地域施設

整備の 必要性 をみ て き た｡
また ､ ある特定 の

施設を 活動場所 とす るだ けで な く ､ 複数 の 施

設を使 い 分ける こ とが団体の 成長に つ な がる

とい え る
｡

-

1 2 4
-
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表 6-2 4 利用す る施設 (拠点有無別)

拠点 のみ 拠点あり 拠点な し 施設不明 琵計

経ぎ言動 数 8 4 5 5 7 9 4 4 0 5 2 ー9 1 6

利 用施 設 不明 0 9 7 0 1 6

回答数 8 4 5 5 7 0 4 3 3 5 2 1 9 0 0

公 共

目冶金 窯会 所 0 0 %

9 8 %

3 2 6 %

B 7 %

0 0 %

7 0 %

0 3 2 2 %

8 7 %

公 的集会施 設 7 61 9 0 % 3 8 3 6 7 % l 9 7 4 5 % 2 8 l 3 6 9 7 2 %

己 喜r 7i.
, 0 0 % 2 4 4 % 2 6 6 % 0 5 0 3 %

ス ポ- ツ施 設 0 0 % l 2 2 % l 3 3 % 0 2 5 l %

施 設 地 方文 化施 設 4 6 5 96 2 7 5 % 4 3 1 0 % ○ l l 6 6 %

囲書智 2 3 3 % 2 0 % 8 296 0 3 3 2 %

宗教魔 設 0 0 % 1 0 9后 l O % 0 2 0 96

L萱 r lLt,
, 0 0 % 1 5 3 % ー3 3 % 0 2 8 1 96

民 間 民間 の 貸 し施 設 0 0 96
0 %

2 1 4 %
4 %

2 5 69右
l o w

0 4 6 2 %
3 9る

価 設 店舗 0 0 % 1 0 % l 7 4 % 0 EE ■■■ヨ
そ の他 0 0 % 0 % 2 0 % 0 2 0 96

地域 tB)人住宅 T 5 2 %
2 %

2 5 4 %
9 %

4 9 1 l %
2 0 %

2 4 l l 3 6 %
9 %

ナ シ 康喜創ま使 用 しな い 0 0 % 2 7 5 % 3 9 9 % 0 6 6 3 %

表 6-2 5 施設選択時に重視す る こと (拠点有無別)

拠点 のみ 拠点 あり 拠点な し J-; .i.A
: i ; 貯計

1 ■

:シ

.
-

J
' 8 4 5 5 7 9 4 4 0 5 2 ー9 1 6

重視不明 Z 6 7 2 7ー 0 1 6 9

回答数 8 ー9 5 0 7 3 6 9 5 2 1 7 4 7

立

也

メン バー
t

宅か ら近 い l 2 4 1 5 96

4 6 9る

ー2 4 琵 耶≡≒■■
;

4 9 %

5 2 1 4 %

4 l %

q 3 0 1 1 7 %

4 5 %. . こ

ー
i l 3 7 1 7 % 4 7 9 % 5 2 ー4 % 9 2 4 5 1 4 96

支遵a )痩 l l 4 1 4 % 7 6 1 5 % 47 1 3 % 0 2 3 7 1 4 %

日

予約が容易

8 7 %

5 0 1 0 %

6 0 9も

2 0 5 %

4 8 %

ー2 3 0 4 1 7 %

7 3 %
賃 料が安い 一 触 料 2 2 0 章雄=

室 l l 3 淋 ;R 4 3 8 2 4

普 利用賭 閤蒜 3 0 4 % 3 3 7 9る 1 8 5 9名 ー5 9 6 5 %

回数制限 1 5 2 % l O % 2 7 7 9占 0 4 3 2 9る

至 境壌や 鼓笛 3 5 5 廼
5 2 %

1 61

3 5 %

7 9 2 T %

3 3 %

0 5 g 5 3 4 %

4 ー%辛 付加 ス
ペ ースの 充実 0 0 % 0 0 % El■■ヨ 0 3 0 9る

施三受が 多感儀 6 7 8 % ー5 3 % 4 0 1 1 9る 0 l 2 2 7 %

そ の他 3 2 4 % B 6 1 7 % 9 6 2 69占 0 2 1 4 1 2 %

表 6-2 6 拠点有無と団体人数の 変遷

拠点の み 拠点 あ り 拠 点 な し 施設 不明 全 体

各母数 7 4 4 3 3 4 6 ー5 7

堰;戒不明 4 2 3 1 l O

回答数 7 0 4 ー 3 1 5 1 4 7

1 6 2 3 %

3 3 4 7 9る

2 1 3 0 %

3 2 %

4 6 %

2 2 %

2 1

4

6

5 0 3 4 9`

5 8 3 9 %

3 9 2 7 %

表 612 7 利用目的と団体人数の 変遷 (参考)

利 用 日的

練習の み 発 表 の み 練習 + 発表 他 不明 全 体

各母数 8 3 6 5 0 1 7 1 1 5 7

増減不 明 3 1 4 1 1 1 0

回答数 8 0 5 4 6 1 6 0 1 4 7

図6- 6 拠点有無 と団体人数の 変遷

- 1 2 5 -

､ ｣ r-I .[
J

l = T
;■'
' L- :
;
; こ1
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6-4
- 3 施設に対する不満 と要望

こ こ で は ､ フ リ ー

ア ンサ
ーーか ら得 られた施

設 に対す る不 満 と要望 を代表 的意見 を挙 げな

がら 整理 し ､ 以下 の 2 側面で 団体が行 う活動

の 展開を阻害 して いる 要因を抽出する｡

[ 施 設の 整備 状況] に 関す る 不満 と要望を 図

6 - 7 あように整理 した ｡

施 設 の 絶対数 ･ 拡 充 に 対す る要望 も多く ､

集会関連施設 は量 的に は整備され つ つ あ る と

は い え ､ 未 だ施設 を求 め る声 は 多 い ｡ 特 に ､

日常 的な 活動 の 場 とい うよ り も ､ 外部 を巻 き

込ん で の 発表 の 場 の 拡大 に対す る要求 が多く

み ら れ , 利用者側に も発表の 場の 不足が意識

されて い る ｡

また ､ 施 設の 老朽化や 利用者の 高齢化の 問

題か ら ､ 単に活動の 場を提供す るだけでな く ､

活動 に必要な 設備の 充実 ､ 交流 に必要 な機 能

の 充実 と い っ た ､ 施設 の 質的改善を求 める 声

も多 い ｡ 駐車場 の 不足 を含め た 施設 へ の ア ク

セ ス に対する不満が多 い こ とも特徴で ある ｡

[ 施 設 の 運 営方策] に 関す る不満 と 要望 を 図

6 - 8 の よう に整理 した ｡

活動場 所の 確保 に関 して の 不満 と要望が非

常 に多い ｡ まず､ 予約シス テム に つ い て は ( 改

善 され て い る施設 も あ るが) ､ 利用予定 日 の

3 ケ 月 前 とい っ たか な り早い 時期 に施設に 出

向き ､ そ の 都度 予約 を取らな く て はな らな い ｡

そ の 際の 手続 き の 複雑さ ､ 行政的な 対応が大

き な不満 と な っ て い る ｡ ま た ､ 施設の 利用 に

は月 に何 回 と い っ た制 限が つ く場 合 もあ り ､

活動場所 の 確保が難しく な る こ とが ､ 活動 の

展 開に 阻害 を 与え て い る｡ さ ら に ､ 施設 の 常

連が優先 さ れ ､ 活動場所 を確保で き な い 団体

もみ られ る ｡

ま た ､ 施設 の 賃貸 料に対 す る要望 も多 い ｡

参 加者 に収入 の 少 な い 高齢者が多い こ と も鑑

み て の 運営を利用者は求めて い る｡

以上 か ら ､ 施設側の ､ 団体が行 う活動 の 展

開を阻害 して い る要因を抽出 し､ 以下に示す ｡

○活動場所を確保 できない

そ の 要因 と して ､ 身近 で 気軽 に活動 で きる

施設の 絶対数 ･ 室 の 不足 もあ るが ､ それ以上

に予約 の 取 り にく さが挙 げら れ る ｡ 改善 がみ

られ る例 もあ るが ､ 施設 の 空き 情報は各施設

に 直接 で 向かねば知る こ と はで きず､ 他の 活

動場所 を 探す の に も 利用者は 苦心 して い る｡

活動場 所の 横断的 ･

体系 的な 場所提供が求 め

られ る
｡

○施設 の 常連化の課題

上記 に付 随 して ､ 施設 の 常連が 存在す る こ

とに よ り､ そ うで ない 団体は 特 に活動場所 を

確保しにく い ｡

○活動内容の 多様化 へ の対応

常連化 が起 こ る 要因 と して は ､ 活動 に必要

な設備が特定 の 施設 に しか整 備され て い な い

こ と に よ る もの も多 い ｡
また ､ 活動 に適 した

室 ･ 設備が不足 して い る こ と へ の 不満 も み ら

れ ､ 今後さ ら に活動 者が 増え た 場合 ､ そ れ ら

に対応 した場所提供が必要 とな る ｡

○発表の 場 の 不足

外部 に 向けた情 報発信 を行 い た い ･ 参加者

を増や した い という要求を も つ 団体は 多い が ､

常設 の 展示や 多 く の 観客 を集め る こ との で き

る施 設 は 少な い ｡ 参 加者を 増や すた めに も ､

発表 の 場の 充実 ･ 拡大 は大 きな課題で ある ｡

○利用 者の 高齢化

高齢者 に対 した金銭 的支援 を始め ､ 階段 を

使わ な い こ と ､ 道 具 搬入 の 便利 化 と い っ た､

施設側 の 配慮 も求 め ら れ て い る ｡ 施設 へ の ア

クセ ス 面 の 改善 も含 めて ､ こ れ ら は活動団体

か らの 高齢参 加者 の 脱退 を抑 制す る こ と に も

つ な が る可能性がある ｡

- 1 2 6
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第6 革 紐織 活動実偲に み る地域施設 の 必 要性

[施設の 整備状況 に対する不満 と要望]

1 . 施設の 絶対量の不足に関し て 計 9 意見

･

津中心部 ( 旧津市) に県総文の ような , 津市民が自由に使え る立派な施設がな い ｡

･

現在会合は近く の集会所を借りて い ますが ､ 作品発表の 機会が少な い (1

道 の駅や地域の 文化発表会程度で ､ 人 の 集まりやすい場所 ( 機会) がは しい ｡

･

養生 地区 には地域で使用 でき る施設がなく ､ 中央公民館をお借り して い ます｡

しか し､ 津市全体の 施設であ る 為､ 厳 しい こ とを言われます｡

も っ と気楽に利用 で きる施設があればと期待します｡

･

体操 ( 健康体操､ リズム体操) を実施する の に適する施設が少な い ｡ ､

･ 津市体育館は古く ､ 他の体育館は観客席が少な い ｡ 10 00 人 規模が集まれ る発表の 場を希望する ｡

2 . 施設の 拡充 (規模 ･ 室数の増加) に関して 計 6 意見

･

活動され る 団体の 増加により ､ ( 3 () 名以 ヒの) 大きな大会 をした い ときは ､ 小会議室等の会場の確保が難

しく苦慮して い る ｡

･ 老 年にな っ て く る の で ､ で き る限り階上 の 部屋の利用はさけた い と思 っ て い る が, 部屋数が少な い の で 困る ｡

( 施設 の 拡張を望む)

･ 大集合の活 動の とき ､ 折 りた たみ椅子 2() 0 - 3 0 0 を並 べ なく て も､ 必要時使用 で きる ､ 音響そ の 他の 設備

が整 っ た大ホ
-ール がほし い ｡

3 . 施設の 機能 ･ 設備に関し て 計 2 2 意見

□活動に必要な設備 計 7 意見

･ ダ ン ス は床ばり の方が踊りやすい の で ､ そ れ を望む o

･ 大 き な楽器を搬入する の で E V の あ る施設が望まし い

･ 備 品とな る窯の 修理 をお願いする こ とが あ るが ､ 予算や業者との 関係で ス ム
ー ズに修理が で きな い (

□ 交流 の為 の機能 計 2 意見

･ 現在飲食は禁止だが, 親睦の ため , また 一 息入れ るためお茶, お菓子程度は許可して ほ しい ｡

□利用者の 安全性 計 3 意見

･

会員の )}
一

々 は ご年輩の 方が多い の で , 階段を使わな い室がい い ｡､

□施設の老朽化 ･ 耐震性に関して 計 3 意見

･ 老朽化に対する メ ン テ ナ ン ス をきちんと して ほ しい ｡

･ 公 民館そ の もの に つ い て は耐震惟 ､ 便所等 に問題があり , 改築し て もらえれ ばと思 い ますo

4 . 施設 へ の ア クセ ス に関し て 計 1 6 意見

□施設の 近さ 計 3 意見

･ もう 少 しメ ンバ
ー

の 中心 的なと ころ (施設 の 配置? ) がい い が ､ 今 の と こ ろな い ｡

｢1 交通の 便 計 3 意見

･ 公共交通の 便の 良い と ころは古い施設が多い o

･ 施設 より も公共 交通 の整備を ｡

こ] 駐車場の 問題 計1 1 意見

･ 駐車場の ス へ -- ス が 少な い

･ 配車場が有料 (=

図 6- 7 施設 の 整備状況に関す る不満と要望
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第6 章 組織 活動実患 に み る地 域施設 の 必 要性

[ 施設の運営方策に対する不満と要望]

I . 施設の 予約 ･ 確保に関して 計 2 1 意見

｢ 1 予約 の シ ス テムが複雑 ･

面倒 計1 0 意見

･ 窓 口 に行かなければ申し込み はし て もらえ な い し､ 時間にも制限がある
｡

･ 書類提出の煩わ しさ o

･ 同 日 に複数の利用者が あり抽選になる こ とが あ る .
.

そ の 為に申し込み可能な の か 3 ケ月前から日時の 決定を しな いと い けな い の で , 会場の確保が大変｡

!コ施設 の利用制限に関して 計 4 意見
･ 同 一

の 施設が月 2 回 の 使用制限で , あち こち の 施設を使い分けなく て はならな い (
.

･

利用 回数に制限があ る ため ､ 自宅を使 っ て い る の で 考 え て ほ しい ｡

ー
j 他団体と の 折り合い に関し て 計 6 意見

･ 会議やリ ハ
ー サ ル に公民館を予約 しようと して も貸 して もらえな い こ とがよく あ る . , 先 ま で予約が入 っ て い

たり ,
｢ き っ と, い つ も使 っ て い る団体が入

-

) て く る だろうから｣ と言わ れ 空い て い る にもかかわ らず貸

して もらえなか っ た ｡

･ 公共施設は予約制ですが ､ 常連が確保して い るため ､ 申 し込ん で もなかなか予約が取れない ｡

2 . 施 設の 開館時問に関して 計2 意見

･ 夜間 (夜 7 :4 0
~

9:0 0 の 活動) が不安､ 危険に思う こ とが あ る ｡

3 . 冷暖房等の 設備の 抜い に関して 計 5 意見

･ 公 民館を利用 して い る が ､ 冷房が 7 月 - 9 月 の 末ま で で , 暑く て汗 の出 る よう な目 で も冷房が入らな い ｡
･ 公共施設を主に利用 して い る が､ 冷暖房の期間も決ま っ て い る ｡

しか し, 気候も変化して い る の で , 室温な どを参考 に ､ 入 れ るか入れな いか を決め て ほしい ｡

4 . 利用料金に関し て 計 1 0 意見
･

河 芸町 の ときは施設 の利用が無料だ っ た の に､ 津 市に合併して から有料 にな っ た (
1

･

参加者は収入 の 少な い老人が多く , 賃貸料の 安い こ とが大切で す｡

5 . 職員 の対応 計3 意見

･ 公 民館勤務者との 交流が深まり , ソ フ トに接して くださ る の で ありが た い と感謝して い る ｡

図 6- 8 施設 の運営方策に関す る不満と要望
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第6 車 組織活動実.QSL こみ る地 域施設 の 必 要性

6 - 5 活動場所と して の地域施設の 必要性

前節まで で ､ 組織活動実態 と して 多様な活

動が行われ て い るが､ 既存 の 人間関係に しろ ､

施設が行う講座 に しろ ､ 施設が団体結成の
一

助 とな っ て い る こ とが分か っ た｡ また ､ 人々

が集まる こ と で メ ンバ ー 各自 の 自己実現要求

だけで なく ､ 地域社会 へ の 貢献 とい っ た意識

も芽 生え ､ 組織 活動を行う こ と が人 々 の 生活

を充実 したも の とする 為 に重要な行動で あ る

こ とが確認で きた｡

但し ､ 現状で は 団体の 結成 も新規参 入 とい

っ た展開過程も , 内輪的な既存の 人間関係に

よ る場合が多い ｡ よ っ て ､ 団体の 結成 に つ い

て は ､ 地域施設 に は同志が出会 い ､ 活動す る

場の 提供す る こ とが , 新規参入 と い っ た展開

に つ い て は 同体を拡 大 ･ 成長 させ る た めに ,

よ り多 く の 外部の 人を巻き込 む こ と ､ 脱退者

を抑制する こ とが求められ る｡

実態 と して の 施 設利用 は ､ 施設の 常連と い

え る団体が多く ､ 拠点 と呼 べ る施設 を有す る

団体が多い こ とが明 らか とな っ た ｡

但し ､ 特
-

Ji: の 施 設 で の み 活動 す る こ と は ､

必ずし も 同体 へ の メ ンバ
ー ー

の 新規参入 を支持

す る も 0) で はな い とい え る だろ うu 特定の 拠

点施設で 練習だけで な く発表 を子｣う Li) 体も い

るが ､ そ れ も限 られ た範囲 に向けた もの に し

か な っ て い な い 懸念 も ある ｡

一 方 , メ ンバ
ー

数の 拡大 して い る 団体は ､ 多 く の 施設 を使 い

分け ､ 発表を行 う こ と に よ り外部 に情報を発

信して い る団体に多い こ とも明らか とな っ た｡

さら に ､ 常連化す る団体の あお りを受 けて ､

活動場所を確保でき な い他の 団体も存在する ｡

こ れ らの 課題が発 生す る 要因の ひ と つ と し

て ､ 現状で はそ れぞれ の 団体が利用 して い る

施設が個別 に ( バ ラバ ラ に) 整備さ れ ､ 他の

施設と連携が とれ て い な い こ とが挙げらjl る ｡

そ の ため ､ 活動場IiJf o ) 確保に躍起 にな る団体

が行 化す る
ユ

ノj ､ ]'E 兇 発表の 場 を普段通 りの

:

_ 重 大 早 大 学 院

拠点で 行 い ､ 内輪に しか情報発信 しな い 団体

も存在す る ｡ 成果発表 の 場 の 絶対的な 不足の

解消 も含め て ､ 組織活動 へ の参 加者増 の ため

の 定期的な発表 の 場 と機会を提供する シス テ

ム を つ く る こ とが新た な課 題 と な る｡ また ､

団体同士 の 連携 を補強す る こ とで ､ 活動場所

確保の た め の 折 り合い を付ける こ と も 可能 に

な っ て く る 部分も ある の で はない だ ろ うか ｡

そ の た めに は ､ 団体間の 交流
･ 親睦を 促進す

る仕掛 けが 必要で ある ｡ 場 と して は純 粋な交

流 ･ 親睦 の た めに複数 グル ー プで 利用 で きる

場 と､ 合 同発表会等とい っ た協働 に よ る交流

を促進する場が考えられ る｡

以 ヒの 課題に取り組み ､ 団体の 結成を促し､

非活動者 を巻き込ん だ団体の 展 開を促進す る

こ とが ､ 精勤者 に と っ て も利用 しや すい 活動

場所 と して の 地域施設 の 整備に つ な がる と考

える
｡

｢ 学 研 究 科
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第 7 章 組織活動 へ の 参加 促 進要件

7 - 1 参加有無 に み る余暇を過 ごす

場所 の相違

7 - 2 公 共施 設利用 と 組織活動間 の

S .B . 現 象

7 - 3 組織 活 動 へ の 参加 を 促す方策



第 7 章 組織活動 へ の 参加促進要件

7 - 0 本章の 目的

前章 ま で に ､ 個人 的な余暇活動 と組織活動

の 両面 を考 察 して きた ｡ 但し､ 個人的余暇活

動 と組織活 動は 相互 独立で は な く ､ 両立す る

こ とが地域 施設 の 利用促 進､ ひ い て は地域住

民 の 余暇 生活 の 更 な る充実 に つ ながる と考え

る
｡
こ こ で は ､ 両立 によ る施設利用 の 影響 を

み る ( 但 し ､ 個 人 的な 余暇活動参加者が ベ
ー

ス で あるが) ｡ また , 組織活動 へ の 参加を 阻害

す る要因 を整理 し､ 組織活動参加 の 為 の 方策

を示す ｡

本章で は ､ 調査 1 の デ ー タを用 い ､ 地域活

動 を組織活 動 と み なす ( 参加者 ･ 不参加者 の

属性は表 6 - 2 参照) ｡ 両立 ( 組織活動参加) の

程 度 を同伴形態 と の 関係で み る と ( 表 7 - 1 ､

表 7 - 2) ､ [ ひ と り] [ 家族] に比 べ て ､ [ グル

ー プ] で 余暇 を過 ごす人は組織活動 へ の 参加

率が高 い ｡ 逆 に い う と､ な ん ら か の 母体を も

つ 人 は [ グル
ー プ] で過 ごしやす く ､ 母体を

もたな い 人 は [ ひ とり] ある い は [ 家族] で

余暇 を過 ごしやす い ｡ 母体をも つ とい う こ と

は ､ 地域 に 知り 合 い を増や す こ とで もあ るの

で ､ こ の 結果 は道理で ある ｡

表 7 -1 同伴形態別の 組織活動 へ の参加率

ひ とり 家族 グループ

総数 5 5 9 6 6 1 6 9 9

参加不 明 2 3 1 2

回答数 5 5 7 6 5 8 6 8 7

母体 あり (参加)

母体 なし (不参 加)

3 1 % 3 0 % 5 9 %

6 9 % 7 0 % 4 1 %

1 0 0 % 1 0 0 % 1 0 0 %

表 7-2 参加有無と余暇の同伴者

参加 不参加

総数 l O 6 4 2 0 7 6

未 回答 2 5 6 9 0 3

同伴 形態不明 3 6 4 3

回答数 7 7 2 1 1 3 0

総計 1 0 0 % 1 0 0 %

7 - 1 参加有無にみ る余暇を過 ご す場所 の 相違

ま ず､ 組織活動 へ の 参加有無 と同伴形 態別

に , 余暇 を過 ごす場所 ( 最 大 4 件選択) の 相

違をみ る (表 7- 3) o

参 加者ほ ど ｢ 自宅｣ の 選択が少な い こ とは

特筆 に 値す る｡ ちな み に ､ 第 3 章 の 同様の 考

察 に よ る と ､ 高齢 者 に こ の 傾向がみ ら れ た｡

それ を考慮す る と ､ 組織活 動に参加す る高齢

者 は ､ 自宅で 過 ごす こ とに充実で きな い 為 に ､

地域に出て組織活動を行う とも考えられ る ｡

また ､ 不参加者の うち ､ 余暇を [ グル
ー プ]

で 過 ごす 人は ｢ 友 人 ･ 知人宅｣ の 選択割合が

半数 と非常 に高い ｡ 半面 ､
｢ 地域施設｣ の 選択

割合 は低い ｡ 仲間 内で の 集まり程度 と推測 さ

れ ､ 彼 ら に余暇 を過 ごす場所 と して 地域施設

を如何に 開拓させ て い くか も課題 とい え る ｡

図 7 -1 は ｢ 地域施設｣ を取り挙 げ､ 模式的

に示 したもの で あ る｡

ま ず､
｢ 社会 教育 系 ( 公 共施 設)

_
｣ ｢ 商業娯

楽系 ( 民間施設)｣ ｢ 自然系｣ の 大分類で み る ｡

参加者は 総 じて ｢ 社会教育系｣ が ､ 不参 加者

は ｢ 商業娯楽系｣ が多 く ､
｢ 自然系｣ は 同程度

で ある ｡ 組織活動 へ 参加 す るほ ど公共施 設の

利用 が促進 さ れ る こ とが分か る ｡ さ ら にそ の

影 響 も あ っ て か ､ 参加者 の 方 が ｢ 地 域施設｣

全体と して の 利用 も多い ｡ 組織活動 を行 う こ

とが地域施設全体の 利用促進 に つ な がる と考

えて 良さそ うだ｡

次 に施設種別 の 詳細をみ る ｡ [ ひ と り] は( 図

書館) が多い が､ 参加者 の 方が若干多い () ( ス

ポ ー

ツ 施設) も 同様 に参加者の 方が多 く ､
こ

ちらは [ ひ と り] [ グル ー プ] 両方 の選択が多い ｡

また､ くコ ミ ュ ニ テ ィ 施設) は不参加者は殆 ど

な い が ､ [ グル ー プ] で は少な か らず利用 され

て い る ｡

- 1 3 0
-



第 7 単 組.銭活動 へ の 参加 促進費件

ま た､
や は り [ 家族] で の 利用の 場合は公

共施設 の 選択 は総 じて 低い o 特 に , 不参加者

は非常 に少な い ｡ [ ひ とり] でも [ 家族] で も

く商業施設) は参加有無にか かわらず多い が､ [ グ

ル
ー プ] は対照的に少な い D

本研 究は 地域公共施設を余暇 を過 ごす場所

と して 整備する 為の 整備要件 を得る こ とな の

で ､ 公共施設 に 着目する o 公共施設 の 選択 は

参 加者 が不参加者 の 倍程度 と大きな相違が あ

る c つ ま り , 公共施設 を余暇を過 ごす場所 と

して使 い こ な して い る とい う点で は ､ 何らか

の 組織活動 に参加 して い る人の 方が圧倒的 に

多 い の だo

これ は, ( 第 6 章 で考察 したように ､) 組織

活動 に参 加 して い る人 はその 活動 の なかで 普

段か ら , それ に伴う地域 ( 公共) 施設を利用

して お り , そ の ため ､ さ ら なる公共施設の 利

用 にも積極的 にな る こ と によ ると推察で きるQ

次項 にて それ を確認する b

表 7-3 同伴形態と参加有無にみ る余暇を過 ごす場所

参加 不参加

ひ 家 グ ひ 素 グ
と 族 ル と 族 ル
り l り l

ブ プ

総数 ー7 3 1 9 6 4 0 3 3 8 4 4 6 2 2 8 4

未 回答 2 0 3 0 ー 0

E] 三p
,
'
L ー7 1 ー9 6 4 0(〕 3 8 4 4 6ー 2 8 4

目宅 8 7 % 9 0 % ( 8 % 9 2 9To 9 6 % 8 8 %

恥辱
.

学枚 8 % l l % 9 % 1 7 % ー2 % 2 2 %

友人
.

知人宅 2 5 % 3 2 % 3 0 % 2 7 % 3 5 % 5 2 %

也
域

杜

歪書
系

国書館 4 4 % l 6 % l l % 3 ー% ー2 % 8 %

コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 2 2 % ー7 % 5 5 % 2 % l 9(o l 3 %

地方文化加三股 9 % 7 % 1 7 % 3 % 3 % 5 %

美祐館
.

薄物館 6 % 2 9(o 8 % 4 % 3 % 2 %

ス Jii- ツ施 殴 2 4 % l 3 % 3 6 % l 5 % 7 % 2 3 %

敦育施設 2 % l % 5 % ー % l % 2 %

小計
+

●;
-

, .
I

. 8
l

. 5 舜
二-
27 %7

=

=

=

5-4 %

商 -i-.-ラ-.
.

. ≡き 5 5 % 7 3 % 2 2 % 5 9 % 8 0 % 3 6 %

施

;

=

f
.
3 =

l

-
=
-

I.
'

L: ≡, . 1 B % 2 3 % l O % 2 5 % 2 l % 3 l %
設

飲食 店 l 6 % 2 9 % T 7 % 2 7 % 3 6 % 3 6 %

系 Ij iヽ f- 8 8 % ー2 6 % 4 9 % ー】一飯一書至敷 10 4 %

自
公医 5 % ー6 % 9 % 7 % l 7 % 7 %

国 F1 t l
.

'
'

こ
J

. 2 2 % 2 0 % 1 4 %
系
小計 2 3 % き5 % 2号% 2 8 %

_
3.7 % 2 ー9(8

そ の 他 ー4 % ー3 % ー2 % l 4 % l 6 % 9 %
･

L■?-j
l

L
r言- 2 3 3 9S 2 2 9 % 2 ー7-A 2 0 9 % 2 1 7 %

:ー8プ%

ー1 3 1-

L 1



第7 辛 姐銭活動 へ の 参加 促 進要件

* 国中 の ⊂コ ほ 5 % ､ E = は 1 % - 4 % を示 し , 例 え ば 75
,

u ま ⊂コE) と表現 して い るc

ひ とり …冨霊宝2≡三言去… 家族 f霊芝霊E≡ユ冒〒; グル - プ 漂霊宝E≡≡ヲヲ;

社
.∠
､ゝ

コ:冒

戟
F q
冒

系

日
共
施

華

図書館
あ母

ウ

∪

⊂: コ
⊂:コ

⊂コ
⊂コ

壌雇
tj
…遷 ⊂I

｢ ｢

基_壷
項一件

雇再;

巨'
:

.W
あ 母
り 俸
ロ
⊂コ
⊂コ

姦毎
し†

C 施設
義 母
歩 倖 *:

･
T
'

二子 鷲+'ii+ 拷

] ｣__ ｣
⊂コ

口
呂
_ ⊂コ⊂コ

地方文化施設 潤
竪琴

i
+

撃

:

;千
義一

.撃;
あ~苛

?.

■
姦
}:i

美術館
義一母
tl 倖
.

壷≡
=

亮
壕≡蕗

墨壷
=-? = 犠

毒
千 絹 田

チ

ス ポ ー ツ施 設善書 国
i

:

J
三.
.

空夢-
塞
-}*

･あ轟
り.蘇

岩
Ej E ]
⊂:コ⊂コ

闘
臼

教育施設
あi8
り 昏

藩遍
h-

=~些.
義毒
壁

=

撃
･な雇

:

:
tj準■

あ 母
:ウ 体
⊂⊃

豪毒
■撃墜

社会教育系
あ母

･守体

【::⊃⊂コ

⊂コ [:コ
【:コ⊂コ 壷毒=

しff
.

[::コ

⊂コ
.

_
:
'
:;

9 準

⊂コ

⊂コ
な 鐘

｢ー

あ
.
母
り準

□ ⊂コ ~~
⊂=コ【:コ 義母

~
呂

(公共施 設) ⊂コⅠ::コ

｢ ｢ ｢ ｢

Ej []
｢ ｢ ｢~1

Ej 口
t i ー司

じ隻
⊂コ【:コ
⊂コ⊂:コ

ーi ーi ー
≡一望倭

⊂:コ

F ∩

宿

業
娯

禁
系

商業施設
おふ
り体

L _ l

⊂: コ

⊂コ
⊂コ

_ ⊂コ[:コ 冒
1≡Ll
⊂コ
⊂コ

Ej □

:

i
.

'

;

L ｣ ｣ l

⊂コ⊂コ

⊂コ⊂コ
⊂コ⊂:コ

｢ ｢ ｢ ｢ 葺=

-i
:

.チ

] ]

⊂: ⊃⊂コ
⊂コ ⊂コ
⊂コ ⊂コ
⊂: コ⊂コ

あゃ
ウ ⊂コ

⊂コ 冒 lコ
｢ ｢

娯楽施設 ･jj こ.
I

り 倖
養 母

- D_
:
焦
恕
■や
■
弓挙 .あ 母

ウ [:コ
【= コ

転義
E藍ヨ □

⊂コ

氏
間
施
設

飲食店
'
r

′

≡ 匿
l｢

'

:
-'
三i

_
⊂】
盟 ⊂】

⊂コ

｢ ｢

L
I

L

:: 国_ E ]
商業娯楽系

お~母
り 昏

∪ ⊂コ

謂
] L ｣

賢壷
~【二コ⊂コ

≡
L
_｣ L_｣

麺
【コ

奄

l= コl二コ
⊂コ⊂コ
【=コ⊂コロ

⊂コ 口 ⊂コ ⊂コ ⊂:コ ⊂:⊃ ⊂コ ⊂コ ⊂:コ

( 民間施設) ⊂コ⊂:コ 匡寓
⊂コ⊂コ
⊂コ⊂コ

⊂コ⊂コ
⊂コ ⊂:コ

⊂コ
⊂コ 望

:

L

t

T ⊂:コ⊂コ
⊂コ⊂コ

⊂コ⊂コ ｢ ｢ ｢ ｢ ⊂コ [ ｢ ｢ ｢ ｢ l:
■

コ D ⊂コ⊂コ

自
飲

莱

公 園
あ 母
り 俸

･ 童
.
享

あ 母
ウ

義一塁-
L
J-

あ適
lウ ロ
[書l

:
:

悪
･聖i

自然 もゃ
告 焦

な
lし
;* 轟母

ウ
I ;

-

:I
あ 母
り 体

【コ

⊂コ ･鯛

自然系 あ 舟

? 休
蔭
L J室 n

J

'

主
'

7
⊂コ

｢ ｢

擾

}l
I

u 【コ
｢ ｢

一
;
'

≡
｢ l

海
し義

そ の他 古壷
り 書

;義 母
LJ +

あ 藩

:守.捷
田
L . +

あ 母
り 件
信i t *

⊂コ 5 % □ 5 % 未 満

園 711 同伴形態と母体有無にみ る余暇を過ごす場所
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第 7 章 組織 活動 へ の 参加 促進要件

7 - 2 公共施設利用と組織活動にみ る S . B . 現象

前節 にて , 組織活動 を行う人 の 方が公共施

設 ､ ひ い て は地域施設 の 利用が 多 い こ とが確

認 された｡ 前章 にて , 組織活動 は多 く の 場合

公 共施 設を活動場所 と して い る こ とが確認 さ

れた
Q 組織活動に参加して い る人 は定期的( 9

割以 上 の 団体が月 1 回以 上 の 活動頻度) に施

設 を訪 れ る ため ､ 個人 と して 余暇を過 ごす場

所 に も公共施設を選択する と推測され る｡

よ っ て ､
こ こ で は 【組織活動 へ の 参加 ･ 不

参加】 と , 【余暇 を過 ごす場所 (最大 4 件選択)

に公共施設 を含んで い るか 否か】 の 2 軸 4 分

類 にて ､ 組織活動 と公共施設利用 の 関連を確

認する ( 表 7 - 4) a

図 7 -2 は同伴 形貴報rJ に組織活動 へ の 参加有

無 と公 共施 設 を含 んで い る か否か によ っ て ､

以下に示 した 4 分類 の 円グラ フ である o

O [ 参加 ･ 公共あり]

: 組織活動 に参加する こ とで ､ 公共施設 に身近

さ を感 じ ､ 余暇 を 過 ごす場所 に公共施設を選

択す る｡

⊂) [ 不参加 ･ 公共なし]

: 組織活動 に不参加な為 , 公共施設 に身近さ を

感 じず ､ 余 暇を過 ごす場所 に公共施設を選択

しな い ｡

○ [ 参加 ･ 公共な し]

: 組織活動 に参加 して い るが ､ 公共施設に身近

さ を感 じず ､ 余暇 を過 ごす場所 に公 共施設を

選択 しない ｡

○ [ 不参加 ･ 公共あり]

: 組織活動 に参加 して い ない が ､ 公共施設に身

近さ を感 じ､ 余暇 を過 ごす場所 に公共施設を

選択す るo

図 7- 2 組織活動と公共施設利用 の 関連

- 1 3 3 -
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第 7 章 組織活動 へ の 参加促 進要件

組織活動 に参 加する こ とで ､ 公共施設 に身

近 さ を感 じ ､ 余暇 を過 ごす場所 に公共施設を

選 択す る [ 参 加 ･ 公共 あり] に つ い て み る ｡

これ は家族で 余暇を過 ごす人で は少な いが ( 衣

族で 過 ごす者 はそ もそも公共施設 の 選択が少

ない) ､ グル
ー プで 過 ごす人は 半数以上 と非常

に多 い ｡

次 に ､ 組 織活動 に不参 加な為 ､ 公共施設 に

身近さ を感 じず､ 余暇を過 ごす場所 に公共施

設 を選択 しな い [ 不参加 ･ 公共な し] に つ い

て み る .
こ れ は家族で過 ごす人 で は 半数以上

の 割合で あり ､ 非常に高い ｡ [ 家族] で余暇を

過 ごす場所 に公共施設が少な い の は , 子育て

期 の 利用 に適 した整備がな され て い な い こ と

は L C 観 点 の 分析で 明 らか にな っ た が, こ の

側面か らの 示唆 も考慮す べ き とい える o

組織活動 と公共施設利用の 関連 の み られ な

い [ 参 加 ･ 公 共な し] は 同伴形 態 に よらず多

く な い
Q 同様 の [ 不参 加 ･ 公共あ り] も い ず

れ も多 い とはい えな いが ､ [ ひ とり] に つ いて

の み ､ そ の 割合 は高い とい え る ([ ひ とり] で

は 3 3 %) a [ ひ とり] で公共施設を利用する人は,

組織活動 に参 加 して いなく て もひ とりで過 ご

せ る場所 を求め て ､ それ に適 した公共施設 を

選ん で い る こ とが窺え る o

以上 か ら , 同 伴形態別 ･ 累 計の いずれ も ､

半数以上 に組織活動 と公共施設利用 の 関連 が

み ら れ る ( 図の 灰 色着色部) ｡ つ ま り , 冒頭の

仮説があ る程度当 て は まる と い え . 組織活動

へ の 参 加 を促 す こ とが公共施 設の 利用促進 に

つ なが る とい え る ｡ とはいえ ､ 特 に [ ひ とり]

で過 ごす人 にみ られ るが ､ 組織活動 へ の 参加

有無 にか か わ らず ､ 公 共施設で 余暇を過ごす

人 も少なく な い b

表 7-4 組織活動と公共施設利用の 関連

ひ とり 家族 グループ

常数 5 5 9 6 6 ー 6 g 9

参加不明 2 3 1 Z

未 回答 El■■■■■■■■日
回答数 5 5 5 6 5 7 6 8 4

閑三重あり

参加
. 公 共あり

不 参加 ･ 公共な し

2 3 % 1 4 % 5 3 %

3 6 % 5 3 % 2 2 %

7 5 %

常連な し

参加
･

公 共な し

不参加
･ 公共 あり

8 % 1 6 % 6 %

3 3 % 1 7 % 1 9 %

1 D O % 1 0 0 % 1 0 0 %

-

1 3 4 -

【



第 7 章 絶境活動 へ の 参加 促進要件

7- 3 組織活動の 参加を 阻害する要因

こ こ まで , 組 織活動 へ の参加が余暇を過 ご

す場所 に影響す る こ とをみ て きた｡ 組織活動

の 活動場所 は公共施設で ある こ とが多く ､ そ

の 影 響 もあ っ て , 活動参加者 は余暇を過 ごす

場所 と し て 公共施設 を選択す る 傾向がある D

一

方 ､ 活動 に不参 加の 人は公共施設を余暇 を

過 ごす 場所 と して あ まり選択 して い な い 傾向

がある こ と を発見 で きた｡ よ っ て ､ 公共施設

ひ い て は地域施設 の 利用促進 に組織活動 へ の

参 加を促 す こ とが有用で ある こ とが明らか と

な っ た｡

また , 社 会学的見解 にな るが ､ 地域社会 の

有機 性 を形成 ･ 発展さ せ る に は地域貢献 にも

結び つ く 組織活動 の 促進 は重要な 課題と い え

よ うd こ の よ うな視点か らも､ 組織活動 へ の

を促す方策を得 る こ とは 重要である ｡

義 7-5 参加阻害要因

r時 間一

時間合わ な い 5 3 1 2 6 %

時間が な い 8 5 7 4 2 %

小計 ･ ー3 8 8 6 餅

r
僧報一

団体知 らな い 3 1 2 1 5 %

場所知 らな い l ー5 6 %

小宙 I
_
~~4 2 7 2事%

r
人 間関係J

地域 に友人少 な い 1 7 1 8 %

人間関係煩 わ し い 2 3 6 ー2 %

}3＼計 4 O 7 20 %

r趣 向一 興味 のある 内容な し ら33 26 %

r施 設整備一

場所不便 7 2 4 %

鹿 設サービス 不十分 2 4 1 %

｣ ､ 酌 9 6 5 %

そ の 他 2 2 8 1 ー %

7 - 3 -1 活動参加を阻害する要因

以降は ､ 第 3 ･ 4 章に て分析 した [ 潜在的活

動要求] か ら ､ 人 々 の 要求 と して , 大部分 の

人が余暇を自宅以外 で ､ 目的意識 をも っ て 活

動 したい とい う要求 を有 して い る こ とを考慮

し ､ 不参加者 に は活動参加 を阻害す る要因が

ある と い う見 地 に立 っ て ､ 阻害 を克服するモ

デル を提示す る.

不参 加者の 活動 に参加 しな い 理由をみ る と

( - 阻害要因 : 最大 2 種選択 ､ 表 7 -5) ､ 『時間』

の 不足 を 7 割近く の 人が 挙げて お り ､ 最 も大

きな阻害 とな っ て い る｡ 次 い で 自分 の 行 いた

い 活動 と , 施 設が提供す る 内容 が異な っ て い

る 『趣 向』 が 3 割 近 く と続 く ｡ また ,
『情報』

の 不足 と 『人 間関係』 の 課題 が 2 割近く み ら

れるが ､
『施設整備』 は 1 割 にも満たな い ｡

こ れ らの 阻害要因 を, 利用者 で ある地域住

氏 ( 需要側) と､ 提 供す る施 設側 ( 供給側)

の 責任 の 所在 に よ っ て , 図 7 - 3 の よ うに図化

する ｡ 需 要側 ⇔ 供給側の 責任は ､
『時間の不足』

> 『情報 の不足』 > 『人間関係の 課題』 > 『趣

向 の 課題』 > 『施設整備の 課題』 と し ,
さ ら

に組織活動 の 参加 まで に組織活動の 参加 まで

に必要な ハ ー ドル を 3 段 階に整理 したもの で

ある o

『時間 の 不足』 『情報 の 不足』 か らな る 第 1

ハ
ー ドル は, 生活 者個人が乗 り越え なく て は

物理的 に組織活動 へ の 参加が難しく ､ 個人 ( つ

まり需要側) の 責任が大きい ｡

そ れ を乗 り越 え た次の 段階は 『人間関係の

課題』 『趣 向の課題』 によ る第 2 ハ
← ドル とす

る D
こ れは 物理 的 に参加 で きる状態 は脱 して

い るが , 活動内容 とそ れ に伴う 人間関係 に不

満があり参 加に 至 っ て い な い ｡ そ の ため､ 個

人 ( 需要側) と活動参加 の 機会 を提供す る施

設等 ( 供給側) の歩 み寄りが必要で ある o

最後 の ハ
ー ドル は施設 の 立地 や 内部環境 に
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第 7 章 組織 活動 へ の 参加促 進要件

不満 がある 『施 設整備 の 課題』 で あり , 供給

側 の 責任が大きい ｡

以上 は組織活動参加 へ 至 る為に個人が阻害

を克服す べ き順番 で も あり ､ 参加限害要因モ

デルで ある ｡

同園の ハ ー ドル の 高さ は､ 回答者の 属性 に

よ らず､ 不参 加者の 回答冶数で みた もの で あ

る ｡ 組織活動 に参 加する の に大 きな 阻害と な

っ て い る の は ､ 個 人の 課題 であ る第 1 ハ ー ド

ル が大 き く ､ 特 に 『時間』 の 阻害が 大き い o

こ の 阻害は特 に個人 の 課題で あるが ､ 活動 を

行 う場所 で あ る施設の 時間拡張 によ る 改善 の

余地 はありそ うで ある o

さ ら に 『情報』 も多 く ､ 人々 に情報 を与え ,

参 加の 契機 を提供す る こ とが組織 括動 へ の 参

加 を促す こ と も確認で きたo

『人間関係』 『趣 向』 も少なか らず阻害要因

とな っ て お り ､ 提供側 が仲間づく り の 担保と

活動 内容 の 多 様化 を考 え る必要も出て きて い

る
o

ちなみ に , 第 3 ハ ー ドル で ある 『施設整備』

は 回答と して は 少な い が､ そ の 段階 に至 っ て

い な い 人々 が 多数 い る為 で あり ､ 安易 に十分

な施設整備が な さ れて い ると考 え る の は 早計

で ある ｡

次項 に参考 と して , L C ･ I _ S 別 の 参加 阻害

要Eg モ デル をそ れぞ れ提示す る D
L C ･ u の

組織活動 へ の 参加率 は前章参照 ｡

それ らか ら , 結論 ( 次章) に先ん じて ､ 組

織活動 へ の 参加 を促す施設側 の 方策 を提案す

る
｡

図7 -3 組織活動 へ の参加阻害要 因モデル
* 各 ハ ~ド ル の 高さ は 全回 答者 の 回 答割合 よ り 〇
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第 7 章 組織 活動 へ の 参加 促 進要件

7 - 3 - 2 L C ･ L S にみ る参加阻害要因

[ L C の側面か ら]

図 7 - 4 は L C の 各段 階 ごとの 参加 阻害要 因

モ デルで ある ( 表 7- 7) ｡

男性 と有職女性 は ( 独身期) か ら ( 子 ど も

独 立期) まで 総じて 『時間』 が大きな 阻害 要

因 と な っ て い る ｡

一

方 ､ ( 学生期) ( 高齢期)

と無職女性 は比較的 『時間』 の 阻害は小 さ く ､

生活背景 によ る違い が明確に表れ て い る ｡

ま た ､ 生涯 を通 じて 『情報』 の 阻害は徐 々

に 小 さ く な っ て お り着実 に情報 を得て い る様

子 が確認 で き るが ､ よ り早い 段階で こ の 阻害

を クリ ア で き る こ とが望 まれ る｡ 特 に転居 し

て間 もなく ､ 新たに情報収集の 必要がある ( 節

婚期) の うち ､ 仕事 と家事を両立す る有職 女

性 に は 重大な 阻害要 因とな っ て い る ( この 段

階は 育児 ･ 家事活動 へ の 関心が高 く ､ 必要 に

迫られて い る ため ､ 早急な改善が求 められ る) ｡

『人間関係』 が大 きな 阻害 となっ て いる の は

ある程 度第1 ハ ー ドル を クリアで き た段階で

ある が ､ 時間 に余裕 の で きた ( 高齢期) と子

育て が 一 段落 した無職女性に多い ｡

『趣 向』 は施設が提供す る活動内容 の 多様化

によ り改善 の 余地が ある 阻害で ある が ､ 図中

に点 線で 囲 っ た段 階で 多い ｡
こ れ ら の 段階の

人々 は 活動 内容 の 充実 に より参加 を促せ る可

能性があ り ､ 現段階で は参加者 の 有力 な予備

軍と い え る ｡

以上 み て き たよ うに ､ 各段 階に はそ れぞれ

固有 の 阻害 要因がある ため ､ 新 たな参 加者 を

開拓す る に は 各段階 の 阻害要因をクリ ア した

供給側の 受 け入 れ準備が必要で ある ｡

施設側が で き る 改善 と して ､ 活動 内容の 充

実 と情報周知 も相応 の 成果が見込 まれ る｡

[ L S の 側面か ら]

図 7 - 5 は L S の 各 タイ プ ごとの 参 加阻害要

因モデル である ( 表 7 - 8) ｡

【C l】 の 不参加者は ､ 不参加理 由の 選択数が

6 タイ プ中最 も多 い ｡ 多 く の 阻害 を感 じて い

る こ とは､ 活動参加 を望 ん で い る こ と の 裏返

し とも とれる ｡
こ の タイ プで は 『時間』 に 阻

害 を感 じて い る もの が多 い ｡

【c 2】【C 4】 の 不参加者は､ 無職者が多い こ

ともあり ､
『時間』 へ の 阻害は他の タイ プに比

べ て 多く な い ｡ こ の 両 タイ プは第 2 ハ
ー ドル

で ある 『人 間関係』 と 『趣向』 を主 な 阻害 と

感 じて い る ｡ 両者 の 歩 み 寄 りが必 要な ス テ ッ

プで ある が ､ 前項 で み た各タイ プの 趣 向 ( 参

加 内容) を参考 に ､ 施設 側が企画 を充実 する

こ とで参加を促せ る可能性は ある｡

【c 3】【C 5】 【C 6】 も 『時間』 が大 きな 阻害

要因 とな っ て い るが ､ そ れ 以外の 阻害要因 に

特徴が ある ｡ 有職 者が殆 どの 【C 5】【C 6】 は

時間的制約に加え ､
『趣向』 へ の 不満が大 きい ｡

両 タイ プ と も参加者が少 な い ため､ 彼 ら の 求

め る 趣向を 窺 い 知 る こ とは 困難で ある が､ 需

要側 と供給側がそ れぞ れ意見 を 出 し合 い ､ 文

字通 り
"

歩み 寄 り
' '

を行う必要があ る｡
一 方 ､

【c 3】 は ｢ 人間関係｣ に不満が大きい ｡ 育児教

育 に強い 関心 を示す タイ プで あり ､ そ の 活動

に伴う意見の 不
一

致がありそ うで ある ｡

そ れ ぞれ の タイ プに対 し ､ 施設側の 努 力に

よ り 改善 の 余地 が ある の は ､ や は り 『趣 向』

で あ ろう｡ 前項の 参加者 の 活動 内容 を考慮 し

なが ら ､ 講座等の 充実 を図り ､ 参加を促 したい ｡
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図 7-5 L S タ イプに み る組織活動の参加拒害要因モデル

表 7-7 L C にみ る組織活動の不参加要因

男性 女 性

宣 誓 悪 書 書 芸 豪
学 独 有 無 有 伯 有 無 有 無 昌

生 身 私 蔵 聴 取 吸 収 蔽 職 齢

RB -m 期 も も も 期 期 Bf] .
. 期

助 成 独 新 柄 子 子 子 子 子 子

少 長 立 蝦 婚 t
'

t
'

ど ど ど ど

;

.
≡ -j n

J

知 期 も も も も も も

軌 助 成 成 独 独
少 少 長 長 並 立

舶 摺 臭8 舶 相 知

帆

害

不 参加看取 5 5 1 ー5 3 4 ー2 3 6 4 2 6 9 3 4 2 7 0 l l O 2 2 1 5 6 1 5 3 5 4 1 6 1 6 5 8 7 2 8 8

内容 不明 2 1 0 4 5 1 3 1 5 l 9 1 2 3 0 2 2 9 3 1 5

E= 書-
.

/ 5 3 l l 4 1 4 l l 9 5 9 2 5 6 3 2 7 6 9 1 0 1 2 1 1 3 5 8 5 3 5 2 l A l 5 F ' 8 4 2 7 3

時
間

時 間合わ な い 1 1 9も 3 l % 3 8 % 3 0 % 3 2 % 2 8 % l 4 % 2 B % 3 8 % 2 9 % 3 l % 3 8 % l 9 % 3 8 % 7 % 4 4 % l 9 % l 6 %

時 間 がな い 4 2 % 4 6 % 5 6 % 6 0 % 4 9 % 5 4 % 2 5 % 5 l % 5 0 % 5 2 % 3 8 % 6 4 % 4 5 % 5 6 % 2 9 % 5 5 % 2 9 % 2 4 %

妻王毒衰≡,.
5 3 鶴 7 8 % -

~
蛮函 g O % . 8 ー% 8 2 % 4 0 % ≡s 夢二岳-B % .8 7

96一三
=
=

i重電 ー~52兎 6 4 96 9 4 % : 議員海~-.9_
9 % :/､ヰ8 醜 L4 O 96

慣
報

団 体知 らな い 3 2 9る 2 7 % 2 99る l 8 % l 7 % l 5 9る 996 3 0 % 2 4 % 3 3 % 3 ー% l 6 % 2 3 % ー3 % 7 % 9 % l 2 % 7 %

場所知】らな い l 9 % 8 % 3 96 7 % 3 9右 69る 3 % l 2 % 5 96 1 0 % 2 3 % 3 % 8 % 2 % 0 % 39后 7 % 5 %

jlく計
■. ■ ■
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l
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I
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I

- I
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●
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.
】
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●

J

■

■
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-

,

1

要
人
地j或に友 人少 な い 4 % 7 % 3 96 4 % 8 % 5 % 9 % 3 % l O % l 4 % 0 % 7 % 9 % 6 96 2 1 % 6 % ー0 96 1 4 %

困
係 間 人間 開陳蔚わ しい 8 % 9 % 6 % l 296 8 % l l 9` l 796 4 % 7 % l 4 % 8 % 7 % l 3 % l O % 2 9 % l l % 1 3 % l 2 %

R) )i(秦. _
ー一塊_ヨ
6 % 誓墜童 =

r 6 馬 ー7 撃 ! 5態 2昏要一_
7 % T 7 準:.

獅 …-
一
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ー空褒_:
:
_垂
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趣 向 男性の題 毒酒
.
賓な=伝:: 二女1 憂_=3 D

% 2 奄
≡≡≡-2 O 雅
■3 4 % 当事% 3 戯 仝9 髄 2 9 妬≡ーg 琴=

=
=

≡--3 憎 2 淋.
讃3 知_=

:? =7 % ≡鼻3 編.. 衿登′
■■3 梯- 2 3 %

顔
場所不便 0 % l % O 96 2 % 0 96 l % 49る 3 % Z % 0 9る 0 96 0 % 8 % 0 % 7 % 3 % l O % l O %

偏 設 サービス不1一分 0 9各 0 % 0 96 0 % 0 98 2 96 396 o % o % 0 % 0 % 2 % 2 % 0 % O % l % l 96 2 98

Eヨ }J t+i o % ー% ¢ 銘.
:■ー;2 % 0 % 3 % 7 % 3 % 29島

,
0 繁
_
O 96 2 髄 9 % O % 重野 3 % l 】% ーー96

そ の他 l l % 3 % 3 % 5 % 5 % 4 % 2l % l O % 6 96 O % 8 % 5 % 9 % 8 96 7 96 6 % l 7 % 2 5 96

l 否計 ll 4 7 % l 6 L % 1 t )2 % L b 8 % ー5 8 % ー5 596 1 4 0 % ll 引 % ー6 l % l l l % l 69 % l 6 696 ー b 8 % 1 b O % 事b O % I 5 7 % l 5 Z 96 1 3 6 %

表 7 -8 L S タイ プにみ る組織活動の 不参加要因

C I C 2 C 3 C 4 C 5 C 6

旧

員

Eヨヨ 5 5 2 5 3 1 0 0 2 1 4 3 l B 74 9

参加不 明 l l O 6 9 1 3 2 g

f5l 貧軌 5 A ? 4 3 9 4 2 0 5 3 O 5 7 2 0

時
間

ー拝聞合わな い 3 l % 2 0 % 2 2 % 7 % 3 0 % 3 l %

時 間が なしヽ 4 6 % 1 9 % 4 7 % 2 0 % 4 g % 5 4 %

Jj 嘘十 7 8 96■写淋 三-8 紳.写す爾 7笥%
■8 59 6

情
報

団体 知】らな い 2 6 % ー7 96 2 l % l l % l 2 % l g %

場所匁】らな い l l % 7 % 5 % 6 % 6 % 6 %

Jj ヽ計 :-:
:::: =: 3 7 9る 2 4 艶 2 7 銘 ー7 % 1 B % 2 5 %

要
人
地域 に友人 少な い 9 % ー5 96 l l 96 1 2 % 4 % 6 %

困
係 間 人 間 閑絶無 わ し い 2 % l 6 % l 7 % T 5 % l l % B %

閑
仙串 l l % 3 2 96

:

=

-:
:;至B % . 2 7 96 :ー5 % ー4 %

JJLrT1 疲弊q) 参る内容 な し 2 O 96 3 7 96-_享-
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日
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Eヨ)J竜i 4 9` l O 賂 5 % ーー% 2 % 3 %
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7-4 組織活動 へ の 参加を促す施設側の要件

以上 から , 施設側が 施せ る参加促進要件 を

まとめ る ( 図 7 1 6) a

『時間』 の 阻害 は ､ 個人の 課題である側面が

強 い が ､ 施設 の 開館 時間延 長 と い っ た措置 を

と る こ とはで きるだ ろう｡

『情報』 の 阻害は当然 ､ 情報発信 による フ ォ

ロ
ー が必要 で あ るが ､ どの よう に ､ が肝要で

あ る ｡ 現状 , 組織 活動 の 多く は公共施設を中

心 と して 行われ ､ 故 に情報発信 も同様の 施 設

を中心 で行わ れ る だ ろうQ 但し ､ 組織活動 の

不参加者はそれ ら の 公共施設の 利用が多く な

い
｡ 不参加者が多 く 利用する施設 にて 情報発

信を 行う こ とで 成果 が期待 され る ( 本件に つ

い ては , 次章 にて もう 少し掬り下げる) o

『人間 関係』 の 阻害 は , 不参加 者の 意識以

上 に 大きい 阻害 とな る こ とが推汲は れ る｡ 前

章 に て考察 したよ う に , 現状で の 組織活動 へ

の 参加 の 多く は既 存の 人間関係によ る場合 が

多 い ためで あ る｡ 不参加者と既存の 団体との .

また は不参加者 同士 の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を

促進 させ るよ うな プ ロ グラム をく む必要が あ

る
｡ 後者 に つ いて は特 に ､ 講座等の 充実により ､

既存 の 人間関係 を もた な い 人 ( 有職男性に 多

い) で も参加で き る契機 を創 出す る こ と も課

題で ある o

『趣向』 の 阻害は ､ L C ･ I J S の 各段 階 ･ タイ

プの 趣 向の 相違 を意識 し､ ある 程度狙い を定

め て企画 を展開する こ とが考え られ る｡

『施設整備』 の 阻害は , 現状 で は回答が少な

く ､ 意 識さ れ て い な いが . 実 際に活動 を始 め

る 際に ､ 身近 な活動 の 場 の 整備が強く意識さ

れる だ ろう｡ 公共施設 だ けで なく ､ 不参加層

が多 く 利用 して い る , 民間施設 を含 めた地域

施設全般 を活動 の 場 と して整備 する こ とが望

まれ る ｡

と は い え ､ 未だ個人 の 責任で ある第 1 ハ ー

ドル の 段階で 滞 っ て い る 人 が非 常に多 い ｡ よ

り地域住民 に密着 した 施策 も考 え る べ きで あ

ろう o 個 人 的な余 暇活動 と組織活動の 連続 的

整備 に も つ な が る ため ､ 次章 にて 改め て提案

する o

個人の課鹿

団体の課題

I) 時間 の不足 …玩 ≡

;p ,

i

1だ警望孟霊警霊開

プロ グラムの課題

&!

1琵悪書男慧言
る 妻… D 雪雪空要望警警2 促迩
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第8 章 余暇を過 ごす場所と して の 地 域施設

8 - 1 前章ま で の ま とめ

本章を始 める前 に各章の概 要を以下に示す ｡

第 1 ･ 2 章で は ､ 研究 の 背景 ･ 目的と して ､

近年み ら れる余暇 時間 の 増大 に より ､ 人々 が

自宅や 学校 ･ 職場 だけで な く , 地域 に存在す

る様々 な地域施設で そ の 時間を過 ごして い る

こ とを示 した｡ 但し ､ 余 暇活動 を行う人 々 は

そ れぞ れが異な る属性 を もち ､ 地域施設 の 使

い 方 ､ 及び ニ ー ズ も 一

様で はな い ｡ 本研究は ､

生涯 を通 じて の 余暇活動 の 変化 と, 生活様式

の 相違 によ る余 暇活動の 変化 の 視点か ら､ 幅

広 い 層の 存在す る地域住民に向けた､ 地域 公

共施設の 整備要件を得る こ と を目的に始 ま っ

た .

また ､ 余暇活動 に は ､ 個人が自由に行う活

動と ､ 母体をも っ て 組織化 した活動( 組織活動)

があるため ､ そ の両面 を対象とする ｡

第 3
･

4 章で は､ 個人的な余暇活動 と して ､

そ れぞ れ L C ､ I J S の 視点か ら､ 余暇 を過 ごす

場所 の 選択特性 と地域施設の 利用形態 をみ て

きた ｡
そ の結果 ､ 各段階 ･ タイ プに特有の 課題 ･

特徴を得る こ とがで きたが ､ そ の なか で も と

りわ け､
『余暇を

一

緒に過 ごす相手』 と 『施設

に抱くイメ ー ジ ( 施設像) 』 に大きな 特徴がみ

られた｡

特に ､
L C で は 生涯を通 じて ､ 余暇をひ と り

で 過 ごす人は どの 段 階に も共通 して み られる

が ､

一 方で は, 学校の 友達 > 夫婦及 び幼い子

ども連れ の 家族 ( 子育て の 場 と して) > 趣味

友 達 ､ と い っ た よう に 一 緒 に過 ごす相 手は推

移 する こ と も明ら か とな っ た｡ 但し ､ 男性 の

L C 後期は女性に比 べ て グル
ー プで の 利用が少

な く ( 代わ り にひ とりが多い) ､ 地域 に友 人を

つ く りや す い 女性 と ､ そ れ が難 しい 男性 と い

っ た特徴もみ られた.

第 5 章で は ､ 前章 まで に得られ た 『余暇を

一 緒 に過 ごす相手』 に着目し ､ [ ひ と り] [ 家族]

[ グル ー プ] を切 り 口 に ､ 余暇 を 過 ごす場所

の選択特性 と地域施設 の 利用形態をみ て きた ｡

特 に ､ 家族で 過 ごせ る場所と して ､ 公共施設

の 利 用は乏 しく ､ 家族単位で利用 で きる施設

整備が不足して いる課題が明らかとな っ た｡

また ､ L C ･ L S で も特徴の み ら れ た施設像

を さ ら に詳細に分析した結果 ､ 同伴形態別 に

施設 に抱く 要求を整理 す る こ とがで きた｡ 特

に
､ 特定の 目的が な くて も気軽 に訪れ る こ と

の で き る場 に対する 要求 が多い ｡ とり わけ公

共施 設 に は ､ 従来 の 機 能 的サ
ー ビス に よ る ､

個人の 目的達成の 場 と して の 整備だけで なく ,

目的外利用を 許容す る ､ 新たな サ
ー ビス展 開

が求 められ る ｡

第 6 章で は､ 組織活動 の 実態 に つ いて 施設

との 関係を中心 に考察 した｡ 団体の 結成
･ 展

開に は 地域施設が ､ そ の 促進 に も 阻害 に も影

響 して い る こ とが 明らか と なっ た｡ 但 し, 覗

状で は結成 ･ 展開 と もに 内輪 的な既存の 人間

関係によ る場合が多く ､ 如何に外部 ( 非活動者)

を巻 き込ん で 組織活動 を展 開 して い くか が課

題 とな る｡

第 7 章で は ､ 個人的な 余暇活動 と組織活動

の 両立 の 程度 と､ そ れ によ る施設利用 の 相違

をみ て きた
｡ 組織活動 へ の 参加 と公共施設 の

利用 に は強 い 関連があり ､ 組織活 動 へ の 参加

が公共施設 の 利用促進 に つ な が る可能性があ

る こ とを示 した｡ また ､ 不参加者 の 参加 を阻

害する 要因を 5 つ の 段階 に整理 した｡ 現状で

は [ 時間] [ 情報] が大 き く ( 前者は個人の 問

題の 面が非常に強い が) ､ 施設側 ( 供給側) か

ら情報 を与 え ､ 参加 の 機会 を提供す る こ とが

参加促進に つ ながる こ と を指摘 した｡
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以上 の 内容を踏 まえ ､ 本章で は ､ 余暇を 過

ごす場所 と して の 地域施設 の 必 要性 ､ 課題 を

整理 し ､ 施設整備指針 を提案す る ｡ そ れ らを

踏 まえ て ､ 今後行 う べ き地域公 共施設 の 整備

指針 を提案する ｡

8 - 2 余暇を過 ごす場所 として の

地域施設の必要性

地域住民の 充実感か ら類型化 した , 潜在的

な余 暇活動 要求を捉 える こ とで ､ 人々 は余暇

時間 に選択 性 ( 自己 裁量性) の あ る行動 ､ さ

ら に 自宅以外 の 場所で 行う こ とが多い ､ 目的

意識 の 高 い選択行動を行 う こ と に充実 を感じ

て い る こ とが分 か っ た｡
つ ま り､ 余暇活動 を

行 う こ とが余暇時間を充実さ せ る こ と に つ な

がる と い え る｡

地域住民が余暇を過 ごす場所 の 選択特性 を

み る と ､ 自宅以外 で余暇活動 を行う場所 と し

て ､ 多く の 人が地域施設 を利用 して い る ｡ し

か し ､ 高い 余暇活動 要求 を も ちな が ら､ そ の

場所 を確保で きて い ない 人々 も い る ｡ 個人 の

課題 と して子育 て の ための 利用か ら自分 の た

めの 利用 へ の 意識転換が遅 れ る こ と ､ 施設整

備上 の 課 題 と して施設 に抱く 要求 と整備状況

が合致 して い な い こ と等が要因 と して挙げら

れる が ､ 彼 らが過 ごす場の 作り方 の 改善に よ

り施設利用を促進で きる可能性がある ｡

一 方 ､ 組織活動 の 活動実績をみ て も､ 活動

場所 と して地域施設 ､ とり わ け公 共施設 を利

用 して い る ( 1 割程度 は施設利用 がな いが) 0

また､ 団体の 結成
･ 展 開にお い て も地域施設

が仲間形成 の 場 ､ ある い は活動拠点 と して 団

体が継続す る
一 助 とな っ て い る ｡

従 っ て , 個人的余暇活 動 に と っ ても ､ 組織

活動 に と っ て も , 余暇 を過 ごす場所 と して の

地域施設が ､ 地域住民の 充実 した余暇生活を

支え るため に必要で ある ｡
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8 - 3 地域施設の 整備指針

次 に､ 余暇活動 を行い やす い 施設整備指針

を提案する ｡ まず､ 個人的な余暇活動 を行 う

施設 と､ 組織活動 を行う施設 の そ れ ぞ れ に つ

い て ま と め ､ そ れらを連続 的に整備す るた め

の 提案を行う ｡ また､ それ らを踏ま えて 地域

公共施設が行 うべ き整備指針を示唆する ｡

8 - 3 -1 余暇活動を行う地域施設

個人的な 余 暇活動 は 生涯 を通 じて ､ また ､

生活様式 に応 じて 異な る展開があ る｡ 本研究

で は
"

誰と
一

緒 に過 ごすか
"

に着目 し ､ 施設

に対す る要求 をみ て きた ｡ そ れ ら の 要求 に応

じた施設整備指針 を示す ｡ ま た､ 組織活動 に

つ いて も併せて み る｡

1 ) ひとり で過 ご す場所と して の 施設整備

ひ と りで余 暇を過 ごす 人は､ 殆 ど全て の 層

で み られ るが ､ 特に L C で は男性 の 子育て 期

の前後 (独身期 ､ 子 ども成長期 ､ 子 ども独立期) ､

L S で は有職層 に多い ｡

そ の 要求 を み る と ､ 純粋に自宅以外 の 場所

で ､ 個人の 目的に 取り組 むための ひ と りで 過

ごす場所 を欲 して い る人 と ､ 地域 に友人を つ

く っ て これ なか っ たため ､ 余暇生活の 拠 り所

として 施設を利用する人がみられる ｡

よ っ て , 他者を気にせ ず自分の 活動 に集中

して 取 りヲ阻め るス ペ ー

ス の ほか ､ 目的がなく

て も滞在で き るス ペ ー

スも備え る必要がある ｡

後者に つ い て は ､ 個人の 自己実現 要求 を喚起

させ るための 目的性 の 高 い活動 の 展示 ､ 情報

提供の ス ペ
ー

ス を備え る こ とで ､ 利用者 に目

的を も っ た活動 へ の 転換を促す こ と も考 え ら

れ る｡ また ､ 要求 と して は 少な い が ､ 飲食や

雑談を許容するサ ロ ン的空間を備え る こ とで ､

新たな人間関係を形成す る こ とも期待され る ｡

2 ) 家族 で過 ご す場所 と して の施設整備

家族で余暇を過 ごす人は ､ L C で は特に子 ど

も幼少期 ､
L S で は育児に強 い 関心の ある層に

多 い｡ 幼い 子 ども を伴い ､ 自宅以外 の 子育て

の 場 と して地域施設 を利用 して い る こ とが窺

える ｡

そ の 要求 を み る と ､ 用 事の つ い でや 気分転

換を意 図 してお り ､ 特定 の 目的に取 り組む の

で は な く ､ 家族で 共 に過 ごせ る ｢ 場｣ を求め

て い る ｡ 家族で 過 ごす場所 と して ､ 家族で 取
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り組 め ､ 子 ども に 魅力の あるイ ベ ン ト ･ 催し

と い っ た施 設側の 提供 も 重要で は あ ろ うが､

一

方で , 親を子 ども の 付き添い だけ に させ な

い 工夫が必要とな る ｡

よ っ て ､ 子 ども を介 して 親同士 の 交流を促

進 させ る交流の 場 を､ また ､ 子 ど もの 付き添

い だ けで な く個人の 要求 の 転換 を促 し ､ 子育

て後に取り組 みた い 活動 を発見す る場 を備え

る こ とが個人 の 余暇生活の 充実 に つ な がる と

考 えられる ｡

3 ) グル
ー プで過 ご す場所 と して の施設整備

グル ー プで 余暇 を過 ごす 人 は ､
L C で は 特

に高齢期 ( 女性 の 方が男性よ り多 い) ､ u で

は組織活動 に積極的 に参加 して い る層 に多い ｡

組織活動 に取り組 む こ とで , 余暇を過 ごす相

手の 選択肢 が広 がり , 気の 合 う友 人 と 一

緒 に

過 ごして い る こ とが窺え る ｡

そ の 要求 を み る と､ 目的に取 り組 む場所 の

要求 が高 く ､ 活動 の 受 け皿 を求めて い る｡ し

か しそれ だけで な く ､ 目的外利用で きるス ペ

ー

ス も求 める し ､ 更な る人間 関係の 形成 に も

強い 関心がある ｡

よ っ て ､ 活動 の 合間に休憩す る飲食可能な

ス ペ
ー

スや ､ グル ーープ内､ あ る い は他 グル ー

プと の 交流 ･ 親睦 を促進す るた めの ス ペ ー

ス

を備える必要がある ｡

以上 ､ 個人的な 余暇活動を行 う地域 施設指

針を
=

誰 と
一

緒 に過 ごすか
' '

に着目 して み て

き たが､ そ れ ぞれ が単独で個別 に求 め る ス ペ

ー

ス と他 の 利用者 と共有で きる ス･ ペ ー

スがあ

る
｡ 新たな 人間関係を形成す るサ ロ ン的空間

を 共有 しなが ら ､ 同伴形態 に対応 した個別 に

利用で き るス ペ ー ス を も っ た施設機能 の 再構

築が必要とな る ｡

4 ) 組織活動 を行うた めの 施設整備

グル ー プで の 余暇活動 に関連 して ､ 組織活

動を行うための 施設整備をみ る ｡

団体の 結 成 に つ い て は, 大 きく分 けて ､ 施設

が開催す る講座 と既存 の 人間関係とい っ た 2

つ の 契機 がみ ら れ た ｡ 前者に よ る促進 に は ,

講座 内容 の 充実 ､ 及びそ れを開催す る施設 の

充実 が必 要 とな る ｡ 後者によ る促進 に は, 班

存の 人の つ なが り を補強し ､ 組織化す る支援

が必要 とな る ｡ また ､ 新たな人間関係の 形成

を促進す るた めの ､ 出会 い の 場 と して の 整備

が求 めら れる ｡

加 えて ､ 現状で は拠点 となる 施設を有 し活

動す る団体が多数存 在す る が､ それ が新 たな

参入者の 獲得 に つ な が っ て いな い ｡ 成果発表

の 場が少な い とい っ た不満 もあり､ か つ ､ そ

れ ぞれ の 団体が個別 に活動を展開 して い るた

め､ 自 身の 団体の 情報を外部 に周知す る手段

が不足 して い る の だ｡ 団体が定期 的 ･ 常設的

に成果発表 を行う場 を整備し ､ 情報提供支援

する仕組み が必要 とな る｡ こ の こ と は非活動

者に よ り多 く の 情報 を提供する こ とが ､ 組織

活動 へ の 参加 を促す契機 となり得るだろう｡
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8 - 3 - 2 組織活動 を促進するため の 施設整備

第7 章 にて ､ 個 人的余暇活動 と組織活動の

両立の 程度をみ たが ､ 地域施設 (特に公共施設)

の 利用促進の 観 点か ら ､ ま た, 特に高齢期 の

生活 を充実する ため に ､ 組織活動 へ の 参加 を

促す こ とは重要 と考 え る ｡ 個人的な余 暇活動

か ら組織活動 へ の 転換 を促 し､ 両者を両立 し

た余暇生活 を支援す るた め､ 組織活動 を促進

する施設整備を行う必要がある ｡

現状で は ､ 組織 活動 は 内輪的な人間関係に

よ る結成 ･ 参入 が多く , 既存 の 人間関係を も

たな い人 に と っ て ､ 講座以外 に よ る参加が困

難で あ る と いう課 題がある ｡ 非活動者を巻 き

込 むた め､ 団体が定期 的
･ 常設的 に成果発表

を行う場所を整備 し､ 非活動者 によ り多く の

情報を提供する こ とが､ 組織活動 へ の 参加 を

促す契機 となり得る だろう｡

加えて , 組織活動を行う場 と して は公的集

会施設を始めと した公共施設 ､ 個人的な余暇

活動を行う場 と して は民間施設が多 く利用 さ

れ る傾向に ある ｡ 団体提供する 情報を､ 受手

で ある非活動者が享受で きな い の で は ､ 参加

要求 も起 こ り えな い ｡ よ っ て ､ 情報提供 をす

る 際に は ､ 地域住民が利用 して い る施設 にて

行わ な くて はな らな い ｡ そ の 際､ そ れ ぞれ が

余暇 を過 ごす場所の 選択特性 を みて , どの 層

を新たな参 加者 と して 狙 っ て い くか ､ とい っ

た戦略 も立て られるだろう｡

一 方で , 個人的な 余暇活動 を行 え る場 と し

て 公共施設 を整備す る こ とも考え な く て は な

らな い｡ 次節にて課題的展望を示す｡

以上 みて きたよ う に ､ 余暇を過 ごす 場所 と

して の 地域施設の 整備にお い て は,
い ずれ の

過 ごし方 に つ いて も ､ 既存 の 施設機能 の 再構

築が必要で あ る｡ 地域施設 を計画する 際 , 如

何 に して 利用者で ある地域住民の 声を 反映す

るか とい っ た課題 は常 に存在す るだろ う｡ 利

用者 で ある地 域住民 の 声 ･

ニ
ー ズ を地域住民

の 視点 からチ ェ ッ クす る仕組み づく り も､ 地

域施設整備の 重要な課題で ある ｡
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8 - 4 余暇を過 ご す場所 と して の

地域公共施設整備

以上 を踏 ま え て ､ 余暇 を過 ごす場所 と して

の 地域公 共施設 の 整備指針 に つ い て の 展望 を

示 す｡ 地域住民は 個人的な 余暇活動 を行う場

所 と して ､ 身近 な 地域 で 目的外利用もで き る

施設 を求 めて い る こ とが明 らか とな っ た
｡ 但

し ､ とりわけ地域公共施設 は ､ 制度に基づき ､

特定の 目的利用を行 うため の 場所 と して 計画

整備されて きた背景か ら ､ そ の よ うな利用 に

対す る配慮は さ れて い な い場合が多い ｡
そ の

た め ､ 地域住民 の 多 く は､ 無料で滞在で き る

商業施設 ( 大型 S C な ど) に その 場 所を求 め

る傾向にある ｡

しか し､ 三 重県 の よ うな地方都市 にお いて

は ､ 民間施設が全て の 需 要をカ バ ー す る こ と

は 困難で あ る ｡ 実際 ､ 自動車 の 利用 を控え る

高齢者 は商業施設 の 利用が減 り ､ 近場 の 公共

施設 の 利用す る実態 もみ ら れ る｡ ま た､ 家族

で 過 ごせ る公 的な場が地域 に殆 ど整備されて

い な い現 状 を考 え る と､ 地域密着型 の 公共施

設が余暇を過 ごす場所 と して の 役割を担 っ て

い く 必要がある と考え る ｡ 今後､ 組織活動 の

活動場所､ ひ い て は成果 発表の 場 との 連続 的

整備を視野に入 れた ､ よ り柔軟な プロ グラム ･

運営が地域公共施設 には求められ る｡

こ れ まで の 分析を踏ま え ､ やや飛躍的で は

あ る が､ 地 域公共施設 が余暇 を過 ごす場所 と

な る ため の 施設整備 ･ 運営 の 課題的展望を 示

し ､ 本研究の 結論 と した い ｡

1) 施設機能 の再構築

第5 章で述 べ たよ うに ､ 既存 の 施設種 の 枠

組み を超 え た機能 の 再構築 によ る ､ 目的外利

用 を許容す るス ペ
ー

ス を備え る 必要が ある ｡

前述 したよう に , 地域住民は施設 を必ずし も

目的意識を も っ て利用 して い るだ けで はなく ､

個人 の 目的 に取 り組む傍ら に気分転換や他者

と の 交流 ･ 親睦 な ど目的外利用 をも期待して

い る ｡ さ ら に は ､ 目的外 利用だけを意 図 して

い る人 も少な くない ｡ そ の よ うな 要求 へ の 対

応を考え る必要がある ｡

こ の よ うな要求 に ､ こ れ まで地域公共施設

は応 え て こ なかっ た と い え るが ､ 地域住民の

余暇充実 の ため, こ れ ら を考慮 した施設づく

りが求 め られ る ｡ 特定 の 個人的 目的の 有無 に

かか わ らず､ 施設で過 ごす傍らに休憩や啓発 ､

ある い は出会 いの 場 と して 滞在 で きる ､ 目的

外利用を許容する ス ペ ー

ス を地域公共施設は

備え る必要がある と考え る ｡

例え ば､ 平 日 の 図書館 に は退職後 と思 しき

高齢者が単身､ ブラウ ジ ン グコ ー ナ ー

で新 聞

や雑誌を読 んで い る姿 をか な りの 頻度で 見か

ける が､ そ の 多く は ､ 地域 の なか で 友人 を つ

く っ て こ れ なかっ た人 と推測 され ､ ひ と りで

過 ごす こ と を余儀な く され て い る と懸念 され

る ｡ そ れ で も飲食 ･ 私語が禁止 されて い る図

書館 の 性格上 ､ 知 り合 い を つ く る こ と には課

題があ る｡ 室 内に組 み入 れ るの は困難で あろ

うが ､ 室外 に付随す る形で 他者 と の 交流 ･

親

睦の き っ か け とな るサ ロ ン的ス ペ ー

ス を与え

る こ とは 必要だろ う｡ こ れ は ､ 家族 で過 ごす

人が ､ 新たな人間関係を 形成す る 際に も活用

され る だろ う｡
そ の 際生 まれ る交流か ら ､ 目

的を も っ た活動 へ の 参加 ･ 意識転換が図 られ

る こ とも期待で き る ｡

また ､ 組織活 動 に取 り 組む人 の な か に は ､

趣味活動の 合間 に ( 親睦 も意図 して) 飲食で

き るス ペ ー ス を求め る声 もあ り､ 実際 ､ 公民
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館等 の なか に は こ れ ら の ス ペ ー

ス が設 けられ

て い る施設 もみ ら れ る ｡ しか し実 際に は､ こ

れ ら の ス ペ
ー

ス を そ うい っ た活動 を して い な

い 人が利用す る こ とは現状で は殆 ど見 られ な

い ｡

と りわ け地域 密着型 の 施設 は , 非活動者の

組織活動参 加を促 すため ､ 小規模で も ､ 活 動

成果を常設的 ･ 定期的 に発信で き る ギャ ラリ

ー
ー
･ ホ ー

ル 空間を備え た複合施設 と して整備

する こ とが有効 と考 え る ｡

一

方 ､ 大規模 な発

表行為や合 同発表会の 利用要求に対応す る よ

う ､ 大規模な専 門施設 は サ ー

ビス水準 を維持

する こ とが望 まれ る｡ こ れ ら の 役割分担 を考

慮 し ､ 地域全体で施設整備す る必要がある ｡

2) 施設間連携の促進

第6 章で 述 べ た よう に ､ 現在 は個別 の 施設

がバ ラ バ ラ に整備され ､ 施設運営を行 っ て い

る
｡ 活動場所 の 代わ り の 施設 を紹介す る予約

シス テ ム の 体系化
･ 団体の 活動情報を受け取

る情報 シス テ ム を備え ､ 施設間連携を促進す

る必要がある ｡

施設間連携の 促進 によ り ､ 既成の グル ー プ

間 ( グル ー プ内と複数の グル
ー プ同士) の 交

流は も とよ り ､ 既存 の 人間関係を もた な い 人

たち へ の 団体の 情報発信を手助けで きる余地

がある ｡

さ ら に ､ 上 記の 施設機 能の 再構築 に関連し

て ､ 活動場所予約や行 政関連の 証明書交付と

い っ た､ 従来 特定 の 施設 で行わ れて い た施設

サ ー ビス を既存の 地域密着型施設が担保する

こ と も考 え ら れよ う ｡
こ れ ら は小 規模ブ ー

ス

を備え る こ とで 対応 可能で ある し､ 距離的な

制約 を受 ける 人々 の 不 具合 を緩和す る可能性

も秘 めて い る ｡

ー 1 4 7 -



第8 章 余暇を過 ごす場所と し て の 地 域施 設

3) 利用機会の 提供

地域住民が目的外利用 で き る場 を求め て い

る こ とが分析の 結 果明ら か とな っ たが , 単 に

場だ けを整備すれ ば十分 と い う ほ ど単純で は

な さそ うで ある ｡
つ ま り ､ 個人の 意識 の 上 で

は ､ 気軽 に立ち 寄 れ る場所を 要求 して い る に

もか か わ らず､ 場所 を知 らな い ､ ある い は知

っ て い て も､ な ん とな く気後れ して 利用で き

な い 人が い る こ と が想像に難く な い ｡ 情報周

知 ､ 施設が開催するイ ベ ントや催し等に よ り ､

施設 の 敷居 の 低さ を演出 し ､ 利用機会 を提供

す る こ とが ､ 地域住民 の 余暇 生活 の 受 け皿 と

な る地域公共施設の課題 とな っ て く る｡

目的外 利用 で き るス ペ ー ス の 整備 も含 め て ､

こうい っ た課題 に対応す る ため の 地域公共施

設の 拡大運営を考え る必要がある ｡

現状み られる場 の 周知 の 手段 と して ､ 地域

密着型 の 公共施設 の 施設 内､ あ るい は敷地 内

に地域住民の 健康相談 ･ 生活相談の た め ､
｢ ま

ち の 保健 室｣ ｢ い き い きサ ロ ン｣ とい っ たサ

ー

ビス
･ 事業がみ られる ｡ 徐 々 にで はあるが ､

こ の よ うな試 み をきっ か けに場の 存在が周知

され て い る とい っ た例もある ｡

ま た ､ 地域住民 に場の ある こ と を認識 して

も ら うため､ 学生 には 学校 教育の な か で ､ 地

域住民に は自治体活動等 の ( 半強制的で あ っ

て も) 地域 との 関わ りの な か で ､ 施設 を利用

した活動を組み入れ る こ とも検討 したい ｡

と りわ け､ 地域 密着型施設 の 中 に は ､ 近 年

導入 が進む 指定 管理者制度等 を用 い て ､ 民間

企業で は な く ､ 当該地域 に住む住民の 集ま り

( 地縁的 な 共同体 : c o m m u n it y) に運 営
･ 管

理 を委託 す る例 がみ ら れ る ｡ そ の 利点 の 一

つ

に
､ 行政 ･ 施設職員が行う以上 に様 々 な催し

･

企 画が 生 ま れ ､ 地域住民 を施 設 に呼び込 み ､

場 の 存在 を周知す る機 会 を提供で きる期待が

ある ｡ 公民館展や サ ーークル 発表会 , 個人の 趣

口指定管理者制度とは

指定管 理者制度 は , 2 0 0 3 年 , 多様化す る住

民ニ
ー ズ により効果的, 効率的に対応する ため ､

公 の 施設 の 管理に 民間の 能力 を活用 しつ つ ､ 住

民サ
ー ビス の 向上 を図る と ともに経 費の 節約等

を図る こ とを目的に導入された ( 総務省) ｡

地方自治法第 2 4 4 条 ｢ 公 の 施設｣ に 関連す る

制度 で あり ､
2 0 0 3 年 6 月 6 日に改訂され ､ 9 月

か ら施行された｡ それ以前も､ 公 の 施設 に つ い

て は ､ 自治体が直営で管理 しな い限りは ､ 地方

自治 法第 2 4 4 条 の 2 の第 3 項 ､ および地方自治

法第 1 7 3 条 の 3 により限定された団体に管理委

託す る ことがで きた｡

今 回 の 改訂 により､ そ の 団体に つ い て の 制限

がなくな っ た こ とで ､ 民間 の 営利を追求する 団

体や組織 を指定管理者に選定する こ とも可能と

な っ た
｡
｢ 公 の 施設｣ と は, 地方 自治法 第 24 4

条 の ｢ 普通地方公共団体は ､ 住民 の 福祉 を増進

す る目的をも っ て ､ そ の 利用 に供す るための 施

設 ( これを公 の施設 という ｡) を設けるもの とす

る ｡ ｣ の 規定 に基づい て設 置され る施設で ある ｡

具体的 には, 公立学校 ､ 幼稚 園､ 保育所,
コ ミ

ュ ニ テ ィ セ ン タ
ー

､ 公 民館､ 図書館, 博物館､

市民会館, 文化施設 ､ プ ー

ル ､ 体育館 , 公 園､

広 場 , 病院 ､ 等 々 が あり､ 各自治体に よ っ て対

象 は異な っ て いる ｡
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味活動 の 成果発表を利用機会提供 の 媒介 とす

る よ う､ 企 画段 階か ら施設利用者を巻き込む

こ と も考 え られ る｡ 施設 の 敷居 の 低さを演 出

す る期待 も込め て ､ 利用者 に施設運営 ･ 企 画

の
一

部を委譲する方策を模索す る必要がある ｡

以上 の よ う に ､ 地域公 共施設 は従来の 機能

的サ ー ビス 提供だ けで な く ､ 目的外利用を許

容す るス ペ ←

ス を整備す る こ と を含め た機能

再構築 を考 え る必要があ る｡ また ､ 施設 間連

携の 促進 ､ 施設利用者 ･ 地域住民を巻 き込ん

だ利 用機会 の 提供 を含め ､ 柔軟 な 運営が課題

とな る｡

さ ら に ､ 地域公共施設 と民間施 設の 連携 に

よ り ､ そ の 効果 は相当 に高 ま る と考 え られ ､

地域全体での 整備が望まれる ｡

こ れ ら を通 じて ､ 人々 が更な る余暇生活の

充実を得る こ と を期待す る｡
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8 - 5 今後 の課題

[施設整備実態の 把握]

本研究 で は ､ 個人的余暇活動 と組織活動 の

連続的整備を 訴え ､ そ れ を達成する 為の 目的

外利用 で き る ス ペ ー

ス の 充実 と施設機 能の 再

構築 を提案 した｡
しか し､ 施設実態調査 を行

っ て い な い の で ､ 現状の 施設群を利用 した改

善方法の提案がで きて い ない ｡

地域住民 ア ンケ
ー トや団体の 活動実績調査

から ､ 地域住民が余暇を過 ごす場所が相当 に

広 が っ て い る こ と は把握で き たが､ 既存 の 施

設 が許容で きる人数 ､ 活動 の キ ャ パ シテ ィ が

どの 程度 で あ るか は 明 らか に で きなか っ た｡

組織活動 の 主な 場所 と もな っ て い る公的集会

施設 の な か で も ､ 地 区集会所 レベ ル の 小 規模

施設 の 実態 ､ 及び 民間で 行わ れ る活動等の 把

握 は困難で あ るが ､ そ れ ら の 使用 され て い る

実態 を捉え る こ とで ､ 既存施設 を活用 した施

設整備指針を得る こ とができるだろう｡

[施設の 空間構成と の関係]

個人的余暇活動 の 場 と組織活動の 場を連続

的 に整備する に は ､ 個別 の 施設 にお い てそ れ

らの 場所の 規模 ･ 配列を含めた空間構成か ら ､

そ の 有効性 の検証 を行わ な く て はならな い が ､

そ れ が明ら か にな っ て い ない ｡
そ の た め ､ 本

研 究の 提 案は余暇 を過 ごす場所 と して の 施設

計 画の 指針 ･ 提言 に留 ま っ て い る｡ これ らが

ス ム
ー ズに行わ れて い る施設 にて ､ 個人的活

動 ( 特 に , 同伴形態 に よ っ て個人が過 ごす場

所 に も相違がみ られ るだろう) ､ 及び組織活動

の 実態調査 を行 い ､ 空間構成 と の 関係をみ る

こ とが課題 と して残 る｡

[施設運営制度 の 検証]

本研究で は 課題的展望 と して ､ 地域 密着型

公共施 設の 住民運営 に つ い て 提案を行 っ た ｡

但し ､ 今 回例示 した指定管理者 制度 に つ い て

は施行 され て 間も な く ､ そ の 効果や課題 に つ

い て は ま だま だ明らか とな っ て い な い 部分が

多い ｡ そ れ が検証 され る の は ま だまだ先 の こ

とか も しれ な い が ､ 特に地域密着型 の 公共施

設の 運営 に つ い て は, 地域ガバ ナ ンス とも称

さ れ る市民 に よ る ｢ 公の 担 い 手｣ の 台頭が期

待さ れ る ｡ 本制度が浸透 した暁 に は ､ 本提案

の 検証 も含 めて ､ 公 共施設 の 柔軟な 運営の 在

り方が示唆で き るだろう ｡

以上 の 課題 を残 して しま っ たが ､ 目的外利

用で きる地域施設の 必要性 と､ 個人的余 暇活

動 と組織活動の 連続的整備の 可能性を示す こ

とがで き ､ 地域全体で 誰もが充 実 して余 暇を

過 ごせ る整備計画につ なが る こ とを期待する ｡

- 1 5 0
-
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おわりに

本研究 は ､ 今井研究室 ･ 高井研究室 ･ 三重県建

設技術セ ンタ ー が合同で行 っ た 『市町村合併に伴

う公共施設の 有効利用 に関す る研究』 の 一

環と し

て ､ 地域住民の 生活構造 と施設利用の 関係をみ る

べ く 取 り組み 始めま した ｡ そ の なか で ､
｢ 余暇 を

過 ごす場所｣ を修士 論文 の テ
ー

マ と して取 り上 げ

たの は ､ 図書館 の ブラ ウ ジン グコ ー ナ ー

で ひ と

りで 新聞 ･ 雑誌を読む高齢者の 姿に､ 理 由の 分か

らな い違和感を覚えた こ とだ っ たような気がしま

す ｡ そ の よ うな違和感 を抱き､ 充実 した生活 とは

どの よ うな もの かを考えながら研究 に取り組んで

きま した｡

研究 を進める中で ､ 施設利用者 ･ 団体活動の 参

加者の 方々 と様々 にお話 しす る機会 を もつ こ とが

で き, 施設 を積極的に利用 して い る人の 姿をみ る

こ とがで き ま した｡ そ こで は ､ 建築が余暇を充実

して過 ごすための 一 助 とな っ て い ま した｡

一

方､

研究 の な かで ､ 余暇生活の 拠り所を確保で きな い

人が相当数 い る こ とが明らか とな り ､ こ の ような

人 々 の 過 ごす場所 の 整備が地域社会 にお い て 急務

と い え ます ｡

本研究で は地域公共施設の 整備指針 と して 3 つ

の 展望を提案しました｡ 自分 の 力不足か ら ､
ハ ー

ドと して の建築 の 空間像に落 と し込め な か っ た こ

とが心残 りですが, 余暇生活の 充実の ため ､ また ,

既存 の 施設ス トッ ク の 活用 の ため ､

一

層 の ソフ ト

面の 整備充実 の必要性を訴 える こ とは で きたと考

え ます｡

以上 の よ うに , 社会学的ア プロ ー

チ によ る現象

論 の 色の強 い研究で すが､ 地域社会 の実態を捉え ,

さ らな る余暇生活の 充実 に つ ながる こ とを期待し

て い ます｡
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研究 を進 め るにあたり ､ 退任後も変わ らず､

終止 ご指導い ただ い た今井正 次名誉教授 に心

よ り深く感謝致 します ｡ 先生 との お 話 は研究

の 議論から雑談 ま で , 建築 とい う人 の 生活 を

支 え る もの に対す る姿勢､ 確認 され た現象 を

どう捉 え るか と い っ た考 え方 を醸成す る機会

で あ っ たよ うに感 じます｡ 本当 にありが とう

ござい ま した｡

高井宏之准教授 には ､ ゼミ で の ご指導を含

め､ 様 々 お世話に な り ま した｡
コ ン トロ ー

ル

しに く い 学生で あ っ た と思 い ますが ､ 高井研

究室 に参加で きた こ とで 自分自身の 視野が広

が っ たと思 い ます｡
こ こ に深く お礼申 し上 げ

ます｡

副査を務めて い ただい た浦 山益郎 ､ 加藤彰

一 両教授 には､ 研究室の 違う筆者に対 して も

異な る視点から の ご指摘 ･ ア ドバイ ス を い た

だきま した｡ こ こ に深くお礼申 し上 げます ｡

木下誠
一 助教 に は , ゼミ以外 にお い て も度

重な る相談 に乗 っ て い ただきま した｡
こ こ に

深く お礼申 し上 げます ｡ 現在進 めて い る研究

の 完成 を心待ち に して い ますの で ､ 完成 した

ら教えて くださ い !

博士後期課程 を修了され る西本雅人氏 には ､

筆者が B 4 の 頃か ら大変お 世話 に なり ま した｡

あり が とう ござい ま した｡ 将来教授 にな られ

た暁に は ､ 講義 を見 に行くか も -

!

共 に論文 を書き 上 げた高井研究室の 伊藤 良

君 ､ 神崎 直人 君､ 小 松正 人君 ､ 若林康 夫君 ､

白金 さん とは 公私 とも にお 付き合い い ただき

ま した｡ ありが とう ござい ま した｡

特 に ､ 小松正 人君 と若 林康夫君 は 6 年間同

じ マ ンシ ョ ン に住み ､ 長 く付き合 っ て い ただ

きま した｡ 執筆真 っ 最 中の サ ニ ヨ ム焼肉は 忘

れません !

とも に三 重大学大 学院に進学した飯島誠之

君､ 安形 昌文君､ 福 田力大君をはじめ とす る

同期 の 皆様に は ､ 心 よ りお礼申 し上 げま す ｡

大学 の 日々 を楽 しく過 ごせ た の は皆様の お 陰

で す｡
三重県で 過 ご した 6 年間は 今後も大き

な財産になる と思い ます｡

こ こ に挙 げた以外 に も､ 松 田慎也氏 ･ 池谷

辰仁氏をは じめ と した､
三 重大学 を卒業され

た諸先輩方 に はお 世話 に なりま した｡
こ こ に

深くお礼申し上げます ｡

ま た､ 大学院 は離れ て しまい ま したが､ 豊

橋技術科学大学 に進学 した小松潤 夫君 ､ 柴田

洋希 君に は公私と も にお 付き合 い い ただき ま

した ｡ 社会 に出て もお 互 い頑張りま し ょう !

快く調査 に ご協力い ただい た地域住民の 皆

様､ 団体活動参加 者の 皆 様に は ､ 心よ り お礼

申 し上 げます ｡ 貴重な研究デ ー タを提供 して

い ただ き､ また､ 多 く の 励ま しの 言 葉を頂 き

ました｡ ありが とう ござい ました｡

最後に ､ 静 岡か ら 6 年間見守 っ て くれ た両

親に は心よ り深く感 謝致 します ｡ 経済 的援助

に加え ､ 家族 の 励 ま しがあ っ たか らこ そ ､
こ

こまでや っ て こ れたと思い ます ｡

社会 に出て か ら は ､ 皆様 に頂い た ご恩 を社

会 に還元 して い ける よう に真筆 に努めて い き

たい と思い ます｡

2 0 0 7 年 3 月
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と参 加契機 の 要因 一集 団的な組織活動 を

促す 為の 施設整備に関す る研 究 -』､ 日本

建 築学会東海支部研究 報告集､ 第 4 6 号 ､

p p . 5 4 9 - 5 5 2
､
2 0 0 8 年 2 月

5 . 矢部亮 ､ 今井正 次 , 木下誠
一

､ 西本雅人 :

『余暇を過 ごす場所 と して の 地域公共施設

の 整備要件一生涯 を通じて の 同伴形態の 変

化 に着目して - 』､ 第2 6 回地域施設計画 シ

ンポジウム ､ 2 0 0 8 年 7 月 ( 投稿中)



付録

ア ン ケ ー ト調査票

【調査 1 : 地域住民ア ンケ
ー ト】

･ 世帯票

･ 個人票

【調査 2 : 組織活動実績調査】

･ 団体用

･ 個人用



地域施設の利用に関するアンケ
ー ト

調査協力のお顔い

●調査の 目的

私たちは ､ モ
- タリゼ - シ ョ ン の拡大 ､

生活スタイルの 多様化 ､ 及び近年の市町村合併に対応 し, 公共施設

整備の あり方 に つ い て の 研究に取り組んでおります｡.

今回はその研究の
一

貫 と して ,
三重県の地域性をふまえた提案を行うこ とを目的とし ､ 地域 の方 々 の公共施設

･

民間施設の利用実態
･

要望や ､ 施設利用に関わる生活ス タイル
･ 意識 を調査させて頂く こ とを企画致しましたo

大変面倒なお願い ではありますが､ 是非ともご協力をお願い致 しますo

●調査対象地域
･ 対象世帯抽出方法

調査地域は､ 御 世帯を対象として い ますっ

･ 三 重県最大の都市で あり名古屋と近い 四日市地区 ( 四 日市市
･ 朝日町 ･ 川越町)

･

県庁所在地で大合併を控えた新
･ 津市地区

･ 大都市圏と離れ狭自の 地域づくりの ため合併をした志摩市
･ 大紀町

調査対象者は無作為に選定 しました o 選定 の方法は ､ 地図上に等間隔で東西南北に線を引き､ そ の交点の 地

区から無作為に調査対象地区を選び､ 各地区で交点近辺の 1 0 世帯を抽出させ て頂きました･,

●調査結果の 扱い に つ い て

調査の 内容は ､
l~個人情報保護法｣ 等 の趣旨を尊重 し､ 個人を特定する も の ではありませ ん｡ ･ また､ ご協力頂

いた調査結果は ､
地域 の諸事情と合わせて ､ 分析を進 めて い きますが､ 統計的に処理を行い , 調査にご協力頂

いた方々 や地域には決して ご迷惑をか けませ んら また､ 調査結果は決 して他の 目的には利用しませ んo

以上 の 趣旨をご理解い ただき､ なにとぞご協力をお願い 致します.っ

平成 1 7 年盛夏

三重大学工学部建築学科 今井
･ 高井研究室

財団法人 三重県建設技術セ ンタ
ー ー

代 表 三重大学工学部建築学科 教授 今井正次

連絡先 一助教授 高井宏之 0 5 9
- 2 3 卜9 4 3 9

---一助 草 木下誠
一 0 5 9

- 2 3 1 - 9 4 5 1

記入上の注意

･ 世帯調査 シ
ー ー

ト と個人調査シ
ー ー トがあります(,

･ 傑 人調査 シ
ー ー トは平成 1 7 年-

,:壬月 1 日現在で 1 5 歳以上の方を対象として い ます ･
つ

･ ご記入頂いたら, 世帯分 (世荷票と世帯人数分の 個人票) を
一

緒 に返信用封簡 で ご返送く ださい ･

_
～ 8 月 =

日までにご投函ください c 郵便切手を貼る必要はありませんo

:

.

[T･.: 人
/

?
I

: 大 学 院 L
'

.

I

?
I

: 研 究 手
こ

[



■世帯調査シ ー

ト■

○あなたの 世帯に つ いて お尋ね します｡ ご家族の代表者の 方がお書き下さ い｡

間 1 .

一

緒に 住んで い る 家族の 構成と , 続柄 ･ 性別 ･ 年齢 ･ 職業 ･

退勤 ( 通学) 地をお書き■~F さ い o

( 職業は
~~~
F の 枠内から鼓当する番号を -

つ 選び , 通勤 ( 通学) 地 酬8 市町村名でお答え下さい)

続柄 性別 年齢 職業 通勤 (通 学) 地

- =
､

†-主 ど:.
:::
:

. i...:

世帯主 男 . 女 田l 1 ■■■l 田 ] 市 暮 町 . 村

男 . 女 満 [ ] 歳 ] 市 . 町 . 柿

盟 . 女 満 l二 -
- j 市 . 町 . 村

男 . 女 満 [ 歳 L ] 市 . 町 . 村

男 . 女 田■■■■■一国 L ] 市 . 町 . 村

盟 . 女 満 [ 〕 歳 ] 市 , 町 . 柿

盟 . 女 滴 [ 諺 ] 市 . 町 . 村

男 . 女 満 [ 読 ] 市 . 町 . 村

I

F/

12 .

:3 .

:4 .

L _

l

勤労者 (会社員 ･ 公務員な ど) 5 . 学生
･ 生 徒

自営業 ･ 自 由菜 6 . 専業主婦

農林業 ･ 水産業 7 . 無職

/ i
- ト ･ ア ル バイト 8 . そ の 他 (

間 2 . 現在お住まいの お宅の所有関係は以下 の どれ に該当しますか.=. ( 1 つ に○)

_ ｣

I . ≠
iT■≦(

2 . 借家 ( 公営住宅を含む)

3 . 社宅
･ 官舎

4 . 間借り ･ 下宿 ･ 寮

5 . そ の他 (

間 3 . 現在 お佳蓋 いの お宅の 形式は以 下 の どれ に該当 しますか.‥. ( 1 つ に○)

1 .

一

戸 建住宅 4 . 三 - 五階建共同住宅

2 . 二 戸以上 の 連続住宅 ( 長屋 ･ テ ラ ス ハ ウス など) 5 . 六階建以上 の 共同住宅

3 . 二 階建共同住宅 (文化住宅
･

ア パ ートなど) 6 . そ の 他 (

間I-･i ･ あなた の 家で は車を何台所有して い ますか ｡ ( L ? にロ)

また , 所有して い る方は何台所有して い るかをお書き下 さい ｡

I . 所有 して い る 2 . 所 有し て いな い

[二±台

f-̀
へ ,

I

- r::-i [ i;
:

先 T-
二

∃



三重大学工学部建築学科 今井
･ 高井研究室

財団法人 三重県建設技術
-

ヒ ンタ
-ーー

代 表 三重大学工学部建築学科 教授 今井正次

連絡先 ･---一助教授 高井宏之 0 5 9 - 2 3 卜9 4 3 9

----一助 草 木下誠-----
- 0 5 9 - 2 3 1- 9 4 5二

l

!
_

- 1 一

二 車 人
J
､

;
I

: 人
'

?
I

: 院 l
-

_ 苧 研 究 科



○ あなた が普段利用する施設 につ いて お尋ね します｡

間 1 ･

~
F の 各公共施設に関して ､ あなたの 満足度をお答え下さ い .⊃ ( それぞれユ

_
旦に○)

また . やや不満 ･ 不満に○をした方は , そ の 理由を~~F の枠内か ら選んで番号をお書き下さい ｡

病EE-_ やや清志 やや不溶 不満 わからな
い 理 由 ( い < つ で も)

至 S
.

≡ ･ O _
~
一重 6

,.蔓草宅馨避野 <
-

こ 郎 u :T
:

く.亭拭

幼稽園 ー

保育園 (児童の利用)

小 . 中学校 ( 児童の利用)

小 . 中学校 ( 周辺住民の利用)

公民館 . 集会所 . 市民セン タ
ー

図書館

老人福祉施設

市町村役場
. 支所

郵便局

｣ - - 一 丁
- ｣ ▲

8 . サー
ー

ビス の 内容に不満

9 . 職員 の対応が惑い

1 0 . 利用手続きが複雑

i 1 . 開館時間が短い

1 2 . 利用料金が高い

1 3 . そ の 他 (

1 . 自宅から遠い

2 . 学校や職場から遠い

3 . 交う畠の 傾が惑い

4 . 駐車場が少ない

5 . 施設 の数が少ない

6 . 規模が小 さ い

7 . 施設内容や設儲が不十分
L __ _ I____ __ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _____ _ _

開 2 . 下 の 各公共交通機関に関して ､

I ~ - - - I - ~~I ~-~1

｢ 不 満｣ l
■や や 不満｣

を選んだ理由

_ _ I _ - _ _ _ _

_ ___ ____
_

_
_

___
_

_ _
_ _ _ _ _ _ _ - - _ ｣

あなた の 満足度をお答え下さ い し ( それ ぞれ 1 つ に(::))

また､ やや不落 ･ 不瀦に○をした方は , そ の 理由 を下 の 枠内か ら選んで 番号をお書き下さい ｡

満足 やや凍足 やや不韓 不満 t} からない 理由 ( いく つ で も)

鉄 道

民間企裏が運営するバ ス

市町村等が運営するバ ス

L -

T - - -
｣ ▲

: 1 . 本数が少な い

: 2 . 駅や バ ス 停が遠い

: 3 . 運行ル-･- トが良くない

L
･

壬∴車9 準草苧ミ旦弓葵ヒ三
_ _

5 . 運行終
'( 時間が早い

6 . 利用料金が高い

7 . そ の 他 (

｢ 不 満｣ ｢ や や 不満｣

) ; を選んだ理由

_____ _____ __
｣

- 2 -

i
;

_.
J l /

二
: / ･r JI F｣ノ｣ 】

Il l; 二 川~)
'

:

: う≡
:



○あなたが行 っ て いる地域活動につ い てお尋ね します｡

間 3 . あな たは現在地域の活 動に参加して い ますか c またそ の 精勤は どの様な活動で すか c

(当て はまるもの全て に(つ)

1 . 室 内 の趣味活動 (音楽 ､ 囲碁 ､ 生け花な .ど)

2 . 教養学習活動 (英会話 ､ 郷 土史など)

3 . ボ ラ ンテ ィ アに関する活動

4 . ス ポ ー ツや健康活動 (健康法 ､ ジ ョ ギングなど)

5 . 育児や教育に関する活動

6 . そ の他 (

7 . 特 に参加 して い な い - 間 6 へ

間 4 . 間 3 で 1 - 6 を選ん だ方だけにお聞きします ｡

あなたが活 動に参加 したき っ か けは以下の どれですかu ( 当てはまるもの全て に
･

1
,

:))

1 . 学校など ( P
′

r A 等 も含む) の講座 ･ 活動

2 . 学校以外の公共施設の講座 ･ 活動

3 . 民間施設で開講されてい る講座 ･ 活動

･1 . 職場の 団体や学校の クラブ活動

5 . 自主的なグル
ー

プ活動

6 . そ の 他 (

間 5 . 間 3 で 1 - 6 を選ん だ方だけにお聞きします ｡

あな たが参加 して い る活動の主 な活動場所は どこ ですか ( 当てはまるもの全て に⊂))

1 . 小 ･

中学校 5 . 図書館 9 . 商業施設

2 . 公民館
･

集会所
･

市民セ ンタ
ー ー

6 . ス ポ
ー

ツ 施設 (体育館な ど) 1 0 . 個人 の住宅

3 . 民間施設等の 貸 し室
･

会議室 7 . 宗教施設 (寺社
･

教会な ど) 1 1 . そ の 他

4 . 地 方文化施設 (ホ
-

ー

]L !等) 8 . 福祉施設 (

間 6 ･ 間 3 で【7 . 特に参加 していない】を選んだ方だけにお 聞きし ます ｡

地域活動に参加され ない理 由は何で すか o ( 2 つ以内に(二))

1 . 活 動団体やグル
ー ー

プを知らない

2 . 活動する場所を知らな い

3 . 活動する場所が不便

4 . 設備等 の施設サ
ー

ビ スが不十分

5 . 時間が合わない

6 . 活動する時間がな い

7 . 興味 の あるも の がない

8 . 地域に友人が少ない

9 . 人間関係がわずらわ しい

1 0 . そ の 他 (

間 7 . あなた 削 ､学校 を地域活動の 主要な場として期待 して い ますか ｡ ( ⊥旦に(二
,)

また , そ の様に思 っ た理 由も答えて下 さい ｡ ( 当てはまるもの全てに○)

1 . 地 域活動の場所 と し'て期待 して い る 2 . 地域活動の場所 として期待 して い ない

那
待
し
て

い

る
理
由

1 . 自宅や職場から近い

設備や施設水準が高い

3 . 最 も身近な地域施設だから

4 . 小 学生 の教育に関わりたい

5 . 他 に利用でき る施設がない

6 . そ の 他 (

期
待
し
て

い

な
い

哩
由

1 . 自宅や職場から遠い

2 . 設備や 施設水準が不十分

3 . 敷居が高くて使い づらい

4 . 子供 の 教育の邪魔になる

5 . 他 に も っ と良 い施設がある

6 . そ の他 (

- 3 -

･

'

. 車 人
J
､

芦 人
J

羊 院 l
-

. 学 研 究 村



○あなたが ､
自噴どの 様な施設を利用 して いる か につ い て お尋ね します ｡

間 8 . あなたの 公共施設利用 につ い て伺 い ます｡ 以下 の 真に挙げた各種公共施設を 3 ケ月以内に利用

した ことがありますi}J l
.
, 3 ケ月以内に利用した康 掛こつ いて は ､ そ の利用施設 . 利用頻度 ･ 交

通手段 ･ 所要時間 ･ 選択理 由につ い て 当てiままる項目を選び. (⊃を つ けて 下さ い o

( それぞれ L ? に⊂
1)

( 同 じ施設種で複数の 場所を利用 した場合は, それぞれの 施設種で最近の もの に つ い て お答え下さ い ｡)

質問

施設寺墓

利用の

有無
利用施設 頻度

自
市
町
村

内

宿
市
町

整

也 具 過
に

月 月

.
A

ほ
ケ ケ 市 体 守; に と

月 月 町 的 ん

以 以 村 な 回

以
上

行
く

回
=｢

月
ど

施
同
程
度
行
く

樫
度
行
く

に
丁

に に 旧 諺 か

刺
用
し

た

刺
用
し

て

い

な
い

市
町
村
名

名
回

程
磨
行
く

な
い

防
入
例

囲奮発
.:
.
≡ ¢

+

塗
博物蜜 ≡ 日
* &

･
*

:'

≡ ･萱
… …≡妻 *

社
会
敬
育

文
化

施
読

図書館 ( )

博物館 ( )

美禰館 ( )

公民館
.

集会所
.

市民セ ンタ
-- ( )

地方文化施蒙 ( 蘇
-- ル等) ( )

ス

ポ

1

ツ

施
毒受

体育錯 . 武道場 ( )

テ ニ ス コ-
-

ト ( )

7
r '

-

) i / ( )

野外活動施設 ( )

葡
社
施
設

福祉セ ンタ
ー -

( )

保健セ ン タ
ー

( )

子育 T 支援セ ンタ
ー- ( )

デイサ ー ビス セ ン タ -

( )

行
政
魔
完廷

市町村役場 . 支所 ( )

郵便 ,
5
]

J 【一■■■■■■■】

一4 一

~.TJ. ノ･､ .
I

r ]
･1, ( ノ L ;



間 9 . 以 下 の 哀に挙げた全 ての 施設 につ い て , あなたは

1 [ 家から遠く施設数が少なくて も ､

一

つ の施設の規模は大 きい_j

2 ｢ 規模は小さい が施設数が多くて , 家か らも近い｣

の どちらの方が利用 しやすくなる と思 い 蓋すか ｡ ( u に(つ.)
- - - - - - - - - ･

1

†

交通手段 所要時 間 選択理由 設置に対する要望

徳 良
伝
車

バ A
.

夕

ク

チ

白
衣
用
革

1 1 3 ･二1 6

0

分
以
ト

家

i+
通
戟

国
字

の

逮

早

交
過
の

倭

々
{

よ

い

監
車
場
が
大
き
い

設 他 輿
味
あ
る

催
し

物
那

あ
つ

た

そ 家 規 -- - &
'

渉 イ ス

国
ユ巨

5

分
莱
鶴

5 0 5 備 ーi= の a:
l 模 つ か

ク ～
3

0

分

～
4

5

分

～
6

0

分

近
い

や

内
容
那

充
実
し

て
い

る

よ

い

題i
設
が
な
い

他 b は

も 小
近 さ
い い

が

敷
が

多
く
て

の ら
施 遠
説 く
の 数

規 も
模 少
辻 な
大 い

き が
い

(∋ O 盟 ≡;≡... .
-Q
=
;
=
=

-=
…

.
:.
≡

_ 0

串 ○ O

- 5 -
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.
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_
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二
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間i Fl
'

･
!
･ あなたの 商業施設 ･

医療施設の 利用につ い て伺い ますc 以下 に挙げた各項目 につ い て半年以内

に行 っ た こ とが あり ます 船 型 , そ の利用施設 ･ 利用頻度 ･ 交

通手段 ･ 所要時間 ･ 選択理由につ い て当て は まる 項目 を選び . 0 を つ けて下 さい l,

(それぞれ 1 つ に○)

( 同じ項目で複数の 場所を利用 した場合は･､ それぞれ の 項目で最近の もの に つ い てお答え
-
F さ い ｡)

質問

項目

購入 .

診療 の

有無-

利用施設 頻度

辛 辛 自

市
町

他 具 月 月
ヽ

メ

辛 揺
年 年 市 体 に に 年

し
(_ _.

以 以 町
′ ､ 的 に ん

内 狗 村
内

宿

村 又 な 回 回
ク

ー

月
回
ど

′■タ■
ヽ - ●

E )
＼ - . ′

ヽ F=

ヽ

荏 行
行 行 由 商 -- ヒ 国 に 痩 蘇
､

つ つ 市 店 施 施 行

jプこ

行
回
屋 な

た て 市
町

国

町 街 設 殻 く く
程
度
行
く

行 い
い 村 コ コ コ く
な
い

i,/
＼

.
.

._ ′
ノ

下着 . 肌着の購 入 l■■■■llllllllllll■】
靴 . 鞄 の 購入 ■ -

家庭電化製品の 購入 ■ -

贈答品 の購入 ■ -
診療 (通 院) ( )

診療 (入 院) ■ -
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交通手段 所要時間 選択理由

徳 自 バ バ 夕 良 1 1 3 4 6 義 過 交 鉦 施
∩
H 口

｢

目口 価 秤 也 診 医 そ

歩 転 イ ス ク 家 5 5 0 5 0 †こ 戟 適 奉 悶申 質 壌†ーj+ に
i

め

.
芦

レ
7

斗
目
i

ノ

つ

ど
1

≡)

節 の

辛 ク
秩
追

γ 用
杏
分
莱
描

～

3

0

分

～

4

5

分

～

6

0

分

分
以
上

近
い 過
学
の

逮
早
に

義
る

の

倭

盟
lil
い

場
が
大
普
い

読
備

や†
d ヽ

い

ス .

が
普
富
で

あ
ら

が

よ

い

が

安
い

が

≠
い

良
い

節
が

な
い

杏
宿

頼
で

普
る

他

望.
～

-L
≒)
遷

∵

糊

≡
:
:
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○あなたの生活 につ いて お尋ね します｡

間1
1

i ･ あ なたが現在の 生活 u) 中で充実感を感じる の はどんな時ですか .
こ
, ( 2

1

) に.(J)

1 . 仕事や勉強を して い る時

2 . 育児や家事を して い る時

3 . 家族 と周らんや旅行をして い る時

4 . 友 人 と雑談や旅行をして い る時

5 . --･
･ 人 で休養し て い る時

6 . 趣味に時間を費や して い る 時

7
. 習 い事を して い る時

8 . グル ー プ ･

団体活動に参加 して い る時

9 . 自主的な学習を して い る 時

1 (I . その 他 (

間三Z ･ あなたは生 活 の 中で 自由な時間をどの ような場所で 過 ごして い ますか c そ の 場所を下 の枠内から

選んで 数字を記入 し ､ 4 カ所挙げて下さい｡

※ 4 - 1 3 を選んだ場合は横に具体的な施設名をお書き下 さい ｡

※同じ施設種で複数の 場所がある場合 は, 言己入例にな らい各欄に全 て お書き下さ い
｡

施設種 (記号で記入) 施設名 (具体的な名称を記入)

4
･
≡
.S; 垂県立図書館, 襲泰蛮

~
璽* 衰

①

⑦

十

十
I
l

l

: 1 . 自宅

: 2 . 職 場 . 学校

: 3 . 知 人 ･ 友人宅

: 4 , 図書館

: 5 ･ 公 民館 ･ 集会所
･

市民セ ン タ
ー

: 6 ･ 地方文化施設 (ホ
- ル等)

: 7 . 美術館 ･ 博物館

: 8 . ス ポ ー- ツ 施設

9 . 教育施設

1 (〕 . 商業施設

l l . 娯楽施設

1 2 . 飲食店

1 3 . 公園

1 4 . 山や梅

L 5 . その 他

(

- - I - - - - - - -

i

L _ _ _ - _ _ … _

_ _ _ " _
_

____ _
I _ _ I - - _ _ _

_ __ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ___ ____ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ = _ _

_ _
｣

間: 3 , 間: 2 で あなたが記入 した 4 - 1 2 の施設の申で最もよく利用する施設はど こですか ( 枠内に記入)

具体的な施設各.-,-,

ここから先の賛同は､ 間1 3 であなたが書い た施 掛 こつ い て答えて下さい｡
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間iヰ. あなた はそ の場所 をどの 程度利用して い ますか く. ( 1 つ に○)

1 . は ば毎日

2 . 週 に 3 回以上

3 . 週 に 1 回程度

4 . 月 に 2 回程度

5 . 月 に'1 回程度

6 . 月 に 1 回末端

間i 告. あなたがその 場所を利用する理 由は次の内どれ ですか ｡ ( 2 つ に(:二))

1 . サ
ー ー

ビス 内容が充実 して い る

2 . 職員 (店員) の対応がよい

3 . 家族や友人と 一 緒 に利用できる

4 . 誰 にも邪魔されず利用できる

5 . 家や学校や職場か ら近い

6 . つ い で に利用でき る施設がある

7 . 交通 の便がよ い

8 . 施設 の 周辺環境がよい

9 . 施設 の雰囲気がよい

1 0 . 施設内がにぎやかでよ い

1 1 . 施設内が静かで よい

1 2 . そ の 他 (

間i e . そ の 場所 へ 行く際の 交通手段は以下の どれ ですか (
. ( 1 つ にC ))

二】_ . 徒歩

2 . 自転車

3 . バ イク

4 . 公共交通機関 (鉄道やバス など)

5 . タク シ ー

6 . 自家用車

7 . そ の他 (

間i 7 . そ の 場所で は誰と一
一

緒に過 ごしますか ｡ ( L? に(二))

1 . 家 族

2 . 隣 近所 の人

3 . 学 生時代の友人

4 . 家族を通 じて の 友人

5 . 趣味を通 して の 友人

6 . 職場や学校の 人

7 . ひ とりで

8 . そ の 他 (

間i t; ･ あ なた にと っ て そ の 場所はどんなと ころですか ｡ ( 2 つ に(I))

1 . 人 の集まり に身を預けると ころ

2 . 家族や友人と過 ごすとこ ろ

3 . 知人に会える と ころ

4 . 自分 の時間を過 ごせ ると こ ろ

5 . 用事や仕事を済ませ る と こ ろ

6 . 新 し い こ とを発見する と こ ろ

7 . 習慣的に行く と こ ろ

8 . ふ ら っ と立ち寄れ ると ころ

9 . 居心地の 良い と こ ろ

i 0 . 遊 ぶ と こ ろ

1 1 . 自分 の 好きな活動をする と こ ろ

1 2 . 暇 をつ ぶすと ころ

ユ 3 . 気分転換をする と こ ろ

1 Jl･1･ . 休憩する と こ ろ

ユ 5 . そ の他

(

-

9
-
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○あなたが利用 してい る各地域の商業施設につ い てお尋ね します｡

間i 9 ･ 地元の商店 ･ 商店街 ( 近くの コ ンビニ も含む) に つ い て 不満に思 っ て い る ことはありますか c

( 当てはまるもの全て に(二))

1 . 特 に不満は ない

2 . 品揃えが悪い

3 . 買い 物が楽しめない 雰囲気がある

4 . 店員 の知識不足や態度の 悪さが目立つ

5 . 値段が高い

6 . 閉店時間が草すぎる

7 . 駐車場が少ない

8 . 自転車置き場が少ない

9 . 店舗が少ない

二1 0 . 店舗以外 に楽しめ る施設が少ない

- 例 え ばどんな施設が必要 ですか (

こ1 1 . そ の 他 (

間2 6 ･ 中心地 の 商店 ･ 商店街 ( 津駅近辺 ･ 大P
E

地 区 ･ 津新町駅近辺 に またがる地域) に つ い て不満に思 っ

て い る ことはあり ますか ,

.
, ( 当てはまるもの全てに(.こ))

1 . 特 に不満はない

2 . 品揃えが悪い

3 . 買 い物が楽しめない 雰囲気がある

4 . 店員 の 知識不足や態度の悪さが目立 つ

5 . 値段が高い

6 . 閉店時間が早すぎる

7 . 駐車場が少ない

8 . 自転車置き場が少ない

9 . 店舗が少ない

1 0 . 店舗以外に楽 しめ る施設が少ない

---, 例 え ばどんな施設が必要 です か (

l 二】
.

. そ の他 (

間2 i ･ 他 の 地区 (市町村) の 商業施設や郊外にある シ ョ ッ ピングセ ンタ ー
一

に つ い て 不満に思っ て い る こ

とはあり ますか ｡ ( 当てはまるもの全て に○)

1 . 特 に不満はない

2 . 品揃えが悪い

3 . 買 い物が楽 しめ ない雰囲気がある

4 . 店員 の 知識不足や態度の悪 さが目立つ

5 . 値段が高い

6 . 閉店時間が早すぎる

7 . 駐車場が少ない

8 . 自転車置き場が少ない

9 . 店舗が少ない

1 0 . 店舗以外に楽 しめ る施設が少ない

--I , 飼 えばどんな施設が必要 ですか (

l l . そ の 他 (

間2･2･ ･ あ なた は間1 9 か ら間2 1 で お聞き した各商業施設を どの 程度利用 され て い ますか c

-~F の枠内よ り該

当する もの をそれぞれ 1 つ■ずつ選び. 番号をお書き下さい ｡

地元 の商店 ･ 商店街 ( 近くの コ ン ビニ も含む)

津駅近辺 ･ 大P
f
】地区 ･ 津新町駅近辺にまたがる地域

他の 地区 (市町村) の 商業施設や郊外にあるシ ョ ッ ピ ン グセ ン タ
･- -

l
l

l
r
1 - I - I - ~ ~ ~ - - ~ 1 - 1 ~ ー ー ~ 1 - - - -

I - - - - - ~ ~ - ~ ~ ー ~ ~ ー ー ~ ~ ~ 1 - - - I - - I - - I - - I - - - - - - - - - - I - - - - - - - - - - - - - -
-

｢

:ユー･ ほ ぼ毎日 ∠1 ･ 月 に 2 回程度 7 ･ は とん ど利用 しな い :

:2 ･ 週 に 3 回以上 5 . 月 に 1 回程度 8 . 全く利用 しない ;
;3 ･ 適 に二掴 程度 6 . 2 - 3 ケ 月 に二1 個 程度

.

:

L - - l l - - - - - - I - - - _ _ I _ I _ _ _ _ I _ - - I _ " - _ I -
_ _

_ _ I _
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ - _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ - _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

_ _ _ _ _ J

- 1 0 -
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○あなた の市町村合併 に関する考え につ い てお尋ね します｡

間2 3 ･ あなたが市町村合併の結果として期待する ことは何です れ ( 当ては まるもの全て に○)

1 . 広 範囲に渡 っ て公共施設を利用で きる

2 . 高度で 多様な行政サ
ー ー

ビス を受けられ る

3 . 大規模な事業を行える様になる

4 . 人件費などの 削減で財政が効率化される

5 . 行政サ
ー

ビス 料金が安くなる

6 . 合併する と今よ り財政状況が良くなる

7 , 市町村のイメ
- ー

ジや知名度が
__
とがる

8 . そ の他

持那4 ･ あなたが市町村合併の結果 として 不安に思 う ことは何ですか o (当てはまるもの全て に(::I)

:I
-

･ 庁舎 ･ 役場な どの 公共機関が遠くな っ て不便

2 . 中心部 と周辺部の 地域格差が大きくな る

3 . 新庁舎の 建設などで余計な軽費がかか る

4 . 議員数が減 っ て住民の 声が伝わりにくくなる

5 . 行政サ ー ゼ ス 料金が高くなる

6 . 合併すると今より財政状況が悪くなる

7 . 町 の歴史や文化が失われる

8 . 合併 の メリ ッ トや効果がよくわからない

9 . そ の他

( )

間2 5 ･ 近年の 市町村再編に伴っ て公共施設に空き ( ゆ とり) が発生する こ とがあります｡ あなたの 身近

に この様な事が起きた場合､ どの様な施設やサ - ビス を設けたらよ い と思い ますか ｡

( ご自由にお書き下 さい)

間2 6 ･ i T 化 ･ 情報化によ っ て 市役所や支所以外 ( コ ン ビニ ､ 郵便局な ど) で住民票の発行な どの 各種

行政サ ー

ビス が利用で きる ようになる ことにつ い てあなたは どの 様に思い ますか ,
J ( 1 つ に(二,)

また ､ そ の 様に思 っ た理由も答えて~~F さい ｡ ( 当て臨まるもの全て に○)

1
･ 賛 成 2 . 反対

栄
成
の

理
由

i . 土 日祝日も利用 T:
'

･きる

2 ､ 窓 口 がたく さんある

3 . 夜間も利用 で きる

･壬 . 買 い物などの つ い でに利用できる

5 . そ の他 (

皮

対
の

理
由

1 . 情報漏洩の危険がある

2 . 設備投資費用がかか る

3 . あまり利用 しない と思う

4 . 役場や支所が自宅 ･ 職場 の近く にある

5 . そ の 他 (二 )

- l l -
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○あなた ご自身につ い て お尋ね します｡

間2 7 . あなたの 年齢と性別 をお答え下 さい
｡

性別 男 ･ 女 年齢 ‥ 満 = 歳

間2 8 ･ あな たは現在の 住居に通算して 何年お住まいで すか ｡ ( 1 つ に(つ)

1 . 1 年未満

2 . 1 - 3 年未満

3 . 3 - 5 年未満

4 . 5 - 二1 0 年未満

5 .

_
l し) へL 1 5 年未満

6 . 】 5 - 2 0 年未満

7 . 2 0 年以上

問2 9 ･ あなたの 現在の通 勤 ･ 通学の 交通手段は以下の どれですか o ( 1 つ に〔二))

~1 . 徒歩

2 . 自転車

3 . バ イク

5 . タク シ ー

6 . 自家用車

7 . そ の他 (

4 . 公共交通機関 (鉄道やバ スなど) 8 . 通勤 ･ 通学をして い な い

間3 O ･ あなた の現在の 通勤 ･ 通学時間はどの くらい ですか ｡ ( 1 つ に(二))

1 . 1 0 分未満

2 . 1 0 - 3 0 分未満

:∋ . 3 0 - 6 〔) 分未満

･壬. 6 0 - 1 2 0 分未満

5 . 1 2 0 分以上

6 . 通勤 ･ 通学をして い ない

間3 i ･ あなた は現在､ 普通自動車運転免許をお持ちですか o ( 1 つ に○)

i . 持 っ ており ､ よく運転 して い る

2 . 持 っ て い るが ､ ほ と んど運転 して い ない ( ペ
- ー

パ
ー ー

ドライバ - )

3 , 持 っ て い な い ( 以前は持 ･

つ■て い た場合 も含む)

問3r2
'

.
･ あな たは現在の 生活の 中で , 自家用車をどの ぐらい利用 して い ますか ｡ ( 1 つ に○)

:1 . ほ ぼ毎日

2 . 週 に 5 日程度

3 . 週 に 2 日程度

･1 . は と んど利用 しない

5 . 全く利用しない

間3 3 ･ 地 域施設 ･ 公共交通 の在り方や市町村合併に つ い て ご意見の ある方は ∴~~F の枠内に ご自由にお書

き下さい｡

( ご自由にお書き下さ い)

お疲れ様でした ､ 以上で ア ンケ ー トは終了 です ｡

ご協力ありがとうございました ｡
- 1 2 -
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グル ー

プ ･

団体 の代表者様

生涯学習活動に関する意識調査の お願 い

私たちは ､ 市民生活に 身近な地域公共施設の あり方を明らかにする ため ､ 施設利用や 生活圏の

広がりに つ い て調査 ･ 研究を進めて い ます｡

近年､ 余暇時間 の 増大 に加え､ 少子高齢化 ､ 地域社会にお ける 人間関係の 希薄化 など様 々 な社
会的背景か ら ､ 仕事 や子育て以外の 時間をい か に 充実 して過 ごすか が重要なテ

･
-- - マ とな っ て い ま

すo そ の よ うな時間の 過 ごし方の 中で も, 生涯学習活動 は自ら の 生活の 豊か さを実感す るため に

欠かす こ とが出来な い もの の ひ と つ で あると考えて い ます,) よ り多 くの 人々 に生涯学習活動 へ の

参加を促すため ､ 現在活発な活動 をされ て い る方 々 に参加の きっ か けや 生活上 の 工夫をお伺 い し､

施設が提供す べ き環境整備を提案した い と考えて い ます o

また ､ 生涯学習活動は 固定的な活動形態で は なく ､ 発展を伴う活動 である ため ､ 発 展段階に対

応する活動状況 とそ れ らに影響を及ぼす諸条件と の 関係を求め , 各段階 における施設 の あり方を

明らか にす る必要 があり ますr
, 量的には施設整備が整い つ つ ありますが ､ 多種多様な活動 内容 と

活動状況に はそ れぞれ真な るニ ー ズが存在する と考 えられます ｡ よ り充実 した活動 を補助する た

め ､ 活動 の場 と して の 施設を見直す必要があります｡

そ こで本調査 臥 活動 を行 っ て い る グル ーープ ･ 団体の 方々 に ､ 現在の 活動状況などをお聞きし,

今後の 施設 整備計画 に役立て るため に実施するもの です｡

グル ー プ ･ 団体の 代表 者の方 の氏名 ･ 住所は 滑 市生涯学習バ ン ク』 及び旧市町村 の 『文化協会』
の登録団体名簿 を調査目的で閲覧 し､ 郵送させ て い ただきました｡

調査票はグル ーー
ー

7
c

個 体の概要 ･ 意識及び施設使用実績をお聞きす る F 団体用 アン ケ - ト』 l 枚と ,

本活動以外 の , 余暇時間にお ける施設利用と意識 に関す る F個人用 アン ケ ー ト』 を1 0 部づ つ 同
封 して お ります｡ 咽 体用 ア ンケ ー ト』 はグル ー プ ･ 団体の 代表 者の 方が ､

『個人用ア ン･ケ - ト』

はメ ンバ -I-
･

の方を無作為 に選んでい ただき ､ 無記名で記入いただくようお願い い た しますc

( 個人用は ､ 回収期間麦で に配布 ･ 回収で きた分だけ返信 して ください
｡)

記入い ただい た調査票 は同封 した返信用封筒に い れ ,
1 0 月 3 1 日まで に ご投函くださ い ｡

なお , 調査 の 内容 は 『個人情報保護法』 等の 趣旨を尊重 します o 調査の 結果 は統 計的に処理 し ､

調査協力で 皆様に ご迷惑をおかけする こ とは ､

一 切あり ませ んの で , よ ろ しく ご協力お願 い い た

します ｡

平成_1_9 年 1 0 月

三重大学大学院工学研究科 建築学専攻 高井研究室

三重大学名誉教授 ･ 三重短期大学教授

三重大学准教授

三 重大学助教

三 重大学大学院 2 年
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生涯学習活動に閲する意 榊 査 : 団体用アンケ ー

ト
間1- ･ あなた方の ゲル

､- : j ･ 団体の正 式名称と登録人数を記入 し､ 活動内容と して 当
､

ては まるもの 1 つ に
･○を つ けて くださ い c

登録人数 : 人

1 . 室内の趣味活動 (音楽､ 囲碁, 生 け花な ど)

2 . 薮養学習活動 (英会話 , 郷土史など)

3 . ボラ ン テ ィ アに関する活動

･

･

11 . ス ポ
ー

ツ や健康活動 (健康法､ ジ ョ ギングなど)

5 . 育児 や教育に関する 活動

6 . そ の他 ( )

間 2 ･ あなた方の グル ーー
･

プ ･ 団体の創設年と創設時の人数をお書きください o

年創設 創設時人数 : 人

間 3 ･ あなた方の グル ー プ ･ 団体の 創設された経緯を教えて ください G ( l つ に(二) 印)

1 . 公民館講座からの独立 (自主講座)

2 . 公民館講座以外の公共施設 の講座 ･

活動から

3 . 民間施設で開講される講座 ･ 活動から

4 . 職場や学校の活動から

5 . 近隣住民 の集まり から

6 . 自主的なグル ー
ー

プ活動

7
. そ の他 (

さらに詳しい内容を､ 出来れ ば枠内に記入 ください ,
,

( 記入例) 公 民館の講座 に参加 して い たメ ン バ ー

が意気投合し､ 講座修了後､

そ の後､ 活動に感化きれた人 々が加わり､ 現在に至 る ｡

自分たち で 新たに甜体を結成した o

あなた方の グル ー プ 個 体内の連絡方法 ･会費を敢えて ください o また , ホ ー

ム ぺ - ジはおもちですか｡

蓮
袷
方

塗

1 . 電子メ
- ー

ル 4 . 口 コ ミ

2 . 電話 (連絡網) 5 . そ の他

3
. 芋祇 - [

F l ･ も っ て いる

P
2 . も っ て いるが不活用

一 3 . も っ て いない

ホ
ー-

･

ム ペ - ー

ジ の アドレス :

間 5 ･ あなた方の グル ー
ー

プ ･ 団体の参加者につ いて ､ 質問 ごとにあて はまるもの 1 つ に○をつ けて ください o

①あなた方の グル -

- づ
'

･ 団体の

参加者 の男女構成比は ?

②あなた方 の グル ーープ ･ 団体の

参加者の 主な年齢層は
'-
i
'

(･
'

i:,あなた方の ゲル . -

プ ･ 団体 の

参加者 の居住地 は ?

(
一

左側から優先して 選んで ください)

(2i[L.
1あなた方 の グル

ーーー プ ･ 団体の

参加者の有 職率 (仕事をして い る

人の 割合) は ?

⑤グル ー

プ活動に新たに参入して くる

人の き っ か けと して多いもの は

何で すか ?

二束 人 苧 人 苧 院 卜 乍 研 究 科



れるの で ､ 最近の ものを [ l ] と し. 1 5 国分 の活動実績を順番に記入 してくださ い '

( 様 々 な 割寿があると思われ ますの で ､ 以下 に記入い ただく日付と異な っ て いて もかまい ませ ん) ｡

活動を行う場所を運んだ理由は何 ですか¢ 参加した

メンバ
-

敬

利用料金

( あてはまる もの 2 つ まで に○) 貸室の料金
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問 6 . あなた方の グル ー プ ー 団体の活動実績を敢えて くださ い ,
, 日々 の 活動 は様々 な場所を利用 して い るこ とが考え ら

( 各賞間 の 回答は当て はまるもの を○で囲み , 【施設名称】 と 【墓名称】 を記 入ください)

また, 精勤自体は平均 L , て どの程度の頻度で行 っ て い ますか , 枠内の ふさわ しい番号1 つ を0 で囲んでくださ い

1 . 週 に 1 回以上 2 . 月 に 2 回程度 3 . 月 に 1 回程度 4 . 月 に 1 回未満

日付 時間帯 利用日的 活動を行う場所はどこで すかc

( 各番号ごとに , 利用 した施設 一 つ に つ いて)

辛 月 日 曜日 1 2 3 一室 1 ≡ 3 4 5 1 2 3 憂 5 宅章一
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最近 の ものか ら 各問､ 1 つ を亡で

順に記入くださ い ｡ 囲んでください ｡

八 1 ,
､

こ
′ r

｡
F (i);･

'

it 享
:

r

l つ を.コ で 囲んでくださ い ｡

麦た､ 利丹ヨする施設が l
- 9 の いずれかの場合

【施設名称】 と 【室名称】 を記入く ださい ｡



問 7 ･ あなた方の グル ー ー プ ･ 団体が活動するに当 っ て 重要視して い る こ とは何ですか c

( 当
､

て は まる もの の番号 2 つ に(二) 印)

1 . グル ー
ー

プ ･ 団体内の人 々 との 交流 ･ 親睦

2 . 他グル - プ ･ 団体の人 々 との 交流 ･ 親睦

3 . メ ンバ
ー -

の能力 ･ 技術の向上

I.:i_ . 技術の伝承
･ 普及

5 . 作品の 創作 ･ 展示

(; . 地域社会 ･ 文化 へ の 貢献

7 . そ の他

･･ , [

間 8
-

1
-

･ あなた方の グル ー ー プ ･ 団体の新規メ ンバ
･
･---

-

加 入 に対する考えを教えてく ださい ｡ (l つ に{=j 印)

1 .

.
メ ンバ

ー

ー
ー

を増や した い

2 . メ ンバ ･ -

は増や したくないが , 成果発表の鑑賞者は増や したい

3 . メ ンバ
ー-

ー

も鑑賞者 も増や したくな い

間 8 ･ - 2 . 前間で 1 か 2 と答えた方のみお聞きします｡ メ:/ .バ ー - 増強の 手段と して.. 現在なに を行 っ て い ますか ｡

( 当ては まるもの全て に(:))

1 . H P 運営

2 . 市 の広報や会報な どの刊行物

3 . ポス タ ー
ー

･ 貼紙

･圭. 電話勧誘

5 . 口 コ ミ

6 . そ の他 - [

問 9 ･ 今後活 動を行 っ て い くにあたり､ 利用する施設を選 択する上 で ､ 重要視する点は何ですか ,
,

( 当 て は まるもの 2 つ に○)

1 ∴ 犬 ンバ
ー 宅や職場 へ の近 さ

2 . 立地環境の 良さ

3 . 交通の便の 良さ

4 . 施設利用の 予約の とりやすさ

5 . 賃貸料の安さ

6 . 利用時間帯の 幅の 広さ

7 . 会場の規模の適当 さ ･ 設備の良さ

8 . 休憩な どをする ス ぺ -
-

ス の充実度

9 . 施設の 多機能性

1 0 . そ の他

･ [

間 1 0 ･ 現在の 施設整備に対 し不満に思 っ て い るこ とや今後の 希望 を
~~~
F

'

の枠 内に ご自由にお書きくだ さい ｡

間 ]- ト 1･ 一 本 ア ンケ
-
ー

ト の後に､ さらに詳しい ことを聞く ために調査員からの電 話や訪問をする ことをお願 い

で きますか ｡

間 11 ト2 ･ 前間で 1 一. 2.. 3 と答えた方の みお聞きしますc 現在の代表者の氏名 ･ 電話番号 ( または E メ -
ー

ル ア

ドレス) ･ 住所を~~F の枠内にお書きください ｡

T E L / m ai一:

以上で 質問は終わりで すo ご協 力ありがと う ござい ま したo

A-
. 車 人

J

?
'

二 人
'

l

羊 院 r .
J

t

;
:
･
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生涯学習活動に関する意歳嗣査 : 傭人用アンケ ー ト

こ の アンケ
ー

トは, 生涯学習活動 に参カロして いるメ ンバ ー

の 皆様が . 日常の 余暇 時間 (自由時間) に

利用す る地域施設へ の ニ ー
･

ズやそ こで の過 ごし方を把握する ために行 います｡

皆様が参加iノ て いる 生涯学習活動 に つ い て は代表者の 方にお聞き して い ますの で ､ あな た個人 の , グ

ル
ー プ . 団体活動以外の 地域施設の利用 につ い て お答えください 6

調査 の内容は ｢ 個人情報保護法
_
I 等 の趣 旨を尊重し . 皆様の ご迷惑とならな い よう細心 の注意を払い

ますの で ､ ご協力い ただけますよう何卒よろ しくお願い申し上げます ｡

三 重大学大学院工 学研究科建築学専攻 高井研究室 担当 矢部亮

○あ なたの 余暇時間 ( 自由時間) の地域施設の利用に つ い て お尋ねします

間】_ . あなたは生活 の 中で , 代表者の 方にお聞き したグル
ー プ ･ 団体活動以外で自 由な時間を どの よう

な場所 で過 ごして いますか o そ の場所を~~~F の枠内か ら選 んで数字を記入 し､ 4 カ所挙げて~~F さい o

※ ∠1 - 1 3 を選んだ場合 は ､ 既に具体的な施設名をお書き下さい o

※同 じ施設種で複数の場所が ある場合は, 記入例にならい ､

一

つ の 欄に全て お書き下さい ｡

施設種 (記号で記入) 施設名 ( 具体的な施設名称を記入) 利用内容 ( 記号で記入)

塗.
:~
…■..喜≡

(1J

(
,

2:3

③

㊨

n .

~

晶
~

1 2 .

I 3 .

I 4 .

1 5_
1 6 .

I 7-

1
8 ･

r コ
l

職場 ･ 学校

知 人 . 友人宅

tq 丘W .

公民館 ･ 集会 所 ･

市 民セ ン タ
ーー

地 方文 化 盛設 ( ホ ー ル等)

芙衝薦 ･ 博物蝉

ス ポ ー

ツ施設

9

1

1

1

1

】

0 .

1 .

2 .

3
.
4 ,

【).

教育 腐東

商業 施設

娯果 施讃

飲食店

公園

山や 祷

そ の 他

l

｣

⊂コ

r
A .

I

義㌫
‖ - - - - I

-

I
-

-
し -

｢Ⅰ. 打ち合 わせ

l a .

1 c

I D .

1 E .

1 F .

1 G ･

1
11 ･

勉強 ･ 仕事 ･

調 べ もの

読唇 ･ 新 間雑誌 の 閲覧

食事

選 び

本 の貸 出

入 浴

情 報 の 取得

｣■. 待ち合 わせ

K . 付き添t･1

L . イ ベ ン ト
･

催 し物

M . 休憩

N . 時間潰 し

0 , 特 に何 もしな い

P . そ の 他
二
' L

r =p
u
､

二 _ _ _ _ _ 二 J 二二 _ _ _ _ _ ｣

間 2 . 間 1 で記入 した施設の うち ､ ･4
- 1 3 の施設 の 中で ､ 最 もよ < 利用する施設は どこで すか o

枠内に番号 と具体的な施設名を記入 して < ださ い ｡

｢ 番号｣ と ｢ 具体的な施設名｣

○間 3 か ら間 1 4 の 質問 は開 2 で 記入した施設 に つ い て お答えく ださい ｡

間 3 . そ の 施設 を主に何をする ために利用 して い ますか｡ (当ては まるもの全て にC
l

l印)

1 . 会話 2 , 勉強 ･ 仕事 . 調 べ も の 3 . 読書 ･ 新聞頼誌の閲覧

5 . 遊 び 6 . 本 の 貸出 7 . 入 浴

9 . 打 ち合わ せ 1() . 待ち合わ せ 11 . 付き添 い

4 . 食事

8 . 情報の 取得

12 . イ ベ ン ト ･ 催 し物

1 3. 休憩 1 4. 時 間ぎ賢し 1 5 . 特に何もしな い 1 6 . そ の 他 (

問 4 . こ の施設を利用する の は主 にどの よう な時です れ ( 当て はまるもの l つ にtつ印)

1.
い つ もの習慣 3 . ふ と ､ そ こ に行きた い と思 い 立 っ た 時

2一 向か の つ い で がある時 ( 散歩
･ 買 い 物など) 4 . 行 事や催し物が ある時

--- , ( ) 5_ 休 み の 時

間 5 . ど のく らい の 頻度でそ の 施設を利用 して い ますか L
. ( 当 てはまるもの l つ にロ印)

1 . 揺 と ん ど毎El

･壬. 2 i月間に 1 回

7 . 半年 に 1 恒三

2 . 1 週 間に 2 .3 回

5 . 月 に 1 回

8 . 年 に 1 回

3 . 1 週 間 に l 回

6 . 2 .3 ケ 月 に 1 恒l

ノ(
ゝ

:f l I p !:LL ,
'

-】



間 5 ･ そ の施設へ の 交通手段をお答え下さい
o ( 当て はまるもの 1 つ に○印)

_
1
.

. 徒歩

4 . 自家用車 ( 自分が運転)

7 . 公共交通(電車 ･ rミス 等)

2 . 自転車 3 . バイ ク

5 . 自家用車 ( 家族が運転) 6 . 自家用車 (友人 ･ 知 人 が運転)

8 . そ の他 ( )

間 6 ･ そ の施設で は主 に誰と
一

緒に過ごし烹すか ,I. ( 当てはまるもの l つ に○印)

1 . 家族

4 . 隣近 所 の 人

7 . そ の 施 設 で 知り合 っ た人

1 0 . そ の他 (

2 . 職場の 人 3 . 学生時4-e の 友人

5 . 家族を通 し て の 友人 6 . 趣味を通して の友人

8 . 他の施設で知り合 っ た 人 9 . ひ と り

間 7 ･ そ の 施設を利用する時間帯は主 にい つ ですか ｡ ( 当てはまるもの 1 つ に○印)

1 . 午前中

2 . 昼休み (午後 1 2 暗から 1 時)

3 . 午後 1 暗から 3 時

4 . 午後 3 暗 から 5 時

5 . 午後 5 時以降

間 8 ･ そ の施設には ､ ど のく らい の 時間､ い ますか ｡ ( 当てはまるもの 1 つ に○印)

1 ･ :犯 分未満 3 . 1 時間か ら 2 時間未満

2 ･ 3 0 分か ら 1 時間未満 4 . 2 時間以上 (時間数 : )

間 9 ･ そ の施設を利用するようにな っ たのは い つ からで すか .: . ( 当てはまるもの 1 つ に(○印)

1 ･ 学生時代から 2 . 就職してから 3 . 結婚してから

4 ･ 子 ど もが誕生して から 5 . 子育て から解放され てから 6 . 退職してから

間 1 0 ･ そ の施設の 職員 ( ス タ ッ フ) とあなたとの関わりはどの程度 ですか｡ ( 当てはまるもの 1 つ に(⊃印)

1 . 色ん な身の上話や相談事をする

2 . 世間話をする程度

3 . 施設 の利用方法等 に つ い て相談する程度

4 . 来訪時に挨拶をする程度

5 . 職員とはほとん ど関わりをもたな い

間 1 1 ･ そ の施設を選択する理由 をお答え下 さい ｡ ( 当てはまるもの全て に⊂) 印)

1 . 家 族や友人と 一 緒 に過ごせ るから

2 .

一

人 になれ るから

3 . 自分 を知 っ て い る 人が少な いから

4 . 人 と知り合う機会が得られ るから

5 . つ b l で利 用 で き る 施設があ るから

6 . 気分 転換で きるから

7 . や りた い こ とが でき るから

8 . 他 に行く場所がな いから

9 . 時 間が つ ぶせ るから

10 . い ろい ろな滞在場所があ るから

1 l . 施 設 の 設備やサ ー ゼ ス が充実して い る から

12 . 施設が入 りやす い雰囲気だから

13 . 施 設内の雰囲気が良 いから

1 屯 施 設が行 っ て い る講座等が気に入 っ て い る から

1 5 . 職員の 対応が良いから (話 を聞い て くれ る , な ど)

1 6
, 冷暖房が効 い て い る から

1 7 . 開館 時間が自分 に合 っ て い る から

1 8 . 長時間利用 で き るから

1 9 . 無料 で利用 で きるから

2() . 家や職場 ･ 学校 から近 いから

2 1 . 交通 の 便が良 いから

:≧2 . 施設周辺の環境が良 いから

23 . そ の 他 (

間 1 2 ･ そ の 施設に対する要望をお答え~-F さい
｡
. (当 て はまるもの全て に○印)

】
.

. 誰 に も干渉されずに･-
一

人で 過 ごせ る場所 を

つ く っ て欲しい

2 . 家族 や友人と気軽に過ごせ るような場所を

つ く っ て 欲 しい

3 ･ い ろい ろな人と知り合え1. 交流 で き る ような

き っ かけを つ く っ て 欲 しい

4 . 自分たち の活動 の壕を提供して欲しい

5 . より多くの滞在場所を用意して欲しい

6 . 食事 や喫茶 の ス ペ ー

ス が欲しい

7 . 施 設の 内装や設備などを良く して 欲 しい

8 . 興 味がもて る イベ ン トや催し物 ･ 講 座な どを

行 っ て 欲 しい

9 . 新し い知識や情報などを提供して欲し い

1() . 健康 づくりの支援を行 っ て 欲しい

ll . 悩みや相談事を聞 い て欲し い

1 2 . 長 時 間, 自由に居られ るよう にして欲し い

1 3 . 開館時間を長くして欲し い

1 4 . 無料 にして欲しい

1 5 . その 他 (

:
.
rT7-: 人

J

-

;
[
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-
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間1 3 ･ そ の施設を利用す るようにな っ たき っ かけをお答え下 さい ｡ ( 当てはまるもの全て に.I) 印)

1 . 交友 閑蘇を広めた いため

2 . 外出して生活に メリハ リを つ けた いため

3 . 施設 の イ ベ ン ト等に興味があ っ た ため

4 . 何か趣味を見 つ けたい と思 っ たため

5 . 時間に余裕が出来たため

6 . 単身とな っ た ため

7 . 健康に不安を感じ るようにな っ た ため

8 . 自動車が利用 で きなくな っ た ため

9 . 家に居づらくな っ たため

1 0 . 団体活動 で施設 を利用 して い る ため

l l . 広報やⅠ-IP な どメディ ア で 知 っ た ため

12 . 家族や友人から紹介 ･ 薦 められたため

1 5 . そ の 他 (

間 1 4 ･ そ の施設を利用する ことで 変わ っ たな と思うこ とをお答え下さい ｡ ( 当て はまるもの 全て に○印)

1 . 交友関係が広が っ た

2 . 相談で き る 人が増えた

3 . 人 と接する機会が増えた

4 . や りた い こ とを見 つ ける こ とがで きた

5 . リ ラ ッ ク ス で きる ようにな っ た

6 . 新 しい 知識や情報が得られ る よう にな っ た

7 . 誰の 目 も気に せずい られる場所が できた

8 . ひ まな時間を活用 でき る ようにな っ た

9 . 自宅以外に過ごせ る場所がで きた

1 0 . そ の 他 (

1 5 から間 1 9 の 質問は あなたが所属する活動団体 ･ グル ー プに つ い て お答えく ださ い ｡

間】-5 . あな たは活動 鮒 に参加 して ､ 何年目ですか o

[ 年目

間 1 6 ･ あなた はグル ー
ー プ ･ 団体の活動 ( 普段の学習活動) に参加 する 際､ どの ような交通 手段を

用 い ますか ｡ ( 1 つ に○印)

1
.

. 徒歩 2 . 自転車 3 . バ イ ク

4 ･ 自家用車 ( 自分が運転) 5 ･ 自家用車 (家族が運転) 6 . 自家用車 (友人 ･ 知 人 が運転)

7 ･ 公共交通 (電車 ･ バ ス等) 8 . そ の 他 ( )

間 1 7 ･ あなた が現在の 活動団体に参加した 目的は何 ですか ｡ ( Z つ に(二) 印)

1 . 新 しい こ とを始め てみたか っ たため

2 ･ 今ま で や っ て き た活動を高度化 ･ 専 門化

したか っ たた姥)

3 . 家事や育児 に必要だ っ た ため

4 . 外出して生活にメリ ハリ を つ けた いため

5 . 交友関係を広 めた いた め

6 . 暇 な 時間で なにか したか っ た ため

7 . そ の他 ( )

間 1 8 ･ あな たが現 在の 活動団体に参加した き っ か けは何ですか ｡ (2 つ に(つ印)

1 . 退職 して時間に余裕が で きた

2 . 子 育 て が終わ っ て 余裕がで きた

3 . 1 ･ 2 以外 の 理 由で時間に余裕がで きた

4 . 時間帯が自分 に 合 っ て い た

5 . 広報や Ⅰ-i P な どメディ アで知 っ た

6 . 家族や友人から紹介 ･ 薦められた

7 . 展示会な どを み て意欲がわ い た

8 . 活動場所が近( T 便利だ っ た

9 ･ 普段から施設を利用し て い て , 活 動内容を

知 っ て い た

10 . 参加費用が安く て手軽だ っ た

ll . そ の 他 (

間 1 9 ･ 活 動 に参加する ことで 変わ っ たな と思うことをお答え下さい ｡ ( 当 てはまるもの全て に(二) 印)

i . 交友 関係が広が っ た

2 . 相談 で き る 人が増えた

3 . 人 と接する機会が増えた

4 . や りた い こ とを見 つ け る こ とがで きた

5 . リ ラ ッ クス で き る ようにな っ た

6 . 新 し い-:m 識や情報が得られ るようにな っ た

7 . 誰の 目 も気にせずいられ る場所が で きた

8 . ひ まな時間を活用 で き る ようにな っ た

9 . 自宅以外に過 ごせ る場所が で きた

10 . ス キ ルが あがり､ 余暇時間を充実して

過ごせるようにな っ た

1 l . そ の 他 (

○ こ こか らの質問は あなた自身に つ い て お答えください ｡

間2 0 . あな たの性別と年齢をお答え下さい ,)

性別 : 男 女

二車 人
J
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間 2 0 . あな たの 現在の 職業をお 答え下さい 凸 ( 1 つ にC } 印)

1
1 ･ 勤労者 (会社員､ 公務員など) 2 . /i - ト ･

ア ル/ マイ ト 3 . 農林業 ･ 水産業

4 ･ 専 巣主婦 5 . 無職 6 . そ の 他 ( )

間 2 1 . 間 2 0 で [ 5 . 無職] と回答された方は ､ 以前の 職業をi3 答え下 さい c ( 1 つ に○印)

1 . 勤労者 ( 会社員､ 公務員な ど) :～. 〟 - ト ア ル バ イ ト 3 . 農林蓑
･

水産業

4 . 専 某主婦 5 . そ の 他 ( )

間 2 2 . あなたの家族構成 をお答え~~F さい o ( 1 つ に･ニ, 印)

1 , ひ とり暮らし 2 . 夫婦 の み 3 . 子 ども と 一 緒 ( 二 世代)

Ll . 親と･･･.
･

緒 ( 二 世代) 5
. 親
と 子どもと

一

緒 ( 三 世代) 6 . そ の 他 ( )

間 2 3 . あなたは現在 . 下図 の うち生涯 の どの 段階 に属しますか｡ ( 当て はまるもの の 【 】 1 つ に○印)

間 2 5 . あ なたは現在の 生活 の中で ､ 余暇時間に ( 仕事や通院等は除く) どの くら い外出しますか D

( 1 つ にC ) 印)

1 . ほぼ毎日 2 . 週 に 5 日程度

･

pl . 週 に 1 El 程度 5 . 全 < 外出しな い

3 . 過 に 2 日程度

問 2 6 . あ なたは現在､ 普通自動車免許をお持ち ですか ｡ ( l つ に(二) 秤)

1 . 持 っ て おり ､ 2 . 持 っ て い る が ､ ほ とん ど運転して 3 . 搾 っ て い な い (以前は

よく運転して い る ⊂
い な い ( ペ ー

パ
ー ドライ バ ー

) 持 っ て い た場合も含む)

間 2 7 . 現在お住まい の お宅 の 形式をお答え下 さい o ( 1 つ に○印)

1 . 持 ち家 (-
-

戸 建て) 3 . 公 団 ･ 公社 ･ 公 営 の賃貸住宅 5 . そ の 他

2_ 持ち家 ( 分譲 マ ン シ ョ ン) 4 . 民 間の 賃貸住宅 ( 借家 ･

ア パ
ー ト) ( )

閤 2 8 . あなたは現在の住居 にどれくらいお住まい ですか ∃} ( 1 つ に○)

1 . 1 年 未納 3 . 3 へ

p 5 年 未満 5 . 1 0 - 1 5 年 未満

2 , 1
-

3 年未満 4 . 5 - 1 0 年未満 6 . 1 5 - 2 0 年未満

7 . 2 0 年以上

間 2 9 . あ なたは ､ 自治会, 子ども会 ､ 婦人会 ､ 老人ク ラブな どの [~町内活動
_
｣ に どの程度参加 して

い ますか T, ( l つ に〔:) 印)

1 . 積極的に参加 して い る ( 組織: ) 3 . あ まり参加して い な い

2 . 義務的に参加して い る ( 組戚: ) 4 . 参加して いな い

間 3 0 . あなたはどの程度､ 向こう 3 軒両隣と ｢ 近所づきあい｣ をして い ますかn ( 1 つ に(⊃印)

1 . い つ も行き来 を し て い る 2 . 世間話をする程度

A . 圧と ん ど付き合いがな い 5 . そ の 他 ( )

3 . 顔を合わ せば挨拶する程度

間 3
1

i . あ なたが現在 の 生活 の 中で 充集盛を感じる の はどんな時で すか ,, (2 つ に(つ印)

1 . 仕事 や勉強を して い る時

2
. 育 児や家事をし

ノ て い る時

3 . 家族 と団らん や旅行 を して い る 時

4
. 友 人 と塘談や旅

1〒を し~て い るき寺

5 ,

一

人 で 休養 し て い る 時

6 . 趣味に 時間を費や して い る 時

7ー習 い事を して い る時

8 ▲ グ]i ' - プ ･ 団体活動 に参加 して い る 時

9
. 自主的な学習を

し て い 引寺

1 0 . そ の 他(

堺-E
:て琴野甲終ゎLl? 謂 ♀･【

ご 協力ありがとう ご ざいま した ｡
へ ｣ ｣

,
' じ l ノし .･



平成 1 9 年度修士 論文梗概

生活構造か らみ る地域施設の 利用構造 に 関する研 究

一余暇 を過 ごす場所に 着目 L て一

三 重大学大学院 工学研 究科 建築学専攻 矢部亮

l . 序論

ト1 研究の背景

近年, 様 々 な社会的変化に より余暇時間荘
1)
が増大

して い る ｡ それ に伴 い ､ 人 々 は自宅や職場 ･ 学校だけ

で なく ､ 地域に存在す る様々 な施設で 余暇時間を過 ご

して いる
. 余暇活動証2) を行う地域施設往

3) に関しては ,

個別 の 活動に対し ､ 個 々 の 施設が どうある べ きかとい

う研究が多くなされて きた｡
一 方. 余暇活動を行う人々

はそれぞれが畳なる属性をもち . 施設 の使 い方, 要求

も
一 様ではない o そ の ため, 利用者で ある地域住民側

から､ 余暇を過 ごす場所の選択特性註
4)
, 地域施設の利

用形態 とい っ た , 地域施設 の 利用構造を捉える必要が

ある (そ の観点として , ライ フサイクル (L C) 及びラ

イ フ ス タイル ( u ) でみる) ｡

今後 ､ 地域 の 幅広 い層に対して ､ 自宅や学校 ･ 職場

以外 で 過 ごせる場所を地域全体で提供して い く必要が

ある と いえるが ､ 特に､ 地域公共施 設は従来の 施設固

有の 機能 的サ
ー

ビス による整備 だけで なく , 地域住民

が安心して余暇を過 ごせる 場所として も整備する必要

がある と考える o

1 -2 研究 の 目的

本研究 では , 民間施設 を含む地域施設 を横断的に考

察し, 地域施設の 利用構造や余暇 を過 ごす場所へ の要

求を捉える . それ らから､ 余暇 を過 ごす場所として の

地域公共施設 の整備指針を得る こ とを目的とする .

ト3 研究 の方法

余暇活動 には個人的な余暇活動と母体をも っ た組織

活動があるため､ そ の 2 つ を対象 とし, 以下 の 方法で

研究を進める (囲 1) .

①人 々 の充実感から､ 余暇活 動の 要求を明らかにする c

[ 個人的な余暇活動に つ い て]

③ L C ･ I J S の 観点から. 各々 の 生活背景を踏 まえ , 地

域施設 の利用構造を捉える .

③以上か ら, 属性によ っ て余暇を共 に過 ごす相手 に相

違がみ られた｡ 相違は大 きい と考 えられるため ､ 同伴

形態 に着目し, 地域施設 の 利用構造 を捉える ｡ また ,

地域住民が施設 に対 して 抱くイメ
ー ジ ( 施設像) から

利用者の 要求を捉える o

[ 組織活動につ い て】

④組織活動 を行う団体の 結成 ･ 展開における地域施設

との 関わりを捉える ｡

⑤組織活動 へ の 参加が地域公共施設の 利用促進に つ な

がる という観点から､ 参加 を阻害す る要 因を挺える ｡

⑥以上 の 分析を踏まえ, 利用促進 の 観点から､ 余暇活

動を行う地域施設の 必要性と施設整備指針を見出す o

l書† ･ 2 暮】 研究の膏朱 ･ El 的 ･ 方法

･
L

≡. : こ .

_
-.‥f. ≡.

.

:

r 事 3 I 一 生まを3 じての金野¢ 紘投利用 【帯 6 書】 御 酒b 夫塀にみる

一茶4 I 一 生活抄式に応 じた余捉の 祐投flJ 用 ･
L=

し

..■.
:
二 :i

'

p
,
I.1-
二
ヾ

匝∃,[垂垂] , 匡] 匝] , 固 画
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図 1 研究の フ ロー

1 -4 調査概要

以下の 2 つ の 調査を行っ た込5) ( 表 1 ･ 表 2) ｡

表l 開査概要

地域住民の生活実腰､ 施蚊利用笑顔に B5 する ア ンケートを ,
メ ッ シ ュ

サ ンプリング で抽出 した世 帯ごと にD g笹配毒 ･ 軒送Ell現にて行 フ た ｡

世帯写 : 家族形愚な ど, 個人親 : 各 a 施設の 3 ケ月以内利用実鼠 . 地域活動､

余暇に利 用する地域施設の 利用形腰な ど

組* 讃艶笑腰を 捉える アン ケ- トを . 上 記の 豊環団 体L= 対 し ､ 郵送配布 ･

郵送

回収にて 行っ た｡

団体栗; Eil体の活動実態な ど, 個人 象: メン/ ト の 参加 契棲 ､ 完 動JL 取な ど (個

人雫は各Eg]体当り玉大 1 0 名分)

回収革 紐休ま : 2 】2/ 3 5 8 ミi 5 g % ( 有効欺) ､ 個人票 : 1 .1 2 0 名

表 2 雨 査対象地 区の概 要 ( 嗣査 l)

調 査 対象地 区 El 四 E] 市 亀甲 : 蛸

哲人数 t 人】 Zt] 6
.
5 2 1 3 2 0

.
6 0 0 6 1
.
6 2 8 l l . 3 3 4

紙面諌 Ⅰk m
'

] 71 ー 2 2 D ー8 0 2 3 4

人口腎度 【人/ k n 1] 4 0 3 I
.
4 5 8 3 4 3 4 9

也
也
TI

租

総世帯 敗 【戸】 1 0 乙7 9 5 ーー3 . 5 2 3 2 O. 9 5 0
4
.ー4ー

ー5 意 - 6 4 意人口比 6 6
.
l % 6 8
.
2 % 6 2
.
0 % 5 T 2 %

6 5 鹿以上 人口比 l 9 2 % l 6
.
0 % Z 3 4 % 3 0

.
7 %

皐蛙比 4 8 .6 % 4 9
.
3 % 4 6
.
6 % 4 7
.
3 %

女性 比 5ー. 4 % 5 0. 7 % 5 3. 4 %
5 2_
7 Y o

施

日

公

共

響-= ':j三 ー2 5 3 0

≡

塁 1
r

≡ r :
I

... 4 (】 3 4 1 7 6

.L
主 さL喜 5 6 ■ 0

軌
日大 畠債店舎B 5 6 A 0

問 小売業
L

飲食店赦 3
.
5 9 3 4

,
2 1 4 ー

.
一o o 2 2 7

地域情報 は H 1 2 年 度EE 勢調査 .

小売業- 飲食店歎は市町村累年宥己計妻 ( 三 ま県) H 1 6 年度データに よる d

- ト



2 . 余 暇活動要求

まず , 生活 における余暇活動 の必要性をみ る . 生活

を充実して い る と感 じる 行動 の 回答パ タ ー ン ( 最大 2

種選択) を整理し( 図 2) ､ 余暇時間に行う行動で ある ｢選

択行動｣ の 有無 ､ さ らに選択行動における ｢ 目的意識

の 高低｣ に て分類する ｡

これ をみ る と , 居住地に よらず､
9 割以上 の 人が余

暇時間 に行う選択行動を回答 し, さらに 6 割以上 の 人

が目的意識の 高い選択行動を選択 して い る (表 3) o 逆

に言う と ,
これらを行うこ とが人が生活 を充実する た

めに必要といえる ｡ 特に, 目的意識の 高い選択行動は,

自宅以外 で行う場合が多く , 鼠在化された余暇活動要

求 と潜在的な余暇活動要求を含む行動で ある D 従 っ て ,

余暇に選択行動 ( 余暇活動) を行う こ とが生活を充実

する ため に必要 とい える ｡

生慧の 売笑感の

E] 苔パターン

非遵釈 I. 仕 事
一

】現∃垂

行輸 2. 家事
. 育児

選択

行毛む

低い
3
,
休農

4 . 家族 と過ご す

高い

5
_
友人と過 L

l
'

す

6 . 腰壊

7. 習
い事

8 . El体≡善一白

9_ 自主学習

②非選択必要 l o r2(+ 1 0)

③両方必要/ 法 l
.
2 + 3

.
4

@ 両方必要/ 高 l .2 + 5- 9

⑤3B 択必要/ 低 3 o r4 (+ 1 0)

◎選択暮視/ 値 3 十 4

⑦3E 折重視 / 高 + 低 3
.
4 + 5 - 9

⑧適訳必要/ 商 5 - 9( + 1 0)

⑨選択重視/ 高 5 - 9 + 5 - 9

⑳その他 1 0

3 , ラ イ フサイクルにみ る個人的な余暇活動実態

個人的な余暇活動 に つ い て , L C の 観点から選 択特

性, 地域施設の 利用形態 を把握す る ｡
1 ｣ C は年齢･ 性別

･

家族構成 ( 子 どもの 年齢) 等から男女とも 7 つ の 段階

に分類し, 女性は結婚後から子どもが独立す る まで の

期間を､ 職 の有無によ っ てさ らに分類する o

3 -1 各段階の 生活背景

余暇活動は生活 の
一

部 で ある ため , 各段階 の 生活背

景 を把握す る必要がある o 梗概 では ､ 余暇時間 の 線量

と余暇活動要求を比較する ｡

1 ) 余暇時間の 総量

まず､ 余暇時間 の 線量 をみ る と ( 図 3) , 男女とも

3 0 代 ･ 4 0 代が最 も少な い が , そ の 硬加齢とと もに増

加する . 但し､ 男性が 6 0 代以降( つ まり, 退職に伴 っ て)

急激に余暇時間が増加する こ とに対し､ 女性 は徐々 に

余暇時間が増加す る o
こ れは職 の有無によらず女性 に

共通してみられ るが ､ 特に 無職女性は子育てが 一

段落

つ いた 3 0 代から 4 0 代 にかけて急激 に増加する ｡

図 3 余蔽 時間の 推移 (性別 + 年齢別 + 恥の 有無) / 週全体

社会 生済基本嗣査 (2 0 0 6 年) より筆者 作成 ｡

男性tま総 数の まま . 女性lま有稚 ･ 無我に分 け . 年齢BrJ の 平均より作成して い る ｡

2) 各段階の余暇活動要求

次に ､ 段階別の 余暇活動要求をみ る ( 図 4) o 図 の横

軸は L C で あり､ 左端から (学生用1 , ( 独 身期I と段

階が進んで いく (以降の 囲も同様) o 男女とも余暇時間

に行う選択行動 の 要求は常に高 く､ 生涯を通 じて余暇

活動 へ の高 い要求をみ る ことができる .

但し､ 高 いE] 的意識 をも っ た選択行動 に限定する と,

男女 とも特に､ 結婚後から子育て期にかけて
一

旦減少

す る ｡ 男性と有職女性 は仕事に加え , 家庭をもち, 衣

族との 時間を優先する ため ､
こ の ような傾向が表れ る

と いえる
｡
こ れは子育て が 一

段落した無職女性の ( 千

ども成長期) において ､ 同項目が急増 して いる こ とか

らも裏打ちされる ｡ そ の ため､ それら の負担が軽減さ

れた i 子ども独立期) 以降は男女とも高い余暇活動要

求をもつ o

以上 の こ とから､ L C の 各段階と も余暇活動 へ の 高

い要求はも っ て い るが ､ 様 々 な個人的背景 によ っ て 要

求の 質が異なる こ とが明らかとな っ た ｡

3 -2 各段階の余暇を過 ご す場所の 選択特性

次に､ 各段階 の 余暇を過 ごす場所の特性 を捉える ｡

1 ) 地域施設選択の 有無

まず､ 地域住民の 余暇 を過 ごす場所の 選択パ タ
ー

ン

( 図 5) より, [地 域施設 の 有無] と [自宅 の 有無] を

抽出する ( 図 6) o 地域施設の 選択箇所 数に つ い て は､

男女 とも概ね ( 新婚期I が最多で , 以降減少す る . 一

方, 自宅で 過 ごさない 人は加齢と ともに増加する ｡ 特

ー2

l二
.

i



に . 高齢期を始めとして , 高 い活動要求をもちながら,

自宅が余暇生活の 拠り所にならず ( 高齢単身 ･ 高齢夫

婦が多い こ とも理由の ひとつ であろ う) , 地域施設 の選

択も少ない 人がい る こ とが明らかとな っ たo こ の よう

に ､ 余暇を過 ごす場所がなく､ 要求 を持て余して い る

人がい る こ とが懸念され る D

自宅あウ- 地 没あり

自JE なし- 相 投& ウ

･
二

.
7
.

.
:

_-
/. .

三~-. . L L
ー

. .

一

-

自宅なし

E> 宅な し 雌 屯なし

粋
~
:
…≡喜蔓:

.
I

_
:-

図 5 余暇 を過 ご す場所 の 選択パ タ
ー ン

個人が余暇 を過 ごす商流の 選択 ( 最大 4 件選択) よ り回答の 仕方 を分類 .

｢ 自宅 ｣ ｢聴境 ･ 学故｣ ｢友 人 ･ 知人宅J ｢地域施設｣ の 選択 により ､

4 つ の 大分類パ タ- ンが ある ｡ それらか ら ｢地域施設あり｣ と T 自宅な し｣ を抽出 .

2) 地域施設の選択割合

次に地域施設を取り上げ, 施設選択の 大枠をみる (図

7) ｡ どの 段階も 『民間施設』 の 選択が多く､ 具体的に

は大型 S C を含む商業施設が選ばれて い る. 特 に子育

て期は顕著で あり, そ の選択割合 は 『公共施設』 を遥

かに しの いで い る ｡ 時間的拘束の 多い段階の 人々 が公

共施設を敬遠 し､ 開館時間の 長い施設 を選択する ため､

施設選択に偏りが生 じる と考えられる D 但し , 無職女

性は子育て後 に再度選択箇所数が増加する (後述) b

こ の傾向は加齢とともに減少し, ( 高齢期I で は 『公

共施設』 の 選択割合が 『民間施設』 を逆転する ( コ ミ

ュ ニ テ ィ 施設が多い) ｡ 加 齢こよ っ て 自動車の 運転も控

え､ 遠 出で きなくな る高齢者に と っ て , 身近 な公共施

設が貴重な余暇を過 ごす場所とな っ て いる ｡

3 -3 各段階の 地域施設の利用形態

以上から､ 多く の段階が地域施設 で余暇を過 ごして

い る一方, 高 い 余暇活動要求をもちながら､ そ の 受け

皿 を確保で きて い ない 人が い る こ とが明らか とな っ

たo 地域住民が余暇を過 ごす場所と して 地域施設を選

択する際 の 要因を捉える ため ､ 最もよく利用する 地域

施設に つ い て ､ 利用形態 を把握する ｡ 最もよく利用す

る地域施設の 内訳は表 4 の 通りであるが , こ こ で は地

域施設として
一 括して分析する D 梗概 で は､ 特 に特徴

の みられた『
一

緒 に過 ごす相手』 と『施設像』を捉える ｡

表 4 車 もよく 利用 す る地 域施設 (L C)

iiL耗施設
= こ

二

こ

i._
t そ

EZ]
他
莱岩計

Eヨ テ コ 施 地 博 美 施 ス # 商 lヨ 叔

ち イ 三 昏 方 物 納 設 7T( 日 I + 貴

戻 施 ユ

≡賢 二

文

化

艶 畠 u
ツ

施
鮫

施

Lj
施

皆
店

回 音数

ー6 3 2 3 ー 4 5 d] 2 〔) 5 3 9 7 5 LI 1 3 2 ーO B
ー6 0 l 8 4 8

6 9 4 9 9 4

l) - 緒に過ご す相手

施設で 一 緒に過 ごす相手をみる と ( 園 8) I l 学生期)

では ｢グル ー プ (学校の友人) ｣ が多い が , 就職に伴う

転居 の影響もあり ( 独身期1 で は ｢ ひとり｣ が増える o

結婚してから子 どもが幼 い期間は ｢家族｣ が増え､ ( 千

ども成長期) (子育てが
一

段落つ く) 以降では ､
｢ ひ とり｣

と ｢ グル ー プ (趣味の友人)｣ が増え始める . 特に無職

女性は子育て後 に ｢グル ー プ (趣味の友人) ｣ が急増す

る ( こ の際, 地域施設の 選択箇所数も増加する : 図 7) o

一 方 ､ 男性は t 高齢期I で は女性よりも ｢ ひとり｣ が

多い o 地域に友人 をつ くれず, ひとりで過 ごす こと を

余儀なくされて いる ことが懸念される ｡

2) 施設像 ( 施設 に抱くイメージ)

施設像をみる と (表 5 , 図 9) , 家族で の利用が多い

子育て期では､ 気分転換の ためとい っ た, 『雰囲気を享

受する 場所』 と して利用 して い る o 子育て期が過ぎた

後､ 無職女性は 『目的に取り組む場所』 が増える (『一

緒に過 ごす相手』 が変化す る時期と重なる) o こ れは ､

幼い子 ども の付き添いとして の 施設利用から､ 自己実

現 の ための 場へ と利用意識が変化す るためと捉えられ

る ｡

一 方､ 仕事に よる阻害もあり､ 男性 と有職女性は

意識 の転換が遅れる ｡

表 5 地域施設の 施設像 (施設に掘 く イメージ)
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3 - 4 L C に み る地域施設の利用構造

O L C の 進展に伴い , 選択する場所 の 幅 ( 選択箇所数)

は減少するが ､ 公共施設 の選択は増加する (加齢に

伴 い､ 身近な公共施設へ の需要が高まる) o

O L C の 進展 に伴い ､ [ グル ー プ ( 学校の 友人) - ひと

り - 家族 (子 どもの付き添い) - ひ とり ･ グル ー プ

(趣味の友人)] と主に 一 緒に過 ごす相手 は変化する c

こ の 際 . 施設像や選択する地域施設等も変化する為､

同伴者を切口 に再度分析す る ( - 第 5 章で 分析) 0

○ 上記に伴い , 特に . 子育て後の 親自身の 要求を促す

こ とで , 地域施設の 利用が促進される D 子育て 後の

継続した施設利用 の ため , 親自身の 要求 を高め, 早

期の 利用意識の 転換を促す ことが重要で あるo 意識

の 転換後はグル - プで の 利用が増 える ため , 子 ども

を見守りやすい 位置に ,
サ ー

クル活動等 の情報を掲

示するなど､ 親自身の 自己実現要求を喚起す る仕組

み を組み入 れる ことが有効 で あろ うu

- 3 -



* いず tl の 因も左端 を 1 学 生期I とし､ 次が l 準身期I と. L C の 殴 騰が進展 して い < .

また . 女性 は職 の 有無で分類 して b ) るが . l 学生好[ I 鉦 身刃I l 高齢期) は分類 して お らず . 同価 を用い て い る .

図 4 L C の 進展に伴 う余暇時間にお ける余脹活動要求の 姓移

図 6 L C の進展 に伴 う余愚 を過 ご す壕所選択の 盤移

国 7 L C の 進展 に伴 う利用 する 地域施 設の 選択暫合

園 8 L C の 進展 に伴う余暇を共 に過 ごす 相手

図 9 L C の 進展 に伴 う地域施設の 施設像 (施設 に抱く イメ - ジ)



4
. ラ イ フ ス タイル にみる個人的な余暇活動実態

前章で は L C の 視点から余暇 の施設利用を考察した

が
, 同じ段階で も異なる過 ごし方がみられた こ とから ,

こ こ で はI J S の 視点か ら余暇 の施設利用をみ る ｡ 梗概

で は､ 余暇活動要求と余暇 を過 ごす場所の選択特性を

取り上げる｡

4-1 ライ フ ス タイル の類型化

まず､ 地域住民 の Ⅰ5 を類型化する ｡ 類型化 の 指標

には､ 余暇 の 施設利用 に影響する と考えられ る 4 つ の

指額を用 い る (④余暇時間 の総量に影響する ｢職 の 有

無 (2 項目) ｣ ､ ②地域との 関わりを示す ｢地域活動 の

参加有無 (2 項目)｣ ､ ③生活上 の価値観 を反映す る ｢ 充

実感 (9 項 目)｣ , ④外 出の 積極性を示す ｢選択箇所数

の 多寡 (2 項 目)｣) ｡ こ れら 4 指標 1 5 項 E] を用 いて ､

数量化Ⅲ類 及びク ラス タ ー 分析 ( W a r d 法) を行い ､

地域住民を6 タイプに類型化した (図 1 0 , 表 6) ｡

【C l】 【C 2】 【C 3】 【C 4】 【C 5】 【C 6】
n = 6 3 3 n = 3 9 1 n = I 44 n = 2 9 0 n = 33 2 n = 7 4 9

(2 5 % ) (1 5 % ) (6 %) (l T %) (1 3 % ) (2 9 % )

【C l】 団体替覇王筏型 【c 4】 無 聯/ 井外 出
･ 休養重視型

【c 2】 無職/ 外出 ･ 豪族軍記型 【C 5】 有 功/ 罪外 出
･ 価養生被塾

【c 3】 育児家事重視型 【c 6】 有瀬/ 外 出 ･ 家族定視型

固 1 0 L S の 簸型化 ( ク ラ ス ター分 析樹形図)
* 上 図の n は鋲当着 払 (% ) は全体 に対する割合 ｡
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4-2 各タイプの 余暇活動要求

前章と同様､ 各タイ プの 余畷活 動要求 をみ る ( 因

l l ) ら 【C 3】 は子育て期が多くを占め るが ､ 高 いE] 的意

識 をも っ た選択行動 の要求は高くない . 育児家事へ の

関心が高い ため, そちらに個人の志 向が シフ トし､ 個

p
面T l L S に み る 余暇活動要求

人 と して の 余暇括動 要求

は抑えられるといえる ｡

一

方 , それ 以外 の タイ

プは目的 意識 の 高 い選択

行動 の 要 求が高 く, 余頓

活 動 の 要求 を有 して い る

とい える
｡

4 - 3 各タイ プの余暇を過 ご す場所 の 選択特性

地域施設 の選択につ いて は､ 外 出に消極的で休養を

重視する 【C 4】【C 5】 は少な い ( 囲 1 2) o 但し､ 彼ら

は休養 以外に も趣味や家族と 一 緒に い る こ とな ど､ 自

宅以外 で行う場合が多い ､ 高 い 目的意識をも っ た選択

行動 を行う ことにも充実を感じて いる ｡
にも関わらず,

余暇 を過 ごす場所に地域施設を多用しない の は, 彼ら

が自宅で の 休養を重視して い る こ と の ほか に, 地域誌

設の 整備状況と彼らの 要求が合致 して いない ためと考

えられる D

一

方 ､ 自宅 で過 ごさない 人が多いながら ､ 地域施設

の 利用も多い 【C l】 をみると､ 公共施設の 選択が多く

( 図1 3) ､ そ れら の 施設を自宅の 代替としてい ると捉え

られる o また､ 公共施設を利用す る の は趣味活動 を行

う こ とに充実を感じ, 特定 の 目的をも っ て 余暇活動 を

行っ て い る タイプ ( c l , C 2 ) が多い.

また ､【C 4】【C 5】 には自宅で休養する ことを重視し､

外出自体を望まない人も存在する ｡ 但し､ そ の なかで

も自宅で過 ごさない人に は､ 前述 と同様 ､ 自宅 の代替

として利用で きる場所を提供する必要があるだろう ｡

図1 2 L S にみ る 余暇を

過 ご す場所の選 択

図1 3 L S にみ る 利用する

地域施殻の選 択割合

¢ 4 L S にみ る地域施設の利用構造

○ 地域住民は地域施設 の利用 の多い タイ プ ( c l , C 2 ､

C 3 ､ C 6) と 少 ない タイ プ ( c 4 , C 5) に 明確に分

かれる o

O 但し , 地域施設の利用が少ないタイプ ( C 4 , C 5) ち,

自宅以外で行う場合が多い ､ 高 い余暇活動要求を有

して おり , 彼らの要求と地域施設整備が合致して い

ない と考えられる .

0 公共施設の 利用が多いの は , 地域との 関わりが深い

タイプ ( c l . C 2) で あり, 地域 と の 闘わりが希薄

な人々 は少ない D こ れら の 人々 に対して , 如何に公

共施設が余暇生活の 受け皿となるかが課題である ｡

○ 利用者 の 地域施設 へ の 要求と地域施設の 整備状況が

合致して い ない ( - 第 5 章 で要求 を分析) ｡
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5 . 同伴形態に着日した個人的な余暇活動実態

第 3 ･ 4 章を受けて , 余暇 を
一

緒 に過 ごす相手 の相

違 によ っ て , 地域施設 の 利用構造 が相 当に異なる と推

測される ｡ こ こ では, 基本的な同伴形愚 として[ ひとり]

[ 家族] [ グル ー

プ] に分類し､ それぞれ の余暇を過 ご

す場所の選択特性と地域施設 へ の 要求 の相違 をみ る ｡

5 -1 余暇を過ご す場所 の 選択特性

まず, 同伴形態別 の 余暇を過 ごす場所をみ る と (義

7) ､ ｢ 自宅｣ ｢ 職場 ･ 学校｣ ｢ 友人 ･ 知人宅｣ の 選択に

は大きな差 がみられな い d
地域施設 の 選択状況をみる

と ､ 家族で は公共施設 の 選択が少ない ( L C の 子育て

期も同様) D 公共施設が子育て の 場, ひ いては家族で過

ごす場所として の整備が不十分で ある こ とを示して い

る
o

一

方 ､ グル ー プでは公共施設が多用されて いる ｡

次 に施設種別 の 選択割合をみ る ( 図 1 4) ｡ ひ とりで

過 ごす場所と して は図書館が多く選択される
一 方, そ

れ以外の 公共施設はあまり利用されて いない o こ れは ､

地域 の なかでひ とりで過 ごせる 公的な場が図書館くら

い しか整備されて いない といえる ｡ 家族で過ごす場所

として は､ 前述したよう に公共施設は殆ど選択されず､

専ら民間施設､ 特に大型 S C を始め とした商業施設が

選択されて い る ｡ グル ー プ で過 ごす場所は, 公共施設

が多く ､ 特 に コ ミ ュ ニ テ ィ 施設やス ポ ー ツ施設 と い っ

た ､ 特定 の 目的をも っ て活動する場所が多く選択され

て いる .

表 7 同伴形態別の 余坂を過 ごす場所 浪 大 4 再回答 . 鮮壬 1 )
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図 1 4 同伴形態別 の余暇を過 ご す場所 ( 施設種)
(最大 4 件回春 . 荊薫 1)

5- 2 地域施設 へ の要求

同伴形態 によ っ て ､ 利用す る施設種は偏りがある こ

とが分か っ たD こ れら の 偏りが生まれる の は､ 利用す

る施設がそれぞれ の 要求にある程度応えて い る為と も

考 えられる o
こ こ で は利用者の 意識から施設 へ の 要求

を捉える o

最もよく利用する 地域施設の 施設像 (施設 に抱くイ

メ
ー

ジ, 最大2 種回答) の 回答 パ タ ー ンから, 大分類

カテゴリの 組合せ により要求体系を6 つ に 整理し, 刺

用者個人 の 回答割合を図中 の 円 の 大きさ で示 し ( 図

1 5) o 1 5 % 以上 の 回答を抜き出したも のが国 1 6 である o

ひ とりで 過 ごす人の 要求をみる と ､ 特定 の 活動Ej 的

をも っ た利用 だけでなく , 気軽に立ち寄り滞在 できる ､

目的外利用で きる場所を求める向きもある B 家族 で過

ごす人の 要求として はこ の要求がさらに顕著で ある
一

方 , グル ー プ で過 ごす人 の要求はそ の 多くが特定の 活

動日的を果 たせ る場所へ の 要求で ある ｡ 公共施設の 選

択状況 を鑑みる と, 公共施設は目的外利用 の で きる ス

ペ
ー ス を備える こ とが ､ 地域住民の 余暇生活の 受 け皿

となるために必要といえる .
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円の 大ききtまE ]盲動今 に比例 , 縦軸で L O O % とし､ 1 5 % 以上の 回答は外周部が太 い ｡

各セルの 右償= ま施設の 選択 理 乱 ◎ 4 0 % 以 上 0 S O柘
-

3 9 % . △ 2 0 % -

2 9 % の 回答 ｡

園1 5 個人的な 余暇活動を行 う地域施設 へ の 要求
(最大 2 鳩 択a ) 国事 / †タ ー ンの狙 合せ . 射壬 1)

図1 6 個人 的な余 暇活 動を行 う地域鹿 設へ の 要求 ( 同伴形態別)
(最大 2 種i* 択の 囲碁 ) †タ ー

ンの屯合せ , 村費 1 )

5 -3 個人的な余暇活動を行う公共施設の 機能再構築

公共施設 は従来. 機能的サ
-

ビス を提供する施設と

して 整備されて きたが , 地域住民の施設 へ の要求から､

個人的な余暇活動 を行うための , 目的外利用で きる ス

ペ
ー

ス を備える こ と必要がある ｡

そ の 例として ､ ひ とりで過 ごす場所として重宝され

て い る図書鏑を挙げるo そ こ で は, 退職後 と思 しき高

齢者が単身, ブ ラ ウジ ン グコ
ー

ナ
ー

で新聞や雑誌を読

んで い る姿 をかなりの 頻度で見かけるが ､ そ の 多くは､

地域 の なかで 友人を つ く っ て これなか っ た人と推測 さ



孤 , ひ とりで過 ごす ことを余儀なくされて い ると懸念

され る
｡
それで も飲食

･ 私寿が禁止されて い る図書館

の 性格 上､ 知り合 い をつ くる ことに は課題が ある ｡ 室

内に組み入れる の は困難で あろうが , 室外 に付随す る

形 で他者と の交流 ･ 親睦 の き っ かけとなるサ ロ ン的ス

ペ
ー

ス を与える ことは必要だろう o
こ れは, 家族で過

ごす人が. 新たな人間関係を形成す る際にも活用 され

るだろ う｡ そ の 際生まれる交流から, 目的をも っ た活

動 へ の参加 ･ 意識転換が図られる ことも期待で きる .

こ の ような目的外利用 で きる ス ペ
ー ス を組 み込 ん

だ , 公共施設の機能の再構築が必要 と考える ｡

6 . 組織活動実態に みる地域施設の 必要性

次に , 個人的な余暇活動 ではなく , 組織活 動を行う

団体の活動実態を把握す る o

6-1 団体の 活動実態

l) 対象団体の 概要 (表 8 . 表 9)

[ 現人数] は 3 0 人程度 まで の 小 ･ 中規模な団体が多

い
. [活動内容] は音楽や俳句とい っ た室内の 趣味活動

が半数以上と多い が ､ それ以外 もみ られ､ 取 り組む活

動は多岐に渡っ て いる といえる ｡ [ 創設年] は 1 9 8 0 年

代以降で多く , 近年の 需要 の 高まりが確認で きる ｡ [活

動頻度] は大多数の 団体が月 に 1 回以上 の活動 を行っ

ており､ 組職活動が身近なもの とな っ て い る ｡

メ ンバ
ー 構成比をみ る と , 女性 ･ 高齢者 ･

無職の属

性に若干の 偏りがみられ るが , 幅広 い人々 が多様な活

動 に取 り組んで い る . また , [居住地] は旧市町村内ま

で の 範囲の 集まりが多いが , 旧市町村の 域を超えた広

がりもみ られる Q

2) メ ン バ ー の 活動意識 (表1 0)

性別 ･ 年齢に よらず, メンバ
ー

は団体内の 交流 , 能

力
･ 技術の 向上を重視して いる .

つ まり､ 他者 と の 交流 ･

自己実現要求を満たす こ とに より ､ メ ン バ
ー

自身の 生

活 を充実させて いる といえる b また､ 地域 へ の 貢献と

い っ た , 自己 の 為ではない要求を抱く団体もみ られる ｡

6 -2 団体 の 結成 と新たな加入

1 ) 団体 の 結成契機 (表 1 1)

団体の 結成契機は大きく分けて ､ [ 講座] に よるもの

と [ 既存の 人間関係] によるも のが みられる . 前者は

施設が開催す る講座 に参加する こ とで 同志 をみ つ け,

Ei] 体結成 に至 っ て おり. 施設整備 により促進で きる可

能 性が高 い D 特 に ､ 安価で参加で き､ 誰 もが気軽 に利

用で きる公共施設 (特 に公民館) が行う講座が契機 と

なる場合が多い ｡
よ っ て ､ 更なる団体の 結成を促す為

表 8 対 象団体 の基礎 情報 表 9 対象団体の メ ンバ
ー
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には, 講座を開催する公共施設の充実が必要といえる o

2 ) 新たな加入者の参加契機 (表1 2 -1 4)

メ ンバ
ー

の 増減をみ る と, 半数 近い団体は増加 して

い る が､ 減少して い る団体も 4 割程度と ､ 相当の 増減

がみ られる D 減少に つ い て は, メ ンバ ー

の 高齢化によ

る脱退が多い と考えられる o

また
､ 多く の 団体は新たな加入者を増やしたい と考

えて い るが, 現状で の参入契機の 多くは, 参加者の つ

て と い う, 既存の 人 間関係に よる 場合 が多 いo 前述

した団体の 結成契機も既存 の 人間関係による もの が多

く､ 内輪的な人間関係による展 開が多い とい える o 逆

に言う と, 既存の 人間関係をもたない人が団体に参加

す る の は困難な状況で ある .

一 方. 内輪的な人間関係

に よらない参加契機は､ 少数 ではあるが会報やイ ンタ

ー

ネ ッ ト, さらには団体が行う成果発表で ある辞演会

や展示会から情報を得る加入 に至 る場合が多い o
つ ま

り , 既存 の 人間関係をもたない人に参加契機を与える

には, 情帝提供の 場を広く与える必要がある ｡

6- 3 活動実績にみる施設利用 の 実態

り 活動拠点の有無 (表 1 5)

各B]体 の 活動実績 (最大 1 5 回分 の 過去実績) から

施設の 使い分 けタイプを設定 した とこ ろ､ 7 割以上 の

団体が活動 の 拠点施設を有して い る こ とが明らかとな

っ た｡ こ こ で は, タイプによる施設利用実態 をみ る ｡

表 1 5 施 設の使 い分 けタ イ プ (各 田柳 瀬 榊 j= り分類 . 珊査 2 )

慧冠EiE 匡∃

拠点の み

拠点 あり

拠点な し

施&
rL

不 明

実損 な し

慧Jb 実績 の半数以⊥ が､ 特定の 活胞場所

宅定の フ言動場所をも たない

う言動真横 に利用施設の 記載な し

活tむ真読に記入な し

割合 は ｢ 実繊なし｣ を除 い た絶 計に対 するもの .

2 ) 利用する施設とメ ン バーの 増減 ( 表 1 6 . 図 1 7)

活動場所として 利用す る施設は公共施設､ 特に公的

集会施設が多い o 活動が生活 に身近なも の とな っ て い

るため､ 低料金かつ 近くに整備されて い る公共施設が

選ばれる o そ の 傾向は拠点施設 をも っ て い るほど強い o

一方 , 拠点施設がな い 場合 は地域施設 を利用しな い 場

合もある o
また , 公的集会施設もそ の内訳は様 々 であ

り , 要は貸し鱒事業を行っ て い る施設 を選択して い る o

拠点施設を有する団体ほ どメ ンバ ー

の 増加は少ない

が ,
これは各団体がそれぞれ別個の 施設で活動 を行 っ

て い るため, そ の 情報が活動団体の 身内以外 には伝わ

らない ため と考えられる ｡ 前述同様. 既存 の 人間関係

をもたない人 へ の 情報提供が不足がして いる の だo

表 1 6 施設の 使い 分 けタイ プにみ る利用する施 設 (昏鼓実競との対瓜 武 重 2 )
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図1 7 施 設の使 い 分 けタイ プにみ る メ ンJ (一増】液

3) 施設整備 ･

運営 へ の不満と要望にみ る

施設整備の課題と可能性

活動団体にフ リ ー

ア ンサ
ー

形式 で記入して もら っ た

施設整備 ･

運営 へ の不満と要望を整理したo 梗概で は,

大きな課題 で ある以下 の 3 点を挙げ, 施設整備の 可能

性を探る o

[ 活動場所 の確保] 組織活動 を行う団体の増加に伴い ､

活動 を行う施設 の 絶対数 ･ 重 の不足が問題とな っ て い

るo しかし､ それ以上に予約の 取りに くさが挙げられ

るo 改善がみ られる例もあるが. 施設 の 空 き情報は各

施設 を直接訪れなくて は知 る こ とはで きず､ 活動場所

を確保する の に利用者は苦心して いる D 活動場所の 横

断的 ･ 体系的な場所提供が求められる｡

[施設 の 常連化の 課題] 拠点施設をもっ て 活動するEfl 体

が多数存在する こ とが明らかにな っ たが , それ に伴う

課題 Q

` `

常連
"

の 団体が場所を確保してお り, 施設側も

それらの 団体の 予約を優先するため､ 拠点施設をもた

ない団体は活動場所を確保しにくい ( 表 1 5 に て 拠点

の ない団体が施設の 利用が少ない
一

因である) .

[ 発表 の 場の 不足] 外部に向けた情報発信を行い たい ･

参加者 を増やしたい という要求をもつ 団体は多い が,

常設 の 展示や多く の 観客 (1 0 0 0 名規模収容施設 を求

める声もある) を集める こ と の で きる施設は少ない ｡

こ れらは各団体が活動を行う施設がそ れぞれ個別 に

整備 ･ 運営され て い る こ とに起因する とい えよう｡ 各

- 8 -



施設間の 相互調整を行う こ とで , 予約が取れない団体

に代わ りの 活動場所となる施設 を紹介したり, 他団体

の 活動情報を周知す る こ とが必要と いえよう ｡ また ､

既存 の 人間関係をもたない 人たちの 参加を促す可能性

が高い発表を行う場, ひ いて は情報提供の 場の 不足は ,

組織活 動 の展 開にお いて 深刻な課題 である D 従 っ て ,

発表 の 場 の 補完を含め , 組戯活動 を行う施設はもちろ

ん, 個人的な余暇活動で利用する施設 との , 相互調整

に よる連続的整備を行う必要がある ｡

7 . 組織5吉動 へ の 参加促進要件

前章にて組織活動 へ の 参加が生活を充実する為に有

用 である ことを言及したが ,
さらに公共施設 の 利用促

進 の観点か ら､ 組織活動 へ の 参加 を促す要件を探る ｡

こ こ で は､ 非活動者の 意識から参加 を阻害す る要因を

明らかにする ｡

7 -1 組織活動 と公共施設利用の 関連

前章でみたよう に､ 組儲活動で は活動場所として公

共施設を多用す る こ とから , 参加者 は個人として余暇

を過 ごす場所に も公共施設 を選択する と推孜1) される ｡

それを 【組織活動 へ の 参加 ･

不参加】 と , 【余暇を過ご

す場所 (最 大4 件選択) に公共施設 を含んで い る か否

か】 の 2 軸 4 分類 にて 確認した の が囲 1 8 で ある o 同

伴形態別 ･ 累計 の いずれも, 半数以上に 組織活動と公

共施設利用の 関連がみられる (図 の 灰色着色部) ｡ つ ま

り ､ 前述 の 仮説がある程度 当て はまる と い え, 組織活

動 へ の参加を促す こ とが公共施設の 利用促進 につ なが

るとい える｡ そ の ため の施設整備を考 える必要がある ｡

(余 呼を過ごす牡所C) 浪択状況と 儲 哲也 へ の 軸 有無の回答蔽合せ , 桐査 1 )

ひ と り 家 ｣奴

( n = 5 5 5 ) ( ∩ = 65 7)

A : 縦織 喜L& 参加 ･ 公共施 設選択 あり

B : 艇 Lb不参加 ･ 公共施 設五択 なし

c : 細叔慧Jb 奉加 ･ 公共施 設 即 なL'

D 二 組触 法弛不参ht)･ 公共魔王受選択 あり

グループ
(n = 6 8 4)

図1 8 憩触 活動の 参加有無 と公共施設利用の 開運

7-2 組織活動 へ の参加 を阻害する要因

非括動者が活動に参加 しな い理 由をみる と ( 阻害要

因 : 最大 2 種選択 ､ 表 1 7) , 『時間』 の 不足 を 7 割近く

の 人が挙げており､ 最も大きな阻害 とな っ て いる o 次

い で自分の 行いたい活動 と ､ 施設が提供する 内容が異

な っ て い る 『趣向』 が 3 割近くと続く ｡ また ,
『情報』

の 不足 と『人間関係』 の 課題が 2 割近くみられるが, 『施

設整備』 は1 割にも満たな い . 但し､ 『施設整備』 が少

ない の は現状の 整備が十分 な為 で はなく, それ以前の

阻害 で停滞して い る人が殆 どで あり, 施設整備状況 を

意識する段階にない為と考える の が妥当で あろう D

図 1 9 は､ こ れら の 阻害要 因を, 利用者 である 地域

住民 (需要側) と , 提供す る施設側 (供給側) の責佳

旗 大 2 8 L 軌 a 8 重 L) の 所在 によ っ て ､

表1 7 非活動者の参 加を阻害する 要因

r 時間 J
鞄 r叩貰 7 )Z ,3 い b 3 l ∠ 6 %

6 8 %

時間が ない 8 5 7 4 2 %

r十I 確 J
団体知らな い 3 1 2 1 5 %

2 ー9も

喝所知 らな い ーー5 6 9`

r 人間 関係 J
地域に 友人少な い l7 ー 8 %

2 0 %
人間閑 併負わ しい 2 3 6 ー2 %

r 覆向J 無味の ある 内容 な し 5 3 3 2 69 ふ

r 地殻丑博一
場所不便 7 2 4 %

5 %

施設サービス不 十分 Z 4 ー%

その一山 2 2 8 1 1 %

整 理 ･ 図化し た

も の で あ る D 同

時 に, 個人 が 各

段 階の 阻害 をク

リ ア し, 組織活

動参加 へ 至 る 為

に克 服す べ き順

番で もある.
(最大 2 汲 沢 , ∬査 l)
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囲 1 9 非活動 者の 参加 を阻害 す る 要因

7 - 3 組織活動を促す施設整備要件

図 2 0 に施設側が施せる参加促 進要件を示す (『施設

整備』 の課題は前章にて言及) .

①施設の 開館時間の延長､ ②人々 に 情報を与え参加 の

契機を与 える ､ ③非活動者 の 新たな人間関係の 形成,

④利用者の ニ
ー ズにあ っ た企画 を充実させる ､ と い っ

た要件を如何に施設整備に反映するかが書果題で ある ｡

また､ 未だ個人の責任 で ある第1 ハ
←

ドル の 段階 で

滞 っ て い る人が井常に多い ｡ より地域住民に密着した

施策と して , 前述 したよう に, 公共施設 だけでなく ､

個人的な余暇活動 を行う場所として ､ 非活動者も多く

利用 して いる , 民間施設を含めた地域施設全般を活動

の場として 連続的に整備す る必要がある o
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図 2 0 阻罰我活動参加を 促す 施設整備要件
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8 . 余 暇を過ご す場所 と して の地域施設

8-1 余暇を過ご す場所 と し て の 地域施設の必要性

自宅以外で余暇活動 を行う場所 と して ､ 多く の 人が

地域施設 を利用して いる が､ 高 い余暇活動要求をもち

ながら､ そ の 場所を確保 で きて いな い人々もい る ｡ 余

暇 の過 ごし方 の 転換の遅 れ､ 施設 に抱く要求と現在 の

施設整備状況が合致 して いない こ と等が要因と して挙

げられ るが ､ 場 の 作り方によ っ て改善で きる可能性が

ある ｡ 余暇を自宅で 過 ごさない 人もおり､ 地域全体で

生活 の受 け皿 となる地域施設を整備する必要がある ｡

8-2 余暇を過 ご す場所 と し て の 地域公共施設整備

以上 を踏 まえて ､ 余暇を過 ごす場所と して の 地域公

共施設 の 整備指針 につ い て の 課題 的展望 を示す ｡ 地域

住 民は個人的な余暇活動 を行う場所として ､ 身近な地

域で 目的外利用 もで きる施設を求めて いる ことが明ら

か とな っ た｡ 但し､ とりわけ地域公共施設は､ 制度 に

基 づき､ 特定 の目的利用 を行うための 場所と して計画

整備されて きた背景から､ そ の ような利用 に対する整

備 はされて いない場合が多い ｡ そ の ため, 地域住民の

多くは ､ 無料 で滞在 で きる 商業施設 (大型 S C な ど)

にその 場所を求める傾向にある ｡

しか し, 三重県 の ような地方都市にお いて は, 民間

施設が全て の 需要 をカバ
ー

す る ことは困難 といえ ､ 地

域密着型の 公共施設が これ らの 役割を担っ て いく必要

がある とい える ｡ 今後組織活動 の 活動場所, ひい て は

成果発表の 場 と の 連続的整備を視野に入れた, より柔

軟なプロ グラム ･ 運営が地域公共施設には求められる ｡

以下にやや飛躍 的で はある が､ そ の ため の 施設整備
･

運営 の 課題的展望を示 し､ 本研究 の 結論としたい ｡

1) 施設機能の 再構築

第 5 章で述 べ たように ､ 既存 の 施設種 の枠組みを超

えた機能 の 再構築 による ､ 目的外利用 を許容する ス ペ

ー スを備える必要がある ｡ とりわけ地域密着型施設は､

非活動者 の 組織活動参加 を促すため , 小規模でも , 活

動成果 を常設的
･

定期 的に発信 できるギャ ラ リ - ･ ホ

ー

ル 空間を備えた複合施設 と して 整備する ことが有効

と考え る ｡

一

方 ､ 大規模な発表行為や合同発表会 の 利

用要求に対応する よう, 大規模な専門施設はサ
ー ビ ス

水準 を維持する こ とが望 まれる ｡
こ れ らの 役割分担 を

考慮 し, 地域全体で施設整備する必要がある ｡

2 ) 施設間連携

第 6 章 で述 べ たように , 現在は個別 の施設がバ ラバ

ラに整備 され ､ 施設運営 を行 っ て い る ｡ 活動場所 u-) 代

わりの 施設を紹介する予約 シス テム の 体系化
･

団体の

活動情報を受け取る情報 シス テ ムを備え, 施設間連携

を促進する必要がある ｡
さらに , 上記 の施設機能の 再

構築 に関連して ､ 活動場所予約や行政関連の 証明書交

付とい っ た､ 従来特定の 施設で行われて い た施設サ
ー

ビス を既存 の 地域密着型施設が担保する ことも考 えら

れよう ｡
これらは小規模 ブ

ー ス を備える ことで対応可

能で あるし､ 距離的な制約を受 ける 人々 の 不具合を緩

和する可能性も秘めて いる ｡

3) 利用機会の 提供

地域密着型施設 の 中には ､ 近年導入が進む指定管理

者制度等 を用い て ､ 民間企業ではなく､ 当該地域に住

む住民 の 集まり ( 地縁的な共 同態 : c o m m u n it y) に

運営
･ 管理 を委託する例がみ られる ｡ そ の 利点の

一

つ

に､ 行政 ･ 施設職員が行う以上 に様々な催し ･ 企画が

生まれ ､ 地域住民を施設 に呼び込み ､ 場の 存在 を周知

する機会を提供で きる期待がある ｡ 公民館展やサ ー

ク

ル発表会､ 個人の趣 味活動の 成果発表を利用機会提供

の媒介とす るよう, 企画段階から施設利用者 を巻 き込

む ことも考えられ る ｡ 施設 の 敷居の 低さを演出す る期

待も込めて , 利用者 に施設運営 ･ 企画 の
一

部 を委譲す

る方策を模索す る必要がある ｡
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[ 註]

註 1 ) 余暇 時間 とは ､ 休養 ( 睡眠 ･ 食事等) や労働 ( 仕事 ･ 通 勤等) の 時 間を除く ､

自己裁量性の 高い 生活行為をする時間を指す c

註 2) 自宅 で の休養
･ 団らん , 及 び自宅で ひ とりで 行う趣 味皆勤 を除< ､ 地域住民が

余暇時間 に行う活動全て ｡

註 3 ) 地域住民が生添 上 利用する ､
｢自宅 ｣ ｢ 職場 ･ 学校 ｣ ｢友 人 ･ 知人宅｣ 以外の 建

築的空 間を含 む場所 ｡ 本研 究で は , 居住地域 に立地 する ､ 余暇生活 に関連深い

施設 として ､ 以下 の施 設種を対象と して い る ｡ 但 し, 地域 施設の 利用形態の 分

析 におい て は自然系は除い て い る ｡

[ 公共施設] : 図書館 ､
コ ミ ュ ニ ティ 施設 ( 公民館 ･ 集会所 ･ 市民

セ ンタ
ー

) ､ 地方 文化施設 , 美術館 ( 博物館含 む) ､

ス ポ ー ツ施設 ､ 教育施設 ｡

[ 民間施設] : 商業施設 ､ 娯 楽施設 ､ 飲食店 c

[ 自然系] : 公園 ､ 海や山 ｡

註 4) 調査 1 の ア ンケ
-

トで は ､ 自 由な時間 を過 ごす場所 として ､
｢ 自宅 ｣ ｢職場 ･ 学校 ｣

｢友人
･

知人宅｣ ｢ 図書館｣ ｢ コ ミ ュ ニ ティ 施設 ( 公民館
･ 集会所 . 市民セ ンタ - ) ｣

｢地方文化施設｣ ｢ 美術館 ( 博物館含む)｣ ｢ ス ポ
ー

ツ施設｣ ｢教育施設｣ ｢商業施設｣
｢娯楽施設｣ ｢飲食店｣ ｢公 園｣ ｢海や 山｣ ｢そ の他 ｣ の 1 5 項 目から最大 4 件の 選

択 として い る ｡

註 5 ) 調査 1 の アンケ
ー ト回収率は約 3 割で ある ため､ サ ンプリングの 代表性を検証

するため国勢調査 ( H 1 2 年度) との 比較 を行 っ た ｡

各地 区とも男女構成比につ い てしま3 % 以上の 差はみられ なかっ た ｡ 但し ､ 年齢

構成比 をみ ると ( 調査 1 は 1 5 歳以上 が対象なの で ､ 1 5 - 6 4 歳 と 6 5 歳以上の

2 分類で 比較) , 調査 1 の 回答者は ､ 津地区で 最大 1 1 % ､ 回答者全体で も9 % 程

度 ､ 6 5 歳以上 の 回答者が多 い借果 となっ た ｡ 以上か ら. 両調査の 結果は近似し

て おり ､ サ ンプリン グの 代表性は概ね担併されて い る と判断したが , 6 5 歳以上

の 回答者が若干多い こ とに留意しながら考察 ･ 分析 を行 うこ ととした ｡
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